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この 著 『發 展』 は 

へ ば、 第 一 は 『耽 溺，』 

浪，』 第五 は 『斷 橋』 

二 年 二 月の 新 小說に 

から 出た。 次ぎ に、 第 

行せ られ た。 それ か 

と 後の 東京 日々 に 渡 

分が 題 を 『寢 雪』 と 

づれ單 行 本になる 時 

である。 

『發 展.』 乃 ち、 第 1 一 の 


僕の 五部 作の 一 である。 事件 聯絡 

第二 は 『發 展，』 第三 は 未だ 發 表せ 

だ。 然し 發 表した 順序 は， 先づ 第一 

揭 載せら れ， 翌 年の 五月に 單行 本と 

四 のへ か 明治 四十 三年 七月に 柬雲堂 

ら、 第 五の が 明治 四十 四 年 一月  一： H 

つ て 前篇 六十 回まで 連載 せら れ、 そ 

附 けられて， 本年 五、 六、 七 月 の 新 小 說 

に は、 『寢 雪』 は 『斷 橋』 の 一部に な 


の 順序から 云 

や、 第 四 は 『放 

のが 明治 四十 

なって 易 風 社 

から 直ちに 單 

から 毎日 電報 

の 後篇 四十 回 

に 載った。 い 

つ てし ま， フ の 


は， 昨 年の 十二月 中旬から 大阪 新報に 百 回 連載せ 
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られ たの を， 今 回， 野 侬 氏の 實業之 世界 社から 單 行して 貰 ふこと になつ 

た。 新報に 載って ゐる 時から、 これに 對 して 諸方の 有識者 諸氏の 批評 

は聽 かせられて ゐ たが、 僕 自身 も 『耽溺』 に 次いで 少 からす 會 心のと 

ころが ある 作で ある。 『放浪 n を 書いた 時 は、 東 京の 郊外に 於て 明日の 

パン を どうして 得ようかと 云 ふやうな 狀 態であった か ら， n 十 く 書き 上 

げて 稿料に しなければ ならなかった。 要する に、 充 分な 時間が なか つ 

たの だ。 だから、 同時に 出來 上った 『斷 橋』 (『寢 雪』 を 含む) を 他：：：^ 

行す る 時に は、 そ の 前に 所々 訂正 を 加へ ようと 思って ゐ る。 が. 今 回 の 

著 は先づ さう 云 ふ 必要が 殆どな^った と 云っても いい ほど だ。 

いづれ またし ッか， 9 した 批評 をして 吳れる 人 も ある だら うと 期待 

して ゐ るが、 ここに 一つ、 田 山 花 袋 氏が 文章 世界 (五月 十五 日號) に 於 

ける 評 言 に對し て、 僕 の 考へを 陳述して 置く 必要が あるかと 思 ふ。 田 

山 氏の 物質的 描寫に 於け る缺點 は旣に 僕が 屢々 指摘した。 氏 は賠に 


^一一 口 

ク 


を 加へ た。 そして 氏 

て單に 物質的な 感傷 

く も ま だ 形式に 捕 は 


それに 對 して 『單に 深く 鈸 くだけで は 解らない。 もう 少し 具象的に 

言 つて 貰 はなければ』 とおして、 僕 等が 深く 銳ぃ 主観 を 求める の は 『感 

傷 的、』 乃 ち、 セ ンチメ ンタ ル であるかの やうな 

自身の 所謂 『徹底した 自然に 似た 主觀』 が 却 

である を 知らない やう だ。 そこ を 僕は淺 薄で、 

れてゐ ると 云 ふので ある。 

田 山 氏 はた だ 物質的 範圍 にの み 見地 を 置い 

るの を 傍 觀描寫 もしくは 『見た 文學』 だと 決 

い。 然し それ は 心 靈 的 形 ； A で 見た 文學で な い 

b に 物的な の を 持って 來た に過ぎない。 その 

た 最も 自由な 立ち 場 (乃 ち. 肉 靈 合致 的より 外 

文學 は出來 る。 僕 等の は それ で、 そ れ がまた 


• そこから 感傷して， .Q 

込んで ゐ るに 違 ひな 

云 ふだけ で 、® 型の 代 

ちらの 型 を も 破壤し 

にない) からで も、 見 た 

悶 へた 文學』 にもなる 


て 

ど 


所 以 は、 生 觀が田 山 氏の 型の やうに 固定し ない で， 幸 ひに も 自由に 


流動 


展 


お 


通 和す るからで ある。 

自由な ま 観の 流 和 を以っ て^ちに 無 批評， 好惡， 感傷な どと 同一 視す 

る の は、 僕 等の 見た と 同時に 悶えた 文學を 理解す る に は餘. 5 に狹 隙な 

狐斷が あるから だ。 田 山 氏 並に 氏に 雷同して 自然主義の 初步に 止ま 

る 1 派 は. 塞 術 品と 云 へ ば、 偏 狹な 物質的 描^で なければ ならない やう 

に考 へる と 同時 に、 物 質的に 無批判 で， 成 傷して ゐ るの を 少しも 缺點と 

氣 付いて ゐ ない 榇 子が 見える。 そして 僕 等の 新 自然主義 (或 人 はこ 

れを 本年の 流行語に 譯し て、 眞 の ネオ & マン チ シズム と 云った が) の 

描寫 にば か b この 缺點が あるかの 如く 思って る。 が， そ こで も ッと具 

象 的に 辯駁を 重ねて 置く 必要が あらう。 

田 山 氏 は 僕の 『發 展』 の描寫 法が 『家』 の 作者な どと は 『正 反對』 

だと 云った。 無論. さう だ。 僕の 小說に 『日記の やうな ところ』 が あ 

つても 必然的な 聯絡が あるに 反 し. 藤 村 氏の 活動 寫眞 的な 物語りに は， 
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ちぐはぐな 日記の 覺ぇ おき を 無理に さし 込んだ やうな 跡が ある. 僕 

のに 『歌の やうな 處』 があって も， そ れは 公然 作 中 人物の 咏嘆 である 

に 反 し、 藤 村 氏のに は， 尤 もらしく 押し 包んだ 作者 その 人の 感傷が 見え 

てゐ る。 田 山 氏 はまた 『徽』 の 作者と も 違 ふと 云った。 それ も 無論 

だ。 秋聲 氏のに は、 氣 の 毒な ほど 思索的 方面 を缺 いた 主人公が 描かれ 

てゐ るに 反 し、 僕 の 五部 作に は、 特 に 一 嵇の 哲學ぉ を以 つて 任 やる 人物 

がお もに 活勸 して ゐ るの だ。 

然し 田 山 氏が 『發展 3 に は 作者が 「自分の 感じた ことが： 止當 だと 

いふ 風に 書いて ある』 と 云 ふに 至って は、 誣 言 も亦甚 しい。 多少 そん 

な 傾きが あつたと 思 ふ 『放浪』 にさへ、 主人公の 考へ 若しくは 威 じの 

ぐれ 逢 ひ や、 無 理に 自己の 哲理 を 成立 させようと した ことな ど が、 立 派 

に 描き出して あるので はない か？ 疑って 見れ ば， 氏 も 多くの 文 學的職 

人肌の 人々 と 同 樣， 自 身に 思索 上の 煩悶 や 苦心 を 左 ほどして 來 た經驗 


展 


がない おめ、 小說 中に 描かれた 思索的で 而も 熱烈な 人物の 性格 や 心 持 

ち を 充分 日本人 的に 吞み 込めない のかと も 思 はれる。 然ら ざれ ば. 又 

氏の 獨斷を 非實際 的に 述べ てゐ るの だら う。 

生 人 公 は 熱烈な の だか ら， そ の 主観が 『迸 出した』 と 見て 吳れ たの 

は あ， o がたい が、 そ の 『一人の 人物の 意見で 他 を 取扱 ふこと』 など は 

決してして ない。 他の 人物 を 主人公が どう 兑てゐ るかと 云 ふこ と は. 

主人公 その物 を描寫 する に 最も 必要の 一 つ だか ら、 屢 々書き 現 はされ 

てゐ ようが、 『主人 一公の 向 ふ 側に 立った (乃 ち. 主 人 公 以外の) 人物な 

ど は、 殆 ど 見やう ともしない 位にまで 冷淡に 取， 9 扱 はれて ゐる』 こと 

は 全くない こと だ。 作者た る 僕 自身の 意見 を 離れて 秋聲 * 秋 江、 白鳥 等 

の 諸氏の 言 を聽 いて も， 主 人 公より は 却ってお 鳥の 方が よく 现 はれて 

ゐる とあった ではない か？ 僕 自身 は 主人公に 最も 力 を^した だ けに、 

矢 張 b  、義 雄が 最も 出て ゐ ると 思 ふが II 『千 代 子 を 汚い 姿 だと 云って 


SI 


fx 


それ を 現 はさう とする の は. 所 謂說 明の 形を収 つた もので』 と 云 ふ 田 

山 氏の 意味が はッき しない が， 千 代 子に 關 して も、 汚 いと 義 雄が 思つ 

たと あるの は義 雄の 感じで あつ て、 渠 のゐ ない ところで もど う も 子 

の 期待す る 女らしくない 狀 態が あるの で、 初 めて 義 雄の 感じた ことが 

實際 だと 云 ふ 風に 具象 化せられて ゐる。 義 雄に 現 はれた 感じ を 直ち 

に說 明の 形と 兒 るの も餘， 5 獨斷に 過ぎる。 

義雄 もしくは その他の 人物の 感じ は、 心 的 生活 上の ことで あると 同 

時に また 物的 感覺 上の ことで あるか ら、 精 神 即感覺 の 合致 的描寫 論 か 

ら 云へ ば. そ のままで 以 つて 具象的な 描寫 が出來 ない こと はない。 そ 

れを田 山 氏 は 中 村 星 湖 氏 等と 同 檨. 感 覺と 心的 生活と を 空想的に 區 別 

して、 感覺は 描 寫出來 るが、 心的 生活 は說 明の 外に 道がない と 誤解して 

ゐる。 描 寫が專 ら感覺 的 だと は、 感 覺が 精神と 合致 的 だと 云 ふ 見地 か 

らでな けれ ば、 全 部 的 命題に はならない。 氏の 如き 半面 的、 唯 物的 描寫 


7 


展 


論 で は， そ の 描寫と 見えた もの は 全 部， 乃 ち、 內 容を 直下に 暗 示 す る (そ れ 

が 正當な 描寫だ が) の で な くま に それ を 表面から 『の 如し』 的に 形容す 

るので あるか ら， 寧 ろ說 明と 云った 方が いい。 小說の 表現 法に 四 階段 

ある。 r 說 明的說 明。 (これ は 最も^ 派の 所有であった。) 二，^ 明 的 描 

寫。 (藤 村 氏の 槪念 的靜觀 描寫が これ だ。) 三 ■ 描 寫的說 明。 (田 山 氏の 唯 

物的 平面 描寫が これ だ。) 四， 描寫的 描寫。 (おもな 短篇に 於け る 白鳥 氏 

^に 『徴』 に 於け る秋聲 氏の が 近い。) 銳敏 とか 深刻と か 云 ふこと は 

こ の^の 表現の 自然 的結枭 であ つ て、 こと • 史らに 感傷的に 要求す る の 

ではない。 そして 僕の 肉靈 合致 的描寫 はこの 第 四 階の 表現 だと 信じ 

てゐ る。 (この 四 種 表現 論 は 別な 場所で 詳說 する。) 

田 山 氏 はこの 續き物 を 『三 分の 二 ほど 讀ん だば かト， だか ら、 よ く は 

解らない が』 と 遠慮して ゐる が、 入 生 は 一 個の 特 殊-物 に 籠って ゐ ると 

同檨、 內容 的 小說に 於け る 百 回の 內容は 乃ち 一回に ある もの だ。 三分 


ほ 


の 二が たッた 一 で も， ま た 新聞紙 上での 一 回 分で も， そ れを 少し 忠實に 

讀んで 吳れた ら， そ の 人が 讀ん だと ころ だけで 僕の 作の 內容全 體も分 

る ものと 思 ふ。 進步 した 新聞 小說 は， この 行き方 を以 つて 『跡 は 明 =： 

のお 樂 しみ』 的な 舆味を 打破して しま ふべき もの だ， と 僕 は 信じて 惮 

らな いので ある。 

明治 四十 五 年 六月 五日 

北攝池 田の 假 宅に て 

著  者識 
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『發 展』 篇中 人物 


效 


展 


田 

同 


同 

淸 


W 義 

千 代 

富 美 


雄の 繼 

衬 

水 お 

口 活 


雄 (思索的 詩人) 

子 (^雄の 妻) 

子 (兩 * の 娘) 

薛 (兩^ の 子) 

春 (同) 

母 (未亡人) 

驟 (義 雄の 弟) 

鳥 (義 雄の 愛婦) 

造 (義 雉の 老友) 

潔 (淸 造の 子) 


衬 

ん 

大 


お 


松 


0 

本 


十 

重 


寵土酋 員大 勢 

其 他 


衞 (辯^ 士〕 

^^小 說家) 

子 (正則の 妻) 

助 (T  K) 

吉 (義 雄の 從^ m〕 

坟 (ぬ 口のお 生) 


岩 野 泡 鳴 

P ぶ  ^ ぜん はラ  +: むら  い  げ しゅくや  ねん らい もの がた  きん 

- 麻布の 我 善 坊に田 村と 云 ふ 下宿屋が ある。 二十 年來 物堅い ので 近 

じよ  しん よ ラ  え  しゅ じ 乞  ちか ごろび やうし  し そく よし を  だい 

所の 信用 を 得て なた 主人が 近頃 病死して 子息 義 雄の 代に なった。 

よしを  け \ ほ  お  まこと  ち，  を リぁひ  わる  もと  べつ  " 

義雄 は繼^ の爲 めに 眞の 父と も 折 合が 惡 いの で、 元 から 別に 一 家 を 

かま  かつ じつ かう ぜ つ な し？' ぎ  てつ り  しゅち やう  だん /\ ぶん がく かい  な  し 

構へ てゐ た。 且， 實行 刹那主義の 哲理 を 主張して 段々 文 學界に 名 を 知 

令  めん だう くさ  げ しゅくや  しゅ じん 

ら れて來 たので あるか ら、 面倒臭 い 下宿屋な どの 主人になる の はい や 

であった。 

かれ  きら  ち *  いへ  C ぶん  さいし  ほ とん 

が、 渠 が 嫌って ゐたの は、 父 の 家ば かりで はない。 自分の 妻 子——殆 ど 


展 


十六 被 隙に 六 人の子 を產 ませた 妻と 生き 殘 つて ゐる 三人の 子 を も 

奢ら  さいし  けい ほ  しょ ぶん  つ  た  かれ よろこ  つ • 

嫌って ゐた。 その 妻子と 繼 母との 處分を 付ける 爲 め， 渠 は 喜んで 父の 

お 製 を繼績 する ことに 決めた ので ある。 然し 妻に それ を 専ら やらせ 

J  >  -) こ  ラ气  じ ぶん  かた  かる  o  • 

て^け ば， さ う 後顧の 憂 ひ はない か ら、 自 分 は 肩が 輕く なった 氣 がして 

これから 充分 勝手次第な ことが 出來 ると 思った。 

ぃゝむ 7 こ  も  ゆ  い  ふ ひや ラ 

『あ の 家 は 息子さん では 持つ て 行けますまい よ」 と 云 i 展評を 耳に 

つま  やくき  をつ とめい よ  は、 づ 

した 妻 は、 ま すく 躍起と なつ て、 所 天の 名 譽を恥 力し めまいと い ふ 働 

よしをべ つ  がお  お f  , 

きを やって ゐた。 が、 義 雄 は 別に それ を あり 難いと も 居 ふので はなく 

じ ぶんじ ，ん  あお  はってん  じ ぃラ  で き  さ. い =s  1 

た  > 自分自身の 新ら しい 發展が 自由に 出 求る の を 幸 ひに した 

けい ほ  もち ろ 乞 さい し  がん ちラ  お  かれ  だい  ちゃくしゅ 

繼 は 勿論 妻子 を も 眼 巾に 置かない 渠が 第一 に 着手し かけた の は 

一 女優の 養成で ある。 琴の 師匠 をして ゐる 友人 か ら、 そ の 弟子のう ち 

め" ぴ じ t*  ぢょ いう  t 

に 一 名の 美人が あつ て、 そ れ が 女優に なりたい と 云って るが どう 力し 

く  い  さ ラ だん  もこ  Ac 

て吳れ ないかと 云 ふ 相談 を 持ち込んで 來た。 


展 


かれ すで  it- よ いう し ぐ 2 ん しゃ  しつ ゆい 

渠ば旣 に 女優 志願者で 失敗 


を 作ったら そ 

ところ だから. 

じ ^ん い へ 

で、 自 分の 家 

A  A  Ac けん み-ラ ぶ 

演劇 硏究 部に、 

こうし ふせい  JJ 

の 講習 生に 取 

渠の 家に 呼び 

であつ た の で 

家族の 反對 

とん； J- やく 

しも 頓着し な 

ST 來 たもの を 

だ ぞ！』 

をん な  あか 

女が 赤い メ 


れ をし ッか， 9 や 

わけ も 無く 承諾 

し は こう ゑん  とほ 

から 芝 一公 園 を 通 

じ ぶん くわい. Q ん 

自分 も會員 であ 

りあげて 貰 ふ 相 

寄 せ た —— と 云 ふ 

あ る。 

はいろ ,く あ つ 

力つ.. 7 

驁渡 でも 冷遇す 


し た 經驗を 

つて 吳れる 

,9 拔け たと 


る 


の 


の 故を以 

が 成り立 

じ ぶれ 

は、 自 分 の 


St な  かれ  きゃくほん 

1 度甞 めて ゐる が、 兼 て 脚本 

ほ  か が 

ものが 欲しい と考へ てゐる 


ころに あった  一 H 曰 樂倶樂 部 の 

S こ  し ぐわん しゃ 

つて 申し込 み、 志 願 者 を そ こ 

し ぐわん しゃ 

つたの で、 い よく 志願者 を 

家から 毎日 通に せる つもり 


たの はあった 

れ ば， お れのゃ 


が、 渠 はそんな ことに は少 


る 事業 を 邪魔す る も 同前 


ふ ろ しき 

> ス い 屈呂敷 


不斷 着の 


單衣か 何 かの 用意 をして や 


つて 來た時 は 

『い 、女 だら 

の 夜、 i 樂 部 へ 

やす  ほん にん 

は，^ 易い 本 入 

せ. 7 かいしゃ  く 

紹介者 は， 倶 

一て く をん な つ 

族が 女 を 速れ 

ざん ねん 

つて 殘 念の や 

かれ じ ぶん 

渠は 自分の 

の 夜 も， 次 ぎ の 

その 少し 以 

が 求た。 

『お ば さ ん、 お 


その 姿 や 顔付き 


う』 

弓 き 

は 女 

ら ぶ 

^ 部 


と 云 はない 

み  い 

な 口よ せ-二 >| 

優 を斷念 し 


の諸會 員に 

て歸ら ない 自分 

う に 思 はれ た。 

しょ さい 

書^ 


リ、 ゝ 

ジ I* ヽ 

ばかり 

つ た。 

てし ま 

對 して 

を 見て 


の で、 下 女 ま 

に して 義雄 

が、 そ の 最初 

つ た。 

ふ めん ほく かん 

不面目 を 威 

れい せう  かほ 

冷笑す る 顔 


兼寢 室に 殘 して 行 


夜 も、 


ぜん 

前 の 


にが  さ S> 

苦い 寂しい 


かほ 

顏 をし 


とで ある が、 義雄 


をん な あか 

つた 女の 赤 

てゐた o 


も 目 を そば 立てた o 

；/; H. レ. ひ つ 

それ を 引き^れ そ 

引き合せ に、 氣 の 變 

じ ぶん か 

たより も， 自 分の 家 

♦1 う  むし  じ ぶん  と 

方 が， 寧 ろ 自分に 収 

包み を 見なが ら. そ 


けい は  あ  令 しラ 

の繼 母に 當て 、紀 州から ハ ガキ 


變. ^はありません か。 わた し. ま た 


にぎ  みやこ で べん 

賑やかな 都へ 出て、 勉 


1 


發 


展 


きゃラ  おも  ご やく かい 

强し たいと 思 ひます。 い. つれ 御 厄介に 


ほ 


な hy 

つま 

妻に 

、ノ ガ 


も う 


繼母は 困つ た顏 をして， そ れを義 雄の 

ち よ 

『お 千代 さ ん、 ど ，つし i6 しょ  >フ ね こ んな 

へ た  じ  をん な 

『下手な 字， ね。 どんな 女？』 

『わたし は あんま b 好かない の c』 

『いくつ 位？』 

ま へ  とき 

『前にう ちに ゐた 時が 十七 八 だから- 

『どこへ lb つてた の？』 

や いた がく かう  さい ほラ  なら 

『矢 板學校 へ 裁縫 を 習 ひに。』 

こ 

『ま ァぃ 、 ぢゃァ ありません か- 來さ 

『お 千代さん がさう 受け合へ ば 構 は 

父さんの 比が 變 つて ゐる し、 わ たしが 

んな ことがあるまい もので もない か ら II o  | 


ます か ら， よ ろ し 

見 せ た。 


キ 


が來 ましたよ。』 


十 


た ジ 

い や 

んな 


て 


でしよ， フ よ o  B 


？ 』 

な もの 、 — で も ね え" お 

くち  だ 

とに 口を出しても しど 


5 


『おゆさん はお 

なに  し 0 -ラ はい 

何も 商黃 たから- 

『で も • ね —— 片 づ 

いだら う し、 若 し 

出 求た ら II 』 

『ま さ か、 そ ん な 

ふた り  わら 

二人 は 笑 ひに 

聲 であるに 反し- 

よしを  か ぞく 

義 雄の 家族が 

かんとく  はたら 

を 監督して 働く 

i  てまへ 

間のう ち、 手 前 の 

となり てら  に は  めん 

隣の 寺の 庭に 面 

間ば かり を 隔て 


父 さ 

、 こ 

よし を 

寒 i 

こ と 

やぶ 

破れ 

一 方 

も ど 


ん. か. C  くなら れ 

はな いぢ ゃァぁ 

ものが また 出て 

さ 乞に でも i と 


てし. まつ た が * 一 

はまた 甲高な 神 


一 J と 

ひと 3 


つて 來てか ら、 臺 

になった の で、 隱 

に 定まった。 そ 

した 方に かけて 椽が 

たと ころに 板壁が あ 


て か 

hy ま 

求る 

ほ ， 


*v ふ  しん はい ゲ 

ら 急に 心配 家 に 

せんか？』 

の は， ど 15 せい /- 

笑みながら、 『引 


方 は 

經賀 

こころ 

所 の 

きょ どう 

居 同 

おく 

ジ ^ 

はが 

hy そ 


なった の、 ね • 

ことで はな 

,ン 力 、り 力 


約 まし やか 

に聽こ えた 

はう  ちょ- - 

方 は 千代 子 

樣な繼 母の 

の 一間に は 

収， 9 まわし 

， J に は、 父 の 


に仪， 9  ました 


の ゆが 下女 ども 

ゐ ま  はな  ふた 

W 間 は、 離 れのニ 

よし を  おとうと 

義 雄の 弟が ゐる。 

のき した 

てあつ て、 軒下 一 

手 を 入れた 盆栽 


た で き  らん  まつ しゅ ろ 

の 棚が 出 來てゐ る。 蘭、 おもと、 松， 綜櫚、 こ 

まい にち みづ 

ぶつ もりで 每日水 を やって ゐる。 

離れと おも 星の 長い 裏 廊下の 一 部と 

まで 廣 がった 小さいた、 き 造， 9 の 池が 

みづ  とか  ひと  ほか  お とうと  やく  ひ  ラ  ラら 

の 水 を 取， 9 更へ る 人 も 他に ないか ら， 弟 がその 役 を 引き 受 け、 同 時に 裏 

らう ハ  そ  に は  そうもく  ゆ ふ  す"  み^'  t 

廊下に 添 ふた 庭の まわ， 9 にある 草木へ 夕が たになる と凉 しく 水 を 撒 

くので ある o 

ふた H,  だん せラ  みづ  i  か3る おく  *<  ひ  こ..， . it 

二人の 談笑 は その 水が 撒かれて、 馨が 奥の間に 引ッ 込ん た 時の こと 

ときち ゃラど よし を  こ ょラ  い  丄れり  ヌ なし 4  ^  メノ 

で， そ の 時， 丁 度、 義 雄 は 小用に 行って ゐ たので， 二人の 話が 聽 こえた。 便 

所と 池との 間に 離れ へ 渡る 廊下が 付いて ゐる。 そこから ネ洗 針の 手 

しゃく と  て  あら  なか  ぜん だん 

杓 を 取 ，9、 手 を洸 ひなが ら、 半 ば 冗談に 

r 何 を まって やが るんだ い， 馬鹿！』 

『お ほ， ほ， ほ』 と， 妻 は 笑って， 『聽 いてた のです か。 —— あ なた の 信用 は 


もの おと ラと かほる な  ひと しの 

んな物 へ 弟の 馨は. D き 人 を 忍 

あ ひだ せ  たか  て-.' づ はち ね もと 

の 間 に、 背 の 高い 水洗 鉢の 根元 

令ん ぎよ  およ 

あ つ て、 金 魚が 泳いで ゐる。 そ 


どこ へ 行っても あ ませ ん。』 

なん  *> ふ  こも  か は  な.！' てん  で  さけ 

『何 だ！』 かう 急に 聲が變 つ て， 腦 天から 出た やうな 叫び を あげなが 

らう 力  わた  い  みづ  き  て  つま  よこ ^ほ  ひら て ラ 

ら、 廊 下 を 渡って 行つ て、 ま だ 水 も 切れない 手で 妻の 横顔 を 平手打ちに 

し た o 

不意 を 喰らった 妻 は， 片 手 を疊に 突い て， 倒 れ るの を さ /- へた。 

『何 で す、 ね， 義 雄さん。』 繼母 もび ッく， 9 した 顔 を 向けて • 『可哀 さ うぢ. 

ゃァ あ， 9 ません か？』 

「力， 1 や  なに  た  く.. - びる か  み 

『可 1 お さ う も-何 も。』 とつ ッ 立った ま ま， わ ざと 蕃 を 齒んで 見 せ， 『あ つ 

*- つ i  +； い  けラ くん てき  い  ぶ れい きょく 

たもの か？ 所 天に 對 して 敎訓的 な こと を 云 ふの ァ無禮 の 極 だ！』 

けラ くん  ひつ 大ラ  こ ども  たい  ひつ えう 

『い 、 え， 敎 訓は 必要で す II 子 供に 對 して も、 必 要です？』 

『まだ 分らない か。』 と、 手 を ふ b あげたの を、 繼 母に 押さ へられて ， 『い 

い  とほ  こ ども 

つも 云 ふ 通， y  ，おれ は 子供お ゃァな い！』 

つま  す こ  では  まへ £4  は  をつ とさい しょ  て  あた 

妻 は、 そ の 少し 出ッ 張って ゐる前 齒の齒 ぐき に 所 天の 最^の 手が 當 


展 


發 


つ て. そ こから 血が 出た の を ふいて ゐる 


しづ  すわ  けい ほよ し 

『ま ァ、 靜 かにお 坐， 9 なさい よ。』 繼 母は義 

こし  きゃく  み 

そこ へ 腰 を， おろさせた。 『お客さんが 見て 

きゃく  はじ  い 

客 ども は， ま た 始まった と 云 はない ばか 

ら顔を 出して ゐる。 その 方に は 簾が 下 

けい ほ  き 

い が、 繼 母 は それ を氣 にして， 

み  お ほ  こ ゑ  だ 

『見ッ ともない か ら、 大 きな 聲を 出す の は 

力ま  ヽ  •  • 

『溝 ふ もの か？』 あぐらをかいて わさと 

なに  ば しゅくや  くわん けい 

れは 何も 下宿屋に 關係 はない。』 

しゅ じん  しゅ じん 

『で も， ま 人 だか ら、 主 人の やう に， ね In 』 


を  りゃうて  お  む- 9 

雄の 兩手を 押さ へ て、 無 理 に 

ゐる ぢゃァ あ， 9 ません か？』 

に， 二 階 の あちら こ ちらか 

ちょくせつ  み 

てゐ るの で 直接に は 見えな 


およしなさい よ。』 

かいき  * 1 

二階へ 聽 こえる やうに 『あ 


C- 


『それ は 違って ゐま す —— わ たし はこの 家 

> やう めんじ ゃラ  つま  ちょ  し ご と 

はこの 表面上の 妻た る 千代の 仕事です ( 


こ レ&,  な  げ しゅくや 

の B- 主に は 成つ たが， 下宿屋 

や  i  もと  とほ 

わたし は矢ッ 張， 9 元の通り 


^9 


し L- ん せう ぜっ か ひや ラ ろん か  しゃ ラげふ がく かラ  大ぃ ft けう し 

詩人， 小說 家， 評論家で、 また 〇〇 商業 學校 の 英語 敎師 

『敎師 な 二、 敎 師 らしく おしなさい〕 と， 妻 はび くつ 

う に。 

『また 敎訓 か？』 


まへ  けい ほ 

『お前さん は， まァ』 と. 繼母 

雄さん の 云 ふの も 尤も だと 

家の 大黑 柱が 動いて る も 同 

せんか？』 

『居 付く 値う ちがない. ので 

『お父さんの 家で も —— ？ 』 

とつ  あと 

『さ う さ —— お 父さんの 跡 を 

あ つ て II こ んな家 や 妻子 は， 


千代 子に 『默 つて 

しゅ じん 

て も， 主 人が うちに 

で. う ちの 者が 賴 b. 


す、 こ ん な 家に は。』 


す。』 

も 力 


らも 悔しさ 


な 

ぢ 


さ 


や 


よ — % 

,9 で は， 

あ， 9 ま 


いだの は. わ たし 自身のから だと 

分に そぐ はな けれ ば、 棄 て /- もい 


o 


精神で 

い ん だ。』 


す  つます こみ  す  /一ら， r* 

『棄 てられるな ら』 と、 妻 は 少し 身 をす さって、 『棄 て、 御覽 なさい！ 


發 


展 


^だ。 愛の ない とこ 


f  せい しん てき  す 

『ふ ん、 棄 てると も — も う， お れは 精神的に は棄て 、 るんだ。』 

『^ とで もお 云 ひな さ い II 人 を 表面上の 妻 だなん て。』 

『お前の 命令な どァ 受けない と 1K つてる だら う —— お れの 心に 反感 を 

いだかせる もの は 皆 おれの 愛 を 遠ざかって 行 

ろに ゃァ、 おれの 家 もない。』 

『お や ァ、 ど うした ら』 と、 訴 へ る やうに 微笑し 

のです？ 敎 へて 下さい と、 何 度 も 云って るぢゃ 

しゅ とラ な ,5  げん かく  おそ 

『手套 が 投られ たの だ』 と、 嚴 格 に、 『も う 遲 い 


ない。 よしん ば. あ ると して も、 子 供 を 通して 向 

f  ，-か /\  いさ KI  -く 

におれ に 向ける やうな 若々 し い、 活 々 し た. 極 あ 

とし  とし  に， ^  こ 

『そり や ァ、 歲 が 歳です も の —— .€ れ に、 六 人 も 子 

t だ  をん^ *  こ  く らう 

育て あげた 女です も の —— 子 に苦勞 して ゐ るた 

前で しょ う。』 


て， 『あなたの 愛に 叶 ふ 

ァぁ り ません か？』 

まへ  じ や.. 'ねつ 

U お前に は、 も う、 情 熱 が 

じ やうね つ  ちょくせつ 

ける 情熱で あつ て， 直 接 

ねつ 

ッ たかい 熱で はない。』 

を 產 ませられ て、 三 人 を 

け 子が 可愛い の は當り 


展 


资 


まへ  こ  た  をつ と わす 

『お前 は 子の 爲 めに 夫 を 忘れて ゐる 

わす 

『い い え. 忘 れ てはゐ ませ ん ojl 

むかし 

『お ぼえ てゐ るの は、 お れの昔 だ。』 

むかし  やさ 

1| さう です と も ，*n は あなた も』 と 優 

た、 わ。』 

いま  あ ひて  たいど  ひ  こ 

『今 は。』 と， 相 手の 態度に は 引き 込 ま 

しん せつ  とし 

たのた が、 そ の 親切 を おれよ， 9 も 年う 

た の だ。』 


の だ。』 

し/、 なって、 『却々 親切な 人で し 

しん せつ  にん げん 

れす， 『もッ と 親切な 人間に なつ 

まへ  あた  をし 

へ のお 前に 與へ るの は惜 くな つ 


とし  はじ  しょ ラち  つれ  き 

『年 うへ なの は， 初 めから 承知して 迚て來 たの ぢゃァ ありません か？』 

しようち  うへ  よし を  つま  こと は  " 

『そ. o や ァ、 承知 の 上で あつ た 、さ。』 と 義雄は 妻に 言葉 を 嚙 みしめ させ 

く てう  しか  かんが  み  はた ち ぜん f 一  せい ねん 

る やうな 口調に な， o、 『然しよ く考 へて 見ろ。 二十 前後の 靑年 で， あ， ん 

もの  じつ さい  とし した 

なに ませて ゐた者 が ！ お れに實 際 ませて ゐ た —— お れ より 年下のう わ 


12 


ft 


むすめ  ラは  じ や, o めい  まん ぞく  とミ 

/. ヽ した 娘の 上ッ つらな 情愛に 滿 足して ゐられ ようか？ あの 時には， 

お前の やうな 年增 が II 年 增 と  一 k つ て も、 た ッた 三ッ 上ぐ らゐの が II 丁 

度， おれの 熱心に 適合した の だ。 然し 考 へて 見ろ。 人間 は 段々 年を取 

つて 行く。 それ は當， 9 前の こと！ U が， 當 り 前と 考 へ て は 困る ことがあ 

る。 それ をお 前 はわき まへ てゐ ない。』 

『ぢ や ァ、 よ く ぞ つて 聽 かせて 下さ い ，な。』 

『いくら 聽 かせて も， お 前に は 分らない の だが. -敎 育がない からと 云 

t へ  さ, C たう  け, r- いく  5  だ ラ がく しゃ てき けう しく 

ヱので は ない， お前 は 相 當の敎 育 は 受けた の だ が、 そ の道學 者的敎 育の 

性質が 却って 邪魔 をす るの ♦  た I CJ 

こと は  ちから  こめ  ぶし  いへ  ラま 

『い え. わ たくし は 一一 と、 言 葉に 力 を 込て， 『武士の 家に 生れた ので す。』 

『そんな こと は』 と、 冷 やかに、 『現代に 何の 名譽に も、 藥 にもなら ない 

—— お れも 武士の 子 だ が、 わ ざ/、 おやお 等の 考 へや 命令に は從 はな か 

つ た。』 
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展 


9 


『それが 惡炉 つたので す。』 

『また 敎訓 か』 と 目の色 を變へ かけた が、 同 じ 調子で、 『分らない 奴 だ- 

ね  え —— o お前な どァ 時代の 變遷と 云 ふこと が實 際に 分らない。 政治 

上 ゃ文學 上の こと は 別と して も， 敎^ 界 に 於 て、： U, お 前の 敎育を 受けた 

ま ゝ  がく かう  をし  じ だい  ぢょ し  むかしと ほ  せラ 令よ くて き  をし 

り， お前が 學校 を敎へ た， 9 して ゐた 時代 は、 女 子 は 昔 通， 9 消極的に 敎へ 

まん ぞく  しか  げん だい  わか をん な せ き • よくて き  けう いく ラ 

られて 満足して ゐ た。 然し 現代の 若い 女 は 積 極 的な 敎育を 受け やう 

として ゐる。 優しい が學 校で  >  も敎 師、 生 徒 間に 街 突が 起る の は、 古 い 

づ なう  けうし れん  こ • ろ かい  こ ひ  もんだい  おい  *5iJ*. 

頭腦 の敎師 連が この 心 を 解し ないから だ。 戀の 問題に 於て も だ V 男 

から 愛せられて 喜んで ゐ たの が， 自 分から も 愛する ことが 出來 なけれ 

ば滿 足しな くな つ た。』 

『わ たし. た つ て， 自分から 愛し て ゐ ます わ。』 

もん だい  だん /\ とし  i  しおが  なん によ  じ やう あい  ひや ラ めん 

『ところ が， そ の 問題 だ —— 段 々年を取る に隨 つて、 男女の 情愛に 表面に 

見えなくなる とし て も. 愛 し てゐ ると 云 ふ 言 葉 だけ で、 實 際 はそんな 氣 


！ 1 


, き  こま  をと こ きこた  く  とも  だん （"じ や ラ あい ，1.5 

& もない ので 困る。 男 は 世故に 長け て來 ると 共に 段々 情愛 を 深めて 

少  いまい じ？ ラ をん な みな あお まへ  をと こ はい  こいろ？ 

れ くもの だ が、 今 の 四十 以上の 女 は 皆當り 前の やうに 男に 對 する、 も を 

まつた こ ども  む 

全く 子供に 向けて しま う』 

こ ども  をつ と  も ® 

『で も、 子 供 は 所 天の 物でしょう が II 』 

こ ども ： ども をつ ともの  ， ふろく  ^  ^  ^  )  ^ 

『い や、 子供 は 子供 で， 所 天 そ の 物で はな い II そ んな 古臭い 倾 向の 家庭 

では^」 は、 平凡な 人間で ない 限， 9』 と、 そこに 語調 を强 めて * 『深いく 

情愛 を 空 しく 葬って ゐ なければ ならない o II 』 

... ゥま  ふ  かほろ  ぎしき まへ とぶ， 

『^ だ， 篛 ら ない』 とい ふやうな 振 h- をし て、 馨 は そ の 座 敷 の 前 を 通り 

食事 をせ が み におった。 

かい  にう  くう ふく ラ つ.^  て  ケ  I 

二階の 方から も、 空腹 を訴 へ る 手が 鳴って ゐ る。 

『すかな く と も、 お れ はそんな 寂しい 墓場に 同棲して ゐられ ない の だ —— 』 

『墓^： u ッ て、 お のこと を。』 繼母は あきれた 樣子。 

i か.？  い まどわ かく  あいう  み  ， や 

『^  さ. ど う せ II お れは 今一 度 若々 しい 愛 を 受けて 見な けれ はなら 
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な！』 ァ S: おしなさい よ。』 f がち あがって ず 1 や： に ，『濱 

P ヒハ m とかへ 入， 9 びナ -5  1«  ,/  こども そ" 4  ノ- 

W  "  f  , 'えん  い 一， 1 さ/マ M- け， 9 や， 子供 を 育て、 暮 しま 

bll こ ッちは 離緣— と 云 はれさへ 7- やう； 

*  ^  上 こ 

たんだい。』 i し^は 臺 所の 方へ 行，、 千代 子 


致 


す か ら。』 


『そ の ぞ 1 /\ がきき 飽きたん たい』 義 J "  ！  r  r へ さ § 

の 後に 侮辱 


ノ、  lr<  f  J1  り  C め/  は 力  つ •  vl^  ♦  - 

め な r  -, 「も お.. とが 手前の 墓の 装骱 た，.』 

マの^ を 投げながら f 子供と^ f 力 与" 


展 


田 村のお 母屋の 裏 廊下と 云 ふの は、 一 直線に 五六 間ば か ，9 あって、^ 

所の あると ころと 反 對の端 か ら、 ま た 曲って 四 五 間ば か， O の椽が はが 

^  5  ゆ^て  あた  でラ はん  いへ だい か は  とき 

付いて ゐる。 その 鍵の 手に 當る i! 疊 半が I 家の 代が 變 つた 時まで そ 

こに ゐた客 を 二階へ 追 ひやつ て —— 義 雄の 占領す ると ころと なった。 

かど  すぐて まへ  はんげん かべ  まいし ゃラじ 

角から 直 手前が 半 間の 壁 で、 そ れ から 二 枚 障子が はまる やうに なつ 

. ) J  ^  ) ぉパ  ^"^は ひ. が， しむ  はう  めん あ  ま いしやう じ 

てゐ る。 曲った 奥の 倜 乃ち 東向きの 方 は 一面に 明いて 四 枚 障子と な 

つて ゐる。 あかり を 取る に は 不足がない 喾だ が、 取 b ま はして ある 庭 

がた ッたニ 間 幅し かないと ころ へ 持って来て、 北 隣の f の W がが える 

ポラ さ， か.， ひ • みつ せつ  いけがき  む  がよ  i ん すぎ 

方の 境が 密接した 生垣に なって ゐて、 その 向か ふ 佩に は 五六^の 杉の 

*5.>  ,  ft^  お ほ  さくら  め かく  なら  また "-. 

木と 】 本の 大きな 櫻と が目隱 しに 並んで ゐ るし、 こちらに も 亦 二階の 

やね  たつ  ラめ  き  ほ、 

家 根に 達する ほどの 梅の 木が 二 本 ある。 
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し i ラ  よし を  しつ  あ ひ たい  ひく りん か， のき ►  5- ベ /  •  > リ2 

，東の 方 は， 義 雄の 室と 相對 する 低い 隣家の 軒が 隱れ るた けの 高さに 

•  - J  > きね  かきね  二  おな  とな  い 《  に 二 

そぎ 竹の 垣根に なって ゐる。 その 垣根 を 越え て、 同 じ 隣， 9 家の 庭 力ら 

よ せう  あ を  ひろ は  ぇラみ  ほ 力め  *^  >|-/*;1 

-ぽ 蕉の 靑ぃ廣 葉が 二三 葉 見えて ゐる外 目ざわり はない ので 朝の y 光 

もよ く ^1 人る。 が， そ こに も 杏子の 木が 立って ゐ て、 實 が 赤み が、 つて 

く とき  いい 令 やく  やねで  つ ゑ さ を も  ， ， 

來る時 は、 二階の 客が こッ そ， 9 家 根へ 出て 杖 や 棹を以 つてよ くそれ を 

af  I  おび ^と  とたん は  やね  おと 

盗み取った。 その 度 每に亞 鉛 張りの 家 根 はば， 9  .C と 音 かする〕 そ 

き  i う ふ- -1  とだ  あ ふみ  なが ぎんしよ く し& 

れを聽 きつける と，. U 父が 庭へ 飛び出 し， う へ を 仰ぎ見て 長い 銀色の 白 

髯を 撫でながら * 

こま  きゃく せい -「^- 

『そんな こと をして は 困ります よ』 と、 お だ やかに 客 を 制した。 梅 も 

あん や  ち， えん 二ち か  き  う ゑ き  せいちゃ ラ  もの うめ み  ね \  t う 

杏子 も 父が 緣 日で 買って^た 植木の 成長した 物 で、 栴 の實は 一 年中の 

レ. t くよ ラ  ラめ ほし き ゃラ  あん や  令ん じょ みづぐ わし や  よ 

食用になる ほどの 梅干 を 供して ゐる し， 杏 子 も 近 處の水 菓子屋 を^ん 

ち.， つ  》 -ん もの あ  し^ こ V ね， ん じ ST  k  い 

で 父が 賣り附 ける と，  一 二 圓が物 は擧げ てゐる ^し 今年の 時期 は 父 

びゃラ ち， T  み  いづ  ひと  く  ,  丄 ^  rjr 

病中に ゐたの で、 そ の實は 孰れ も 人の 喰ら ふま、 また.^ 食ん て 落ち 


1H 


る ま、 になって しまった o 

よしを  しょさい  ラす ぐら  せんごく や しき  たか だ r,  つ- >  けいしゃち 

^雄の 書齋が 薄暗 い の は、 仙 石屋 敷の 高臺 か ら續く 傾斜 地 I そ こ は 

4it-p うじ  & まい  ひき  たいほく えだ  まつ 

泰養寺 の 山と 云 はれて ゐ る I の 檜の 木 の 大木 や、 枝 の はびこった 松 や 

お ほ  つ は 0-  えど じ まん  ふと  さくら  力げ  ^  ラ 《 

大きな 椿 や. 江 戶 自慢と い ふ 太い 櫻 やの 影が 追 ひかぶ さつ てゐる 上に 

すラ ね』  へ  じゅ もく  しつ ちか  しけ  こ  六め 

十數年 を經た 樹木が また 室 近く 繁り 込んで ゐる爲 ばかりで はない。 

かい とおん やね  す. * め ある  お-と  ，かれ ゆね 

二階の 亞鉛家 根 を 雀が 步 いて も、 そ のぼと，/^ いふ 音から 渠の胸 は 

ち •  お もで  おせ ま  く  ょラ •  い <• 

父の 思 ひ 出が 押し迫って 來 るので ある。 たま /) 用 かあつて この 家 

きとき ち * わ  あ ひ  こと は  あか お ほ  はな あ ふ 

へやって 东た 時、 父 が 割り 合に おだやかな 言葉 だ が、 赤 い 大きな 鼻 を 仰 

む  やね  令 やく  しか  じつ けん  ， おな 

向 け て、 家 根の 客 を 叱って ゐ るの を 實 見した こと も ある。 かそれ と ぽ 

くて ラ かれ  み  ラへ  いくど しか  わか  とき  ぶま  めい れ， い 

じ 口調で 渠も 身の上 を 幾度 叱られた か 分らない。 時には 餘， y 命^に 

こ^ 力 

從 はない ので， 

き さま  おや ふ かラ  やつ  せ けん  _ 

一 「貴 樣の やうに 親不孝な 奴 は 世間に や ァゐな ぃぞ』 とまで あたま か 

め  もつ  にら  つけ  とさ 

ら ぎろ b とした 目 を 以て 晩み： is られた こと も ある。 がそん な 時で も 
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u  ^  とほ  ご ラ じゃラ  さいお やせ わ  — 

^はいつ もの^, o 强 情に， 『わたし は 1 切 親の 世話に はなり ませ ん —— 

そのお ま た i の^: 勢に 後れた 御注意に は 全く 從 ふこと は出來 ませ 

ん』 10 いひ 切って しまった。 

fc  R  ^  S  2 つ £-.-'  -*  さいしょ  f 乞いん  ち •  しゃ ラ とつ 

i! は^い m からお ^ 'に 熱中し 出した のが 最初の 原因で 父と 街 突し 

I  I  ふ- - • し c -ラヒ つ  ナぃ jf*  き  しゃ.？ j つ 

た。 おの i を^へ たので ！4 び銜 突した。 繼 像が 來 たので ミ たび 銜突 

し てま に自 かする ことにな つた。 その 上、 妻 子が 意に そぐ は 無くなつ 

をん 2  くゥん けい  たび i ち •  ュっ  ノ  、ゆ 

てから は、 いろんな 女に 關 係して その 度每に 父に 呼び付けられた， 5 押 

t  さい きん きち 0-  こ ふ づ  け^ しゃ 、ぶよ い-,; 

し 寄せられたり した。 最近に 吉彌 とい ふ國府 津の藝 者に 關 係し 女^ 

しつ * い  めん ほく  おもしろ  、 , 二、 ソん ゾ し 

にしよう とした 失敗 か ら" 面 目 もない しまた 面白く もない ので パ牛年 

ち-  ゆ  き  お 

ばかり 父と 行き 來を絕 つて ゐた。 

あ ひ；： ち， ひんし  び やう にん  フ 

その 間に 父 は 瀕死の 病人に なった ので ある 

ら *  ro- うき  ^じ  こん ど  ため  おも  ♦  * ゆ、 I 

父 は^: 氣の 初め か ら、 今度 こそ はもう 駄目 だと 思った のたら う 珍ら 


しく も氣を 折って、 


1 P 

『早 


雄 を 呼べ。 義雄 はま だ來 ないか』 と 云って たの. たが， 繼母は 

,J  せんげん  き 

がせる と 云 ふ 宣言 を聽 くまで はと 


ち •  くち  ちょ くぜつ  た むら け  おとうと 

父の 口から 直接に 田 村 家 を 弟に 


思 つ て、 通 知 を發 しな か つ たレ 

雄が 知らせ を 受けて 

這 入 


^後に 

み かぎ 

は 見限られて ゐた 


び やうし つ 

病室 


ち- いき  せう べん くさ  、き』 

だが、 父の 息が 小便 臭く また 氣 は 


行 つ 

つ た 

たし 

$ い 

力 


じん  >びゃラ き  あ ひ 

人の 病氣の 場合に 


：驗 した 智識 


ら せなかつ たの だ』 と， 俄 にみ な 


ぎ る 

替 へ て橫を 向いた ものが あった ので 

れぅ かい 

了解した。 


おは. ら， フ 5i 入.. 9 

かん づ 


と«=  すで 

の 時 か ら 旣 r 


そ 

だ が、 BJ が 見えな か つ 

0 


い しゃ 

へ ぼ醫 者に 


力 


かれ すぐち 一 

て、 渠は直 父 の 


じん 

も 腎 


れた こと 


かつ  ぃラ 

た。 曾て 友 

ぞラび やう  わ 力 

臟 病 だ と 分 


て 5.  く  お ほ 

つた。 『もう 手後れ だ！』 わざと 大き 

に はか 


Jcy  =-プ  I  ^  ] 

叫んで、 『な せヌ もッと 早く 知 

が、 そ ばに 顔色 を 

.**  いみ 

その 場の 袁味を 


不平 を 漏らしお 


すぐ 

雄 はまた 直に 


0  ，，J ^あ"  おも  Ac 

父 は をれ ほど 繼 a- を 愛して ゐたの か』 と 思 ふ と、 ほ とばしって.^ た 
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お 


おや こ じ やう あい や は ひこ 

觌 子の 情愛 も矢ッ 張. 5 引ッ 込んで しまう やう 

つても 父に 盡 すの はこれ が 最初で 最後 だと 思 


げん かう  しん さつ れラ  ラめ あは 

か， り 原稿で も 書い て、 診 察 科の 埋 合せ 

門醫を 招いだ が、 二十^と 立たない う 

父が 世界の どこかに 生きて ゐる. i 

.9 にして ゐ たの だ が、 い よくなない 

かん 

なの を 感じられる。 

こ りつ こ どく  よし を  しゅ み 

孤立 孤 獨は義 雄の 趣味で も あ り、 ま 

落ち 付いて 古今の 書も讀 破出來 た。 

すくな  しゃ ラげふ がく かう 

る こと も少 い。 〇 〇 商業 學校 —— そ こ 


を すれば 

ちに 他界 

おも 

田 ：3 へば ま 

となると 


しゅち ゃラ 

たま^で 

しか 

然し この 

ねん まへ 

へ、 六 年 A 


氣も する。 が、 阿 と 云 


と、 看 護 の 

けつ しん 

^ と決& 

S3 と 

入 と な つ 

それでも 

を  まつ. お 

雄 は 全く 


ひまに しッ 

い.？ めい  せん 

し、 有 名な 専、 

なん  たよ 

何となく 賴 

孤立で、 孤獨 


ある。 それが 爲 めに 

の やうに 滅入って ゐ 


し . だ けん 

, 滋賀縣 の 


ちう がく けう し 

中 學敎師 を 


てん  ためじ や ラ き やう  き  し  ち， 

よ し て、 轉 する 爲 上京して 來 たの も、 死 んだ父 か ら 

ひら さ * 一  ねだ  けつ くわ  えい ？  をし 

平樣へ お 願 ひした 結果 ださう だ が II そ こへ 英語 を敎 へに 

ぐ わい しゅつ  じ ぶん  しょ さい  ひ  こ 

出す る だけ で， あ と は、 自 分の 書齋 に引ッ 込んで ばかり ゐ 


い  にち かん し こと 

云 ふ と， 百 間 芝の 琴 

ゆ じかん 

行く 時 問に 

る。 家の も 


發 


X な  ろく  くち  ひら  ご ゑ  こ ごと 

のと は 話し も 碌にし ない。 そしてた まに 口 を 開けば、 お ほ 聲の小 言 だ。 

こ ども  おそ  ち •  そと  かへ  み  すぐ は , 

子供な ど はび， 9/ ヽ 恐れて ゐ て、 父 が 外から 歸っ たの を 見る と 直 母 

力げ  力く 

の 蔭へ 隱れ てし まう 

ちまし か  よ， -ラ つた 

『餘 .9 叱る か ら、 か うなんで す』 と、 千 代 子は訴 へる。 

は •  し  わる  よしを  かつ 

『な ァ に、 母 の 仕つ けが 惡 いの だ』 と、 義 雄 は 一 喝 してし まう。 

かれ しょくじ  さい し  とも  あさ めし  はん めし  ひと  じ ぶん  しょ 

そして 渠は 食事 を 妻子 と共にせ や、 朝 飯で も晚 飯で も獨 b 自分の 書 

1 で濟 ませる ので ある。 

か 1  ひとたび じ ぶん め  とほ  しょもつ  あか えれ. ひつ むち さ. V- えんびつ  しょ 》(\ せ h 

渠は. 一 度 自分が 目を通した 書 物 へ は、 赤 鉛筆 や 紫 鉛筆で 所々 へ 線 を 

>  き おく  よ  おこ  しる 

引く ので ある。 そして それが 記憶 を 呼び 起す 記しになる ので. なか/、 

手 離す こと をし ない。 

さい し  しょ もつ げん かラ  かれ  い  ， 、 っパ .^,<. 

おれの 妻子 は 書物と 原稿 だ。』 渠 はい つも かう 云って ゐ るか 通讀も 

じゅくどく  しょ もつ  つも  つも  . なん  さつ  ちょこ 

しく は熟讀 した 書^ は 積り 積って 何百 册か になって ゐる。 千代 子 か 

て， P きょ  も t ビ ,J  おこ  ごと  おつ くラ  ほん  お  ひこ  ひ  くわ はん 

轉 居の 問題の 起る 每に 億劫が るの は、 本 の爲 めに 引ッ 越し 費の 過半 を 
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取られる からで ある。 

ろと して， 家 まから 子供の い たづら が 

り ん  あま  い 

,9、 家 貸が 餘り とど こ ほる か、 b と 云 つ 

にもつ  ふる  たんす 

行かれる 荷 称 は. 古 い 簞笥ー つと こざ 

と臺 所の がらくた 一  具 と 


然し； 仃く とこ 

つ て は 斷られ た 

はこ 

た Ky す る と ^ び 

んれた 行李 三 つ 


ほか . 

の 外 は、 す ベ 


『お ヽ重 い』 と. 

はな かつ た。 

よし を  おも 

義雄は その 重 

ゐ V  > も， 兎 に 角、 落 


- どんな 巖 丈なん 夫で も. そ 


れを 持ち 上 


い 書物の 荷が 行く ところ 


むし 

だ か ら、 蟲 の 


ち： くこ， とが 出來る の である- 


間 幅の 押し 


入れの 中に も， そ れを 入れ 


りん しつ  てう は し  てい しんし， J ラ くいん リ 

て ゐ る が、 隣 室 It の 四 疊 半 に は. 遞 信 省の 官吏が ゐる。 

つま  でう  でん しれ がく かう  せいと  とき PC はつ しん 

どん 詰， 9 の 三 疊には 電信 學 校の 生徒が ゐ て、 時 々 i 扱 0 


非道 い 

て は 追 

く し 

しょ もつ 

て 書物 

おどろ 

>し も？' 

飞 0. 力 


らと云 

出され 

切れ を 

包 みだ。 

い も の 


好かな い 妻子が 


カラり  ♦* こ 

た 行李 や 箱 


が 幾 つ 

その ま 

機の 練 


も 


f 


這 入 つ 

次ぎの 


習 をが ち 
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ft" 


あひな し き  かべ  お ほ  ゃラ しょ だな  なら 

や， （. 'やって ゐ る —— C の 間 を 仕 ：.7 る 壁に は、 大 きい 洋書 棚が 二 つ 並ん 

ぐり いこくし • ぶん  しょ  もら ，リ ん てつ がく しょ し ラけラ しょ くり がく しょ わ 力ん えい どく ふつ とう  二  !i き 

でゐ て， 外國 詩文の 書 は 勿論， 哲 學 書、 宗 敎 書、 科 學 書， 和 漢、 英、 獨、 佛 等の 字引 

せ か は  今ん もじ ぎん もじ  ひか  はな 

な ど が、 そ の 背 皮に 金 文 字、 銀 文字の 光 b を 放って， Q る。 

しろ  いむ やみ  ひと  い  かれ  かん はり 

『こ 、はおれの 城 だ ぞ。 J かう 云つ て 無暗に は 人 を 入れ す， 渠 は 1 閑 張 

はげ  つく ゑ  よす  し さく  ふけ 

の 禿 か、 つた 机に 倚つ て、 好 きな 思索に 耽る ので ある。 

あつ  しゃ ラ^  り や ラはラ  あ  はな  とき  えん  はしら はしら 

暑い ので 障子 を 雨 方と も 明け 放 ち、 時 に は、 椽 が はの 柱と 柱と に " ン 

むす  つ  うへ  から だ  つ 

モ クを 結び付け て、 そ の 上に 身體を ぶら 付か せる こと も ある。 

おく  令 やく  ふた り  つ ラ かラ  たび ごと  き ぐる  かん  ま を  あ 

奧にゐ る 客 は、 二人と も. 通 行の 度 每に氣 苦しく 感 する の で、 申 し <P は 

て^-し： V  ま を  こ  かい  てき 六ラ  あ  ま  ゎづ 

せた やうに 轉室を 申し込んだ が、 二階に 適赏な 明き 間がない ので 僅か 

し、 ぉラ  かれ  とんちゃく  □  □  □  di 

に 辛抱して ゐる。 が、 渠 はそんな ことに は 頓着な しで、 『ハ ン モク』 と 

い  ちょ つと せ けん  ちラ い  ひ  さん ぶん し  つく 

云 ふ 鳥渡 世間の 注意 を 引いた 散文詩 を 作った。 

あつ  たま  ひ 

熱くて 堪らない 日が 

か  こほり  こ  ころ 

嚙んだ 氷の やうに しみ 込む 頃 だ， 


2S 


展 


i なつ  そら 

具 夏の 空に、 

せみ  こ ゑ 

蟬の聲 が じい / ヽ 

僕の あたま を煑 えく  b 返す。 

らラ "  はしら はしら 

^下の 注と 柱と に ゆ は へ て 

ひく つ  なか 

低く 釣る した 、ノ ン モクの 中で， 

僕 はた わい もない からだ を 

た わい もな く橫 たへ た。 

自分のから だの か， 何 だか 分らない 重みが、 

さ ぃラ  ゆ 

左右に 搖れ て、 

あり もしない 風 を 待つ て ゐる。 

と 思った ら、 突 然、 自 分 は 百 萬 年 以前 高い 木の 枝に 睡る 猿であった と 
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力. c 力  ，力 

いふ 考 へが 浮んだ。 

すで ぜんせ かい 

きの ふ は旣に 前世界 だ II 

たか  お  ゆめ  み 

ゆ ふ ベ 高い ところから 落ちる 夢を見た の は 

ゆめ  じっさい  むかし 

夢で はな く、 實 際、 お ほ 昔、 

おひ しげ  しん りん 

生繁 つ た 深 林の 

えだ  大だ  わた  とき 

枝から 枝へ 渡る 時 に， あ やまって 

お t おく 

すべ， Os 落ちた 記憶で あらう。 

今 落ちな いのは 不思議 だと、 

あ ふ む  そら  み 

仰向いて 蓥を 見た.。 

あさ 

淺ぃ ひさしと それに かぶ さって ゐる 

に は  まつ  き  あ ひだ 

庭の 松の木の 間から、 
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お 


ねつ  ぞら  ひろ  せま  き 

熱した お ほ 空の 廣 がりが 迫って 來て， 

僕の 呼吸が 苦しくな つ た。 

ぜん せ かい  せいく わつ つか  ^-, か， ら •>  , 

前世界から 生活に 疲れて 來た 身體が 

ハ ン モクの 中 で、 榣 られて ゐる樣 だ。 

自分の 身が おもた 過ぎて、 

なん  ゅラ き 

何にもす る 勇氣が な い。 

このま、 死ぬ るなら 死んでも い 、が， 

まお み れん  じん せい 

さりと て， 又 未練の ある この 人生。 

ねむ  / 

い つまで も 眼つ て ゐられ る ものなら 

死んで 終う のと は 違つ て 安心たら う が、 さ う \- 永遠まで 

頼みの綱 は 朽ちないで ゐ なから う。 

と、 ど こから か 羽根が 生へ たやう に、 


28 


展 
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僕の 考へ は 百 萬 年 以前から 

百 萬 年 以後に 飛んだ。 

くう さう  "も 

くにらない 空 想 だと 思った が、 

何だか 醒めて ゐ て. 襲 はれ る氣持 だ。 

なつ  む  あつ  こ ラ 

夏の 蒸し 熱い 呼吸 は、 

，な は ほく  こ きラ 

乃ち、 僕の 呼吸であった。 

かね ほ 

あ が 欲しい！ 

をん な こ ひ 

女が 戀 しい！ 

だい じ げふ 

い、 句 を 得たい！ 

かんが  とき  *7 力  き 

さまぐ の考 へが 一 時に 浮んで 來て 


せみ  こ ゑ  ふ おん  は— もに  ぞ 

蟬の聲 に 不安の 和聲を 添へ た。 

じつ  ふ あん  す 

力 ン モク は實に 不安な 住ま ひだ、 

ぶ ら 動く たんびに * 

はく  むね  いき つま  おも 

僕の 胸 は 息 詰る 思 ひ。 

おる はん  よし を  しつ  でん とラ  つ  ま 

或晚 のこ と、 義 雄の 室に も 電燈が 付いて から 間もなく、 

= めん かう む  よ こ  きゃくち ゃラ し しゅ ゥほ  ろ £1 ん  さげ 

『御免 を 被ります』 と、 千代 子が お 客 帳と 支出 簿と 十露盤と を提 て， に 

や /、- 笑 ひながら 這 入って 來た。 渠は 妻の 冷笑的 態度 を 1 見して、 も 

むね  き  じぶん  ひそ  せい  しょけん  つ- 

う、 胸 がむ かく して 來た が、 そ れを 自分で 私 かに 制し て. 書 見を績 けて 

ゐ る。  . 

しか  ひと  よ  あ  ねが  ぢょ 

『また 叱られる， のでしょう が、 1 つ、 讀み合 はせ を 願 ひま す。』 かの 女 は 

い  をつ と  す こ  はな  すわ  こ  ちゃう めん  つく ゑ  はう  つ 

かう 云つ て、 所 天 を 少し 離れて 坐り込み、 帳面 を 机の 方 へ つき 付けた。 


SO 
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義雄は それ をうる さ いと 思 

いのが いつもの ことで あるの 

ら 取つ て 注ぎ込む 金と がどう 

て 見なければ 置かない ので あ 

『お 千代さん はいつ 離緣さ れ 

相 違 ない、 さう でな けれ ば、 義 雄 


を 


ない 喾 がない』 と は義 雄が は 

こと も ある。 然し 渠は自 がで 

よしん ば. 妻 の酹 繰が あっても 


ふ の だ が、 收 支の 帳面 づら のよ く 合 はな 

令 やく  と  かね  じ ぶん  がく かラ  ざつ し 

で、 客 から 取る 金と 自分が 學校ゃ 雜誌か 

い  ふう  し しゅつ  じラ ぶん しら 

云 ふ 風に 支出され てゐ るの か、 充 分 調べ 

る o 

へそくり かね こしら 

て もい 、やうに 臍 繰 金 を斿へ てゐ るに 

やい ぶん まラ  く  くら  六 

さんが 隨分 儲けて 來 るの に. 暮 しが 足り 

しん る. Q どう し  IT はさ  かれ  ちラ い 

の 親類 同志の 噂 で， 渠 もさう 注意され た 

らラ ひ  わり あ ひ お ほ  おも  、 

浪費す るの も 割合に 多い と 居った から 

- 大した もので はない と 高 をく、 つて ゐ 


る- 


雄が 妻 を 意地々 々させる の は， そ んな ことではなかった。 かの 女 


の あたまが 不正確な 爲 め、 つ け 

算が合 はない。 度々 のこと で 


落し やつけ 加へ があった. りし て、 每 度 計 

あるか ら， 渠 は それ を 一 ^省させる 爲め 一 


S1 
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りん  せ、 さ  ゆ  つい きう  や 

厘、 一 錢の 差まで も その 行く ゑ を 追究し なければ 止まない。 

よ こ  くらぬ  あ 力  まへ  い  六 いど  いぢ  は 

す る と、 千 代 子 は その 位の こと は當 b 前 だと 云 ふ 態度で 意地 を 張り 

出し， 

til  せん  せん  ちゃく ふ -  /i  NT- 

『わたしが 何も 一 錢ゃニ 餞 を 着 腹す る わけ は 御座いません』 など , 

ふへ，，  い  どうき  お K  い  あらそ 

不平ら しい こと を 云 ふ。 それが 動機に なって いつ も. 大 きな 云ひ爭 ひ 

にな， 9、 

てりへ  づ 2 ラ  に K  をつ と  つま  そく はつ  5； ん こつ 

『手前の 頭腦が 鈍い からだ』 と， 所 天 は 妻の 東髮 あたまに 拳骨 を 一 つ 

く 

凌ら は きる こと も ある。 

お  となり $ く  いか  りん か  f こう しゃ 

それが 爲め に， 隣 の 客 を やかまし いと 怒らせた り、 隣 家の 惡ロ 者に い 

うは さ  t ね  あた 

/- 噂の 種 を與へ た h- する。 

よ こ  ない しん  び せう  まぎ  すわ 

千代 子は內 心お づく して ゐ るの だ が， そ れを 微笑に 紛らして 坐つ 

たので ある。 

よし fci  X  ある せつ  を は  す  ^ま  ちゃう 

義雄は 讀んで ゐたぺ ー ジを或 節の 終りまで 濟 ませてから 默 つて 帳 
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ft 


めんて- 0  み 

面 を 手に 取って 見た o 

力 ぞく  お ほ  よこ  か  こ ゑ  む り  ひく 

『どうせ 家族が 多い のです から』 と， 千 代 子 は 甲ん 高い 聲を 無理に^ 

きゃく  ラ  i  た  デ つ 

め、 『お客さんから 受け取る だけで は 足りな いのは， この 1 二 ヶ月で も 

分 b ました か ら II 』 

『そんな こと ァ 知れ 切つ てら ァ。』 

よし を  ちゃう めん  つま  はラ  な  じ ぶん  そ ろ お、 と 

義雄 はやが て 帳面 を 二つと も 妻の 方へ 投げ や -9、 自 分 は 十露盤 を 取 

ナ 

せん  せん  せん  ゑん  ゑん  せん  ゑん  せ t 

1 錢な ニ錢 なり、 十 餞な 一  圓 なり • 九 圓 五十 餞な り、 十二 圓 三十 錢 

しはら  つ *，  けっきょ くこん や  めづ  ぶ じ .  とほ 

なりな どが 暫く 續 いた が、 結 局、 今 ^は 珍ら しく 無事に 通った。 

はじ  なに 

『こんな こと は 初め て だか ら、 何 か お ご， o ましょう か？』 

『ふ ん』 と. 義 雄 は撗を 向き， 『喰 ひたけ り ゃァ、 よそへ 行って 喰って 來 

ら ァ II ど う せ， お れは、 おれの 出す 金 さ へ 出して ゐ， 9 ゃァぃ /- の だ。』 

まん ぞく  はら 

『そ れ が I で も —— 滿 足に 拂へた ことがない ぢゃァ あ， 9 ません か？』 
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, そ ，9 ゃァ 

も まし だ。』 

皮肉 を 云 

ち 上 こ 

の が、 千 代 子 

『お ッ母さ 

來て、 『諭 鶴 

『いけ ませ 

喰べ たのお 

『お ッ母さ 

しゃ ラじ  すみ 

障子の 隅 を 

『いけ ませ 

なとうと の ぞ 

弟の 窺い 


r- い  まへ ちゃ ラ めん や  は， 力  »  ♦  -  / 

，然しお 前の 嬝 面が 矢ッ 張り合つ てゐ ない より ゃァ またし 


はれながら も、 所 天が い つに 無く 多少のう ち 解け を 見せる 

に は 嗜 しかった。 で、 思 はす 長ク尻 をして ゐる。 

あねむ マめ  ふ み こ  おとうと したが  えん  つ 

ん。』 姉 娘の 富 美 子が 弟 を從へ て 椽がは をば たく 驅 けて 

さんが 何 かお 吳れッ て。』 

は， も  まへ  かん ご ゑ  だ  いま t 一  ぜん 

ん， いけません！』 母 は 持ち前の 甲聲を 出して， 『今 御 膳 を 

ゃァ あ， 9 ません か？， I 一 

ん、 何 か』 と、 諭 鶴 は あま へ た 鼻聲を 出しながら、 一 番手 前の 

少し 明けた。 

ん て ば， あ ッ ちへ お行き！』 

ラへ  せ  たか  あね  かほみ 

てゐる あたまの 上 か ら、 脊 の 高い 姉の 顏も 見えて ゐ たし 
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『む 

ゆ 

* 力， ま 

の 方 

だる ま 

， し 

しょ さい 

書齋 

ゐ る 

2  。 

を拔 

ぶね 

舟に 

とき 

時 の 

つ た 

び 


ッ 』 と. 母 

づる り ゃラて 

鶴 は兩手 


にらみつ 


に 反 

の 怖 

の 子 

たれ 


す る 

か し 

乘 つ 

>  J と 

U 

ク く 


し 

ザ ^ 

うへ 

上 

しム 

-下 

泣 

お 


敢 けけ 

はしら T-J 

で 柱と 少 

た の が、 度 

で くい 

と 出會し 

じく めん 

の 軸 面 を 

ない ので 

ひと 

の 一 つ— 

の に異ぁ 

き 出した 

那へ 渡つ 

ぼえ てゐ 


J ろ 


ら れ、 富 美 子の 方 は 

あ .  しゃ ラじ  はし 

し 明けた 障子 の 端 


き びん 


と 


ぐ その そばに ある 半 

7」 O 


だい きら 

大嫌ひ で II ま だ ま 


よ ち 這 入って 

し な じん  か  と 

支那 人の 書いた 杜 

も ゆ  あら  お ほ 

な 物が 現 はれ て、 大 

はふ タラ たん すゐ さい  い 

" 法 橋 採 水 齋と云 

き  - ヘラ 

て來 たの を 表する 

いま  かほ 

て、. で は、 そ の顏を 


镲に 弓 

にっか 

げん  あさ 

間の 淺 

*r ひ 

、 V?.  ^ 

バ さ 力 

まい 

て、 二 枚 

の 句で 

め 

な 百 を 

らく  * わん 

落欵が 

え ふ たる ま 

葉 達 摩 

力 ほ 

の 顔に 


ッ 込んで しま 

め 

ま つ て. 目 を た 

とこ  ま  か 

い 床の間の 掛 

つた 時の こと 

かさ 

一一 311 


なって 掛か 


あ つ た —— を 上 

てゐ たの 


y し 

彔 


ゑ  だる ま 

る 書で 達 摩 

こ ども 

が， 子 供な が 

さ ラ 

S3 する や 3 


つ た 

ひだり 

> 左 

じく 

け 軸， 

i  JHJI 


パ乂 の 

つ て 

て 見 

や * こし 

♦>  、 

力 バ 

その 

ら 其 

-  > な 


みぎ  はう  かほ  さ  と き  こ 

し て、 ま た 右の 方へ 顏を 避けた 時， こ の 子 は 


あたま を 障子の 
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端に ぶっけ て， 母 に 泣き顔 を 見せた。 

『い、 氣眛 だ』 と. 母 は 敵の 失肷 でも 見た やうに 躍起と なった。 

毛 だ 物の やうに 子供 を 溺愛 するとい つも 所 天に 云 はれる の で、 さ う 

しょうこ  と *| じ ぶん .In- び  A* だ  かた  ごつ けん  もら 

でない 證^に、 こん な 時、 自 分の 嚴 しい 育て方 を實 見して 貰 はう とする 

ので ある o 

し た  とも はる  あね  なし  を ぢぃ  めい /\ 

『な. ん、 か』 と、 また 下の 知 春 (これと 姉と の 名 は、 死んだ 祖父 さ んが 命名 

したので あ る) が いつのまにか やって 來て兄 を 押し退け て、 小 さい^ を 

出した。 

義雄 はこれ がすべ て 自分 等の 間に 出 來た子 かと 思 ふ と， 可 愛い と 云 

むし  もの  いきさ  た 

ふより も、 寧 ろうる さい 物 だと 云 ふ氣が 先き に 立つ ので、 

ちくしゃ ラ こ ども  にく 〜\  かほ  む  なん びき で 

『畜生の 子供ら が』 と-さ も惽々 しい 顏を 向けて、 『ぞろ /f  、と 何 匹 出 

て 來ゃァ がるの だ？』 

『可 哀 さ う に、 ね え』 と、 千 代 子は頰 のこけ た顏の 筋肉 をび く/、 動か 


發 


し、 Sn をお に §て# らくた よ b ぎ ささ ぅに考 へ 込んで ゐた が， こんな 殘酷 

•  をつ と  むじゃき  こ ども  はう  力ね  も • 

な こと を 1.K ふ 所 夭 より は， 無 邪氣な 子供の 方に 肩を持って や らたいと 

.  ,  ゥ  i ラぁ  さび  わら 

ぞ ふずが S れて來 たの で、 伏 せた 2： を その 方に 擧げ て、 寂しく 笑 ひなが 

* り  い 

ら- 『もう， これ ッ 切で す とお 云 ひ。』 

. - -  £1  >  ^  "たり  おと ラと  ラ へ  く び  t  は *  に •  一 

^貧 子 は 何も 分らない 二 入の 弟の 上に 首 を 出して ゐて 母に 似た 出 

ゐ なか  こ 

ツ^ を ォて 笑って ゐる。 おまけ に、 ど い つも こい つも 田 舍ッ兒 の や 

うなぎ^な 瀧 if が 綿の 單衣を 着て ゐる。 義雄は それ を 一見しても 興 

ざめ てし i<  ， フの である o 

.  ち、  ん  みな  こ  しゃ ラじ  ？！ な し 

『う る さいか ら、 あ ッ ちへ 行け！』 父の 一 言 は 皆の 子 を 障子から 麴ゎ 

させた o 

『ぉッ 5 さん も』 と， 千 代 子 はお だ や 力 に な り， I-. 今 直に 行く 力ら ね そ 

ッ ちで 待つ てお お で II ぐ づ -C して ゐる と、 達 摩さん が 飛び出します 

よ。』 


37 


展 


It 


/亡- げ  ちょこ  くち  こ ども  たい  よし 

これ は何氣 なく 千代 子の 口にの ぼった 子供に 對 する おどし だ が， 義 

を  じ おん  力  あた  こと は  おも  こ • ろ  ふ  "i 

雄 は 自分に も當 てれ ば 當 る 言 葉 だと 思 つ て， 心 では 吹 き 出した くな つ 

まじめ  かんが  また  こ ども  たい  こわ  てん  おい 

た。 具 面目に 考 へても 亦 さう だ、 子 供に 對 して は 怖い 點に於 て II ま た- 

し さく  "  なが ねん こ どく  JL- やうみ  ぁぢは  き  め" ぺ令  ねん  こ * ろ も 

思索 家と して 長年 孤獨の 情^ を 味って 來 たの は， 面 壁 九 年の 心持ちに 

に  てん おい 

似て ゐる點 に 於て。 

だる ま  だる ま  さラ べつ お ほ また こ また 

IT 達 ^さん だ， 達 孿 さ ん だ』 と， 騷 々 し く、 ば た/、 と 別々 に大 股， 小 股 の 

あし や. -と  とほ  ゆ  よし を  ふ てラ わ  そラ おん  かん-, H  はん  ち 

足 昔 が 遠 ざ かって 行く の を. 義 雄 は 不調和な 燥 音 だと 考へ たに 反 し. 千 

X こ  じょ は きふ  なが うた がく  や は  • き  ほ  ゃラす  しはら 

代 子 は 序破急の 長唄 樂の終 b まで 聽き 惚れ てゐる やうな 樣子 で， 暫 く 

み *  す  き  をつ と  は 5  むき な Hi 

耳を澄まして 聽ぃ てゐた が， やが て 所 天の 方に 向 直った。 

^ づ to  そ う り ゃラ むす こ  し かた  どう ゃラ 

『諭 鶴 も， あ んな 總領 息子で は 仕方が あ， 5 ませ ん、 ね I あ なた と 同 樣、 わ 

ま *  は ラ 

が 儘 一 方で。』 

お  おや ふ A ラ  じ ぶん  こ ども  かラ /\  もら 

『己れ は 親不孝であった か ら， 自 分 も 子供から 孝行 をして， はう と は 
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飽くまで 思 はない の だ。』 

よ こ  をつ と  よこ め  み  はラ  む  みぎ  て 

『あ な た は』 と. 千 代 子 は 所 天を橫 目に 見 て、 そ の 方に 向かって 右の 手 

>ら  くラ  し^  はら  し  こま 

の 年で 空 を 下に 拂ひ、 『それでい、 かも 知れません が、 わ たしが 困り ま 

す .11 

まへ  こま  まへ  i  * ろが  わる 

一二お 前の 困る のァ お前の 心掛けが 惡 いから た。』 

いるい  み  よ こ  じ ぶん  いく じ 

『また そんな こと を』 と輕く 云って は 見た が、 千代 子 は 自分の 育兒の 

く しん  たい  をつ と  こ-ろ  し  ^  ど 0 じ； ラ 

苦心に 對し所 天 が I 心 では 知ら や II お もて へ 出して 同情した こと は 

す こ  おも だ  すゑ  なが  こ ども ！： ラ いくじき  じ ぶん 

少しもない の を 思 ひ 出し， この 末と もま だ 長い 子供の 敎宵 時期 を 自^ 

て  »*1 とう  で き  なさけ  き  しづ 

ばかりの 手で は、 本 統 にどう する こと も出來 ないやうな 情ない 氣に沈 

んでぽ つた。 

をつ と  こ ども  じ ぶん  すゑ  のぞ 

所 天の そばに ゐられ る だ け、 ま だし も 子供と 自分 は 末の 望みが ある 

やう だが、 若し 皆が 一 緒に 棄 てられる やうな ことがあ ると、 三人の 子に 

母 を 抱へ て、 ど うなって 行 くだらう？ 
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-  ,，  い h  -  こど^-た  ぁづ.  しゃ ラ はい  タ 

たと へ この 家た け は 子供の 爲 めに 預っ て、 こ の商賣 をつ  >  けて：； 仃く 

としても さう した ら、 田 村の 方の 繼母 や^までの 身の上 も 引き受けな 

ければ ならない。 所 天の 取って 來る佘 を 注ぎ込んで も. た ださへ^' 足 

*t  もき  もで 

勝ちのと ころ へ 持って 來て それ か 若し 出なくなる とすれ ば、 と て もや 

b 切れる もリ ではない II 

何と 云 ふ 因 、果 な 身に なった の だら う ？  今 さら、 この 年に なつ て 、よ 

し棄 てられて も， よ そ へ 片付く やうな こと も 出來な い し 

千代 子に 顏を所 天から 反む け. 兩 手 を 繩のゃ う になった 黑 糯 子と 更 

紗の晝 夜帶の 間に 挾 み、 頻， 9 にこん な こと を考へ 込んで ゐた が、 所 天が 

あま  なん  おも  ゃラす  み  にく  V 

餘， 9 に 何とも^ つ てゐ ない 樣子を 見る と惜 らしく もなる し、 ま た 馬^ 

なに  »J  X  あ. 

/\ し くもなって 何 を 云 ふ 張 .0- 合 もな くな つ てし まう。 

9L  こ ども  ま  ヒ 

一一 まァ 行つ て やり ましよ う、 子 供が 待つ てる だら うか ら。』 立ち あがつ 

5S>V!"  て  ちゃ. T めん  そろ はん  も  みぎて  あ いぢ  タ かたまへ  なほ 

て 左の 手に 帳面と 十露盤と を 持 ち. 右 の 手で 藍 地の 洛^の 前 を 直す。 


かの 女の 引ッ 詰った 東 

て 行く 顔 を剝き 出しにし 

の 睨み を與 へた。 

『その 婆々 ァ じみた 面 を 

『あなたに』 と. 千代 子 は 

て、^'  口に、 『かう されたん 

ですから， こんな』 と、 顏を 

きし ほ じん  つら 

『鬼子 母 神の 面 だ！』 

よし を  さ け  、こんき ゃラ 

義 雄の 叫びが 頓狂で あ 

もの やわら 

た。 そして 物柔 かにな り、 

きじ ほじん  なん 

『鬼子 母 神で も， 何 で も、 わ 

ね。』 


髮ゃ、 色氣 

て 見せる 


み 

見ろ！』 

ラら 

恨めし さ 

で す よ。』 

突き出し 

つたの で- 


き もの  しん けい しつ  だん たか 

のない 衣 物が 神 經賀の 段々 高まつ 

よし を  す こ  あ ふ む  もゥと ぶ じょく 

の で， 義 雄 は 少し 仰向いて 最も 侮辱 


うにし て， 口 の あた. 9 をぴ， 9 付かせ 

少し ゆつ く. O して、 『あなたの せい 

. 『お 婆ァ さんで も —— 』 


■ 千代 子 は 色 を變へ てから だ を 引い 


たし は 子供に は 女王の やうな ものです から、 
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くだ  き やラみ  つ  こ  よしを  り ゃラ ひ； I- つく ゑ つ 

『そんな 下らない 典 味に 釣り込まれて J と， 義雄は 兩肱を 机に 突いて. 

,> む  せ 乞 す  ラご  ゥひ  は •*  し 

見向き もせす 扇子 を 動かしながら * 『遂に 婆ァ になって しまう の を 知 

らな いの だ。』 

『あなた も 段々 爺い じみて 來た癖 に OJ 

ラ i  せいしん  はんたい  わか /、  き 

『そ， 9 や ァ上ッ つらの こと で  精 神 は 反對に 若々 し/、 なつ て來 た- 

さ。」 一 

さが  あめや  い  >  , - 

『七つ 下， 9 の 雨 は 止まない と 云 ふの がそ この ことならね え —— 』 

， ハ く  お ほ  き  い  よしをつ ま 

そんな 警句 を どこから 覺 えて 來 たと 云 はない ばかり に. 義 雄 は 妻の 

i ラ  む  よ •.- た  わら  れい とほ で  - 

方 を ふ b 向く と， 千 代 子 は 立った ま、 にや， りと 笑つ て、 冽 の 通 り、 出 た 齒 

ラは は  にく  み 

の上齒 ぐき の 肉まで も 見せて ゐる。 

ヘラ じゃラ いや  み  かれ  さ，."  め 

『その 表情の 卑し さ を 見ろ！  ，11 渠 はまた かう 叫ん で. 目 を 反らした o 

『もう ib け、 lb け！』 

『〔仃 きます と も II 然 し、 ね え， あ なた』 と 千代 子は眞 面目に 返って， また 
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だち お b か ね、 そ の 場に しゃがんで 持って ゐる物 を 膝の 上に 置いた。 

『あの 子 もさす が あなた のぞ で， 利 口 はな か/、 利口です よ、 今 の 驚き 

ザと 云った ら、 可 笑し くも ありました が、、 ま た、 昔， 上 の 掛け軸 をめ くッ て、 

下のに び ッく  b した こと を 忘れないで ゐ るの です よ。』 

き  ひつ 大ラ 

『そんな こと ァ聽く 必要が な い。』 

i な  ひ  さ  だる ま  ちラ ぎ 

『で も』 と， 話し を 引ッ 張る つもりで • 『こ の 達 摩さん も 忠義です ねえ 

Sb ん ft ラ ぐらし なが ねん あ ひだ しょ  f ,  ,  2  = 

II うち の 貧乏 暮を 永年の 間 一 緒に して 求た のです から。』 

か  もの  よし を  おも  つま 

『ほかに 掛ける 物 もない ぢゃァ ないか！』 義雄は 思 はやまた 妻に ふ 

,„.,  かも 3-  ■  .s-  lb んほラ  き  しか  ^"も しろ 

b 向いて， 『掛け物 一 つ 買へ ない ほど 貧乏して 來 た、 さ 然し また 面白い 

こと も あ つ た 、さ。』 

も の  おも し. C- 

『そ ^ よ あな .2 だ か， 9 で  ン ちの 者 はち ッ とも 面白い ことな ど さ せ 

お i 

られ た覺ぇ はあり ゃァ しない わ。』 

な  け •-、  かほ  のぞ  ちく ぶ しま  み  - 

『無い？』 わざと 怪訝な 顏 をして、 『望みの 竹 生 島 も 見せて やった し 


き ゃラと お ほ さか すま  なら  つ 

京 都， 大 阪， 須 磨ゃ奈 良へ も 連れて ッて やった ぢゃァ ないか？』 

『わ たし. たッ て』 と、 千 代 子 は 不平 さう に 『そんな 上ッ 面な こと をぞ 

ふの ぢゃァ あ， 9 ません) うちの 者 は 皆 II あ なた と 直接の 關係 のな い 

わたしの 母 ま で I あ なた の 貧乏と 不氣 嫌と に いぢめ 拔 かれ て^んで 

す。』 

『貧乏 はおれの 持ち前 だ。 然し おれの 不氣嫌 は 女房の 口 やかましい 

ところから 來 たの だ。』 

『やかましく 云 はなけ， 9 ゃァ』 と、 目 をき よろ つ かせて 口 を とんがら 

かし、 S 遊んで ばか， 9 ゐる ぢゃァ あ， 9 ません か？ あなたの 坊ちゃん じ 

とき  なんね 乞い  ,, 

みて ゐた 時から， この 十何ケ 年と 云 ふ も の、 わ たしが やかましく 云 ふの 

で 持って 來 たのです よ。』 

は 力い  き  ひじ ゃラ  あそ  あ i 

『馬 鹿 を 云 ふ な、 お れ はおれで やって 來 たの で、 非 常に 遊んだ 跡 は』 と. 

得意な 顏 をし て- 『き ッ と. ま た 非常な 仕事 をして^ ら ァ OJJ 
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『それ もさう でしよう けれ ど、 わ たしの 爲っ づけた 苦勞が ぁ つたら、 こ 

の 達 摩 も わたしの 身方になる でしよう よ II ま 尺が 敎師 になつ て 行く 

の に、 滋 賀縣 まで も 一 緒に 附 いて 行った し、 ま た 東京へ 歸 つてから も， 芝 

した や ほん がラ  こうじまち あ hi ぶ  あか さか  なん どひ  こ  わか 

から 下 谷、 本 鄕 から 翹 町， 麻 布から 赤 坂 と、 何 度引ッ 越した か 分り ゃァし 

なに  もの  な  きち や 

ない。 そのたん びに 何 か 物 は 無くなる し —— おしま ひに は吉彌 でしよ 

う。』 

『母さん。 ぉッ まさ ん。』 子供が また 呼に やってくる 樣 子. た。 

『あ い よ、 あ い よ』 と， 千 代 子 は その 方に 浮き腰に なった。 

い  よし を  いき  つま  た 

『うるさい か ら， 行 け！』 義雄 はかう 云 ひ 切つ て、 妻 が 立ち あがる の を 

しりめ  み  はう らラ せいく わつ  か は  まへ  り えん 

尻目に 見た。 『おれの 放浪 生活 は、 も う、 や める。 その 代 り、 お 前と は離緣 

だ。 一 
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篛 雄の 英語 敎師は 時間給で 出る の だか ら、 そ の 受け持ち 時間 だけ & 

まい にち  にち ぇラ げっ えう ぴ  つ-、  やす 

つたら い、。 それ も每 日で はな く、 日 曜 H と □； 曜日と は續 いて 休みで、 

あと  かく じつ 

跡 は 隔日に なって ゐる o 

かれ むかし  べんき ゃラ. ？*  あさ ね はう 斗、  じじ 

渠は 昔から 勉強家 だ が、 朝 寢坊 と來て は， 九 時 や 十 時で なけれ ば、 ま た 

とき  ご^うき  とこで  ち • がぜん はう 

時に よると 午砲 を聽 いてからで なけれ ば， 梅 を 出ない。 父が 我 善坊か 

ある  あさ ぶ  ^に まち n  ひ か は じん じ や  とほ  あか さか 

ら せか /、 と 步 い て、 麻 布の 谷 町を拔 け、 氷 川 神社の そば を 通って. 赤 坂 

だい まち  き  とき むす こ  お  い  ゃラ じ  0 " 

の臺 町へ たま /、- やって 來た 時， 息 子が やう やく 起き 出で 、楊枝 を 

. み 

つて ゐ るの を 見て、 

『そんな ことで 一 ぶ 前の 人 間 に 成れる もの か』 と 怒った こと も ある。 

よる おそ  よ こ  をつ と  かュ  べん - 

『でも 夜が 遲 いもので すから』 と、 千 代 子 は 所 天に 代って 辯 護 を した。 

ち • む 一， こ  あさ ね  し じう き  し  かへ  よし を  ち . 

父 は 息子の 朝寢を 始終 氣 にして 死んだ が、 それ を 却って 義雄は 父の 


•J6 


い へ  せんり ゃラ  なつ  おも  て  め  さま 

家 を 占領して から も、 一 つの 懐かしい 思 ひ 出と し て、 目 を覺 して ゐ なが 

ら も、 褥 のうちで 考 へ 續 ける 朝 も ある。 

„ 「年^ 仲 違 ひ をして ゐ ながら も， 自 がが 何となく  &  . 9 にして ゐ たもの 

_  な  力 〈が  じ ぶん  なん どき し  わ 力 

が. U  くな つてし まつ お。』 かう 考へ る と， 自 分 も 何時 死んで しまう か 分 

發  じぶん  じげ ふはつ てん  ぜんと 

" ら ない。 これから ますます 自分の 事業に 發展 しょうと する 前途 も. ま 

だく 却々 長い。 親な ど は 子に 對 して は あまい もの で、 子 の 十年一日 

)  ごと  し さく てき ど りょく  ゎづか  ぶ  せ けん  みと 

一 の 如き 思索的 努力が その 僅かに 一 部 を 世間に 認められる やうに なつ 

て、 多 少 それが 彼是ぞ はれて 來 たの を 知つ て、 內 心で は 非常に 喜んで ゐ 

展  ち •  いし  しおが  み  ぶっしつ てき ほう しラ  もつ  ち •  むく 

父 の 葸 志に 從っ て 見 せ た b  、物 質的 報酬 を 以て 父に 報いた， 9 する こ 

で き  かれ  せ  せいしんて 令 じ け ふ  たん  み  ち * よろこ 

； とが 出來 なかった 渠に は， 切 めて 精神的 事業の 一 端で も 見せ て、 父 を 喜 

ばせ たのが 所謂 孝行の 一 つであった のか 知れない とも 思 ふ。 

いやし  いき  あ ひだ し さく  しつ ひつ  じ ぶん  せい めい  ひる ま  ラ； *- 

苟 くも 生て ゐる間 は 思索と 執筆と が 自分の 生命 だとし て， 畫 間 も 薄 
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バら  しつ  た  こ 6  よ  でん i ラ  つ 

暗い 室に 立て籠る とやが て 夜に なって しまう。 ま た、 電 燈が 付いた か 

>^  、  いよ あ  に は とり  こ ゑ  あさから す てら 

と 居 ふといつ の 間に かふけ て 行つ て、 夜 明けの 庭 鳥の 聲 や、 朝 鳥が 寺の 

やま  ひ  き  むら  な  き  ほ とん ま-. よ 

山の 檜の 木に 群が 啼 くの を 聽 く。 それが 殆ど 每夜 のこと だ。 

S- ふめ 丄  T  ひと  たづ  しょ  たまつき や  タ 

たまく 夕飯 を濟 ませてから 人 を 尋ね， 一 緒に 玉 突屋へ でも^く と. 

ひ ごろ  ぃラ • つ  てう し  か  まけ  まけ  した^- か  か  つ  一 

日頃の 憂鬱が 調子 を變 へ. 負れば 負る に從 ひ， 勝 てば 勝つ に 連 れ、 知 ら す 

し  L ゃラぶ  くわい 1， ラ  む ちラ  かさ 

謌らす 勝負の 回 數を麥 中で 重ね 行き、 

「>  I  M  こと は  はじ  ふ き ゃラ  さ 

„1 もうあ 力り を 消します から』 と" ボ ー ィ に斷ら れ、 初 めて 不與 に覺め 

て歸 宅す る， こと も ある。 が、 直 寢に 就く ので はな く、 き ッと 机に. g つて 

か  のこ  げん かラ  つ •、 

書き 殘 しの 原稿 を續 ける ので ある。 

？ 、 がく は  きん よく しゅ ぎ しゃ い じ ゃラ げ、 かく  た *« 

渠は 家に あって はス トイ ク學 派の 禁慾 主義者 以上の 嚴格を 保って 

あさ ね  れいぐ わい  かま  J 

ゐ るの で、 朝 寢 だけに は ！i! 外の づ ぼらが あつ て も、 そ ッと構 はないで f 

/  つね 

かれる のが 常 だ。 

ま  - >  なら； b  とこ  ま  ラ しろ  か い  うら え、  お  *-  V 

柙し 入れ 並に 床の間の 後が 二階から 褢椽が はに 下りる はしごお に 
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0 


0 


つぎ  でラ  だん  げんく. 0 ん  ラら  ちょくせ 乞  とほ 

な 3 てゐ て、 そ の 次の 八疊が このはし ご 段と 玄關 から •； 袭へ 一 直線に 通 

らラか  はさ  よこ  こ ども  しん しつ 

つた 廊下と に 挾まれ て、 千 代 子と 子供との 寢室 になって ゐる。 

でラ  でラ はん  せいく わつ じ やう きんぜんて きくいん けい  のぞ 

この 八疊 と四疊 半と は、 生 活 上、 金 餞的關 係が ある を杂ぃ 


ほ とん まった 

て は、 殆 ど 全 

く無關 係の 世界と 世界と である。 四疊 半の 主人の まだ 寢てゐ るの を、 

でラ  しゅ じん  お，. I  き  しま  しゃ ラじ  そ と 

八疊の 主人が 起しに 來 て， 織 つた 障子の 外から、 

『も う， 時 間です よ』 とい ふす げ 無 い 言 葉 を 1 言 か けて 去の は. 午 前 の 

じ  じ  がく 力う  じ 力ん  とき  かざ  き 

八 時 もし く は 九 時から 學 校の 時間が あ-る 時に 限って ゐる。 それ を聽 

なが  あねむ すめ  おとうと  は *  し * や 

き 流しに して ゐる と. 姉 娘 かその 弟 か が、 母 の 使者と して、 


こ  しつ r うじ  あ 

の 子が 障子 を 明 


『お 父 さ ん、 お 起なさい ッて』 と 云 ひ 布れ て 求る。 

おとつ  お  すゑ 

『お I 起 き II 父 ちゃん お 起 II き ク て， ね.』 と、 ま た、 末 

はいき  こし  ち. かほ  i 

け て 這 ス って來 て， ひ よろ つく 腰 を かがめ て， 父 の顏を のぞき 込む こと 

も ある。 
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m 


敎 


道と け 
く 學 力く； ら 
叱 力し. 校;、 せ 


は あ きる よ。』 さすが 無 邪氣の 子に は 强く當 る こ とも 出來 す， 優し 

へ I じ  おさな  こ  ラれ  も 力  *5L  I  u  m 

い 返事 をす る が、 す ると 稚ぃ 子が 嬉し さう に 向 ふ へ 靳 けて 行って 母に 

その 返事 をい ひ 付けて ゐる やうな 樣 子が 聽 こえる。 それが また 反感 

ひ,  き 

を 響かせて 來 てなら ない。 

らた  つま  けラ し  力 ふ 力 

『あいつ 等の 爲め ばか， 5 に 詰らない 敎師 など をして ゐる のた』 と考 

いほ  あら  しょくじ  す  きす •  、 ル ゆん ほ  じ ^  ^ 

へ る と、 & を 洗 ふに も 食事 を濟 ませる にも 氣が 進ます 出蓄の 時間 力 後 

まど  くるま  よ  ちゃう  1 

れ かける 裎ぐづ く して ゐ て、 わ ざと 車 を 呼ん で. 三 四 丁のと ころ を驅 

る こと も ある C 

しか よしを  けラ じゅぶ り いへ  お  く. わつ き..，， ほ ノ  "〔- ： ゆ, 

で は， 然 し義 雄の 敎授 振に 家で 押さ へ てゐる 活氣か 溢れ出し 非 

で i  ザん きふ  ゆ くわい わら 

b つける こと も ある 代， 9 に、 ま た 全級 を楡 快に 笑 はせ たりす る。 

ねん ぜ、 よじ  けラ し  と 令  せい i  した  ，カー； ひ? 

六 年 前. 初 めて こ /- の敎師 になつ た 時 は、 生徒に 親しみが なく  nq^ る 

め  六  もっと ふでき  せいと  にん たん けん  も  かれ  やる よ 

のが 目に 立つ の で. 最も 不出來 の 生徒が 一 人、 短 劍を持 つて 渠を 暗夜の 

途に 要した のか 評 判 になった。 渠 はそんな ことに 恐れない で、 相 變 ら 
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れい こく ね つ こく  ど は 

す 冷酷、 熱 酷な 怒 罵 を つづけた。 

き さま  で き ぞ こな  りゃラ しん  レ  ラ  なほ  &ら 

つ 貴樣の やうな 出 來損ひ は. 雨 親へ 行って 產み 直して 貰へ。』 

『手前の やうな 鈍物 は、 舌 でも 喰 ひ 切って 死んで しまへ。』 

せい と  つ ひ  ゎラじ ゃラ  い  もっと  ち じょく 

生徒 は 遂に 往生し て、 こ んな こと を 云 はれる の を 最も 耻辱 だとして， 

"れ  じ かん  がく  、わ  し^しらべ  き  じ やう や  せつ めい  き  めい かく 

渠の 時間の 學科 はよ く 下 調 をして 來 て， 上 手な 說明 を聽 きつ ヽ 明確な 

り かい  ラ  力の し 

理解 を 得る の を樂 みに する やうに なった。 

お むら せん せい  じ かん  こと は  ぶ  せい I  令 やう ふ  ひ  おこ  ^ てう 

『田 村 先生の 時間：』 この 言 葉 は 一 部の 生徒の 恐^ を 引き起す 符牒 

どラ じ  はん せい と  もっと  ま  ラ  たのし - 

であると 同時に， 1 般 生徒に は 最も 待ち受けられる 樂 みであった。 

よし を  おな  がく かう  や がく  で  しつ はい  を 二 

義雄は 同じ 學 校の 夜學 にも 出た ことがある が、 そ れは 失敗に 終った。 

しゅつ 令ん ま へ  ぃラ じん  さけ  の  けラ たん  れい  とほ  くわい べん  ふる 

出勤 前に 友人と 酒 を飮ん だの が， 敎 壇で 例の 通， 9 の 快 辯 を 振って ゐる 

とき  はつ  き  ま  いす  こし  こ ラ、 

時に 發 して 來 て、 い つの 間に か 椅子に 腰かけ て、 心 よく テ. ー ブ ルの 上に 

ねむ  め  さま  めい  て  つか 

眠って しまった。 ふと 目 を覺す と、 七 八十 名の ものが すべ て 手 を 束ね 

み 

て， ぼ ん やりと こちら を 見 て ゐ た。 
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が 度 その 常 時. ま は 「テカ ダン 論』 とい ふ 著 を 公 に し、 現今 の 宗 敎， 坆 

ぢ fx/ い く とう  ぞく しふ けん  はん 亡い  がく かラ  かん ぶ  6/V んゅ  I 

治. 敎宵 等の 俗習 見に 反對 したの が. 學校 の 幹部の 問題に なつ てゐ た。 

うへ ある おん  え  はら  げぃ しゃ  とも  でん しゃ  0  せい と 

そ の 上、 或^の こと、 醉ッ拂 つて 藝 者と 共 に 電車に 乘 つて ゐ たの を 生徒 

の 一  <； に 見つけられに。 

な^  と  ど, T- れラ  かれ  や がく  じ 力ん  こと ユ 

それや これ やの 中を取る 同僚が あって 渠は 夜學の 時間 を斷 つてし 

ひるま  せいと  むか  じぶん  たい  こ いろえ.. は.. つ s  I 

ま つ た が、 晝 間の 生徒に 向って は、 自 分に 對 する 心得 を發 表した。 

.5;  く. S- うもん はい  い じ やう  けラし  しんせい もの  力 

『學 校の 門 を 這 入った 以上 は、 お れ も敎師 として 神聖な 者た から 飽く 

しょく けん  ねっしん  わす  も C  ほ  で  、、まへ 

まで も その 截權と 熱心と を 忘れ な い が、 門 を 一 步 でも S3 たらもう お ^ 

ら  みし  たにん  どラ ゃラ  したが  e  C  まへ  で 

等と おれと は 見す 知らす の 他人 も 同樣た ぞ II 從 つて 外で お前ら と 出 

力  あ ひて  まへ  また  せんせい  い  およ 

會 つても、 おれ は 相手に しな い、 お 前ら も 亦 おれ を 光生な ど、 云 ふに 及 

ばない し、 お 辭儀 など は 無論し なくても い 、 OJ 

せい ュ 

す る と、 生 徒のう ちから 

一 「煙草 を 飮んで ゐても 叱りません か？： 一 


资 


さけ  *<  はら 

『酒に 醉 ッ 【拂 つて ゐて もい 、ん です か？』 

げぃ しゃ つれ 

『藝者 を 連て ゐても かま ひません か？』 

ひや  はじかれ わら  いお 

など、 冷 かし 初めた。 渠は 笑って こんな こと を 云 はせ て 置 き. や が 

ひに  わお  ご ゑ 

て、 響き渡る ほどの どら 聲で 

だま  かつ  しん せい  け ラ ぢゃラ 

『默 れ！』 一喝して、 『こ S は 神聖な 敎場 だ。』 

...  かれ  せいと かん  ま 4.1 なつか  けラ 

かう 云 ふこと があって か ら、 渠 は 生徒 間にお をろ しいが 又懷 しい 敎 

師と な つ た。 

あるひ  n  .» かれ  がく かラ  つか  かへ  く  みな  ほ 六ん いろ 

或 日の 午 後、 渠 が學 校から 疲れて 歸 つて 求る と， 見 慣れない 牡丹 色の 

はな を  こま げ た  げんくわん かう しな か  n  しゃう めん  ^ 

鼻緒の 駒下駄が 玄關の 格子の 中に 脫ぃ であつ て， 正 面の はしご 段の わ 

お ほ  かラ り  ひ でう  ま  わか  s*S さしがみ  をん な き 

きに は 大きな 行李が 1 つ こみが り， 八 疊の 間に 若い お ほ 廂髮の 女が 求 

て ゐ た e 

き しラ  き  を 乞な  さう ゐ  おも  よし を  TX/ 

I 一紀 州から やって 來た 女に 相違ない。』 かう 思 ひながら 義雄は 八疊の 
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間 を ま わって 

つく ゑ 

ま 机に もたれ 

IJ うき ゃラ  く 

『東京へ 來る 

しにな らんで 

『どこから 行 

お ほ さか  ゆ 

『大阪 から 行 

9- ま  よる 

山な ど は 夜の 

な に 

『何 か あると 

『瀰 泉が あり 

『ぢ や ァ、 い ， 

『その 邊 では 

いので す。』 


自分の 室に 這 入 つ た。 

い ゃラ  どラ き  むらさきつ *  しょ 

か異樣 な動氣 をお ぼえ て、 紫 包みの 書 を ほ う 

む  はな  ご ゑ  ちう いむ  ゆ 

て， 向 かふの 話し 聲に 注意が 向いて 行く ので 

こ is  た なべ 

と、 ._| な か /) ま せ た や う な 聲で、 『田邊 など 

す な。』 

よ こ  こ ゑ 

く の ？』 これ は 千代 子の 聲だ。 

ご •、  じ ごろ  お ほ さか  しゅつ はつ 

きます。 午後の 十 時 頃に 大阪 を出發 します 

ひ  ひる ごろ つ 

日の ぉ晝頃 着き ま す。』 


b 出した ま 

あ る o 

はな 

は， も うお 話 


と， 加 太、 和 歌 


うちに JP 一つ て.. 明 くる 日の ぉ晝頃 着き ま 

こ ？』 

ます o』 

と こ でしよう？』 

-まづ 、よろし い 都會ぢ やと 云 ふて も、 大 したと ころで はな 
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『でも， g おがあるなら』 と 笑ひ聲 にな b 、『そんなと こで 宿屋で もす 

bp ァ 儲かり ましよ う。』 

かラ ベ お ほ さか  ャゐ ぶん く,  «  = 

『さァ 、どうです か？ 神 戶 ゃ大阪 から は 隨分來 る やうです 力 —I 』 

ャゐ ぶんく  、 = 

『ふ む、 隨分來 る の II ふ むさう ？』 

千 i ぞ の^を 結 び、 首 を 二三 度 固く 動かし て、 人 を 子供 あっか ひに し 

め  よし をみ  ， Q 

た 目つ きが 義 雄に は 見える やうた 

4>TI、iA  む  力. f  ひ， と 

『い や な.^ VI あ の i を^ 主の おれにまで 向ける の. た』 と， 渠は獨 り 

力 ほ  > 

で 顔をしかめた。 

〔どう^, り まじたの』 とま 撖が 出て 來た樣 子。 

よ こ  す 1:1*  じ ぶん  き 

『二^の まの 三疊が 明いて ます か ら， ね』 と、 千 代 子 は^に 自 3 力 決め 

C  "ね 

させた と ふ, 子で、 『少し 暑い けれど、 あすこに して 成る だけお 金の 

で  おも 

03 ない^-うにして あげたら と 思 ひます の。』 

ひく  わら  = ゑ 

『そ り や ァ、 あ い 方が あなた もい、 でしよう か ら， ね え』 と， 低 L 笑ひ聲 
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を 出し、 

『す ッ 

『あ の 

J だん 

ーィ を 

『こ れ 

V7 

『ふ、 ふ 

こ ゑ  とも 

聲と共 

いやに 

『. あ な 

I』 と 


やす  まけ  もら 

と 安く 負て お 貰 ひな さ 


よ。』 

こ ゑ  だ 

聲を出 


きゃく あた 

ふ』 と. を んな 容の當 

に、 何 だか 底^ 地 あ， 9 さ 

カメ 

£  、、ノ  2  o 

しやう if き 

た も， 正 直な ところ をい 

けい に  こ ゑ 

繼 母の 翳。 

4., やく 

『は ァ』 と、 を んな客 はま ご つ 

ほラ こう ぐち  み つ 

iTTST 公 口 を 見 ける までとい 


さ 


わりの 

に聽こ 


し 


猫婆ァ め、 いつもの 猫 撫で 

おも  ラか 

思 ひ 浮べ た。 

ま 

よ ，9 ゃァも ，フ負 力， 9  is せんよ』 と 


ゃァ がる』 と. 義 雄は繼 母の 

わら  こ ゑ  けん  >  ，* 

これ も 笑ひ聲 だが、 險に 響い 

わら  けい ^ 

いやう にした 笑 ひ も、 繼 母 の 一 


つ て， 大した お 


た 返事 


よしを  けん  こも  もっと 

が、 義 雄は險 ある 聲を おも 


かね もち 

金持ぢ ゃァ ないで しゃう 


ご o 

つ て も， あ な；，； の はた だの T 女 やお^で 


い  ひる ま  がく かラ  もら 

は 行けない の だ し、 晝 間 だ. けど こかの 學校 へやって 貰へ る やうな とこ 

み つ 

ろ は、 な か /\ 見付かり さう もない からね え II 』 

かね  も  でき  よし を  すぐ  やつ めかけ 

『金 を 持た すに 出て 來 たの だ、 な』 と、 義 雄 は 直 そんな 奴 は 妾で もす る 

よ b 仕樣が なから うと 考 へ た。 

みやう にち  さが  み  かんだ  くに  ひと  き 

『ま ァ、 明 日からで も 探して 見 まし や う 11 # 田に も國の 人が 來てを 

ますの で 0』 

くに  ひと  き  だいじゃ-' ぶ 

『國の 人が 來てゐ るの な ら、 大 丈夫です よ。』 

な  ほど  か  かんが  とし よ  ゆと •、 

『成 る 程、 お ッ 母さんの 考へ は 年寄り だけに 行き 屆 いてる の、 ね え。』 千 

よこ  さ  むか  い き  つよ  てラ し  か は 

代 子 は 先き の 向 ふま 氣の强 い 調子が 變っ たやう になって、 『あなた. は- 

V- んたぃ  げっ  げ しゅくれ う  もき  き 

全體， 二三 ヶ月の 下宿料 は 持つ て來 たの。 —— こんな こと を聽 くの も』 

てう し  はづ  わら 

と， 調 子ッ 外れに 笑 ひながら、 『を かしい やう だ が （I 』 

IT は ァ、 それ は I 』 

もし ほう こう  くち  かん ぢ やう  はら 

『若 奉公の 口がない、 うちの 勘定 も拂へ ない とい ふやうな ことがある 
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と II 』 

えん りよ ゑ しゃく  をん な  よし を  かげ  ひや /\ 

『つけ， （》  i 遠 盧會釋 もない 女 だ， な ァ』 と， 義 雄 は 蔭で 冷々 した。 

『そ ん な 御 心配まで は 掛けん つ もり で す OJ 客 は 如何にもむ ッ とした 

と^ふ 口調 だ。 

『つも， 9 でし やう が — 』 

『ま ァ、 い いぢ ゃァぁ b ません か、 そ んな 7K} は。』 と. 相 變らゃ の 猫 撫で 聲 

が 中を取る やうに、 『どうで しょ う， ね. お 千代 さ ん、 義 雄さん にも 相談し 

なけ リゃァ ならない でしよう が I 』 

『義 雄な どに 相談 もあった ものです か？』 

『で も、 ね え、 主 人 は 主人です もの。』 

『あんな 人 に I 主 人ら しく もな い —— 相 談も 何も 入， 9 ます もの か？』 

『馬鹿にして ゐゃァ がる』 と， 義 雄 は 蔭で」 怒る 氣 にも なれない 程 だ。 
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『で は， お 千代さん がさう 受け合へ ばい いとして 置い て II ど う でしよ 

ざ しき  あ  どう ぜん  しょ  お 

う. ね え I. ど う せ、 わ たしの 座敷 は 明いて る も 同前 だから *1 緒に 置いて 

あげる ことにしち や ァ？』 

一  0b. き  、ん た.？"  一, ぐ  えん りよ 

『む む、 そ れ がいいで す、 ね. 一一 と、 乘 氣の 甲高に なった が、 直 また 遠慮と い 

伊一  おもつ  こ ゑ  へいて ラ  かへ  か  /- しゃう 

ふこと に 思 ひ 付いた やうに 聲を平 調に 返して， 『ぉッ 母さん さへ 御 承 

知なら， ねえ。』 

^  かま  いん きょみ  はな  あ ひて  で き 

一 『わたし は 構ゃァ しな い、 わ I 隱 居の 身に 話し相手 も出來 るの だ から。 

^  きゃく む  ま だい  はぶ 

^ 11 あな た も』 と， 客 に 向かって， 『さう おしなさい よ、 間 代た けで も 省け 

^  ござ  な  むだ  力ね  で  *3 

た ら、 よ う 御座ん しょう。 成るべく 無駄な お金の 出ない やうに ね え。 J 

展  、 H 

^  『ぢ ゃァ さう したら どう？』 

一  わが  いま  なん  きお  きゃく  * はじ 

『で は. さ う 願 ひましよ う。』 今まで 何だか 氣が箧 けて ゐた客 は 初めて 

I  はいみ  わか  こもだ， 

その 場の 意.^ が 分った かし て、 さ え <\ 'した 聲を 出した， - 

や  は  かんだか わら こ ゑ  とし に 

『それが いい の、 ね』 と， 矢 ッ 張り 甲高な 笑ひ聲 で， 『どうしても 年寄り 


&せ 


展 


發 


がゐ ない 

ク 母さん 

IT 何 を fK 

繼母も 

しらふつ 

『あ な た 

( 

すし ジ - 勿" 

つ ッ 

『さ う 疲 

『で も ど 

『左 樣 で 

やっても 

かほる  ちょ 

5! 鳥 

，， ... i* 


んが 

の、 ね I お ッ 母さんで なけ， 9 や ァ —— お 


と、 い ぃ考 への 出ない も 


だいみ や- r じん 

k 月 申.， こ 


つて ゃァ 

千代 子の 

も， 9 で 

ふね  き 

も， 船 や 汽 

屋へ lb つ 

れても を 

うせ あな 

す. 力 ？ で 

ぢ .( し 

渡お 出で 

よ て- 

P  { ォ 一 


が る、 馬 % が』 


とんき 9 ラ こと は 

頓狂な 言 葉 


車で ゆられ 

よこ 

て、 廣に でも 

り ませ ん。』 

たの ゐ ると 

は —— 』 と、..^ 

てゐる o 

よ。』 

義 雄 の 弟 は 


と、 義雄は 

ただ 笑つ 

き  つか 

來 て、 疲 れ 

な b なさ 


また 6 で 

て 受けた 

てゐ るで 

， o  = 

I 』 


叫んだ。 

、そして 客の 方 を あ 


しょうから 早く わ 


J ろと 決った のです か ら — 』 

た  カラ り  はう  ちょ つと め 

71 立ち かね て、 行 李の ある 方へ 鳥渡 目 を 


れの 奥から 椽がは を 渡って 來 て、 


發 


f ,  -i  i うち  はな  でう  すみ はしら 

『g  ？  j にこ /,、 し な が ら、 庭 の 方へ 明け ッ 放した 八疊の 隅の 柱の そ 

くび "一  > さ  ぶり きゃく み  ちょ つと かほ  あか 

ばから 首 を 出 し、 久 し 振の 客 を 見て 鳥渡 顏を 赤め 『いら ッ しゃい 一一 と 

みぎ  て  はしら  づ  せた 力  こ t し  3 

ちの 手 を 柱に した ま ま、 圖 ぬけて 脊の 高い からた の 腰をおろす 

きやく  かれ  しゃ-  づ か  な  た せラ  すぐ  こと 

客 も渠に 一 つ 下の 若い 女 だけ に、 多 少の はにかみが あつ て. 直 に は 言 

お  だ  あなめ  ひさしが み おく  ゆべ,， \- , 、 

^も 出せ や、 じ ろ りと 靑ぃ目 を 廂髮の 奥から 送った たけで 手 を 突いて 

ぉ辭儀 をした。 

お ほ  かほろ  けい ほ  おとうと み  び せラ  力 ほ 

『大きくな つたで しょ う. 馨 は ？』 繼母は 弟 を 見て か ら. 微笑 の 顏をま 

つ？ きゃく む  . 

た 客. に 向け る。 

す  くち  わら  6 

『は ァ、 さう で す， な。」 - 』 れ も 澄 ま し た 口に 笑 ひ を 洩 ら す。 

-- tf  お ほ  りつ ^ 

『兄 さんより も、 大 きいので す よ I か ら だば が b 立派に なつ て。』 

けつ こう 

『結構です。』 

ベ 、令 やう  こま  にい  U ラ  ， f  、^- 

『勉强 をし な いで 困る のです よ II 兄 さんの 方 は それでも し^すと^ 

ちラ 

中で もして ゐる やうです が —— 』 
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『僕 だッ て』 

『で も， 今 か ら 

きみ 

『お 君さん で 

P  く そく 

『え、 え、 約 東 が 

『兄さんの』 

かほぶ  かほ 

馨 はまた 顔 

し みづ 

『あ の、 淸 水 さ 

ご 段の 下に あ 


『あ れ だ、 ね』 

『わ た し， 持 つ 

から 一間の 壁 

ある LJ ころ か 


かほる  に は  は ラ  む  .4 き 

と、 馨 は 庭の 方 を 向いた が， 『 する 時ァ して 


色氣づ いたりし て. ね。』 

しょう？』 客 はため 

して あるの ださう で 


と. 千 代 子の 笑ひ聲 だ- 

を 赤く して 笑って ゐ 

んの 行李が， ね』 と. 繼 

る か ら， あ れを わたし 


と、 馨は立 あがつ て、 廊 

ゆき  きゃく  せ 

て 行 ま す。』 客 も脊の 

ひく  まど 

は 低い 窓に なつ てゐ 

い  力 ほる  ふた り 

ら 出 で、 馨 と 二人して 


ら はない で. か う 突 ッ 

す。』 

お とラと 

- 『弟 だか ら 、ね。』 

るば か. 5 である。 

ほ  かれ やさ  め ひ れい 

&は渠 に 優しい 命令 

の 部屋へ 持って ッて 


ゐ る， さ oj 

込んだ。 


か  げ みくわん  はう  ゆ 

下 を 玄關の 方へ 行く- 

高い からだ を 立ち あ 

つ  力ら 力み 

る その 次ぎの 唐紙が 

> と  かう り  おく  はな 

一 つの 行李 を 奥の 離 


をして、 『はし 

お あ げ。』 


かど はしら 

が つ て， 角 の 柱 

はう  あ 

1 方に 明けて 

れへ 運んで 〔仃 
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展 


资 


つ た。 

3  6  い  けい ほ  ^  ,  ゆ I  、 , 

『重た さう だ、 ね』 と 云 ひなが ら、 纏 母 も その 跡 力ら 附 いて 行く の を 千 

よ こ  えし  4i  さび  みつめ  すゑこと も はる， ^ 

代 子 は 像が はに 立って じッと 寂し さう に 見 詰な が ら， 末 の 子 知 寿か 纒 

ひ 1 いてく るの を あしらって ゐた。 が、 や がて うるさい と 云った やう 

こて  ふ  ♦* ら  ラは ぞラり  おと  をつ と しつ  か  ゆ 

に 子の 手 を 振， 9 拂 ひ， ば た ( と 上草履の 昔 を させ て， 夫 の 室に 駔け行 

しやう じ し きゐ  かたあし  ベび つく， ゑ >  ^  .  ^  ^J.  :u  , 

き 障子の 敷居のう へ に 片足 を かけた まま 首 を 机の 方に 突き出し 聲を 

低 め て， 

き  き しう をん な 

『や つて 來ま した よ 11 紀 州の 女が。』 

『  』 洋書 棚の そばで. 奧の椽 が はに 向いた 机のう へに イブ 

^"やくほん ひら  よしを  みむき  よ 二  つ £ 

センの 脚本 を 開いて ゐた義 雄 は 見向 もしない。 千代 子 は 張り 詰て ゐ 

こと は  こし を  をつ と ラっ六  てうし • . ひ- H り/ て, ， S, ベ, ) 

た 言 葉の 腰 を 折られた が、 な ほ 夫に 訴へ る やうな 調子で 左の 手 を 壁の 

i レジ  ン  す こ  を んな  レ 

柱に し て， か ら だの 腰 を 少し かがめながら， 『い やな 女 よ II そ れは窩 地 

わる  め つ  ひさし. かみ 

の惡 さうな 目付き をし て —— お ほ で こ の廂髮 で I 』 
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『そ れ でも』 と、 義雄 は劍 突く めいた 聲で妻 を 返. 9 見た， r お前の 引ッ 

釣り 鬢 の束髮 より ゃァ 多少の 飾 は ある。』 

かみ  か り  ない ぶ てき せい しん てき 

『髮 なんかに 飾が あった ッ て I あ なた はい つも 內部 的， 精 神 的で なけ 

い  くせ  T  くち をん な  ほめ 

れば 行けない とい つてる 癒 に、 直 ぐ その 口で 女のう は ベ を 賞る のです 

か ？』 

ぐめ いけい  あ、  >  せいしん わか- -\  あら は 

『外形にまで も J と， 顎 でし やくいながら， 『精神 の 若々 しさが 現れて 

ゐ.^ ゃァ いいの だ。』 

r なん ぼ 若い ッ たって も. あ んな 意地の 惡 さう な. の ッそ， 9 した 女ぢゃ 

ァ I』 

『おや ァ、 手前 は 何 だ —— 鬼 子 母 神の お 化 見た やうな ざ ま をし ゃァ がつ 

て I お れ の， 女房な ら， 女房ら しく なれ！』 

『あなた も 亭主ら しくお なりな さ い よ OJ 

『馬 鹿 を い ふ な II 貴 樣の やうな とげ /、 しい 婆ァ に、 も う 誰が 構って 


展 


發 


『 か 
m ほ 
m か 


ゐ よう？ どんな 見 難い 女で も， ま だし もしと やか で、 若 け ゃァ い いつ』 

す  もら  y 

『だ か ら、 好 きな の をお 貰 ひな さ いと 云つ てる ぢゃァ あ b ません か？』 

な  す  おも  いやし  き さま たち  ほ じょ 

『何んだ！ それで 濟 むと 思 ふか？ 苟 くも おれが 貴檨達 を 補助して ゐ 

い じゃラ  き さま たち  しゅ じん  しゅ じん  がく かラ  かへ  き 

る 以上 は， お れ は貴樣 達の 主人 だ。 ま 人が 學校 から 歸っ て 來ても I 』 

がく かラ  しけ. C  す 

『 へ え、 學 校でした の？ わたし は、 ま た、 も ぅ試驗 も濟ん だんだ か ら， ど こ 

へ I』 

ょラ  き  どく  てん すラ しらべ  て つた 

な 用が あったら どうす る II 氣 の 毒 だから 點數 調の 手傳ひ をし 

て やった の だから 仕方がな いの だ！ 學 校ば かまな ど 穿いて、 誰が ほか 

へ 行く？』 

き  つ 

『そ， 9 や ァ、 氣 が 付きません でし た。』 

なに  き さま おち  がく かラ  かへ  とき  ちゃ  も 

『何、 ぢ ゃァ、 貴 檨達ァ おれが 學 校から 歸 つた 時で なきや ァ、 茶 を 一 つ 持 

つて 求ない のか？  j 

いん がふ  ほ  f 一  えん りよ 

『そんな 因業な わ はぢゃ ァ あ.. 9 ません わ II 欲 しけ， 5 ゃァ御 遠慮なく 


<；5 


展 


ft 


手 を 

『手 

ら、 お 

『そ 

わる 

『惡 

『母 

あし 

足 に 

なに 

『何 

げ * 一： 

えん 

椽が 

力 、に 

『持 

さ す 


、匸 

卩 L マ 


を 叩 

かへ 

歸 i 

れ は 

か つ 

ァ ち 

だき つ 

抱 付 

も , J 

すぐ も 

直 持 

は を 

しか 

、お 叱 

つ て 

よし ^ 

ぎ か 


な 

わろ 

や 

わ 

一 了 

,ィ 

の 


ら い 

も の 

なん 

ま し 

おそ 

遲 い 


下さった 

ラち 

のァ 家の 

さいと も 

ラ ご ざ い 

ではもう 

ん』 と 云 

2  o 

いこと で 

て來 させ 

きながら， 

です よ』 

じ 一ん 

る な ら， 自 分 

むしゃく し 


いぢ ゃァ あ， 9 ません 

し  とき  力 へ 

が 知らない 時 だ II 歸 

も 云 は す 11 』 

た が II 』 

の だ II 茶 を 持って 來 


か ？』 

つたの を 知って ゐなが 


ちゃ 

い、 茶 を！』 


とも は る  ^そ  W  ,  1- こ I- 

ひなが ら， 知 春 は 怖ろ しさう に 母の 橫 手から 


ま 

と 


な 

母 


いの だよ。』 千代 子 は 

から』 と ョ ひ殘 して 

しつ  き 

の 室 へ 聽 こえる やう 

つ た。 


Z ゃラて 


で 持って 求い！』 かう 

やした 心 は 袴 をつ けた 


子を兩 手で ぐ 

た  さ 

，そこ を 立ち去 

ちゃ で 

に 『お茶が 出 

叫び かけた が 

まま 坐 わって 


ク と 

つ た 

な か 

こ ゑ 

、聲に 

ゐ る 


母 の 

だ 令 

抱 あ 

力 

つ た 


は 出 


力 


ら 
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だ 中に みなぎった。 

『今お 茶 を 入て ますよ』 と 云 ふ 千代 子の 言 葉 を臺所 わきの 食事 室の 

はう  き  なが  よし を  げんくわん  どま  けお 

方に 聽き 流しに し て， 義 雄 は わざとが たびしと 玄關の 土間に ある 下駄 

箱の 蓋 を 明け 閉 て * 自 分の 兩 削り 下駄 を 出して 足に 突ッ か け， 逃 げ 出す 

やうに 家 を 出た。 

ァん くわ. P  む  い しゃ  うら い^. ベい  ほ^  ろ ぢ  とほ  じ ぶん  いへ  だいどころ 

玄關と 向か ふの 醫 者の 裏板 塀との 細い 露地 を 通 り、 自 分の 家の 臺所 

かど  まが  ほ- V  ろ if  けんで  がぜん ラ とほり 

の 角から 曲つ て、 ま た 細い 露地 を 三 四 間 出る と. 我 善 坊の通 だ。 こ、 は 

せん f} く や し 令  まん や 1  あ ひだ はさ  ほ-て なが  し  ラっ たラ  おに 

仙 石屋 敷と 八幡 山との 間に 挾ま れ、 細 長い 而 かも 鬱陶しい 谷の やうな 

あざ ぶ  なか  ちゃ ラ とり & さか  ちか みち  ゃゐ ぶん  ひと 

ところ だ。 が、 麻 布の 仲の 町 や 鳥居 坂へ の 近道で あるの で. 隨 分い /- 人 

5bu  くるま とほ  ちか ごろ  した  まんち ゃラ やま  そ  はか おい ゃラ じ  て 

人の 車 も 通る し， 近 頃 は、 下 の 八幡 町の 山に 添 ふた 墓地が 泰養 寺の 手 を 

はな  す y  rc  はら  あと あたら  しゃくや  たつ- -  力 

離れて 總て 取， 9 拂は れ、 そ の 跡に 新しい 借家が 建ち 續 いたか ら， 可 な り 

き れい とほり 

奇麗な 通に なった。 
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ft 


よしを  じか  ラ しろ - やま  お ほひ  き  まん やま  じゅ もく  はん えい  = *  , 

尜 雄 は、 自 家の 後の 山の 大檜の 木 や， 八 幡 山の 樹木 やに 反映す る 午後 

の 暑い H 光をス コ ツチの 鳥打ち帽の 上から 浴び て、 自 分の 室の 凉 しい 

がまた 薄暗い ところに 坐って ゐる のよ， 9 も. 却 つ て菅々 しい 氣 持ちに 

な つ た。 

おも  ぞん ぶん たま つ  あ も  かれ  けん しん 

『け ふ は， 思 ふ 存分 玉突きで もして 遊んで やれ！』 渠 はかう 決心して 

ま- ^ちゃう  しぶ  にし  く  i ど ほり  い  i も & ちゃう はラ  はラ ふ  に  ある  ふり 

八幡 町 を 芝の 西の 久保 通に 出 で、 巴 町の 方 へ C 父に 似た 步き 振で せ か 

く 步 きなが ら、 ど こへ 行かう かと 考へ た。 

さん のラ した  りか さか てい  す  をん な  たま だい  いんしょ くひ  だ ふ ぶん たま 

山 王 下の 赤 坂 亭には 好きな 女 もゐる が， 玉 代ゃ飮 食費が 大分 溜って 

ゐ て、 行 たんびに それ を 催促され るの が 心苦しい。 あたらし 橋の 養^ 

けん なんな  ゐ ねむ  と  てき  てん すラ  かれ  と ►  ぶん 

軒 は， 女 ボ ー ィが 居眠りしながら ゲ ー ムを取 り、 敵 の 點數へ 渠の取 b 分 

いれ  げんいん  しゅじん けんく わ  .  •  ,, 

を 入た のが 原因で、 そこの 主人と 喧嘩 をして からま だ その ほと ほり か 

覺 めて ゐ ない。 その他で 知って ゐ るの は餘， 9 感じの い い 玉屋で はな 

、 o 


OS 


い  ちか /> ろ  A ほ  れラ り や  い  はまち ゃラ かキ- からちゃ ラ 

さう かと 言 つ て. 近 頃に， K きな 料理屋へ 行った ，9、 濱 町 ゃ蠣殼 町の こ 

い へ  タラ き  よ いう 

ッそ した 家へ とまったり する 勇氣 も餘裕 もない。 

す 卜ん びん  おは  なつ  かぜ  .^  ..*^7 

ふと ころの 素寒貧 を覺 えながら も， 夏 の ほこり 屈に あ ふられて 蚊鉼 

ト i へせ  せなか  つ  あせ  しゃ ラ  ^ 

の單 衣の 背と からだの 脊中 とが ひ ツ^く ほど 汗のう るみ を 生じて 脇 

.?f た  あせ  おや  はかた おび やま はい』，' . や ！ii 

^を 垂れる 汗の しづくが 親ゅづ りの 博 多 帯 I 山 の 這 入った 茶と 紺と 

あよ  おび  し た  いか  あつ くる 

の 合せ 帶 だ II の 下にと まるの が、 如 何にも 暑苦し，^ 

ひとなみ こんねん ひ しょりよ かう で き，  こいろ  ラ， つ， お . ,>  ,1  ^ J 

『人並に 今年 は 避暑 旅行 も出來 す I 』 と 心で は訴へ なから 行く先き 

を どこに しょう か、 こ 、にしようかと 考へ て 行く う ち， 足 はい つもの 通 

かれ  さくま ちゃう  ぃラ じん  い へ  U に  i 

り渠を 佐久間 町の 友人の 家に 運んで 行った。 

べんごしむ らまつ.^ すゑ  か  ^ほ  よこ ヘラ さつ  か、  力 0  11 ど 

『辯 護 士村松 十衞』 と 書いた 大きな 橫 表札が 慰って ゐる その 格子 戶 

あ  え い  しょせい  かい  っラち  き  よし を  ラへ  ゆ 

を 明けて 這 入 る と， 書 生が 二階へ 通知して 來てか ら、 義 雄 を 上 へ あ 力ら 

せ た o 

かい ，バ く  ？ しき  しゅ じん. ふたり ^vr< てい ？  .  -^'  P  >  - ) 

二 皆の 奥座敷で は、 主 人が 二人の 客と 鼎座して 眞^に 花 を 弓いて ゐ 
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ほ たん  すが はら  くわ...' 

『梅 ぢ や』 T 牡 丹 だ』， 『菅 原お や』， 『四 光 だ』 な ど と 、ば ちり/ ヽ とやって 

よし を  し ぜん  ゥ  こ  おも しろ  み  もっと か 

ゐ るの を、 義 雄 も 自然に 釣， 9 込まれて 面白さう に 見て ゐ るう ち， 最 も 勝 


かれ  しゅ じん  ざ しき  あ- v  てつ P 

た。 渠も ここの 主人と この 座敷で この 遊びに 徹夜した こと も ある。 

さけ  あ  たま つ  ゥか  わと  . からし ゃラぶ  じ ぶん 

が、 そ れは 酒に も飽 き， 玉 突きに. も 疲れた 跡 で、 ほ んの空 勝負 をして 自分 

の 家へ 歸り たくない 夜の 時間つ ぶしに 過ぎなかった。 

いま もく ぜん  しん t-ん しゃ ラぶ  み  かれ  いま さら  n と  t ら  き 

今、 目 前に 眞劍の 勝負 を 見 て、 渠 は 今更の 如く. S おそろしい 氣も する 

，また  ら  ひれつね つ しん  こんじ やう み  す" 

し 又 それ を や つ てゐる もの 等の 卑劣な 熱心に さもしい 根性が 見え透 

おも  しか  ぃラ じん  たま や . さそ  だ  でき 

くやう にも 思 はれる。 然 し. ど うせ 友人 を 玉屋へ 誘 ひ 出す ことが 出來 

じ ぶん  しょ  み  か，；： が  ねん と  と 

ないなら 自分 もこ/' で. 一 緒に やって 見たい と考 へたが. 一 年毎に 取. 9 

げん AV ん くわいち ラ  すくな  みな  す、  み 

や， o する 現金が 懷 中に あっても 少 いの で， 皆 に勸 めら れ なが ら、 た だ 見 

べつ  なん ら  はなし  じかん  じかん  す 

てゐ る： t,: け で、 別 に 何等の 話 もな く 三時 間 も 四時 間 も そこで 過ごして 

ゐ た。 
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つ た おく は もう lis 時 だから 歸 ると 一. k ひ 出した が、 最 も 負た 主人が どう 

、へ  と  きゃく  きり あ  どき , ろ 

しても ぼさない と 止めた。 が， そ の 客 はこ ゝらが 切上げ 時た と 見た の 

だ ら う、 振 切って 二階 を 降 b てし まった。 

で、 はお ひ 一とん の. &く と^じ こと を まけた が、 矢 ッ張 b 恢復 は 出 求な 

かった。 き 4 く は M Si から 立て 換へ て 置いた^ と 今 勝った^ と を 渡せと 

^  な  あ ひ はじ 

IV ひ， お I は 渡す こと は出來 ない とい ふ。 それが もとで 投ぐ， 5  <_ 口が 始 

きゃく  けん くわ  まけ  さん f^t  あく こラ  *  、  ^rw  , 

ま り、 客 は その 喧嘩に 負て 散々 の惡ロ をつ きな から はしご 段 を 降， 9 て 

〔仃 つ た。 

-り >   »  ^ v_  かふ しラ 

『ごろ 付きめ！ 此間 立て 換 へて やった が はどうす るんで い！』 甲 州 

ラ 2  き  あら むら ほつ， め  かど  、 .„  C  '  3  y  ,  3  >、2^  sit  ) 

生れの 氣の 荒い^ 松 は 目 に 角 をた て 、かう 浴びせ かけてから 義 雄の 

あに^き 直 ，9, 少 しきま b の惡 さうな 顏 をして、 『や ァ、 失 敬 し た、 な ァ 。』 

『な に、 赋 白かった よ II 僕 も 金 を 持って ゐさ へす りゃァ やって 見た の 

に。』 
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まけ  めつ た  わら  むら まつ  きん 

『け ふの やうに 負た こと は 滅多にね いよ』 と 笑 ひなが ら， 村 松 は 金が 

ど けい  しろ ちり めん  へ こ おび  だみ  じ  にく 

は 時計 を 白 縮緬の 兵兒帶 から 岀 して 見た。 『もう 七 時 だ、 な ァ -; また 肉 

でも 喰 ひに 行かう か？』 

『さ ァ， 行 て もい い、 ね OJI 

なつ ぢラ  あ ひ か は  ふ けい き  かね  はい  へい こラ 

『夏 中 は相變 らゃ不 景氣で 金が 這 入らね いで 閉口 だ。』 

ほく  •  ひや ラし い らい 

『僕な どァ おやお の 病死 以來 ぴィく して ゐ るの だ。』 

めし  く  たま つ き 

(ま r" 敏を 喰って から 玉 突で もや る、 さ。』 

むら まつ  どく しん レギ  だいどころ  け ； よ  さい  Tc  ふ はん 

衬松 はま だ 撒 身 者 で. 臺 所 は 下女に 一切 まかせて あ-る。 旣に 夕飯 は 

きゃく ぶん  で き  かれ  い  い  よし を  ふ-も 

客の 分 も 出 來てゐ たの だ が、 渠 は それ を 入らない と 云つ て， 義 雄と 共に 

くつ C  お 

靴脫ぎ へ 降りた。 

ヱた り  さくら；； i ほん がラ ちゃ ラ とほ  い  ^ラ にく や  あが 

二人 は そこから 櫻 田本鄕 町の 通， o へ 出 で， と ある 牛 肉屋へ 登って 一 

はい かたむ  めし  す  すぐ  で 

杯 を 傾けた が、 飯 を 濟 ませる と、 直 また そこ を 出た-」 

『ど こへ 行か う？』 
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『さ ァ II 』 

『君 ァ養精 軒 は まだい や だら うし II 』 

-3  、ま  ひさ  ぶり  えい む けん  いつ  る 

『おた ところで 構ゃァ しない が、 久し 振で 永 夢 軒 へ 行て 見よう か ？  c』 

『それ もよ から う。』 

t:  ^  *i  ふ，：. 9  し、 i し はう む  か ラ か てつだ ラ し 六  ^^6.^. 

か う. ^ が 決って， 二人 は 新 槺 の 方へ 向いて 高架 鐵 道の 下 を 脫け烏 森 

の^  な 配い お^  « が ^てゐ たり， 三味^の 音締が 酽 こえたり する 橫 

ちゃ ラ  n  レ 

町/^ を 縫って 行った。 

-K--  & ナん  おう だい  きゃく あつ  *  ラ  >  ん ひ 

お S& ^では 二 方の 臺にブ ー ルの 客が 集まって ゐる しまた 一 方の 臺 

では i ^が &くと 四つ 玉 を 突いて ゐる。 ブ ー ル はいつ も牧を 接る 習慣" 

よし を まった この  むら まつ  ノ  ，、  ， 

になって ゐ るの で， 義 雄 は 全く 好まない。 村 松 は それ を 知つ て ゐ るし 

り. r  よ う  はう  いす  ふたり なら  、• し  、 

また い 女の ゐる 方が い、 の で、 そ の 方の 椅子に 二人 並んで 腰をおろ 

し .ぉ" が： のつ もりで^ を I 犬き かけた ，5  、突いた 玉が 飛ッ 拍子 もない 

はし  み  わら 

ところ へ 走ったり する の を 見 て、 笑 つて ゐる 
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をん な  きゃく ひ  は  た、 み  おく  は い 

そのう ち， 女 は その 客 を引ッ 張って 疊 つづきの 奥へ 這 入った。 そッ 

げぃ しゃ ,  ラち わ 

ち は 藝者屋 で、 內輪は 一 つに なって ゐ るので ある。 

はな  ひ  よしを  むら i つ  かへ  み 

『き や つ， 花 を 引かされ るの だ ぞ。』 義 雄が 村 松 を 返 b 見て ささやく と- 

むら まつ  くび  ひく  こ *^ 

衬松は 首 をす くめて、 これ も 低い 聲で、 

まけ  げんきん  か  もんな れい 

『負 た ら， そ れだけ 現金で ぼッ たくられ る し、 勝 つたと ころで 女と 例の 

だ け ふ  すゐ  ゆめ 

妥協で II 一  睡の夢 か？』 

なに わら  し  力  をん な  i  と 

『何 を 笑って るので す？』 知. 9 合 ひの 女ボ. I ィがゲ ー ム取， 9 にやつ 

て來 て、 かう からかった。 

わら  わる  むら まつ  みす  かた  いか 

『笑った ら、 惡 いのけい？』 村 松 はわ ざと おこ ッ たやう に 右の 肩 を 怒 

み  かた  さげ  どラじ  きゃく  お  きゆう  てと  へい 

らして 見せた が， 肩 を 下る と 同時に 客の 遨 いた 棒 を 手に 取った。 『早 ゲ 

1 ム を 取れ：』 

と  むら まつ  くに  へんじ  ラ 

『へい， （-。』 ゲ —ム 取り は、 村 松の 國なま b を 返事に 受け もじ， 9 なが 
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お ほ  そ ろ はん  か、  した  いす  い 

ら. 大 きな 十呂 盤の 懸 つて ゐる 下の 椅子に 行った。 

つ 2  よし を  令 ゅラ  と  たい  む  じ ぶん  しろ  も  だま  あか 

『お 常 さ ん』 と、 義 雄 も 棒 を 取って 臺に 向か ひ， 自 分の 白い 持ち 玉と 赤 

ひとつ  令 ゆう  さ  ひよ  えい むけん  つ  な 

い 1 と を 棒の 先き で 引き寄せ ながら- 『永 夢 軒と はよ く^けた 名 だと 

云 ふこ と 、さ。』 

マ むら まつ  たま  しろ 

f 妥協ば か b やらし ゃァが つ て、 の う』 と、 村 松 も 二つの 玉 を I 白 い の 

じ ぶん  はう  あい  さ  たら  よし を  お ま  た I  ま  な 力 

は 自分の 方 に、 赤 いの を その 先 さ に II 並 ベて 義 雄の 玉と 臺 の眞ン 中の 

おて  せん  ま  すぐ  お  しら  み 

縱の 1 線に 眞ッ 直に 置かれた か、 ど うか を 調べ て 見た。 

き たま  よし を  ラなが  むら まつ  しろ だま  みぎ  こしん そ  あ 力  よこ 

『さ ァ、 來 給へ』 ど， 義 雄に 促さ れ、 村 松 は 白玉 を 右の 緣に添 ふて 赤の 橫 

せんなら  だむ  しろ  み ざ  はん めん  さ だつ 

線に 並ぶ まで 出 し、 向 かふの 白の 右の 半面へ ねら ひ を 定めて 突き ひね 

み ，と  あお 

つ た が， 見 事に 當ら なか つた。 

と  わら 

『ほ， ほ』 と、 ゲ ！ム 取り は 笑って， 『いくらでした か. ね？ .』 

はん ぶん  よし を  わら 

『百に 半分で い、」 と、 義雄も 笑 つて ゐる。 

むら まつ  じ ぶん  しろ  ひろ  ところ お  なほ 

『な ァ に， 七 十 だ』 と. 村 ^は 自分の 白 を 拾っても との 處へ 置き 直し， 二 
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度 目の ねら ひ を 定めて ゐ る 

突け な い ぞ。』 

づ 

ク j  ud 

V7  J 


令み  ほく  はんぶん  つ 

『君に はま だ 僕の 半分し か 突け ない ぞ。』 


み  むら まつ  おな  つ 

『どう だ、 見ろ，.』 衬 松の 同じ やうに 突い 


が、 向かう の緣へ 行つ 


かへ  とき  ち 力 

て はね 返る 待に 赤の 


むら まつ  はラ  ひだ  こしん  き 

しまつ て， 村 松の 方の 左 の緣の そば へ.^ 

たん かれ  ま へ  こしん  い 

旦渠の 前の 緣に行 


そ し て、 義 雄の 白 は 

す こ  で 

きそ こ を 少し 出た と 

『そ の 腕 だか ら. ね』 

こしん は い 

ふの 緣へ 這 入った の 

きゅラ  きふ め 

との 三 棒 で、 四 棒 目 に 

おが  つ 

それから 互 ひに 突 

は義 雄が 勝ち を 得た 

三 回、 四 回と 試みて 


ころで 坐 わった。 

と、 義 雄が 今度 は 突き 

しろ い  てん 

が、 白 へ 行っての ニ點 

は 失^した。 

あ  けつ くわ  むら まつ 

き 合った 結果が 村 松 


ゐる うち に、 ブ ，ルの 


ひだ 

左り 

て と 

つ て- 

は じ 

と そ 


の 勝 


組 は 


が義 雄の 白 へ は當 つ た 

の 


やん  そ 

三寸 さき を 反れて 


ま つ た C 

かれ  ちか  みぎ  ゆ 

また 渠に 近い 右のに 行 


めた。 近い 赤から 向か 

れ から 三點. とまた ニ點 


ちに 歸 したが、 二 回目に 

か へ  f 

歸 つてし まって その 跡 


7<> 


せんだい レラ が, 


へ義 雄の 仙 臺遊學 時代の 後輩 だ 

せ けん  な  ラ  をと こ  ラた よ 

世間に 名を賣 つた 男 と、 歌 詠 み か 


とが やって 來た。 

ぅも醉 つて ゐれ ば、 こ ッ ち 


む 

向 か 


しあ  なかい 

に 知. ft- 合 ひの 仲と て， 入 ，0 まじつ 

よし を  い  とき  ひ じゃラ 

義雄 はかう 云 ふ 時には 非常に 

がら 賑やかに 誰れ でもの 

まった かれ  にん  おも しろ み 

は 全く 渠 一 人の 面白味に 

かぶ や  はん とう  て 乞  たい 

株屋の 番頭の 二百 點に對 

す  くわい まけ こ 

過ぎる ので. 二 三 回 負 越し 

を  やくき  ねつ かん 

雄が 躍起に な り、 熱 汗ので 


描し な 

ちラ い 

も 注 W 

しか 

然し 

おん ぉ珐 

擔が多 

して、 義 

へい. *->  - 

の 平均 

『こ の 


かひ  さ  はラ けんせ ラ せつ 

が， 渠 よ o. はや ッと 先き に 胃 險小說 で 

かぶ や  はん とう  てんしょく  もっと  わか をと こ 

ら 株屋の 番頭に 轉 職した 最も 若い 男 


ち 9- ラど よ 

も 丁度 醉 

り や ラはラ 

て， 兩 方の 

は しゃぎ 

あ ひ て 

相手をし 

つ  こ 

楚，. 9 込ま 

する 義雄 

るの を も 


をます ，/^" 失 はせ たばかりで なく- 

1ズ つて 突 


や らラ  ちくしゃ ラ 

野郞』 とか、 『畜生』 と か 


で  たが 

ひが 出て ゐる ところ で、 互 ひ 

だい  せんり ゃラ 

臺を 占領す る こと にな つた。 

だ  はラ  みな  はラ じゃくぶ じん  や 

出す 方 で、 皆 を 傍若無人に 揶 

しゅ じん  れん 

た。 そこの 主人 も ボ— ィ連 

れてゐ た。 

てん  こラ しゃ  はう  す こ  ふ 

の 百點は 後者の 方に 少し 負 

けい せい はんく わい 

U その 形勢 を 挽回し ようと 

わす  ふん た ラ  ちから 

うち 忘れて 奮鬪 したの が， 力 


き 出す 棒 を、 ど うした はやみ 
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ラへ  ふ  でん とう  ひと  あた  でん 令 ラ*  み ぢん 

か 上へ 拫， C- あげたの が、 電 燈の 一 つに 當 つて 電球 -か こな 微塵に なった。 

でん 令う  しろ  あか  ひや  よし を 

『電球 は 白 かい、 赤 かい』 と 冷 かされて 『どッ ちで もね いや』 と. 義雄 

き ゃラ  へんじ  あた  そんがい  みせ  はら  むら まつ  ふお り 

は 興 -5 めた 返事 を し， 與 へ た 損害 は 店 へ拂 ふこと にし て、 村 松と 二人で 

そこ を 出た。 

じ ；？. &  は しょ  だん <\ しん かん  き  れい  び JCAJ 

もう 十二時 近くで， さすがの 場所 も 段々 森閑と して 來た。 例の 美人 

むすめ  二と ひらち やう  そ； や  い  ふた り  ラ しな  よ  とり 

娘が ゐる琴 平 町 の 騫麥屋 へ 行って、 二人で また 失った 醉ひを 取 もどし、 

よしを  -ぃラ じん  わか  いへ  ある  かへ  と  しま 

そこで 義雄は 友人と 別れ て， 家 へ步 いて 歸 つた。 が， 卢 が締 つて ゐ るの 

む ごん  ちからづよ  どつ ••  た * 

で 無 言 で 力強く 二三 度續け ざまに 叩く と、 . 

よ こ  けん  こ ゑ  ど ま 

『どなたで す。』 千代 子の 險 ある 聲が土 間でした。 

『おれ だい！』 

はい  よこ  あら  も ゃラ  はげ  ゆかた  ね ま きすが た 

這 入って から も、 千 代 子が 洗 ひざらし の 模樣も 禿た 浴衣の 寢卷 姿で 

ラら  み  めと  で  おも 

恨めし さう にじい ッと こちら を 見た。 その 目が 飛び出た のかと 思 は 

かほ  よしを  み  ふ  くつ C 

れる ほど やせて ゐる顏 を 義雄は 見ない 振りで つか /] と 靴 脫ぎを あ 
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s 


•I? 


じ ぶん  しつ  とほ  おい  ふとんだ  し 

がった。 さッ さと 自分の 室に 通つ て， 押し 入れから 蒲圑を 出して 敷い 

すねさ 

た が、 直ぐ 寢 る氣 にもな れ ない。 

みづ  の  ふう  だいどころ ゆ  しょくじ しつ  はしら か ,  令 やくち ゃラ 

水 を 飮む風 をし て、 臺 所へ 行 き、 食 事 室の 柱に 懸 つて ゐ るお 客 帳 を こ 

ひろ  み  き CX7 た なべ もんな  し みづ とり  さい  べんき ゃラ 

ッそ 廣げて 見る と、 紀 州 田 邊の女 は 『淸 水鳥』 II 二十 一 歲 I 勉 强 の 

力  し 、ゆく か  つ 

爲め 止宿と 書き付けて あった。 
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四 

と. 9  たうち やく たラ じつ  とき. しあ  だ くわ し や  むす^ 

お 鳥 は， 到 着の 當 日、 も とゐた 時に 知 b 合 ひに なった 駄 菓子屋の 娘で、 

いま  でん.：，. か》 'くわん きょく っラ. tit- ん  すみ や  むすめ りくぐんし 0- ラ やと  ナっ 

今 は 電話 交換局 へ 通勤して ゐる もの や， 炭 屋の 娘で 陸軍省の 一展 ひと 結 

婚 して ゐる もの を 訪問 し、 何 か 都合の い い 口 を 採して 吳れと 頼んだ。 

又 その 翌日. 神 田の 同國人 夫婦のと ころ へ 行 き， 身 の 上 話し やら 何 か で 

一 日 一 晚を 過ご し、 や うやく 最終 電車に 間に合った とまって, つて 來 

ナ- 

それから 二三 日と 云 ふ もの は 何 をす るで もな く， ぐ づ /、 に 日 を 送 

きん じょ  とも だち  あそ  い  とき ？ よし を  &ラ りゃうむ すめ ふ み 

つた。 近所の 友達の もとへ 遊びに 行った ，5、 時 々は義 雄の 總領娘 富 美 

に, つ： ノ、 f め ^ほ  さ. もや ラだ  しろ； f  ち-.'  ぃラ V- ん 

子 を 連れ 雨に 大きな 笹の 模樣を 出した 白地の 縮みに メ リン ス友禪 の 

び  tut  ぁレ V  き S はり こラ もり がさ  かざ  し は zxy ゑん  ない  さん >**  ゆ  こほり 

帶を 稀め、 藍 地の 絹 張 蝙蝠傘 を さし 翳し て、 芝 公園の 中へ 散^に 行 き、 氷 

- づ  こ ほ c*i いる こ  き 

水 や 氷 汁粉 を やって 來 たりした。 
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展 


發 


いへ  よしを  おとうと かほる  へや  ゆ  あし  な  だ 

家に ゐて は蕤 雄の 弟の 馨の 部屋へ 行 き、 足 を 投げ出 

し 込んだ り、 自 分の 室で は、 ま た、 篛 雄の 繼母 がま だ 記 憶 

床の間に 据 ゑて 蠟蟝を あげた り， 撒 粥 を 立てた り， 子 洪 


,9 して ゐる そば で、 か らだを 長く 橫た へ 

ねた， C した。 

ちゃ の  ちゃ わん  あし 

茶 呑み 茶碗が 足 もとに ころがって ゐ 

た むら け  ら  うは さ  たね 

の で、 田 衬 家の もの 等の 噂の 種に のぼつ 

さい しょ  *iy  つ  よこ 

最初に それ を氣が 付いた の は 千代 子 

その 部屋へ 來て繼 母に 向か ひ， 

ぶ し y- う をん な 

『なんて 無 倚な 女で しょ う、 ね， あ んなだ 

て來 たんで しょうよ。』 

『ま さ か， 追 ひ 出された ので もない やう 

ながら. 『それに ゃァ いろく 込み入つ 


しづ が 

て， 沈 み 勝ち 


していつ 迄 も 話 

あたら  ゐ はい 

に 新し い 位牌 を 

き もの n 

の 衣 物 を 縫つ た 

うちわ を 使って 


て も、 そ れを直 

とり 

で、 お 鳥が どこか 

よめ  い 

から 嫁に 行って 


けい 》 

で す よ。』 繼母は 

たわけ も あると 


さう ともしない 


で  るす 

へ 出た 留守に、 


も 追 ひ 出され 


縫 ひ 物 を續け 

云 ふ こ と. だ か 
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もの  しん ょラ でき  , 

『あんな 者の い ふ ことが 信用 出來 ます もの です 力？』 

『さう ー槪に も、 ね え -— ま だ 若い から 氣の 付かない こと も あり 勝ちで 

しょう よ。』 

『ぉク ザさん も. 義 雄の 味方に な つ て、 た い 若い のがい、 方 なのです か？ 

さ.^  、 

『ほ、 ほ、 _| と、 そ れには 逆ら はない やうに 

『そんな 譯ぢ ゃァ ない け れ. ど、 ね え —— 』 

ち P わん  なほ 

『も う. 一 一十一 にもな つ て、 茶 碗の ころげた の を 1 つ 直せない や うぢ や 

ァ * 末 がお そろし いでしょう よ。』 

いま をん な こ  ゎラ ちゃく 

『ま ァ、 で も、 今 の 女の子 は 横着に なって ゐ るか ら I 』 

『う ちの 富 美な ど は、 あ んな 者に させたくない もので す。』 

ま へ  そだ  力お 

『そ b や ァ、 お 前さん の 育て方 一 つ で、 ね え II 』 

こ ども  はなし  いき ほひ よし を  ふ +i り  す 0 

. また 子供の ことか』 と、 そんな 話 はよ せと いふ 勢で 義 雄が 二人の 坐 


♦* へえん  を  つ  た  あまど  かも ゐ  りゃうて  げぃ 

つて ゐる 前の 椽が はへ 來 て， 突 ッ 立つ て， 雨 e- の 鴨居に 兩手を かけ て， 繼 

ほ  M ラむ  じぶ 乞  はらさぐ  こま  ュ -7 

母の 方 を 向 き、 自 分の ない 腹 を 探られて は 困る がと い ふ 風 をしながら 

か  し みづ  をん な  ぜん たい  い 

『お ッ母さ ん. あ の淸 水と かいふ 女 は全體 どうす ると 云 ふので す？』 

『どうす るッ て』 と， 繼 母の 返事 は 直 出かね た が， あ まッ たるい 舌で T ま 

ほう こラ ぐち  さが 

メ ァ どこかい い 奉公口 を 探して ゐ るので す 、わ。』 

ほラ こラ  くち 

『めかけ 奉公の 口 か？』 

一 『い、 え』 と. 微笑 を 吹き出しな がら， 『そんな こと ァな いのでし よう。』 

し. &  こ ごと  くち つ  く てラ 

『然 し』 と. 小 言 でもい ふ 口付きの むッ つ， 9 した 口調で， 『めかけに で 

一 も 行かな け b ゃァ、 金 も 持た すに 勉强が 出来る もの か？』 

『ま ァ、 さ うい ゃァ さう で す， わ。』 口 を 少し 明けて 笑 ひ を 見せ， 『あ の 

一 子の 注文が 六づケ しいの だから。』 

\ 『どうです， ね， わなた がーつ』 と， 千代 子 は 冷笑しながら 義 雄を昆 あげ 

て、 『あの 子 を 引き受けて やったら？』 
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はかい  こ ゑ  お ほ  かソく  よしを  かほ  こ ろ 

鹿 云へ』 と、 聲 では 大きな 一 喝を 喰ら はせ た が、 義 雄の 顔に は 心の 

よわ  す こ あか そめ だ 

弱みが 少し 赤く 染 出された。 

とゥ かんだ  どよ ろお. v かへ  く 

お 鳥乂神 田から 二三 度佼遲 く歸 つて 來る ことがあった。 そのうち 

ふお a ん  たし  でん しゃ ちん ， けん やく  くら さび  まる うち で 乞 しゃ 

のニ晚 つづいた の は、 確 かに 電車賃 を儉約 し、 暗 い 寂しい 九の 內の 電車 

みち とほ  り よ  ある  か へ 

道 を 通って， 一 里 餘も步 いて 歸 つた。 

さい /一  よ  2 と  あま おそ  げんくわん と  わ  もら 

その 最後の 夜の 如き は、 餘 り遲 くな つたの で、 玄 關の を^け て 貰 ふ 

もち ろん ふた 、 とし よ  ゐん キ- よ  やく かい 

こと をし なか つたの は 勿 論、 再 び 年寄 b の隱 居に 厄介 を かける の を も 

えん りよ  すぐ かほる  へ や  まど  たい ゃラ じ  やま  で  し みづ 

遠 慮 し て、 直 馨の 部屋の 窓 — そ の そば に、 泰 養 寺の 山 をし み 出る 淸 水の 

ゐ ど  いた  かれ  よ  おこ  ラら ぐち  きど  あ  もら 

井戸が あ る II の もとに 至 、渠 を 呼び 起して 裏口の 木 戶 を 明けて 貰つ 

かほる  ラら きど  あ  とき  ；；' よ  つる ベ  ； 1-^  みづ  の 

た。 馨が裏 木 戶 を 明けた 時、 か の 女 は 釣瓶から 直に 水 を 飲んで ゐた。 

ょラ  でん しゃの  ； T よ 

『どうせ 用の ないから たです か ら、 電 車な どへ 乘 らんで も」 と， か の 女 

よく てう いん きょ  べん めい  い  やど ちん  つと  ^ま 

は 翌 朝、 隱 居に 辯 明らし いこと を 云った が、 宿 賃は 勤めさき が 決ったら 
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拂 ふこと にして 貰って， 取敢す 來てゐ よと 云った と 云 ふ 同國人 夫婦の 

はラ  ひ  てんしゅく 

方へ その HI から 轉衍 した。 

義 雄が 友人なる 琴の 師匠から 賴 まれて 一 荬人を 女優に 仕立て あげ 

よ う と， 音 樂俱樂 部 へ 熱心な 交 涉 をした b 、そ の 本 人 を 呼び寄せて 決 心 

を 確め た， 9 したの は、 この頃の ことであった。 それが 直 失敗に 終った 

どうじ * かれ に はか さび  くら  こ、 ろ かげ  か は  はは 

と 同 寺 に、 渠 の 俄に 寂し く、 暗 くな つた やうな 心に 蔭ながら 化 h- の 花や 

のこ  をん なきやく かん だ  はラ  い  力 わ  1^/ 

かさ を殘 した 女 客 も、 神 田の 方へ 行って しまつお の で、 渠 はま.！. ^  ^ -陰 

變な H を 送って ゐた。 

こうじまち  し ぐん  き  しん は せう せっか  モラ さく 

たまにば， それでも 麴 町の 詩人が 求て 新派 小說 家の 創作 を 

こ いし か は  たラ じラ  た  せう せつ か  き  ti  しやう ぶ  あらそ 

た り、 小 石 川の 當時賣 り 出した 小 設 家が 來 て、 碁 の 勝負 を爭っ 

し  むら まつ  き  しょ  たまつ  で  とき 

士の衬 松が 求て、 1 緒に 玉突きに 出かけたり して， そんな 時に 

の 元氣も で、 ま た 快談 もやった。 

『何とか 世界 か ら、 あ なた の寫具 を 取 b たいと 云って、 來た 人が あ， 9 ま 


ろん 力 

論じ 合つ 

た り， 辯 護 

ひと  は い 

は、 人 一 倍 
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よ こ  っラ *f  せつ  げんく いん で  み  ^ラ しでつ お. T- く.：： いしゃ  へ t しう ん 

す』 と、 千 代 子の 通知に 接して 玄關 へ 出て 見る と、 某 出版 會 社の 編輯 員 

) (これ は 兼ての 知.^ 合 ひだ) と 寫具師 とであった。 

よし を  ちラ しん  しょ さい  か ぞく ぜん たい  さつ えい 

一 つ は 義雄を 中心としての 書齋， 一 つ は その 家族 全體を 撮影す ると 

云 ふ C である o 

か ぞく  はう  ほく  おも しろ 

『家族の 方 は 僕が 面白く もない からよ さう』 とい ふと- 

ひと  しゅ づ 、と  ^つし  つ がふ じ やう 

『いろんな 人の を 二種 宛 取る の で II こ れは雜 誌の 都合 上 だから J と 

賴 んで聽 かなかった。 

ハ や  よ  く 〔うせん  と  い  とも  I ん しラ b ん 

1J この 部お は餘 ほど 光線が 奴り にくい』 と 云 ひなが ら、 友 の 編輯 員が 

^  .  そ， と  しょさい. S.: い  きかいす  いち  し は  さが 

椽か はの 外から 書 齋に對 して 機械 を据 ゑる 位^ を暫 らく 探して ゐる 

おに f  *f{  &  , ^の  き  こ ども  ま  おも しろ  と 

問に 家の もの は 衣 物. を 着か へて ゐた が. 子 供から 先づ 面白がって 飛び 

出して 來た。 

ぶしょ さい  よし を  しろ ぢ  ゆかた  き  つく ゑ み：？  かた ひ； f-  よこ む 

は義 雄が 白 の 浴衣 を 着た まま 机に 右の 片肱を か け、 橫 向き 

ょラ しょ たな  せ  まへ  かべ  いま ひと  か. P  44 

に 洋書 棚 を 背に し て、 そ の 前の 壁ぎ は に、 今 一つの 一閑張りの ところぐ 
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ら  が 
上え 家 か 立た 

へ 族 T つ 
か の て 

け 方1 ず ゐ 
て はる 
眞ま 外 S の 
ッ だ が 

^ろ 力） 寫- 

に ら つ 
な ま た 

る た' ° 
と し 
聽き も 
い よ 

て か 

渠？： つ 
は た 
死し が 
の ま 
色1 ぶ M 
を は 

Wa. まし 

想！ 雄 を 
し の 

な 左き 

と の 
|??| ど "は 


xf  お  ラへ しゅろ  ほん さい  はめん  -f^  — 

^たの を 置い て、 上 に 棕櫚の 盆栽 をのせ た 場面の が寫 つた 

、 It  く  え、  かど よしら よ  よしを  あまだれお  せ；^  なら 

『& 族』 は、 椽 が はの 角の 柱に 寄って、 義 雄が 雨滴 落ちの 1 線に 並ん た 

5 しらん うら  た  よ こ  みぎ えん こし  す^  z  ^ 

春 蘭 の內が はに 立 ち、 千 代 子が その 右の 椽に 腰かけて 末の 子 を 膝に し 

-』 し ら-  少. 二り おと- >と .f- ほ S ふた り  こ ども  よ 二  いもうと  ふ り  げ も J  ナ 

義 雄の 左に 弟の 馨、 二人の 子供， 千代 子の 妹 (これ は 二人の 下女で 足 .9 な 

て つ-ひ き  、-ラ ぶ  あ  けい ほ  よこ  はノ 

、. 'から 手 傅に 來てゐ る)、 その 後部の 明きく に繼 母と 千代 子の 母な ど 


おう .X  i く ぎん  いほ  だ ゑん けい  りんく わく だ  もら  &  ♦ 

そこ へ t! 父の 白 髯の顏 を楕圓 形の 輪廓で 出して 貰 ふやう に 賴んた 

、  ぶんか *  こ  あ- せラ  な  し  き  い  ち .so じゃラ 

と 云 ふの は、 文 界に 子が 多少で も 名 を 知られて 來 たと 云つ て、 父 は 非常 

よろこ  よし を  いま おも  だ  I 

に 喜んだ の を、 義雄は 今 思 ひ 出した からで ある 

しゃしん  ！，- ち  でき  き  で タ*  ，み.'  »^ 

寫眞は 二三 日して 出來 あがって 來た。 その 出來 あかり を 見る と 書 


い 力  くら  よし を  げん V, い こ ， ろ も  あら 

齋 「レ^ 何にも 暗い のが 義 雄の 現在の 心持ち を そのまま 現 はして ゐる 

力. f  じ ぶん  じ し  い  せせ い  ちま  とほ 

や う で II 渠 は 自分で 自分の 死と 云 ふ 世界に 餘， 9 遠ざか つて ゐな いや 

こいろ かい み  • ， あはな  へや. v とめ  はな  ていぜん ラ乃 

うな 心 を 返， 9 見ながら 明け 放った 部屋の 外に 目 を 放つ と、 庭 前の 梅 や 

あ， ん *. えだは， いか  しげ 1,.  き  つ 

杏子の 枝葉が 如何にも 繁， 9 過ぎて ゐ るのに 氣が附 いた。 

で  »  だん  つ  あた  と  ひだ  て 

緣へ ばて はしご 段の 突き 當， 9 にある 戶ぶ くろに 左 hN の 手 を. か け、 そ 

♦  づ，"  やまぶき  うへ  きた  い," がき  かぎ  て  モ  -_ヒ かべ 

の そ はに 植わって る 山吹の 上から、 北の 生垣が 鍵の 手に 反れて 板^に 

換 はって ゐる 向の 離れへ 聲を かけ- 

A" ほろ  A ほろ かほる 

r 馨！ 馨！ 馨はゐ ないかい？』 

, こ ゑす •  へん；  かほる えん  き 

『はい』 と 一 聲 進まない 返事が して， 馨は椽 が は を まわって 來た。 ど 

こか 外へ 出る つも， 9 であった かし て、 慶 .M 義塾の 大學帽 を 被つ てゐ る。 

, まへ  ビ- しきょ-. I て  はしご. a  こ  .—  y  ぅン i ラ 

f ぉ截の 座敷の 橫手 にある 梯子 を お：： つて 來 ない か： -: 如 何にも 鬱陶し 

くな つたから、 こんな 木の 枝葉 を 刈って 二 つ 植木屋の^ 理を やら うぢ 

ゃァ ないか？』 


あ： s  M-u  す •  こ ゑ おと ラと はな  はラ い  • 

『は い。』 相 變らす 進ま ない 聲で弟 は 離れの 方へ 行った。 

『それ を 刈る のァ まだ 早い のです よ』 と * 千 代 子 は聽き 付けて 勝手の 

は, T-  とだ  き  n  て  ふきんみ  もの ふ 

方から 飛び出して 來た。 濡れた 手 を 布巾 を 見た やうな 物で 拭いて ゐ 

る o 

はや  なん  よし ^  たち ま  けん ク  く  つま  にらみつ け 

『早く ッて も、 何 でもい、 o』 篛雄は 忽ち 險 突く を 喰 はせ て、 妻 を 瞰 付た。 

よ こ  をつ と  すろ ど  め  さ  に はか  おも  だ 

千代 子 は 所 天の 鋭い 目 を 避けながら， t 俄に 思 ひ 出した やうな こと 

ラ ゑき や  よ  とき  か 

にしないで も I わ たしが 植木屋 を 呼ん で， い 時に 刈らせ ま す、 わに 

『注 窓 は此間 もした が、 刈 ら させない ぢゃァ ないか？』 

じ き  こ  よ こ  あく  きょ V- つ  い  こ-ろ 

『ま だ 時期が 來な いんで す。』 千代 子は飽 まで 拒絕 すると 云 ふ 心 を. い 

r たいど  み  Z とき しろ とてい  いね 

ら /\ した 態度に 見せて つ 『變な 時に 素人が 手 を 入れ て、 痛 ん でし まひ 

ラめ  だい じ  お  らいねん ま 六 せラ 

でもしたら どうし ま す II あ の 梅で も 大事に して 置け ァ、 來 年 も 亦 四 升 

せう うめ ほし で き 

や 五 升の 梅干が 出來 るんで す。』 

『^り 込み をす るので すッ て？』 繼母 もに こ /、 した 顔で 出て 來 て. 
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よし を  中ゐ ぶん もの 中 

『義 雄さん も隨分 物好き、 ね え。』 

"  Z  よし をたい  t 

『何でも 刈 b 込めば いいの だ。』 と、 義 雄 は 誰れ に 云 ふ ともなく 云って. 

かほる した  も  令  はし 『一  i  じ ぶュ . しつ  きた  あた  g  き， 

馨が 下から 持って 來た 梯子 を先づ 自分の 室の 北が はに 當る 梅の 木に 

かけさせた。 

『ォ り^む にしても』 と. 千 代 子 はしつ ッ こく、 『あなたの 五分 力 b あ 

，- フ ャ  もら  こま 

たまの やうに 坊生 にして 貰つ ちゃ ァ 困り ま す。』 

かほる とう  19  い  あ > だよ し えべ ，  .w^ 

馨が 唐ば さみ を 取に 行つ てる 間、 義 雄 ははし ごの そばの 椽が はに 腰 

ぇビ X  し す  つゆ  おも  あり  いく たび  ラ  き 

か け て、 枝 葉の 繁， 9 を 見て ねる と. 梅 雨の 重い 雨に 幾度 か 打 たれて 來た 

あ を は  くろ  す こ  さ  ひかり 

靑葉 は. 黑 す ん で、 少 しも 冴えた 光がない。 

e: をつ ぶって 考へ てゐる や. 「な この 枝葉の 蔭 で、 父 は每年 粒立った 

こ々 みあ ふみ  よしを  わか  とき  きん ねん  ほ 

木實を 仰ぎ見た の だ。 義 雄の 若い 時 もさう であった し、 近 年 も 亦 さう 

であつ た —— 

よしを  しょは ラ  ほラ らう  あ ひだ ち *  ^や う き  な 

義 雄が 諸方 を 放浪して ゐる 間に. 父 は病氣 になって くな つたと 
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►  じつ さい  こ  き おく  n  で 

云 ふの は賓 際な く な つたので はな く， 子 の 記憶と なつ て拔け 出た たけ 

であら う — 

さい 、一  かかん あさゆ ふ かん f  一  r  、か^  P 力, ノ：  ^  g  、 1 リ^ 

最後の 二十日 間、 朝 に 夕に 看護して ゐたの は渠 の 疲れた 锏經の 一 端 

ム  つち  ラす ぐら  こ  ち • 

に觸れ たもぬ けの 土  くれで あつ て II ど う も、 この 薄暗い 樹 かげ に、 父 は 

見えない が、 ま だ 立て ゐる らしい I- 

鋭し また それが 乃ち 死の 影 かも 知れな い II な どと 考へ て， 渠 は 思 は 

す 身の 毛 を そうげ 立てた" 

蠡 

い  よしを  た ね^せい くわつ  つか  ほんそ ラ  つか  ほ ラらラ  つか  せい  くる 

と 云 ふの は、 義 雄が 多 年. 生 活 に 疲れ、 奔走に 疲 れ、 放浪に 疲 れ、 生 の 苦し 

み — そ れ が 生 命で あつ た II を 味 はって 來た 今、 父 の 建てた 家を讓 b 受 

きも  かた  むせきにんし  はう ちか * 

た氣 持ち は 二 肩 おろせた だけに . いよ/, \< 無責任なる 死の 方に 近つ い 

たやう であると 思 へ たからで ある。 

に はき  か：  い  ゆめみ  はじ  ^ 

庭の 木 を 刈.. 9 込むな どと 云 ふこと は、 夢 にも 見なかった 初めての 經 
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i>2 


驗 で  『不馴れ だか ら、 あ ぶ な い で す よ』 と 注意す る千弋 子の 言 ^  _  j 

は 耳 も 傾けす、 枝に かかって ぐらぐ する I ぞを つた i、i は あ 

たまが ふ ら して 目 まひ を 感じた。 

『元 來、 お れは机 を 家と する 筆の 人 だ。』 かう 考へ る と、 i! はこん な g 》- 

屋 眞似 をす る やうに なった の は，； 不隨 の を si れて K お^が ゆる 

んで來 た證據 だ， な と 思 はれ る。 

じつ  つ 力  も のう  もの きリ あ^だ  V 

實に 疲れた 者. 倦 じた 者、 刹那の 間 だけで もぐ ッす， 9 1 I- >| して g つ 

て 見た い-— 然 し 又 死人の 安住 は 得た くな い— —i いやう でも、 いつ もさ 覺 

めて ゐる 自分の 剩經の 働き が、 地 上 を 離れて は， 一 層^の s  s に ちらつ 

-ぃ て 見える。 

力.^"  み ， 、 **< でせ 

渠の ふらく して ゐる やうな の を 見て 繼母は ！g 笑しながら、 

！ー  慣れない と， 目 が 舞 ふでし やう？』 

r ま ァ、 させて お置きなさい よ。』 千代 子 も 笑 ひながら m を^し- 『.M V 


けつ こう  とら が  でき 

Ky な ら、 さ ぞ 結構な 虎刈りが 出來 るで しゃう よ ojl 

力れ  こた  お とうと  とラ  もき  ラとま 

渠は それに は 答へ や、 弟 が 唐ば さみ を 持つ て來 たの を 受け取つ て、 先 

しょ  とはラ  つ  て  あ を  えだ  き 

づ 二三 ケ 所の 途方 もな く 突き出た 靑ぃ枝 を 切った。 

さ  づょ  かな もの  に ほ  き  かれ  あたら  しか  ふら 

ふ と、 銪 び 強い 金物の 臭 ひがして 求た。 渠には 新しい やうな 而も 古 

かん  くろ  あ を は  つた  かれ  つか  あと 

くさ いやうな 感じ が、 黑 やんだ 靑 葉から 傳 つ て、 渠 の 使 ふ はさみの 音 に 

聽 こえた。 

_| ちょきんち よきん！』 ま た、 『>  り よ き ん、 ち よきん！" 

なん  かれ じ しん みきち". -  き  に. は. s 

そ れ が 、何 だか， 渠 自身の 身 を 切. 9 縮めて. Q る やうな 氣が したので， 俄 

はし f>  お  おとうと 

に 梯子 を 降， 9 て， 弟 に. 

かほる  まへ  み 

『馨！ お前， 一 つやって 見 ろ。』 

かほる  でき  よこ  い  きいた 

『馨 さんに 出來 ま すか？』 千代 子 はかう 云つ て. 木 を 痛められる のが 

心配 だと 云 ふ 風 だ。 

にい  で き  けい ほ  おとうと はう  べん " 一  しか  こと は 

『兄さんに 出来るな ら』 と. 繼 母 は 弟の 方 を 辯 護す る やうに、 然し 言 葉 


やわ 

は 和ら 力 

： 一お 父 さ 

せ にん 

い 責任 を 

しろ み  て 

白 味に 手 

『う む、 や 

『う ま い 

こんな 

き  と き かれ 

切る 時渠 

み 合 はせ 

『あ あ， 11 

とつ 

お父さん 

『さ ，フ で 

その 木 


かほる 

に， 『尊に 

んの やつ 

背負った 

つた 

傅 はれ て- 

つ  て る， や 

手つき だ 

こと を 云 

め-  * 

は 顎 を 明 

2  o 

と. そ れ を 

のす る や 

すか、 ね』 

の 手入れ 


だッ て出來 まし 

み 

てるの を 見て ゐ 

あか 

かの やうに 赤い 

はし f 一  の ほ 

，梯子 を 登った。 

つてる！』 

よ。』 

つて 千代 子ゃ繼 

けて 挾みの 手. ご 


よ う 


V7 

かほ 


を 


ほ 


見た 繼母は 意外ら 

うな こと をして ゐ 

と 千代 子 は大し 

が濟ん で， 次ぎの、 隅 


よ o』 

とが あるから』 と. 馨 は 恥 かし 

はさ  も  た せラ  おも 

し て、 挾 み を 持った が， 多 少は面 


かほる  はづ 

-心 


ひや 

冷 かして ゐ 


たが、 少し 堅 い 枝 を 


を 受 け、 し ッ かりと 宙に齒 を か 

こ, 01  お  くち 

て， 『口つ きまで が 


ぃ聲 を擧げ 

よ。』 

い み  おも 

意味に も 思 は 

ラめ  うつ 

ある 侮に 移 


ないやう であ つた。 

とき よしを  おと ラと 

つ た 時、 義雄は 弟に 
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展 


がって また 挾み を 取った。 妻 ゃ繼母 もまた そ 

い て來 た。 

もの  に ほ  はさ  おと  ち •  おも  だ 

かな 物の 臭 ひと 挾みの 音と に 父^ 思 ひ 出し 

あ ふ み  ラへ *£^：  ノ、 

仰ぎ si? る も G か ある 上で 例の ちょきん ちょき 

えだ で くわ  とき かれ また おも  あご あ  、ちラ 

枝に 出會 した 時、 渠 も 亦 思 はす 顎 を 明けて 宙に 

一一-. あ、 義 雄さん もさう だ。』 繼母 がかう 叫んだ の 

渠 に は 、死人が どうして もこの 木蔭 を 離れて 

いま かれ の  ラっ  かれ じしん；^ 1 i 

«dr 渠 に乘， ^移つ て， 渠 自身 を A  ,9 込ませ て ゐる 

うめなら び つ  あん づ  か  こ  て 

で、 そ の 梅 並に 次ぎの 杏子の 刈 b 込みに 手 を 

き  のこ  し f> と  まった おと ラと 

うな 氣 がし て， 殘 b の 仕事 を 全く 弟に まかして 


I かく れい おん  i  あっか  おと ラと け.^ は  ぶい 

兎 角、 冷 淡に 扱って ゐた 弟ゃ繼 母に 對し 

だい ぶん した  しゃ ラ  き  ラへ し みづ  とり 

みから 大分 親しみ を 生じて 來た 上、 淸 水お 鳥が 


ちか 

レ 近いと ころまで つ 


な が ら， 渠 が椽 ばな から 

んを やって ゐる と. 堅 い 


齒を かみ 合せた。 

で、 渠 はまた ぞ ッと した G 

ゐ ないやう で、 そ の 魂が 

と？ ふ 氣が起 つた。 

出す のが おそろし いや 

しまった。 

よし を  に は 令  かこ 

て、 義雄は 庭木の 刈り込 

また 行李 を 持って 歸っ 
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て來 たの で， 渠 は それとなくお-日の やうに 繼^ の 部屋へ 話しに 出かけ 

る やうに な つた。 

か c;  5i  てんしゅく  ま {  とり  よしを  えん  で く. * 

^田へ 轉宿 する 前に も、 お 鳥と 義 雄と はよ く椽が はで 出會 した。 そ 

して 出^す 度^に， 二人 は 互 ひに 一 間 ほど 離れてから^, 9 見 つた。 

よしを  むか ふ  をと こ  おも  し  かんび  を 

義雄は 向に いやな 男 だと 思 はれた かも 知れない とも 考 へた が、 ま た 女 

のこ ちら を 見返す 目附 きを どうも 並で はな いと も 思 つた o  ^^'に 突 

き 出た 廂の下 か、 りじ ッと こちら を 見詰める ところ は， 底 意地が 惡 いの 

ヘラ  よ さラ ど ほ  めか け  い 

を 表する の か * さ うでな けれ ば、 豫 想^, 9 妾に でもな つ て やらう かと 云 

ふ 意味 だ。 

度々 夜 遲く歸 つて 来た ことがあ るの を聽 いて も. 義 雄 は 腹で 疑へば 

いろ/ (ヽ の 疑 ひ を 出して ゐ た。 

『今度 歸 って來 たの は、 神 田の 方の 奥さんが 燒き餅 を燒き 出した の だ 

さ う で I ど うしても 若い もの 一 人で は. ね え』 と. 繼 母 は義 雄に 語 つた。 


hi 


ft 


く 歸ぇ' 隱^: 
ki つ 居! 
つてに 
て 來き 大: え 
^ た 切 ま 
ま- " に 
if さ 


しみ づ  て  だ  はや  をと こ わる 

『ま さ か. 淸 水さん から 手 を 出す 箬も ないで しょうか ら、 男 が惡 いので 

しょう よ。』 

千代 子 は 千代 子で、 義 雄のと ころへ 來て， 云 附けロ の やうに しゃべ つ 

しみ づ すみ や  しゅ じん  じ ぶん 

た II 『あの 淸水は 炭屋の 主人 を だまさう としたの ださう です よ、 自 分 

とも だち  に.,  ねラ はラ  こ  1«J ん， £ 

のお 友達の 兄さん で、 女房 も 子 も ある もの を II ま ァ、 お そろし い 女お や 

ァ 御座いません か？』 

はた  かんが  じ ゃラき やう  き  し  よしを  こ * ろ 

『果して そんな 考へ で、 上京して 來た のか も 知れない。』 義雄 はかう 心 

た *  こ  し  をん な  おも  や  は  へや 

に疊み 込ん で、 仕 やうの ない 女 だと は 思った が. 矢 ッ 張 り， そ の 部屋へ と 

おの づ から 引き寄せられて (仃 くので ある。 

とタ  くち い  や  たの  い  み  しち や 

お 鳥 は 口入れ屋 へ も賴 みに 行って は 見た が、 質 屋 の 

くち  さう だん  ま  か  いか 

れる 口が あるが と 相談し かけられ て， 眞 ッ 赤に 怒って 

よし を  ちょくせつ  む  あ  かほみ  まる 

義 雄が 直接に 向か ひ 合った その 顏を 見る と、 圓 ッ - ) 

しろ  ひら  めん せき  しま  で す  ^さ， 

の やうに 白い が、 平 ベ ッたぃ 面積に どことなく 豨 b- がな く、 出 過ぎた 葙 
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髮ゃ衣 物の 着つ けが どうしても 田舍 じみて ゐる。 底意 地の あ. 5 さう 

め つ  ひさし おく  な C いみ  み  -，  ろ i  -  > 

な 目附き も， 廂 の 奥から 何 か 意味 ありげ に 見つ め るから さう 見える の 

かんが  かんが  しろ め  す こ  そら いろ 

だと 考へ れば考 へられな いこと もない。 ま た， そ の 白目が 少し 空色が 

よし を  み  あま  かん 

かって ゐ るの も 篛 雄が 見て 餘 b いい 感じ はしない。 

み  かほる  "  よし を  し しふ  いん きょ つく ゑ ラへ  ひろ • 

：: 几る ので もな く， 馨 から 借りた 義 雄の 詩 集， を 隱 居の 机の 上に 廣げて 

かの 女 はじ ッと考 へ 込んで ゐる こと も あろ。 

しん ゆい  いんきょ  けい ほいへ  かた  ilk お ほ 

『心配して ゐ るから だ』 と、 隱 居の 繼母は 家の ものに も 語って、 1 番多 

ま 

ど ラ じゃラ  し 

く 同情 を 示 めして ゐる。 

へや  ね  ひ ii- まくら  いんきょ かほる む だ はな 

その 部屋に 寢 ころんで， 肱 枕 をし なが ら、 隱 居 ゃ馨と 無駄話し をして 

と 令 よし をげ  でい  しき ゐ  つ i  た • 

ゐ る 時. 義 雄が さ， 9 氣 なくの こく と 出て 行つ て、 敷居 ぎ はに 突ッ 立つ 

と 

おや； I-  い  はか  かたてつ，  はんしん 

『こ の 爺め が』 と 云 はない ばか， 9 に 馬鹿にし て、 片手 を 突 いて 半身 を 

おこ  りゃラ あし  かさ  な  だ 

起した だけ で、 兩 足 は 重ねて 投げ出した まま だ。 
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し、 - と .》  r  , はじ  あん ひ 

『ど う で す、 仕 事が 見つかりました か』 と聽 かれて 初めて 足 を 引いて 

すわ  なほ  しれ  む 

坐 b 直 し、 下 を 向 い て 

『は ァ、， ま だ II 』 

0.  t  、，、o つ  -そ  をん な  よ  ラん どラ 

『東京の やうに 生活の 急がし いところ ぢゃ ァ、 女 でも 餘 ほど 運動し な 

み  し ごと い  をと こ  /  い • 

け ゃァ 見つかり. ません よ. 仕 事と 云 ふ もの は。』 かう 另 らしく は 云つ 

1,-  し *- ゐ  ラへぁ  しやう じ  せ-^ 力  Z  -  •>  ノ 

た が、 這 入 ，9 かねて 敷居の 上で 明いた 障子 を 背中に してし や 力ん た。 

-ま  つ i  し 卜-む  かん だ  ひと  ほん そう  おの  D 

『5T」 と， 矢 ^,9 下 を 向いた まま， 『神 田の. <  に 奔走 を賴ん であ b ます。』 

『それ もい いでし ようが II 』 

) ft  r-  もの  はり も  み va て  とほ  はラ 力， 

『そ こ の』 と、 繼 母 は 縫 ひ 物の 針 を 持つ たま 、右の 手 を 通りの 方 へ 舉 

だ ひ ヮ し や  むすめ じなんい  でんわ  かラ くわん^ よく せ P 

げ て， 『駄 菓子屋の 娘 が， 自 汾の 行って る 電話の 交換局へ 世話 をす ると 

云って る さう で す。』 

ま  だ、 め  T  - 

『そ んな間 どろ ッ こしい こと ぢゃァ 駄目です よ』 

1-9  め  あ  すぐ  し 六  ふ  ， ゆ, 

ぉ鵑 は默 つて 目を摹 げた が， 直 また 下に 伏せて 湯 衣の 棲 を. -ら 


しく いぢ. く ッてゐ るの が. 義 雄に はし ほらし くもあった し、 ま たどうし 

い  み 

たらよ からう と 云つ てる やうに も 見えた。 

よし, 5.-  さ.？'  く？，！  け ほ 

『義 雄さん も、 ど こか い いところ を 採して あ げ て 下さい な J と、 繼 母 は 

お 鳥に 代って 賴み 出した。 

『そ ,9 や ァ、 採 しても あげ ませう が』 と、 渠 は 初め. て 疊のガ へ 這 入って 

あぐらをかき. 『全體 どうしょ う と 云 ふの だ ？ 』 

『もッ と 裁縫 を 稽古した いので す。』 かの 女 は 少し 笑が ほに なった。 

『裁縫 ッ て， そ b ゃァ 前に ゐた 時， そ の 方の 學 校に 行って たさう ぢゃァ 

ないか？』 

た  けい ほ  くち  はさ 

『まだ あれ だけ ぢゃァ 足 ない の ださう です J! と、 牆 母が ロを揷 み， 

『袴 や 洋服な ど を 別に またし ッ かりお そ はりたい の で —— 』 

『洋服な ん か、 洋服屋に ならな け， 9 ゃァ 入らない： とだ。 それより や 
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ァ、 も ッと何 かい い 事が あ b さうな もの ； U. ね え。』 

な、  め  あ  とき  ^よ  ひたい 

『何でもよ ろしい のです けれど』 と、 ま た 目を擧 げた 時. か の 女の 額に 

お ほ  よこ しわ  ほん で き  よし をき  つ  しか 

大きな ゆるい 橫 皺が 二三 本出來 るのに 義雄 は氣が 付いた。 然し また 

しわめ  したむ  ど. 7 じき  、 J  、 

その 皺 は 目が 下に 向く と 同時に 消 ゑて しまつ て S! まァ そんな ことか 

出來れ ばえ、 と 思 ふて をり ま す。』 

よく 考 へて 見て やれ ば、 さ う 疑 ふ べき 女で もなから うと 云 ふ考へ が 

よし を  おこ  はた  とほ  よこ  き 

義 雄に 起らないでも なかった。 果して その 通りな ら， 千 代 子の 聽 いて 

令 

すみ や  しゅ じん  はな  あ  なん 

來た 炭屋の 主人との 話しな どは當 てに も 何にもなら ない と。 

『もし 下女で いいな ら I 下 女と 云って も、 無 論、 獨 身 者の 家 だか ら、 さ う 

にしい こと はない が — そ んな ところに ゐて 半日で も學 校に 逋は せて 

く  いま  すぐ  おも  よし を 

吳れ るな ら、 今 でも 直ない こと はな. いと 思 ふの だ が II 』 これ は義 雄の 

むね  こ いし か は  せラ せつ かと  み  おも 

胸に 小石 川の 小說家 を說ぃ て 見やう と 思つ てゐ るの である。 

『それが い 、でしよ う』 と、 繼 母 はお 鳥に 勸め た。 


展 


it 


『さ ァ』 と、 か の 女 は 鳥渡 返事に 困った が、 この 場 合、 直 ち に いや だと も 

云へ す、 『それ もえ、 かも 知れ ませ ん。』 

3 に 角， 向 を聽ぃ て 見なけ り や ァ. し ッ かりした こと は^ らな いが I 』 

はやき  しみ づ  けい は  とり  はう 

『早く 聽 いてお あげな さいよ。 淸 水さん も、 ね え』 と、 繼 母 はお 鳥の 方 

に 和ら かに 念 を 押す やうな 笑 ひ 方 をして、 『さう、 いつ 迄 も 遊んで 居る 

こと は出來 ない し II 』 

それで 話し は 暫く 絕 えた。 

だ t  かほる  とこ  ま  ゐ ュぃ  まへ  らラ そ く  6  つく  み  あたら 

默 つて ゐた馨 は， 床 の 間の 位牌の 前の 蠟燭が 燃え 盡 したの を 見 て， 新 

しいのに つけ 換 へた。 

き  き  けい i  ひ.. 0 

『あかりの 消えた のに 氣 がっかなかった のかい？』 繼母は 人 ごとの 

やうに 云って 位牌の 方に 目 を 向けた。 

き  かほる  せん こ,？  ひ  あたら 

『消える まで もなかった の だが』 と、 馨 はまた 線香の 火 を も 新しくし 

ながら、 『あんま b 短くな つた か ら。』 
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とラ  とり  す こ  す *  げ ぢょ  はなし ふた 0  き 

『お父さん が』 と、 お 鳥 は 少し 進まない 下女の 話 を 再び 聽 きたくない 

ので 話題 を 他に 轉 やる つもり で、 隱 居に 向 ひ、 RJ  く なられて か ら、 も う- 

何日 目に おな もです？』 

『あ、 それで 思 ひ 出した が』 と、 繼^ は 勝手に 義 雄に 向 ひ、 『もう、 四十 九 

にち  す  ゐ はい  むか  ぶつ だん  しょ  もら 

日 も 過ぎて ゐ るの だ し、 お 位牌 を 向 ふのお 佛 壇に 一 緖 にして 貰 はう と 

思 ひます が、 ね え II 』 

『そ， 9 ゃァ， も う、 わ たしに 構 は ャ I J 

『で も、 相 談 して 見なけ， 9 や ァ II 』 

さラ だん  は-い  よこ  こ ゑ 

『な ァ に、 相 談 なん ぞ ァ， あ の 婆々 ァに云 はせ ると』 と、 千 代 子の 聲 がす 

はラ くび  ラご  とり  き  ひ  つま  けい ほ  かた  あ 

る 方へ 首 を 動か し、 お 鳥が 來た 日に 妻が 繼 母に 語って ゐた こと を當て 

付け、 『生 人に する 必要がない のです。』 

『そんな こと を 云った ッて』 と、 繼 母 はた だ 笑った 切り だ。 

『さァ 、玉突きに でも 行って 求よう か』 と 立ち あがつ て、 義雄 はした く 
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の  とり  み  とき  ひたい しわ  かほ  で 

もない 延び をしながら お 鳥 を 見た 時、 ま た その 額に 皺の よった 顔と 出 

會 した。 


五 

^のお 酃狐 に^す ^^を K みが てら、 その f 聞の 社員に な つ て 

ゐる^ のお g,^^ お^が やって^た i. 義 雄は旣 にお 鳥の 話 を 

してあった。 

『どうせ、 まごついて ゐり ゃァ、 妾 か 地獄になる のが 落ち だら うが 本人 

はま だ そこまで は して ゐ ないや うだ。』 義雄は 秋 夢の 樣子を 窺 ひ 

をと こ ふ っラ けつ こん  や  ， 

ながら、 『うぶで ない とし て も、 男 と は 普通の 結婚であった のたら うし 

— 一 つ、 ど う だ， fi 等 下女 を 一展 ふつ もりな ら、 話が 出來な いこ ともないた 

ら う せ。』 

わり  ひ  はなし と き 

『ふ む』 と はむ ッ つりした 笑 ひ を 見せた だけで， その 話 は 途^れ 

てし まった が、 義 雄はゲ 一 度 女の 爲に 話して 見やう かと も考 へ てゐた 

ので ある。 
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^れ つく ゑ む  この あ ひだう C  えだ は 

渠が 机に 向かって、 此間 梅の 枝葉 


乙厶厶  い  さん ぶん し 

b 込み』 と 云 ふ 散文詩 

入って 來 て， 

よし を 

『義 雄さん。』 わざと だと 

に 左り の 手の指 さき を 二 

世話 をして やって 下さい 

なが 

いやう だか ら， 長 く ゐれば 

はれ て II 手賴 つて 來られ 

き  どく  おも 

に な 氣 の 毒な 思 ひ をし 

ベ つ  くち 

『別に 口 もない のか？』 

ご o 

ナ 

『 え え I 神 田の 方と かも. 

んな こと を 云つ て は 向か 


き 纏め 


おも 

は 田^ はれ 

ほん 力 

三本 掛け 

し みづ 

な， 淸水 さ 

ゐる だけ- 

た  わたし 

なけ.^ や 

よしを  ふで 

義雄は 筆 


く n ん  おこ  かん さラ  A  A  <s 1 

に關 して 起した 成 想 を 『庭木の 刈 

てゐ ると ころ へ、 If 母が 珍しく も 這 


る が、 に こ 

品 やかに 

ん を II い 

ね  >ん  > フち 

ち i 

が， お 千代 

ァ な ら な 

を 持った 


しゃがる 

つまで ゐ 

そ ん 

の 損に も 

さんに な 

い か ら。』 

ま ま で、 む 


ただいい ところが あ る、 あ る 

をと こ  をん な おも しろ はん ぶん 

ふの 男が ただ 女 を 面白半分 


0 を 

な が 

た つ 

な る 

5, ま 

ッ ち 

と 云 

ひ 


し て、 机 の 端 

ら. 『どこか 

かね 

て， お 金 はな 

おも 

だら う と rao 

たお 前さん 


りした 返事 


ふだけ で. そ 

き 寄せて ゐ 
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るば か.. 9 の やう だし 一； 

『それが あの 女に 分らない のか？  5 

『さ ァ、 そ こまで は —— 』 

をん な  ユラ  >  t  なと こ  な  だ 

『女の 方が 却って そんな 男から 何に かおび き 出さう として ゐ るのお 

ゃァ ないか で 』 

『ま さ か II j  || 母 はに ッと 笑って， 『そんな こと ァ どうで もい いぢ や 

1P  で  く 

ァぁ， 9 ません か？ うち さ へ 早く 出て 吳れ， o ゃァ — 』 

『だ か ら』 と， 義雄は 頰を ふくら し、 繼 母に 突ッ かかる やうな 口 調で 、『お 

れが 下女に でも 〔"けと ik つたの に、 乘 、り氣 にならない ぢゃァ ないか？』 

『下女 ぢゃ ァ， 氣 が 進まない らしい ので す、 わ II で も、 お 前さん に 强く云 

はれた か ら， そ の HI から 自分で 方々 の 口入れ屋 を 尋ねて まわった さう 

だ が —— よ ささう だと 思つ て 目見えに 行って 見れ ば、 朝 蘇 人のう ちの 小 

まづ かひ  ゑん  き  み  め 力け くち 

間 使であった b — 十 圓 にもなる からと. 聽 いて 見れば、 お 妾の 口で あつ 


た b I 若 いもの はま だ 迷 ふば か， 9 で す 、わ。』 

いき  げ ； S- よ  い  めし た  おも  ひと  い 

『なま 意氣 に， 下女と 云ゃァ 飯炊きば かりだと 思って、 人の 云^ こと を 

~  き  と  し 

氣に 止めない から 仕 やうが な い 、さ。』 

T-  ； 5- よ  な  けい ほき  い  ふう  こ fts 

『下女で も、^: ん でもい いから』 と、 繼 母 はこ こ 切り だが， と 云 ふ 厘に 聲 

^  ^  いま ほん にん 

を ひそめ， 一 押しつけて おしま ひなさい よ、 わ たしが 今 本人 を こ こ へ よ 

こします か ら o』 

よしを  こと； ti  れい おん  こ-ろ 

『そり ゃァ よこして もい いが』 と， 義雄は 言葉 に 冷淡 をよ そ ほっても 心 

し よ X-  けい ほ  でい  あと  こん 

に は 一 秫の恥 かしみ をお ぼえ て、 繼 母が いそ/、 と 出て 行った 跡で 靴 

かすり も. 9  t  •、  はか た  お むす  ま  すぐ  な 

耕の 襟 を 正した り、 博 多の 帶の 結び を眞ッ 直に 直 ほした， 9 した。 

0  -  つく ゑ  い ち  ^んな  とほ  すわ  各-ま  おも 

そ し て. 机 の 位置が このままで は、 女 が 遠く 坐る に 決って ゐ ると 思 ひ. 

な  ^く  はラ  ； i- よ  とい  六  つく あ  と こ  ま  あ ひ たい  えん 

成る ベく 奥の 方に かの 女 を 取， 9 入れる 爲 め、 机 を 床の間と 相對 する 椽 

が はの 前 で、 半 間の 壁の そばに 据ゑ換 へた。 
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コ せん  ひ  すで  みなみ はラ  あま  あつ くる 

午前の こと だ が、 日 は旣に 南の 方に まわって ゐ て、 餘 り 暑苦しい やう 

ひがし  えん  み  ** ん やま  じゅ もく  6  ひかり 

な こと はない。 東の 椽が はから 見える 八幡 山の 樹木から 漏れる 光が 

とな  に は  つき で  えう a せう ひろ は  あた  は  あ を いろ 

隣 りの 庭から 突出た 二三 葉の 芭蕉の 廣 葉に 當っ て、 そ の 葉の 靑ぃ 色が 

明るい 艷を帶 びて ゐる。 

義雄は それが 一番 好きだ。 虹 何に 暑く 乾燥した 日で も、 そ の 葉 だけ 

あ を V  け  お  い.？ ほ  の  ゆ 

は靑々 したしめり 氣を帶 び て、 勢 ひよく すら/ \» 延びて 行く。 たと へ- 

あめ かぜ  やぶ  きと  すぐ  あと 

雨風に 破れ よごれて 切. 9 取られて しまつ て も、 直 また 跡へ すら /\ と 

延びて 來 るので ある。 

それ を 見て 膜 想し なが ら. あ ッ ちへ 行った. り， こッ ちへ 行った， 9 する 

え-」  いま  はラ しゃ ラじ  し  き  かれ  ひだ  かべ 

こと も ある 椽が はだ が、 今 は その 方の 障子 を 締め切つ て- 渠 は 左 b の 壁 

ラっ  つく ゑ  むか 

ぎ はに 移した 机に 向って ゐる。 

『入ら ッ しゃいました よ。』 繼母 はお 鳥の 先き へ 立って やって 來 て、 持 

き  53 ぶ とん  とこ  ま  まへ  おき  ii- か  力の 

つて 來た 産の 坐 蒲圑を 床の間の 前に 置、 『さァ 、あなた も 直によ くお 賴 


J  09 


み な 

一一 さ 

の 坐 

ち - V 

ひと 

人に 

を 

雄 を 

『ま 

げ る 

『は 

『ど 

，は 

『い 


ぶ とん すり 

蒲 圑に坐 つ 


さ い よ』 と、 お 

ァ， お 這 入ん な 

鳥 も 亦 取， C 澄 

よし を  はラ  あ 

義 雄の 方に 明 

見られ まいと 

ろ  どラ じ 

見る と 同時に 

す- 

ァ、 もッ とお 進 


> お  さ 

鳥 を 置いて 去 


ァ —— 』 お 鳥 

うです まだ 

ァ. ま だ —— ど 

ゝと ころ ッ 


つてし まった C 

むね  さら 

どきつ く 胸 を こと 更 

して かしこまった。 

たい ど  =ん 

い 態度で まだ 一 言 も 

居 を 越えた が、 し や が 

た。 それから， nr; を じ 

て ぉ辭儀 をした。 

を  S5 ぶ とん  と 

雄 は 坐 蒲圑を 取って 


はおとな しく その 方 へ 少し 膝 をに じ 

い 、 口 は 見附 かりません か？』 

ところ 

こぞよ ろしい 處 を、 ど う ぞ —— 』 

ほく こ、 -C あ.^  い  この あ ひだ ちょ つと 

て、 僕 の 心 富， 9 と 云 ふの は、 此 間 も 鳥渡 


さ 

、ま 

、 

云 

-ち 

み 


い。』 義雄は 

つく ゑ せ 

、、机 を. 脊に 

もの fi 

した 物々 し 

しゃラ じ 

た 障 子 の 敷 

ふラ  し 

ふ 風で 締め 

すわ 

やん と 坐つ 

な さ い。』 義 


お  しづ  あさ 

に！：； し鎭 めて、 麻 


云 は す、 下 向き 勝 

しゃう じ 

んで その 障子 を 

ろり と舉 げて義 


ょラ しょ だな ちか 

洋書 棚 近く へ あ 


寄せな 


♦* なし  げ VV* 

お話した 下女の 


no 


m 


it 


口 です が、 ね。』 

t 一  r 

『そ こ でもよ ろしう 御座り ま す。』 

『い、 です か』 と 渠が念 を 押す と、 女 はまた 容易く い、 と 答へ たので、 

もの  おも  ひ I もの  わか をん な  へ い 

これ は 物になる わい と 思った。 獨， 9 者のと ころへ 若い 女 —— そ れを年 

き  しゃう ち  かれ じ しん  せんり ゃラ  で き 

氣で 承知す る やうな ら * 渠 自身に も 占領す る ことが 出來 ない もので も 

な 力ら う IJO 

ゐ なか  まづ  かほ  こえ  いろ 

たと へ田舍 じみて ゐて も、 た と へ 拙い 颜 でも、 この ふッ くらと 肥た 色 

し 力 を A な  いう じん  しラ む  わお  令 ふ  を 

の 白い 女 を、 む ざ ぐ と 友人の 秋 夢に 渡して しまう のが 急に 惜しくな 

つ た a 

とラき ゃラ  はラ  き しラ  L  もん 

『ど う で す， 東 京の 方が 紀州 などよ hv ゃァ い、 でせ う』 など 、云 ふ 問 

題 外の 話し を 暫く やって ゐる と、 い つの まに か渠 はから だ を 書棚の 方 

へ橫 たへ てゐ た。 

を， c«  みぎ  て  ^、み つ  す こ  だ  ひざ  あ  つま  ひだ 

女 も 右の 手 を疊に 突い て、 少 しに じ b 出した 膝の 當た hs の 棲 を 左り 
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n 


て  ゆ Sb  と  まね  こ  あ ひだ 

の 手の指 さきで むしり 取る やうな 眞 似 —— こ れは 此の間 もし ほらし い 

と 見た こと で. か の 女の 癖 だと 義雄は 思つ た I を し て， 多 少締 ，9 がない 

と 思 はれる 笑 ひ 方 をして ゐた。 

しか  ほん とう  よし を  ほん もん だい  かへ  こん ど 

『それで 然し 本統 にい、 です か？』 義雄 はまた 本 問題に 歸っ て、 今度 

た • み ラへ  め  をん な はう  む  . 

は疊の 上から 目 を まぶし さう に 女の 方に 向けた。 

『 へ い、 か う な つ て は、 も う， 氣 儘 も 云 ふて をら れ ません o  _ー 

『獨 h- 者 だから』 と， 云 ひ 難いの を、 さ ，9 げ なく 兒せ ながら. 『口 說くか 

も 知れません よ。』 

『そんな こと は 構 ひませ ん。』 女 はまた 眞 面目な 顔に なった が、 决 心 の 

いろ  かほ  あら 

色 は 顔に 顯 はれた。 

『實 は、 僕 も』 と、 義雄は もう 大丈夫 だと 斷定 した が、 口 をよ どませ なが 

ら 一 層 低い 聲 になり、 『今、 誰 れか 一 人世 話して 吳れる もの を 探して ゐ 
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るので す。 —僕 は あの 妻子 は大嫌 ひで. — こ の^に ゐて も， Q ないでも 

おんな じこと なの だ から.. i -ど こか 別に 家 を 持た うと 思って るの です。 _| 

とり  まじめ  *-  こ • ろ  あ ひか ♦* 

『は ァ』 と 、お 鳥 はな ほ眞 面目た が、 ど ちらで もい いと 云 ふ 心 は、. SE  0 ら 

や 棲 をむ しつ て ゐる樣 子に 見えた。 

a  .  .  ，よしを  をん な かほ や は  み 

『ぃッ そのこと どうです』 と、 義雄は 女の 顏を矢 張， 9 さりげなく 見つ 

I*  くち  ほく  はラ  き  くだ 

めな が ら， 然 し 口 はよ どみながら、 『僕 の II 方 へ II 來 て I 下 さった ら？』 

けつ こう  をん な  そと  f  お  め  よこ  ひ？  し M 

『それでも 結構で す。』 女 も 外に 氣を 置きな が ら、 目 を橫に 左り の締っ 

しゃ ラじ  み  ひく こ ゑ 

た 障子 を 見て 低い 聲だ。 

『もう 占め た』 と、 義 雄 は 自分に 云って から， 『矢 ッ張， o  ロ說く かも 知 

れ ません よ o」 

をん な む /J ん  ひだ  しゃ..' じ  ユラ  き 

『  』 女 は 無 言 で， ま た 左， 9 の 障子の 方を氣 にした。 

^  ，  >  、  *  >  ,  よしをべ つ  い  ときよ 

『ちゃ ァ ねかう しまし よ う II 』 義 雄が 別な こと を 云 ひかけ た 時、 千 代 

こ  り  お.., J  き 

子の 草履の 音が ばた ぐ として 來て、 
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づ- 


『あなた， 諭 鶴が 行け 

あ 

をば た ，9 と 明けた。 

し みづ 

げ て， 『淸 水さん がゐ 

『お， 9 ゃァ 子供の こ 

〔仃け II』 義雄 は橫に 

ナご o 

M ナ 

行きます と 

直ぐに かし 


『ぢ や ァ 

して ッ 

しく 稀め 

『靜 かに 

とほ  よこ 

星， 9 廣に 

『ふ む』 


しゃ ラ じ 

る と、 l!pf 子 は 

締 め ろ ！ 』 


ません から I 

と. 9 

お 鳥の ゐる 

たんです か 

とな ど 知つ 

ひだ 

なって 左， 9 

も I』 千代 

こまった の 

い き ほ 

その 勢 ひで 

よし を  お 

義雄は 起き 


な つ て、 『あれ だか ら， 駄 

とり 

とおき も かしこまった 


D しか ほく  か 

『然し 僕の あ ッ 母さんに でもし 


叱って 下さい』 

み  に はか あら 

の を 見て 俄に 荒 

？ 』 

たもの か？ やか 

ひ U-  つ 

の 肱 を 突いて ゐ 


子 はかう 云つ て 

さ 

を じろ ，9 と 一 警 

すん あと 

一 ニ寸跡 もど b 

あがつ て， そ の 跡 

目な ので す。』 

はな  わら 

-ま i6 鼻で あ ざ 笑 

やべ つたら ぽけ 


とおめき なが ら， 障 子 

々しい 調子 を やわら 

ましい から あ ッちィ 

る ま ま， 顏 を あげた だ 

とり  た  < "み  て  はな 

お 鳥が 疊 から 手 を 放 

しゃう じ  はげ 

し， ぴ た b と 障子 を烈 

し た。 

し  なほ  もと 

を 締め 直 し、 ま た 元の 

つ た。 

ません よ o』 


ft 
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『こんな ことが 云 へ ます ものです か？』 

く すぐ ひる めし  す  しん はし 

『ぢ や ァ、 ね、 か うし まし よう I 僕 は 直晝 飯を濟 ませ て、 新橋 ステ， -シ ョ 

とう まち あ ひ しつ  い  な-  はや  い 

ンの 二等^: 合 室に I" つてる か ら， あ なた も 成る ベく 早く 入ら ッ しゃい。 

かま くら  い  あと  さラ だん  いた 

鎌 倉へ でも 行って. ゅッく り 跡の 相談 は 致し ましよ う。』 

, 『で は， さ う 致し ま す。』 

ま ちが  こま  よし を  び せラ  み 

『間違つ ちゃ ァ困 ，9. ま す よ。』 義雄は 微笑して 見せた。 

だ-. じ ゃラぶ  とり  わら  i  こつ かく  むね  の 

『大丈夫 で す。』 お 鳥 も 笑 ひ を 漏らしながら 骨格の い い 胸 を 延ばして， 

わざとら しい 延び をした が、 義 雄の 燃える やうな 目 を 見て 橫を 向い て 

それ を 避けた。 

かつ て  はう  よ こ  とが  こ ゑ  こ ども  しか  き 

勝手の 方から は 千代 子が また 尖った 聲で 子供 を 叱って ゐる のが 聽 

こえて 來る。 

つま  Z  おも  よし を  した 

『あ あ、 い や だ/ \o』 妻 や 子の こと を 思 ふに つけても 義雄 はま だ 親 

をん な  あま  ふう  み  お 

しみの ない 女 に， 餘 り だらしない 風 を 見せた くないの で、 起 き あがって 
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すれ  なほ  ま 5 ぜん  か  き  ぐ わい こく ざつ し  、 

坐り 直 し. き の ふ 九 善から 買って 來た外 國雜誌 *  口 ン， トンの ザレ 井 クオ 

つくも ラへ  と  なか  さし &  U よみ 

ヅ レヸ クズを 机の 上から 取つ て， そ の 中の 揷薔を かの 女に 見せた， 9 し 

V7 

.M こ  なに  しつ もん  ゑ  くわん  き 

『あれ は 何です』、 『これ は 何』 と， 二三の 質 間が 畫に關 してあった 切， 9 

話の種が 切れ て しま つ た。 

よし A み い  と  あ も V； つ し しゃ  うと  よこ 

『で は. ね』 と、 義 雄 は 紙入れ を 取 り， 或 雜誌 社から 受け取つ て、 千 代 子に 

かく  げ乞 いラ れぅ  せん ぎん くり  だ  くるまちん  わ.^ 

は隱 して ゐる 原稿料の うちか ら， 五 十 餞 銀貨 を 出し * 『これ は 車賃に 渡 

して 置き ま す。』 

とり  だま  ラけ tu  しラ い  き がね  L そ 

『  』 お 鳥は默 つて それ を 受取 り、 周 圍に氣 兼しながら 急いでよ 

ぃラ ぜ^  ぉぴ  はさ  ひざ  力へ  て 

れ かかった メリンス 友 禪の帶 に 挾んだ。 そして 膝に 返した その 手 を 

上し を 

義雄 は、 

やく そく  ,w  に ざ  ^'よ  力 わ  にィ  ♦ 

『約束の しるしに』 と 云って 握った が、 か の 女 も それ を渠の 握る かま 

まに まかせた。 


lift 


ft 


六 

し、 はし  とラ まち あ ひ しつ  こし  おろ  よし な  よ  のこ 

新橋の 二等 待合室の シ ー トに腰 を 落して， 義 雄が 讀み殘 してあった 

ちラ ^う こ ラ ろん  せい ぢ ろん  ュ  とり  き  たま 

中央 公論の 政治 論を讀 んでゐ ると， ひよ ッく. 9 お 鳥が やって 來て默 つ 

となり こし 

て その 隣に 腰 を かけた。 

『丁度 時間が よか つたよ。』 渠は當 b の 人に それと 感づかれない 爲め 

夫婦で も あるかの やうに 輕く あしら ふつ も、 9 だ。 

19 あんぐ わい  で 

『さ う』 と， お 鳥 も 案外 さばけて 出た。 

き  こと はつ  は 

が、 そ れッ切 り， ど ちらから も 言 葉 の^ぎ 端がなかった。 

をん な き もり  あ ひ か は  あめ  さ、 しろ ち •、  おび  か  ほ 亡ん いろ 

女の 衣 物 は 相 變らす 雨に 笹の白 縮み だ が、 帶 だけ は換 はつ て、 牡 丹 色 

しゅ す  あ を  めん しゅ ちん  はら あ  おび 

の： i 子と 靑 みがか つた 綿襦 珍ら しい ものとの 腹 合 はせ になって、 帶ぁ 

じゅ はん そで おな とき いろ  あま けつ かラ み 

げは襦 絆の 釉と 同じ 時 色の メリンス だ。 餘 結構な 身な， 9 ではない 

よし を  あま  か a  ほラ じ ま すき や  は おり  そて くち  あせ 

が、 義 雄の 餘り構 はない 棒縞 透 綾の 羽織の 釉 口に 汗 じみが あるな どに 
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は、 却 つて 釣. 9 合 ひが 収れ てゐ る。 

しゅつ はつ ぜん かれ  おも  だ  をん な  きん じょ  ぃラ びん 令よ く  つか  ある 

出 發前渠 は 思 ひ 出した やうに 女 を 近所の 郵便局 へ 遣 は し、 或 ところ 

めみ  ゆ  こんや  かへ  し  :.  をん. 

へ 目見えに 行く か ら、 今 夜 は歸ら ないか も 知れない と 云 ふ ハガキ を、 女 

ま *  わけ  た  が ザん はラ だ 

の 申し 譯の爲 め に. 我 善坊へ 出させた。 

みな はい  い  なんな  いそ  かへ  令  とき  よし *^  まち 

『も う， 皆 這 入って る』 と 云つ て、 女 が 急いで 歸 つて 來た時 は、 義 雄 も 待 

あ ひ しつ  そと  で 

合 室の 外まで 出て ゐた。 

^ちじん  あ  あ  かへ 

誰れ か 知人に 會 ふだら うか？ 會 つても かま はない。 却ってお ほび 

み  よし を  かんが  しょ  かい さつ ぐち  は 

らに 見せびらか してや れ、 な どと 義雄 は考 へながら 一 緒に 改札口 を 這 

い  と ラ^ やくしゃ  の 

入 つ て、 三等 客車に 乘っ た。 

じつ  * ま くら  ちか  す  す  つる み 

實 は、 鎌 倉よ も 近いと ころで 濟 めば 濟 ませようと し て， 鶴 尾までの 

きつぶ  か  おみ  おも 

切符 を 買った。 そこへ 降， 9 て 見る と、 思 つた やうな ところではな い。 

力い がん  ちか  ちょ つと  れラ り や  み あた 

海岸 はさう 近くない し、 鳥 渡した 料理屋 も 見 當らな い。 

し 力  ひ  こ  せラ * かくけ ラし  ち  <-  い  あざ 

『然し こ /- に引ッ 込んで ゐる小 學敎師 が ある が、 そ の 父と 云 ふの が， 麻 
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ぶ  たに ** ち  いへ  かま  まか  い  おも  ん 

布の 谷 町に 家 を 構へ て&て 間貸し をしたい と 云って るの を 思 ひ 出し 

よし を  をん な  い  とほ  おも  ふラ  ある 

た が』 と、 義 雄 はもう 女が 云 ふ 通 b になる と 思った 風 で、 步 きながら の 

話 だ *  f あすこ を 貸 h- る ことにしよ うぢ ゃァ ないか？』 

か  ひと 

『ほかに も 貸，^ て る 人が あるので すか？』 

『な ァ に、 ま だ 無い し、 1 つい、 部屋が あるか ら。』 

『で は、 結構でしょう OJP 

き  つ  をん な  す あ し  あた  くラ き ぎラ り 

氣が 付く と. 女 は 素足に 新ら しい 空 氣 草履 を はいて ゐる。 そして そ 

あ を  き C て A  はな ^ 

の 靑ぃ絹 天の 鼻緒にまで ほこりが たかって ゐる。 

『こんな に、 た だ步 いて ゐたッ て 仕 やうが ないか ら. ど こか 外へ 行き ま 

よし を  い  をん な こん ど  でん しゃの  かな が は 

しょう。』 義雄 はかう 云つ て、 女 を 今度 は 電車に 乘せ、 神奈 川で お ろした ( 

きひん  ぐんかん  ていはく  とほ  み  や  は  かいがん 

汽船 や 軍艦の 淀 泊して ゐる のが 遠く 見える が、 矢 ッ張， 9, いい 海岸 は 

よし な  をん な え  よ せい  ラみ  ラみ  おと  こ ひ 

ない" 義雄は 女 を 得た 餘 勢で 海と 海の 音と が戀 しくな つてなる ので 

あ る。 
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K A まへ  か ぞく  さラ しラ  ち  さき  いへ  か  はな  じ 

二 年 前まで は、 いやな 家族 を 相 州の 茅ケ 崎へ 家 を 借 b て 放ち や り， 自 

ぶん  とラ き ゃラ  めい A- ラ  し つか  き  にい  まつお やし  ない 

分 は 東京での 冥想 や 仕事に 疲れ切る と 、そ こへ 逃げて 行って. 松 沐の中 

りき しお  しろ  すな  なみ もと  あ ふ む  み  れい 

の 軒下 や 白い 砂の 浪 元に 仰向けに なつ て、 か らだを 延ばす の を 例に し 

て ゐ た o 

か ぞく  ラみ  おと  とほ  ちか  き 

家族 の そば だか ら、 よ かった ので はない。 海の 音 を 遠く また 近く 聽 

おき  なみた  わお  じ ぶん  つか  しん けい  また れか n 

く と、 沖 の 浪が絕 え や 湧き 立つ やう に， 6 分の 疲れた 神 經も亦 若々 しく 

生返った からで ある。 

よし を  だい  し しふ ちラ  く 

義 雄の 第三 詩集 中の 句、 

あつ  まさご  ラへ  な 

熱き 眞 砂の 上 を 撫でて 

ひと  もの  も 

われ は獨 b し 物 を 思 へ ば、 

とほ  ふ 力  なろ  ラ 

遠き 深みの 浪は 打ちて， 

て  し 4：  ひ •* き 

手なる 下よ， 9 響き 來た る。 
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おのが 小 胸も爲 めに 振 ひ， 

ち •、  みだ  はま  こ ぢゃ り 

千々 の 银れは 濱の小 砂利。 

かれ  かつ  じ ぶん  つく  い  らラ まん ちく し  しか  おも 

渠は 曾て 自分が 作った かう 云 ふ 浪曼的 詩の 而も こまやか だと 思 ふ 

こ * ろ も  わか をん な  とも くわい ふく  み  ねん らい かれ 

心持ち を 若い 女と 共に 回復して 見たい ので ある。 この 二三 年 來、 渠 は 

じん せい ほ とん す  はだか げん じつ  なん  おく 

人生の 殆ど 素ッ 裸な 現實 にぶつ かって ゐて， もとは 何となく 奥ゆかし 

いりう じょん  いふ  まつお  せラ めつ  せい くわつ 

さの あった 幻想な ど 云 もの は 全く 消滅して し ま つた 生活 をして ゐる 

かんが  さい  ちか  しん じだいし？' じ ぶん  あは  ゃラ  おも 

と考 へる と、 や がて 四十 歲に 近い 新時代 者の 自分が 哀れな 樣 にも 思 は 

せ  わか  をん な  あつ  ち  ふ  T  さ  こ、 ろ  うみ . ょラ /\ 

れ て、 迫 めて は 若い 女の 熱い 血に 觸れ て、 過 ぎ 去った 心の 海の 洋々 たる 

響き を 今 一 度 取り返して 見た いので ある。 

とり  し  こ ひつじ  よし を  め 

お 鳥 はそんな こと は 知ら す、 た だ 小羊の やうに おとなし く， 義 雄が 目 

を銳 くして 海の 方へ と あせって 行く のに 附 いて 行った。 

じん こラ てき  き  >ら  せま  てう はラ けい  ぃ大  * 

が、 人 ェ 的に 切り開いた 狹ぃ 長方形の 入り江の やうな のが いくつ も 

ある だけ で， 行 つても ,c 生た 浪ぎ はに は 出られ さう もなかった。 と 


ど， じ  に  ぐ • もの  めい わく  かほ  かへ  み  かれ だん.^  ，ラ 

同 時 に、 附 いて 來る 者の 逸 惑 さうな 顏を 返， 9 見る と、 渠 は 段々 興 ざ め て 

いま お いけ  あと かた 

しまつ て， 今 まで 追ッ 驅てゐ たま ぼろし の 跡 方 もな くな つた。 

IP*  >  、  とも^  /  きんじょ  てう じ や— 

『ちゃ ァ もう 跡 M り をして ス -プ ー シ ョ ン の 近所に あった 丁子 i とい， 

香 — 何 —— 園と か 云った やうな ところ へ 這 んら うか？ 』 

『さ うし ましよ う。 si 

^  ,  い h  •(> も ん ぜんた つみ  ようす わか 

然し さう いふ 家々 の 門前へ 立て 見る と、 ど ぅも樣 子が 分らない ので 

♦  t  まけ  よし *«J  H 

あかる 氣 にならない。 お 負に ぐづ /\ して ゐる うち に、 篛 雄に^ をし 

1^  ぶいね • ん，  • かれ しはら かんが  み  じおん をし へ せ ラダ ふ W  く. &ラ 

て 通った 靑 年が あるので 渠が 暫く 考へ て 見る と， 自分の 敎る 商業 學校 

の 生徒で あ つ た。 

と  やま くら  ©- 

『こんなと ころ へ 止まる くら ゐなら 、い ッそ鎌 倉まで 行か う、 さ oj 

『そして 繪 、ノ ガ キ でも 買 ひましよう。』 

i  P てい  だ  とつ ぜん  い  とり 

『もとの 御亭 にで も 出す のか？』 突然 かう 云れ て， お 鳥 は， 

『そんな こと はしない』 と. 微笑して 撗を 向いた。 が. 別に 赤い 顏 もし 
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なかった。 

『なせ 別れた の？』 

『見込みが ありません もの。』 

『そり ゃァ tf4 さ うぢ ゃァ ないか 二 旦ー 緖 になつ て 置 レ て？』 

『で も、 が が 無理に 別れさせ ましな ものです か ら。』 

『がさんと まふの は 何 をして ゐ るの？』 

『醫 者で す。』 

ま 、  しょ  き 

『あ、 そ れか， あなたが 前に 一 緒に うちへ 來てゐ たの ァ？』 

『  』 

キゐ お， I  もの 

『あなた も隨分 あばれ 者であった てね？』 

む  わら 

『  』 女 はな  >  こちら を 向いて 笑った。 

^1  くッ がき ゃァ しなかった かい？』 わざと 子供お 取扱 ふやう に 見 

をん な かほい ろ ラ かし  I 

せて 女の 顔色 を 窺 ふと 


12.； 


『そんな こ と i 』 と い つ た だ け で、 橫を向 いてし まった。 これ は 誰れ 

ひとかげみ  かなが は  まち あ ひ  ^しゃ  ま  あ ひ 

も 人影の 見えない 神 奈川ス テ ー シ ヨン の 待合で 汽舉を 待って ゐた間 

かま くら  ちゃく  とき  かお 

の 話 だ が， そ こから 鎌 倉へ 着した 時 は ゆ ふ 方であった" 

急いで 八幡宮 を 見せた 序 に， 義 雄 は その 近處に 借家して ゐ ると 知つ 

た 友人の 家 を 鳥渡 訪ねて 見ようと した が、 分 ら なかった。 

くるま  だい やと  だい ぶつ まへ  はし  はし  しき たい  とま かれ 

車 をニ臺 雇って 大佛 前の 三 橋へ 走ら せ、 そ この 式臺を あがる ，渠 は 

をん な ラ り  おもて  あし  あぶら  ま  くろ  み 

女の 草履の 表が 足の 油と ほこりと で 眞ッ黑 になった の を 見た。 

かれ  とり  かへ  み  やど  るち 

『ひどくな つた もの だ、 ね え』 と. 渠 はお 鳥 を 返， 5 見た が、 宿 の ものに 導 

かい あん ない 

かれる まま に、 お もて 二階へ 案內 された。 

『くた ぶれ た、 わ』 と 坐った 切 b 、か の 女 は 再び 笑 ひもせ す， 義 雄から 話 

しかけられなければ また 口 も 開かな い。 

0- ど をん な ちゃ  はこ  くわ しも  き 

宿の 女が 茶 を 運んだ り、 菓 子 を 持って 來た りする たんび に、 じ ろ く 

とお 鳥 を 見る の を、 か の 女 は 憎々 しさう に 見て は顏を 反む けた。 
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門內の 庭の 樹木が よく 見え て， い ぃ靜 かな 部屋で ある 


しづ  へ や 


：：! ぐら 

かん 

凉 しく 感 

云 ふ 悟り 

あせ  あか 

汗と 垢と 

て 見たい 

『湯 に 這 

きに 立つ 

なほ しおが 

直に 從っ 

よし を 

義 雄の 

てつ 

鏆 ぶちの 

『こ ，9 や 


しが じい -/\« と 

じ こく 

じられ る 時 孰で 

の やうに、 白く 泡 

あら  おと 

を 洗 ひ 落し て、 ゆ 

き  せつ  せま 

氣が 切に 迫って 

入ら う か？』 渠が 

て 部屋 を 出る と 

て來 た。 


木に しみ 付く やうに 鳴いて ゐ るの も、 却 つ て 

に は  ふん すゐ  しゃく かんと ラ  ほ  す * 

，庭の 噴水の さきが 百 尺 竿頭 一 步を 進めた と 

た  もと  かへ  み  よしを  はや 

立って また 元へ 返る の を 見て も， 義 雄 は 早く 

ふた り  あ ひだ なに もの  おか  と 

ッ くりと 、二人が 間に 何物 を も 置す うち 解け 

含 

お 2  o 

い  むねお  しづ 

かう 云つ て、 わ ななく 胸 を 押し 鎭め なが ら、 さ 

とり  むこん  し"  まじめ くさ  かほ  T 

、お 鳥 は 無言 で、 而 も眞 面目 腐った 颜 をして 素 


かれ 


目が 湯の けむりに 曇った ので 氣が 付く と， い つもに な く， 渠 は 

きんがんき ゃラ 

近眼鏡 を かけた ままであった。 

い  かれめ がね  あと  ときをん な 

ァ 行かん』 と、 渠 は 眼鏡 をはづ しながら 跡 もど， 9 する 時、 女 が 
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入り口の 戶を這 入って 來 たのに 出會 つた。 

ぢょ  ま かほ  ふ  だ  かれ 

『ふ. ふ ん、』 と， か の 女 は眞顔 のま ま 吹き出した。 それが 渠に はまた 

『このお やお め』 と 冷笑され たやう に 思 はれた。 

ゆ  くひ  くれ  から かみ ひと へ  りん しつ  めい 

湯 を あがって 來る ，と、 も う： ：！ が 暮てゐ て、 唐紙 一 重の 隣室に は 五六 名 

きゃく  あつ  さけ  こ ゑ 

の 客が 集まつ て 酒 を やって ゐる聲 がする。 

あ も しろ 

『あれ ぢゃァ 、面白くな い 、ね。』 

『は ァ I. 』 

べつ  へや  もら 

『別な 部屋に して 貰 はう か？』 

『どちらで も o』 

をん な した  ゃラす  ラち； S!  つか  く は  かれ じ しん 

女が 親しみの ない 樣子 をして 圑扇を 使つ てゐ るに 加 へ て、 渠 自身 も 

宿に 向って 部屋 を換へ て吳れ ろと 云 ひ 出す のが 何んだ か 自分の 腹 を 

探られる やうに 思 はれた の で、 ど うしようかと 考 へ るば か， 9 で、 二人の 

あ ひだ しはら こと は 

間に 暫く 言 葉が なか つた。 
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隣 へ 

キ-ラ 

の 急に 

いま お ほ 

今 大き 

求た の 

ころへ 

を こゝ 

やが 

『お 氣 

ま へ 

0 力 ら 

【な ァ 

見せて. 

が 取ら 

i ら 


は 早 藝者も 二 

はしゃぎ 出し 

力し  き  なん 

な 樫の 木 か 何 

と. 9 

である。 お 鳥 

求た のかと fK 

UX/ かレ  キー 

へ 誘拐して 來 

ぢぶ ちラ 

て 女中が やつ 

の 毒 で す が、 直 

お 約束が あつ 

かま 

に、 構 ゃァし ま 

ちう もん 

ビ ー ルを 注文 

れてゐ る。 

へ つ  くら 

减 た し、 も う 暗 


三 名 這 入った。 そし て、 そ の 浮つ いた 言 葉 

てラ し  じっき  ふた 

た 調子 を こ * りら から 靜と聽 いて ゐ ると. 二 

しょくたく  むか  あ ひだ  そラ  かく ぜっ 

かの 食卓に 向った 間よ， 9 も、 一 層の 隔絕を 

じ ぶん  また せんげ ふ ふ ふぜい  く 

に は 自分 も 亦 賤業繍 風情の やつ て來る こ 

はん せい しん  おこ  よし を  また やど 

ふ 反省 心が 起った し、 義 雄 も 亦 宿の もの か 

おも  い  ぎ ねん  さ 

たと 思 はれ はしない かと 云 ふ 疑念が 先き 

令  て  ゆび  も  となり 

て 來 て" 手 の 指さき を 持つ て 隣 を さし， 

歸られ ますの で II ほ ん の、 こ の 土地の人の 

たもの です か ら II 』 

よし を  れら  じつ  お ほ まじめ 

せ ん』 と， 義 雄 は 笑 ひ な が ら、 實 は 大 眞 面 目 

とり  JJ  0  となり  に vv.ll  はう 

し た が， お 鳥と 共に 隣の 賑 ひの 方へ どうし 


だい ぶつ  あさ み 

し、 大 佛は あすの 朝見る ことにし ましよ 


きゃく 

やお 客 

K と も， 

しゃ ラ 

生じて 

ん なと 

しょ ぢょ 

ら處女 

たつ 

に 义た。 


より あ ひ 

寄 4 口で 


な顏を 

ても箫 

う I』 
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『  ： 女 は 目 を あげて 鳥渡 こ ちら を 見た 丈け だ- 

ゑん が， くじみ  じ ない  あん か 

『あす はまた 圓覺寺 を 見が て ら， そ の 寺內の 


たづ 


庵 を 借， 9 て る 友人 を 尋ね 


み 

て ましよ う。』 


，■ 

『そ 

こま 

困 る 

そ こ 

なら 

は 習 

『は 

すぐ 

力、 直 

な い 


たに まち  ひき ラっ 

れ か ら. ね、 あ なた が 谷 町へ 引 移る として 

ヘラ めん  ほく  いう じん  こと  し せう 

の だか ら、 表 面 は I . 僕 の 友人で 琴の 師匠 

の女學 僕に な つ て 行く として 置き まし 


つて 置いても よから うから 


ラれ 


ァ II j お 鳥 は 琴 も 習へ るの かと 嬉し.： 


した 


また 眞顏. にな つ I し 下 を 向 き、 そ んな こと 


もうて の も 

をして ゐる 

よ 5  ど う 


くち つき 

やうな ロ附 

もら 

を させて 賞 


のに 知れて は 

ものが ある —— 

せ、 あ なた も 琴 


をして 見せた 

ゆ もん かんが 

ふ 所以 を考へ 


わけに は 行かな か つた。 

ぢょ  め  よし を  む  をん な ひと 

あの」； とかの 女 はじろ りと した 目を義 雄に 向け、 『いっかの 女の人 
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は ど， フ な， 9 ました？』 

かれ  よ ぃラ し ぐわん しゃ  t んな おも  だ  こと 

『あれです か？』 渠は あの 女優 志願者であった 女 を 思 ひ 出した。 琴 

し せラ  れん そラ  をん な  をん な  い  けい ほ 

の 師匠から 聯想し て， こ の 女が あの 女の こと を 云 ふの は、 き ッと繼 母 か 

さラ い  じぶん ほ とん まった わす 

らしゃ ベら れてゐ たに 相 逢ない。 それにして も. 自 分が 殆ど 全く 忘れ 

た い  とり  けう そ ラ ざ  おこ  おも  い ぐ わい  ふ 

てゐ たものに 對 し、 お 鳥 はもう 篛爭氣 を 起した のかと 思 ふ と， 意 外に 吹 

だ  わか をん な  こ-ろね  おも 

き 出した くもあった し、 ま た、 若 い 女の あはれ な 心根 も 思 ひ やられた。 

どラ じ  はラ  いか  び じん  まる  しろ も の  ちが 

と 同時 に、 あ の 方 は 如何にも 美人で、 これと は 九で 代物が 違って ゐたと 

云 ふ 惜しみ 氣も 出た が、 何 氣 なく 微笑しながら、 『あれ は 何も 心配す る 

にや ァ 及びません。 氣の變 ，5 易い 奴 で、 も う 世話 もしません し、 ま た (と 

急に 早口に な り) 僕 が關 係した わけ ぢゃァ ないです よ。』 

とり  かほ  ひや  わら  ラか  こ , ろ  ほん 

『  』 お 鳥 は 顔に 冷 かす やうな 笑 ひ を 浮 ベ た が、 心 で は、 そ れが本 

統の こと だ ら う、 あ れが ある 上 に、 ま た自 がと 暫く 關係 を續 けよう など 

> は、 義 雄が どんな 大 相な 收 入が あるに せ よ、 あ んな 多くの 家族 を 補助 
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する 上 は、 と て も出來 なから うからと 考へ た。 そして， さう 考 へる と， ま 

き し  をと こ まへ  お せラ あん しん *J 

だ氣が 知れない 男の 前で も、 多 少の 安心 を 得た やう だ が、 そ れを おもて 

あら 

に晃 はすこと はした くないの である o 

かの 女 は 酒ゃビ I ルは嫌 ひだと いって 義雄 のさした コ ッ， フを 一 度 

も 受け取らなかった が. 堅 苦しく 顫える 手附 きで 渠 のお 酌 はした。 

こま  をと こ  い 

『い つまで も やかましく ッ て、 困 る、 ね』 と， 男 が 云 ふと， 

をん な  かほ となり  はラ  む  でん i ラ  ひか  つ  で 

『  』 女 はた  >  その 顔 を 隣の 方に 向けた。 電燈の 光.^ に、 突 き 出 

かみ  ひさし  お ほ  よし を  むか  から かみ  すそ  はう  ラっ 

た 髮の廂 が 大きく 義 雄の 向って ゐる 唐紙の 裾の 方に 寫 つた C 

すゐ ぶん  で  ひさし 

『隨 分つ ン 出た 廂だ、 ね。』 

.« 'ほ  む  なほ  とま  よし を  つま  や  はな  ひ 

『で も. あ んな』 と 顔 を 向け直した が、 遠 く義 雄の 妻に 矢 を 放って. 2 引 

き喆 つたの も を かしい。』 

じつ さい  あと  こと はだ  ゐ なか  くせ 

『そ れ も. 實 際、 さ う だ が I i 跡 は 言 槳に 出さなかった が， 田 舍 もの 、癖 

にい、 氣で" イカって ゐ るの も を かしい よ と， 義 雄 は 云って や. 5 たか 
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つ た。 

いれ  はラ  つま  しょこ  &  J  .. 誊 

渠は 一 方に 詰らない もの を脊負 ひ 込ん たやうな 粲も する かどうせ 

妻子と 別居す ると すれ ば、 他 の 下宿屋 生活 もい や だ し、 ま た， 一方に は、 ま 

わか  をん な す "ゃラ き はみ 

だよ く 分らない この 女の 素 情 を 究めて 見た くもあった。 

,  よろこ  はな  IJ た  とき  はさ 

さ b 氣なく いろんな 嬉 ばせ を 詔し の 途絕ぇ かか つた 時に さし 挾み 

まん  の  を は  とき かれ  をん な  とも  しょ、 ラっ  _ 

ながら、 二 本の ビ，〃 を飮み 終った 時、 渠 は 女と 共に ゆ ふ 食に 移り それ 

す  ま  かや  はい 

が 濟んで 間もなく、 一 つ 蚊帳に 這 入った。 

し  か A が  かれ  こラ レん 

『もう 占めた もの だ： と考 へた か ら， 渠 はビ ー 〃に 典 奮した あたま を 

まくら やす  むか  くち  ひら  ん ま  み  飞 

枕に 休め， 向 ふが 口 を 開かないなら、 こちら も默 つて ゐて 見ようと 云 ふ 

い ぢ  だ  し； £i  ラち は  つか 

やうな 意 地 を 35 し、 暫 らくた だ 圑扇を 使つ てゐ る。 

とり  レ"  もリ  い  まくら  あ^む  y 

お 鳥 は 然し 物 を 云 ふ どころ ではなかった。 枕に 仰. S いて 目をつぶ 

か や  とう  てん ぜラ  じ ぶん  しう かん ぜんむ り  き  1 

つ て も、 蚊 帳 を 通した 天井に は、 自 分が  一 二週間 前 無理に ふ，^ 切って 來 

をつ ij  はん it- ラ な  わか  を  す 力た  卩 

た 所 天の 二 晚中 泣い て^れ を 惜しんだ 姿が ちらつ いて 見える ので あ 


る o 

T  メ  は 刀  をと こな  こも  わ ゆ 

『これほど 賴ん でも， 1| と 男泣きに 聲を あげて. 『どうしても 別れて！ t 

くる 力？』 

『へ い』 と、 冷淡に、 『もう 決心した 以上 は 仕 やうが ありませ ん。』 

rju  ,  、ノ- -  /  fo  /\  あい さラ 

『あ II あ れ か^ I お れが 度々 なぐったり したん で、 あ ！ 愛 相 をつ かした 

んだら う？ 』 

『さう でもない — 』 

はくじ ゃラ  となり  ね どこ  お  なほ  じつ  P  * 

『白狀 する が、 なァ』 と， 隣の 寢 床から 起き直り、 『實 は、 おれの — 燒き I 

, .  ノ  •  まへ  あい  あま  ひと くわん けい 

からちゃ。 あれ かお 前 を 愛する 餘り ほかの 人と 關 係 — で も あり や ァ 

せんか と I し ン —— 心 配した からお や。』 

3  こ、 ろ わす 

『その あ， 9 がたい お 心 は 忘れ ませ ん OJ 

や  はや  は、、  けつ とう  おも 

『で は、 お れを 矢ッ張 り、 矢 ッ 張り ど す、 お んば うの 血統お やと 思と るの 
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か？』 

『さう でもない けれ ど II 兄 が やかましく 別れい と 云 ふ て、 聽 かん もの 

です か ら — 』 

あに  ふう ふ  あ ひだ がら  い  たにん  +: , にん  こと は， 1 た， 力 

『兄 は 夫婦の 間柄から 云 へ ば、 他 人ぢ や。 その他 人の 言 葉に 從 ふやう 

ぎん ねん  ラで かお  よこ は„-  ^  。 

で は』 と、^ 念 さう に捥と 肩と をよ ぢ つ て橫に 仰向き 淚を ほろ -C と 

頓に傳 はせ ながら、 

じっさい ゐ なか せラ がくけ ラゐん み  ， た. -.' ^  ^9 ひ， V 

『おれ を實 際に 田舍の 小學敎 員と 見くびつ て 誰 れか 東京の 人に でも 

乘， O  f 人へ る 魂瞻が あるん * たら う II も ぅ賴 まぬ！ 泣いた， 9 する このお 

れが 馬鹿お や！』 

な  き  お  わ A 

『そんなに 泣かんでも』 と、 つ ひ氣を ゆるめて、 こちら も 起き あか， 9 笑 

わ か  い  むか  すぐ  しょ くら  く.^ 

つて 別れよう ではない かと 云った。 が， 向 ふが 直 また 一 緖に暮 して 吳 

い  だ  ふた、 こ、 ろつ よも  なほ 

とい ふやうな こと を 云 ひ 出した の で、 再 び 心 を强く 持ち直した。 

ビん おい ち *  けラ だい  ^る  え  けつ こん  わる  せき  う つ 

全 體父ゃ 兄弟の 許し を 得ないで， 結婚した のが 惡 かった。 籍も 移さ 
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ち •  な  あに  ぐわん こ  い  は 

ないで ご た ごた して ゐ る う ち に、 父 は {J  くな つた し， 兄 は 頑固に 云 ひ 張 

た. レ ザん OA.  しょ  い  し t  くげ ふ  しょくげ ふ  せ. ゥ がく けラ ゐん  をつ と 

つて 斷然 別れて 了へ と 云 ふ。 それに 職業が 職業 で. 小 學敎 員な ど 夫と 

, す， ベみ こ  じ ぶん  き  だんねん  しま 

して 末の 見込み も な い か ら， 自 分 も その 氣 に なって 斷 念 して 了った。 

ゆ  ゆ  あと  じ さつ  とき  こラ くわい 

『行 く な ら、 行 け — お れは 跡で 自殺す る か ら、 そ の 時に なって 後悔すな 

>  じラ ぶん ラらみ  ふく  み  めっき  いま おも  だ 

！  .I- かう いつ て， 充 分 恨 を 合め て こちら を 見た目 付 は、 今 思 ひ 出しても 

g  3  お ft-  も  じ ^ん 

怖ろ しい。 まさかと は 思 ふが、 若し やそん な ことがあれ ば、 自 分 も それ 

あと  お  あに  やくき よく 

までと あきらめて その 哪を 追つ て やる つもり で、 兄 "藥！ I© から ァ ヒサ 

ぶく  c す  き  は XT' かま  ひと まへ な  をと こ 

ンを 一 服盜ん では 來てゐ る。 あんなに 恥 も 構 はや 人の 前で 泣いた 男 

いま ごろ  おも  ふた , そ 乃す^ た しん けい め 

か今顷 はどうして ゐるだ らうと 思 ふ と， 再 び 其 姿が 神 經の目 さきに あ 

Ky  /) とちら ついて 來る。 

じ ぶん  います こ  べんき ゃラ  どく. 9 つ  せいく わつ いとな  で t  いへ 

自分 は 今少し 勉強して， 濁 立の 生活 を營む ふ も 出 求る し、 ま た、 い、 家 

の 奥さんに も なれる か 知れない。 あの おんぼう かも 分らない 田舍教 

刃,  力 あい  とり  かんが  み  い ** ごろ  とラ  な 

員 こそ 可哀 さう だが と、 お 鳥 はまた 考 へ て 見 る と、 今 頃 は迅に 泣いた こ 
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わす  もとこ  が く かラ  じ ぶん  さい ほラ けラ ゐん  どラ りゃラ 

とな ど 忘れ て、 あ の 男の ゐる學 校 で、 自 分 も 裁縫 敎員 として 同僚で あつ 

た靜 子さん と出來 合つ て， 二人で 自 か の こと を 笑つ て ゐな いと も 限ら 

をと こ  き  をん な  て がみ 

ない。 男から は それ ッ切 b たよ， 9 もない のに， あの 女 はわ ざ ,( 手 紙 

いま  どかへ  く  なさけ  な  い 

をよ こし て， 今 一 度歸 つて 來る情 はない かな ど と 11 へ ッ II 無 いと 云つ 

あん しん  ふた り  ち、  あ 

て やった の で， 安 心して 二人で 乳く  b 合って ゐ るの だら う。 

などと 考 へる と、 お 鳥は自 匁が 馬鹿を見た やうに も 思 はれて 來 るし- 

め  まへ  をつ と  とき  なつ  かつ 

ま た， 目 の 前に 所 天が ゐた 時の やう に、 懷 かしく も且 ねたましく も I 

ぢょ  きつ  じ ぶん  かほ  よし を  いき  ちか 

ふと， か の 女が 氣付 くと、 自分の 顔の そば へ 義 雄の 息が 近づ いて ゐ て- 

となり ^やく  ま  おそ 

隣の 客 はいつ の 間に かすべ てる なくなつ てゐ た。 怖ろ しい や うな —— 

懷 かしい やう な （I 之 を 豫期 し て、 先 刻から かの 女 は 物 も 云へ なくなつ 

てね たの だ。 が、 今更 の 如く 身 振 ひ をし ない わけに 行かなかった。 

その^お 鳥が 自分から 進んで 口 を 開いた の は、 女 愛 志願者の こと を 

念押した 外に は、 た ッ たこれ だけ だ —— 
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ぼん とラ  がく かラ  く  ほ ti とラ 

『本 統に學 校へ やって 吳れ る？ — 本 銃？ .1 うそ ぢゃ ァ ない の？』 

V  よしを  ま じめ くさ  SS  txy  i  M  *  ノ 

『ああ』 『ああ』 と義雄 はた だ眞 面目 腐った 微笑 をして、 それの y 事 

をした。 


13  <； 


發 


七 

『う ぶ だ、 思 つたより もうぶ だ。』 かう 義雄 はお 鳥の こと を 思 ひ 込んだ 

いんが なほ  み  ふ しん  てん  3 

*ぃ， ま た考 へ 直して 見る と、 ど う も 不審な 點も あつ た 

しんお し ていしゃ は き とき あんぐ わい へいき *  , み A ひり ， ？  a2 

新^の 停車場へ 來た時 も 案外 平氣 であった 道 寄 をし な 力ら 鎌 倉 

P ど  つ  あ ほと t  はづか  ゃラ す  ろ 

の 宿へ 着いた までの 間に も， 殆 ど 恥し さうな 樣子は 見せなかった。 大 

ぶつ み  ゑんが くじ  いう じん たづ  あと  へいき.'  い. 7 じ.^  >  ^  > 

ぎ を 見て か ら、 圓 覺 寺の 友人 を 尋ねた 跡で も 平氣で その 友人の 顔つき 

くせ  ひ * ゃラ  . 

や 癖 を 批評して ゐた。 

ひとめ  かつ は 

『あの人の 目 はきよ ろ して をつ て、 を かしい やう だ』 とか 『河 童 

の やう に-阿 であん なに 髮の毛 を 延ばして を るんだ ろ』 とか 云 ふこと 

ひと よしを どラ ゃラ せかい しんし、 てラ お-ばう  ； ノ：  iif  & ぱ > 

は、 その 人が 義 雄と 同 檨 世界の 新居 潮に 多少で も觸れ た神經 過敏の 詩 

J で. 而" も^の ミ グ トン や バイ ti ンを 忍びつ ゝ、 アメリカ 歸 の "イカ 

) ゆ *  えん J  く  * ノ  もり  £A  t つ ナ- 乙  か は  せラ そく まつ t 

つた 豳 味 を圓覺 寺の 森の 中に 發見 するとい ふやうな 變 つた 消息の 全 
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£ か  をん な  かへ  むじゃき  てきた ラぃ  ぶん  なに f 一 ほ あた 

く 分らない 女に は、 却 つて 無 邪 氣で適 當な云 ひ 分 だ。 が この 何事に 當 

/ひき  ひと り  をと こ  ねん まも 

つても 平氣 なの は、 ど う し て も. た ッた 一 人の 男 を 二三 年 守って ゐたば 

か の ものの 態度と は 受け取れない 節 も ある。 

げぃ しゃ  はまち ゃラ  をん な  つ  とほ で  とし  わ 力 

藝者 ゃ濱町 あたりの 女 を 連れて 遠出 をし て も、 そ れが 年の 若い ので 

よし を  ねん はい. しゃ  ゃゐ ぶん はづ  よし を 

あ る と、 義 雄ぐ らゐの 年輩者に は 隨分恥 かしがった 1。 の も ある。 義雄 

は それが 可愛かった。 お 鳥 も それらと 同じ 若さで ゐなが ら、 さ うい ふ 

ず 愛 味 を 見せない のが 義 雄の 疑問な ので ある。 

ひと  をつ と  なん  かま  ざん じご ま くわ  い 

ど う せ、 人 の 所 天で も 何でも 構 は す、 暫 時 胡 魔 化して ゐれ ばい いと 云 

かく  f}  も  かん だ  どラ こく じん  すみ や  しゅ じん  - ま 

ふ 覺悟を 持って ゐ るな ら I そ して 神 田の^ 國人 ゃ炭屋 の. W 人 を 胡 魔 

化し 損ねた のが 事實 であった とすれ ば I 賤 業 婦の心 も 同然 で、 渠 も さ 

しゃ ラ； 》 き  ぢょ  たい ぐラ  ひつ ぇラ  まよ  しゃ ラ  く 

う 正直に かの 女 を 待遇す る 必要 はない とい ふ 迷 ひが 生じて 來る。 

『もう 二三 回お もちやに した 後 は. う ちの 下宿料 を ふいにして やって、 

追ッ拂 つてし ま はう か？』 かう も 渠は考 へた。 


13!> 


が， 探 して ゐた ものが 飛び こんで 來 たやう に、 う まく わが 懷 ころに 這 

,  b  $  4. どし ぷ  か^  たやす  す  力ま ベ ら  よ  、 

；< つた あい あ を、 渠 はさう 容易く 棄て たく もない。 さして 鎌 倉の 夜の 

ぎに M がゐ なくなった 二階で、 『本 統に學 校へ やって 吳れ る』 と 念 を 

^'した の こと を 思 ひ 出す と. そ の 優しい 微笑 をい つまで も鑌 けて ゐ 

させたい ので ある。 

1  «  ---  I  よ  てい ど ほ  て 

默 はかの 女 を 信じて 見た ，9、 疑 つて 見たり しなが ら も， 豫 定 通りの 手 

•  、  ま  こ」  レ せう  こ いづみて きそん  はう もん  * ちょ いうし 

ぎき を^む ことにし て， 先 づ 琴の 師匠と いふ 小 泉 笛 村 を 訪問 し、 女優 志 

の ffi で^ を^け させられた 詫 料と して、 渠に 自分の 今 面め 事惯 

をす ッ かり 承知 させた。 

ぎ自 射の & へ は ザ ベて お 鳥 か ら 事情 を僞 I つ て 語らせた。 ゆ ふべ 

>  . .  めか ナ くら  よしを せわ てき 

^^えに^つ たと ころ は， 妾 >  の 口 だから やめに したが、 義 雄の 世話で 笛 

村の 學僕 になって 行く と。 

『おや ァま繊 が^に 慰った ん です、 ね』 と 千代 子 は^ つた。 その 言葉 
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つ 令  き  たヷ fiu  にく  /、  どく  A\  おも  とり  じ ぶん 

付から して 聽く 度每に 僧々 しくまた 毒々 し，、 思 はれ て、 お 鳥 は 自分の 

め  ちょっと にら  つね  ；：- よ  でき  よは 

目 を あげ て. 鳥 渡 睨む のが 常 だ が、 け ふ は， か の 女 もさう は出來 ない 弱み 

を 感じて、 

『は ァ』 と、 ただ 下 を 向いた。 

やどぐ ろ ま  f と  わか  い  い  よし を  ちラ い 

宿 車で は 跡で 分る から 行けない と 云ふ義 雄の 注意 を おぼえて ゐて， 

とり  とぽ  くるま じ ぶん  かう り  の  ニラヒ まち  なが た ちゃ ラ  い 

お 鳥 は 通りが かりの 車に 自分と 行李と を乘せ て、：^ 町の 永 田 町へ と 云 

力 ぜん はう  で  と *F ラ  はう ^  X/  てん  よし を  さ  い 

つて 我 善坊を 出た が、 途 中から 方向 を轉 じさせ て， 義 雄が 先き へ 行って 

ま  はや  あさ ぶ  たに まち  い 

待って ゐる箬 の 麻布の 谷 町へ 行った。 

たに まち  よし をし  あ  しはら き ゃラり  はラ  ひ  むす こ 

谷 町に ゐる義 雄の 知， 9 合 ひ は， 暫 く鄕 里の 方へ 行って ゐ て、 そ の 息子 

ちう 力く せ，， げ ； よ が は  お  しん せき をん な とり ちゃ, T ど どラ ねん はい  る 

の中學 生と 下女 代 b に 置い て ある 親戚の 女 (お 鳥と 丁度 同年 W) と が 留 

守 をして ゐ た。 

A ほ  めん  はう  かう し まど  かい  f にラ  か  とり 

通，^ に 面した 方が 格子窓に なって ゐる 二階の 六疊を 借， o て、 お 鳥 は 
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そこに 落ち 付く ことにな つ たので ある。 

『蛇の 穴を脫 けて 來 たやう に氣 がせいせ いし た、 わ。』 か う ik つ て、 ま だ 

かラ り  If- よ  よし を  あ ひ たい  すわ 

ころがした まゝの 行李に もたれ * かの 女は義 雄と 相對 して 坐った。 

ほく  うち  だい きら  はん  と 

『僕 も 家に ゐ るの は大嫌 ひなのに から、 これ か. ら， 晚 はこ こに 止まる こ 

かれ  また き  かる 

とに する よ』 と、 渠 も 亦 氣が輕 くな つた やう だ。 

とり  かれ  こと はま  ふ しん  べつ よ  い 

お 鳥は渠 のこの 言 葉 を先づ 不審が つた。 別居す ると 云った の だか 

たく さん  しょ もつ  も  ひこ  たのし  はん 

ら、 あ の澤 山の 書物 を 持つ て ちゃんと 引ッ 越す のかと 樂ん だの に、 晚 だ 

け.^ ると は ど， つした つも h- だ らう ，こ o 

よし を  ,a  て かろ  こた  ^*  ょラ じ 

義雄 はまた かの 女に 手輕く 答へ て， や がて はさう する が、 向 ふへ 用事 

て がみ  く  とつ ぜん しょ はラ  しつ びつ  い らい しゃ  - いま  まい 

の 手紙が 來る し、 突 然 諸方から 執筆の 依 賴者も あるか ら、 今 のと こ ろ、 每 

日 一度 は 行って ゐ なければ ならない と 云って 聽 かせた。 

じつ かれ  せい しつ  わか  をん な f* ぐいへ  かま  • も 3- ぶ 

そ の 實、 渠 はま だ 性質 もよ く 分らない 女と 直 家 を 構へ るの も 物 入 か 

お ほ  ラへ  ふ あんしん  いへ  も  しんけい  おか 

多くなる 上に 不安心 だ し， よ し ん ば、 ま た 家 を 持って も. 神 經の 高ぶって 
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よこ  なつ とく  どな  こ  く  .0 か 

ゐる 千代 子 を 1 得させる まで は、 い つ 怒鳴， 9 込んで 來る かも 分らない 

い  しん はい  しん はい  かれ  とり  き  た 

と 云 ふ 心配が あった。 この 心配の こと も渠 はお 鳥の 氣を なだめる 爲 

めに 聽 かせて やった。 

つま  ^よ  み  よし を  う な 

『ぢ ゃァ. あた い、 詰 らん。」 かの 女 はすね て 見せた が、 義 雄に 促が されて， 

はん  しょ  に た  だラ ぐ  か  かぶ とん  た ゆ  そと  で 

晩が たから 一 緖に煑 燃き の 道具 を 買 ひに や， 貸 し 蒲 圑を賴 みに 外へ 出 

f 

夕飯の 代りに 騫麥屋 へ 行 て いろんな 物 を 喰って 歸 つて 求た が、 義 雄 

さけ くさ  いき. ふき  力み い  だ 

は 酒臭い 息 を 吹ながら 紙入れ を ほう b 出して、 

かね  こん げっ ちう  まか  くれ  こま 

『もう 金 は そこに ある だけ だ —— そ れで 今月 中を贿 なつ て吳 ない と 困 

る よ。』 

い  とり  でん とラ  した  すわ  なか  も  >  よ 

『い く ら ある の」 と 云 ひなが ら * お 鳥 は 電燈の 下に 坐って 中の 物を讀 

んで 見た。 それから 渠の 方 を 見 て、 た よ り なげに、 

ゑん 

『十 圓 までな いぢ やない か ？』 
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かま くら ゆ  ゑん  つ 力 

"そり ゃァ さう だら う， さ II 鎌 倉 行きで 十五 六圓も 使った か ら。』 

一； 惜しい こと をした の、 ね』 と、 か の 女 は 小首 を 傾げ て、 笑 ひながら、 『あ 

れで衣 物で も 買 ふたら よか つ た。』 

『ま ， に 買 つ て や る 、さ。』 

ほん とう 

『本 統 ？ 」 

『さ う、 さ o』 

『で も』 と. 無 ず氣な 調子 を 改めて、 『うちへ も 出す の だろ し. あ た い も 

學校 へやって 貰た り， 間 代 や 米 代 も 出して 貰た ，9、 そ ん なに 出け る わけ 

がな いぢ やない か？』 

し-, J  i ひ  まきた はこ  けむり  ぢょ . かほ  ュ  * 

『そ んな 心配 はするな よ』 と， 卷 煙草の 煙 を かの 女の 顔に 吹きつけて 

『おれ はこれ から 一 層奮發 して 何でも 書 く 、さ。』 

書き さ へ すれば |1 買れ るの？』 

『さ う、 さ II そ れ で も、 お 前』 と (K ひかけ て 、ま ひ 直し， 『あなた を 初めに 
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せう かい 

紹介しょう と 


おも  しう む くん 

思った 秋 夢 君の 


やうな 賣れ ツ子で はない が —— 』 


そん 


『おや ァ、 あた い 損した の？』 

3 と 一ズ ゃァ 


損 だ 

力  もら 

『換 へ て 貰 を か』 


ら， 

『然 し、 も , 

『ふ、 ふ ん』 

向いた。 


ほく 

ノ、 僕 


ら う， さ o』 

と り  てラ しの  き 

と、 お 鳥 も 調子に 乘 つて 來 たの 


の 物 

、か の 


ぢゃァ ない 

；0 よ  あ M 

女 は 顎 をし 


3 

力 

や 


J 


で、 義雄も 微笑し なが 


つ て 目 を钿く し. わ ざと らしく 癀を 


わか 

どうして 別 

よ よし を 

そ の 夜. 義雄 

一 緖 にな り， ど 

で 鳥渡 二 三 言 


れ たの よ、 云 つ て 

は か 

ん な 

くち 

口 をす ベら したと 


う 云 ふ 風に 

り いう  わか 

理由で 別れ 


御 覽。』 

と ゥ  す 力 

お 鳥 を賺し 

たの かを聽 

おな 

一 lo: じ こと 


て ど 

力 う 

ば 力 


ん 

と 


ど ラ き  せ ゥ がく けラ ゐん 

な勸 機で 小學敎 員と 


した。 が、 ぎ 倉の 途 4 


かへ 


を 繰返して、 詳しい 


144 


展 
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と は 決して 

『死んでも 

ふ きよう 

に は 不興な 

なに  とく べつ 

何 か 特別 

り が聽 きた 

まへ る ま、 

てとう /) 

その また 

め た C 

よし はら 

『出口 原 へ で 

けい ほ  でラ 

^ 母 は n、 叠 

か  はん ゐ つ、.、 け 

日 三晚 流連 

ことがある 


力お 

語ら 

そ ん 

かほ 

顏 を 

な わ 

い の 

に ま 

家 へ 

よく じつ 

翌 日 

ま 

の 間 

ン 2 

し V7 

の を 


なかつ 

な こと 

し た。 

けが あ 

上 く じつ 

，翌 日 

せ て _ 

か へ 

歸 ら 


入 


た o 

は 云 ひたくない。』 かう ぞ つ て、 か の 


るに i 适ひ 

ご ほう 

も 午砲が 

午後の 時 

なかった- 

びたり で 


な 


かん 


と考へ 

ま で 1 

ふた Jv 

二人で 


緖に寢 て 

ね 

寢 ころん 


てゐ つづけ をして ゐ るの ぢゃァ な 

め 

0 


出 て 


き  かつ 

來 て、 曾 て 


ねん ぜん よしを  お ほの 

年前義 雄が 大野 


ぐ わ 

で 書 


か  さい くん 

家の 細君が 


の 色を變 へ て 


ひ 出した。 その 


さい くん  いま  か は 

細君 は 今 は 代って 


と 


ゐ 


あつたから、 義 雄の 家で は 


ご 

云 

る 


女 はし まひ 

それば ッか 

ラへ をん な 

上 に、 女 を あ 

駄 話で 送つ 

しん はい  はじ 

ぶ 酉 をし. f^k 

らう か n  I 

ふ 書家と 三 

t づ き 

尋ねに 來た 

と かく 

が、 『兎に角、 
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お ほの  いみ  わか 

大野さん のと ころへ 行って 見、 りゃァ 分る でしよう よ o』 

かね  はす  よ こ  けい ほ  こと は 

『そんな こと をす るお 金 はない 喾 です もの』 と、 千 代 子は繼 母の 言葉 

とんちゃく  べつ  はう かラ うたが  む  し みづ 

に は 頓着せ す、 別 な 方向に^ ひ を 向けて， 『わたし は あの 淸 水が あやし 

いと 思 ひ ま す. わ。』 

『ま さ か |_ 』 

よこ  ち  け  ラ しな  ぢ  いま  け し D-ラ ほどこ 

『で も、 ね え』 と、 千 代 子 は 血の 氣を 失った やうな 地に 今う す 化粧 を 施 

かほつ  だ  こないだ.^ 1  よしを  へや  よしを  わか をん な 

した 顔 を 突き出し、 『此間 斯うです よ II 義 雄の 部屋 で， 義 雄が 若い 女の 

まへ  とし か ひ  よこ  をん な 

前で 年甲斐 もな く撗 になつ てるのでしょう。 する と. ま た あの 女 も あ 

をん な  ふラ  て  、 み  つ  ひざ  す こ  よこ  だ  み 

の 女 だ —— こ んな風 に (と， 手 を疊に 突い て、 膝 を 少し 橫に にじ， 9 出して 見 

せ) な つて 話し込んで ゐ るんで す もの。 わたし は. ま ァ、 何と ぞ ふだら し 

をん な  おも 

のない 女たら うと 思 ひまし た， わ。』 

ちゃ わん  おこ  くら ゐづラ A\ 

Q そり ゃァ、 ね え， 茶 碗の ころがつ てるの も 起さない 位圖々 しいの だか 

ら』 と、 繼 母 はた だかの 女の 氣嫌を そこな はない やうに 調子 を 合 はせ 


い  や も  ちょこ  そラ の  き 

『お ッ 母さんで もさう 思 ふでし よ う』 と 、汗 代 子 は 1 層 乘り氣 にな， 9 

めみ  ："  はん  よし を  令 

『-そ れが 目見え だと 云って よこした 晚 に、 義 雄 もとまって 來 たんで し 

をん な で  ひ  .5- へ 

よう。 それが また あの 女の 出た 日から ちッ とも^ | らな いんです 力ら 

ねえ。』  . 

ひ てい  わら  み  も 

『で も』 と、 ま だ 否定す る やうな 笑 ひ を 見せた が、 『若し さう とす， 9 や 

-.  こ いづみ  いきみ 

ァ、 小 泉さん のと ころ へ 行って 聽 いて 見り や ァ I 』 

『だ か ら， わ たし、 これから 直行って 來 ようと 思って るんで す、 わ。』 と，.^ 

ち あが つ て 簞笥の 引き出し を 明けた。 

しゅ じん  ひ  ど  かへ  きく 

『それが いいでしょう よ II 主 人が 日に 一 度で も歸 つて 来て 吳れ ない 

一  ひと  き  て がみ  き 

一 と、 ね え、 人 が 求お b, 手 紙が 求たり する たんびに こッち はどうした らい 

一 いだら うとば かり 心配で 仕 やうがない か ら II 』 

くち  かた， よ バ 

『そ， ON  fe- ァさ うです とも』 と. 口 を とんがら かして 語， 9 なから 千代 子 
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^ん す  しろ i つ  あ ひ  こま 

は簞笥 から 白地に 藍の 細かい う 

^よ  き  ラ しろむ 

かの 女が それに 着か へ て 後向き 

なほ  i ほ  ノ 

て は 直 し. 直 して はまた^ める の 

き *c  II- く はつ  び. I 

くれ 氣味 にあがった 束 髮の鬢 の 

るのに 氣が付 き、 あ んな物 はよ せ 


ろ こ 形 を 押した 浴衣 を 取， o 出した。 

は, し 3 か ，、みみ  しゅす  おび  し 

に 柱の 鏡 を 見なが ら、 襦 子の 帶を 締め 

"い ほ  だま  み 

を繼 母は默 つて 見て ゐた。 が、 少 し ふ 

„^  にん お ほ  さ- 

後ろに 紺の 大きな リボ ンが 刺って ゐ 

、  ひそ  かほ 

はいいのに と. 私 かに 顔 をし がめ た。 


八 

.3 まきみ  さいくんき  かへ  い  てき そんが くじゅく しゅじん 

『今、 君 の 細君が 來て歸 つたと ころ ぢ や。』 かう 云って 笛村樂 塾の 主人 

て むか  よし 4«0  とり  せラ かい  す しき  とほ  もと お ほ くら だい 

に 出迎へ られ、 義 雄が お 鳥を紹 かしに その 座敷に 通った の は、 元 大藏大 

じ、 まラ  P し き  しげ  じゅ もく  せみ  こ ゑ  きこ  じ こく 

臣 某の 屋敷の 繁った 樹木から 蟬の 聲が凉 しく 聽 える 時刻であった。 

M  くじゅく  ベ い ざ. &  ちう ふく  いりくち  つ  さか  さん のラ  とり ゐ 

樂塾は 三 平 坂の 中腹に 入口が 附 いて ゐる。 その 坂 か ら. 山 王の 鳥居 

はラ  か  ちょくせん  み とほ  さか うへ  がく しふ ゐん V ゥょ し、 メ  か 

の 方に かけ て、 可 なり 一 直線に 見通せる の で， 坂 上の 學習院 女子 部 も 夏 

き きうげ ふ  じ せつ  ひと いほり マくな をと こ わか をん な  つ  とほ  とく 

期 休業で ある 時節と て、 人 通も少 く， 男 が 若い 女 を 連れて 通る のが 特：. i 

め  た  よし を  おも 

目に 立ち はしなかった かと 義 雄に 思 はれた。 

よしを  ま  じぶん たち  つ  だ  き 

義 雄の 先 づぎッ くりした の は それで 自分 達の 連れ立って 來 たの 

よ こ  かげ  み  すぐ あと  き  L 

を、 千 代 子 は どこかの 蔭から 見て ゐ て. 直 跡 をつ けて 來は しない かと 云 

しん はい  かれ  むね  令  4i*、  み  てき そん 

ふ 心配が 渠の胸 を どきつ かせた。 が、 よ く 聽き轧 して 見る と、 笛 村 が、 

いま  かへ  い  じつ さい  じ かん  まへ  ひ  あつ  さい ち. 7 

I. 今 —— 歸 つ た』 と 云った の は， 實 際 は 二 時間 も 前， ま だ 日の 1 い 最中で 
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あつたの である。  f 

あん しん  よし を  てき そん  じ..' ノク ，い， 

『それ ぢゃァ ，安心 だ が』 と、 義 雄 は それとなく 笛 村の いつも 事 實を誇 

張す る 癖が あるの をな じる 調子であった が， 直 また 自分の ことに 歸 b- 

ャゐ ぶん しう ねんぷ か  やつ 

『あいつ も隨分 執念深い 奴 だか ら、 ね —— 』 

てき そん  ふと  むね  つ  だ 

『さう らし い、 な ァ』 と、 笛 村 は 太ったから だの 胸 を あら はに 突き出し 

令 み  たの  とほ  い  お  ， 

て あぐらをかきながら， 『ま ァ、 君 に賴 まれた 通り 云 ふて 置いた か —— 』 

『それでい い、 さ。 Jj 

『けれ ど、 僕 も 困 つ た よ。』 

しか  よしを  てき そん  い  ぢ よ^^ 

『そ や ァ、 然 し』 と、 義 雄 は 笛 村に さう は 云 はせ ない つも， 9 で， 『女優 

問題で 僕に 迷惑 を かけた のより ゃァ、 まだ まし だら う。』 

『ひ や ァ、 そ い つ を 云 はれ た、 ら ！』 あたまへ 太いぶ きッ ちょな 手 を あ 

斧ナ 2  ，p、 

-^' プカ 

みぎ  て  みぎ  ひざ  よし を 

『け れ ど， な ァ』 と、 か らだを 1 ゆすりし て、 右 の 手 を 右の 膝に の せ、 義 雄 
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の 離から お 鳥の 顔に 目 を 移しながら、 『見付けたら 殺す と 云 ふて をつ 

かん 

た ぞ I も う 感づ いて をる や うぢ や o』 

k-l  とり  てき も ん  よし を  はラ  め  てん 

『ふ ん、 K も わたしが』 と、 お 鳥 は 笛 村から 義 雄の 方に 目を轉 じ、 『あん 

な 者に 殺される おぼえ はな い。』 

『そり ゃァ、 ii かった ら， た だ おれの せいだら うが』 と. 義 雄 はまた 目 を 

とり  てき ^ん  はう む  たラ ^ん ほ<  ぶ  と^  ^  b 

お 鳥から 笛衬の 方に 向け， 『ま ァ， 當分は 僕の 云った 通 b にして 置いて 

吳れ 給へ。 榘も どこかに 鬱忿を 漏らす ところがなければ 困る か ら、 ね 

え II 』 

令み  とラ  な  だい ぶん ひと なみ  > 

『さ う だ. 君 もお 父さんが. D  くな つて か ら、 大 分 人並に なって ゐ たから 

な ァ。』 

まる  T つ  thy  くち  だ 

『まだ 丸 二 ヶ月に もな らんのに』 と、 お 鳥 ははた から 口を出した。 

？,, ぶん おく  てき そん  ノ、 

『も う、 大 分 奥さんら しいで す， な ァ』 と， 笛 村にから か はれて 

『ふ， ふ ん』 と、 か の 女 は 鼻で 笑つ て、 そ れ で も I 恥 しさう に橫を 向いた。 
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二と  こと 

『琴 をお や， 9 なさい。 琴 を o』 

『へ い I』 

IP  *  き  をし 

！-そり ゃァ もう その つもりで 來てゐ るの たか ら， あ すから ちゃんと 敎 

くや-ま  さい ほう さい ほう  い  ,<! 

へて やって 吳れ 給へ。 これ は 哉 鏠， 裁 縫と 云って る が、 そ んな こと は 田 

^力  おも  つ  こと  ほん だち 

舍にゐ ての^ ひ 付き で、 も し 琴で 一 本 立に なれるな ら、 そ れ でもい いぢ 

ゃァ ないか と、 僕 も 話して ゐ るの だ。』 

『そり や、 や れんこと はない。』 

\ 力  でん ぶん  しら  み  わ A 

『然し これの 天分が あるか， ない か、 調 ベ て 見なけ， 9 ゃァ 分らない から、 

そこ は 手 ほどき を 君に まかせた いの だ o』 

au きみ  せつ  よ  げいじゅつ  てんぶんい  ど りょく 

『君の 說 に據れ ば、 藝 術に は 天分 は 入らん. 努力ば か. 9 おやない か？』 

3 丄. 5  まじめ  をん な  よし を  とり かほ 

『然し そこまで 眞 面目に なれる 女 か、 ど う だ か』 と、 義 雄 はお 鳥と 顏を 

み— ぁセせ  ぢょ. »も  いめ つき てき そん はな 

見合た かさう かの 女 を 重んじて はゐ ない と 云 ふ 目 附を笛 村に 放ち， 

『僕 はま だ 分らない の だ。』 
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二  》J  ゥ. 5  ^  もら  tp  ま レ にち け， j こ  T  3 

琴の 爪 を 買って 貰. つて， お 鳥 は 毎日-稽古に 出かける やうに なつに 

t  ノ  >  ビ  じ 卜-く. S- へ  らい じ やう はう もんし や  やうす  み 

も^に 一 度 は 自宅に 歸っ て、 來狀ゃ 訪問者の 樣子を 見る か 千代 子 

で く  t  ごん くち き  むか  ^  ^  0  y  ^  '  3 

と 出^しても、 一 言 の ロも聽 かない。 向 ふ も 亦 只 じッと 寂しく 睨む や 

5 な が を！： ける ばか， 9 で. 義 雄が 心配して ゐ たやう に突ッ か、 つて 來 

る sip もない。 が ざれが 何だか 思 ふまい としても、 かの 『累』 の 恨み 

死ぬ 顔まで を 思 ひ 出さ せる" 

『ま ァ、 k がる だけ そッ として 置け。』 かう 渠は考 へながら. こそくと 

--へ か/  いへ で  J 

家に 歸， 9、 こそ ( と 家 を 出る ので ある 

^し^ £ が しゃ ベ b まわって ゐ るので、 義 雄の 友人間で は、 も う、 その 

尊が ば ッと廣 まって しまつお。 

『お^さん はどうです』 と、 義雄は 至 ると ころで 聽 かれない こと はな 
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『ふん、 ほんの 一 時の なぐさみ 、さ。』 ^も歡 くは^へ るが. 彫に， 『古^ 

>-  しん  わか をん な さ いう  じ し  S2 

人て はない と 信 や る 若い 女 を 左右して ゐ るの が， 自慢の I- でない こと 

もない o 

『田 村 君 は 急に 若返った ぞ』 と 注ました もの も ある。 

むら まつ  しょ  ひさ  ぶり  あか さ" てい  い  t ま  つ  一 

村 松と 一 緒に 久し 振で 赤 阪亭へ 行って 玉 を 突いた 時、 おごる から 

ベと 云 は れ、 義雄は ボ， -ィに 手紙 を 持たせて やって お 鳥 を!' び おせた 

よし を  す  V  V* ちう  てき い  ♦< さ  f  ：  > 

こと も ある。 義 雄の 好きな 女中 は 敵意 を 挿んで じろ/、 かの が をが 

た し、 ボ ー ィ やその 家の 家族 はまた かの 女の 田舒 じみた 、ノ イカ ラ附を 

れ 1* へ，  とり  At い  し よく だラ  おい  ) 二  .3  * 

こッ そり 冷評した。 が. お 鳥 は 二階の 食堂に 於て も， 下 のず^に M て も、 

な か / ヽ 澄ました ものであった。 

あほ  をん な  ら まン  » f  ち， 

『あんな 大で こ /\ の ハ イカ ラ女 などよ せよ』 と、 衬 松に^で 注意 さ 

れた時 も. 義雄は 心で. どんな 美人で も、 おのれの きにならない うち は々 
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と 『14 ふ もの は 冷笑す る もの だからと 思った。 

さい しょ  たに まち  たづ  き  しラ む  じ ぶん  しラ せん 

最初に 谷 町 へ 尋ねて 來 たの は 秋 夢 で I 自 分に 周旋しょう かとまで 

義 雄が 云た の は、 ど んな女 だら うと 云 ふ 好奇心から である。 お 鳥 も そ 

すゐ さつ  じん ぶつ  こ がら す  しみ 

れと 推察した ばか， 9 でな く、 そ の 人物が 小柄 過ぎる ほど で. 而 かも 身な 

あま  みか  ほこ  I  £1 か 

.9 が餘 ，9 よくない の を 見 て、 勝 ち 誇った やうな また^ 鹿に したやうな 

態度 を 取った。 

しゅきゃく でん 令  す •*  よ  あ  ね  と 

生 客が 電氣の もと で、 凉 しい 夜 かせ を洛 びな が ら. 寢 ころんで うち 解 

♦* な  ぢ よな  だ  あし  と 含 fct 

けた 話し をして ゐる の 女 も 投げ出した 足 を 時々 ばた— させて- 

聽 いて ゐた。 

ぃラ じん  だ  き  あま  しつ けい  く  よしを 

f 友人に は、 誰れ が來て も， 餘り 失敬な こと をして 吳れ るな よ。』 義雄は 

しラ む  かへ  あと  in,  ；; 'よ  かほ 

秋 夢が 歸 つた 跡で お 鳥 をた しなめ る と、 か の 女 は顏を ふくらし て、 だ ら 

i こ 

b と橫 にな， o、 

やつ  なん  ゑん りよ  ひと  かほ  み 

『あんな 奴に 何で 遠慮して やる もの か？ 人の 顏を じろ 見 て ，さ。 = 


15 ふ 


展 


fx 


はじ 

； 「そり や ァ、 初 めての こと だか ら 、さ。』 

『初めて だッ ていけ 好かない！』 

しか  よし を  すわ  とり  はら  み 

『然 し』 と. 義 雄 は 坐った ままお 鳥の 腹 をえ ぐって 見る つも， 9 で、 『お 

前 は それでも 〔仃 くつ もりであった ぢゃァ ないか？』 

べつ  もく てき  ぢ よ  あんぐ わい かん  う す  わら 

『そ， 9 や 別な 目的が あつたか ら， さ o』 かの 女 は 案外 感じの 薄い 笑 ひ 

み  がく かう  く  なに  まへ  かぎ 

を 見せて、 『學 校へ さへ やって 吳れる な ら、 何 も あいつ やお 前に 限った 

わけで はない。』 

お  よし を  ぢょ  はな  はラ 

IT ぢ や ァ、 さ うして 置い て， さ』 と. 義雄も かの 女 を 離れた 方にから だ を 

よこ  ひ It まくら  むか  かほ  ひや  み 

橫 たへ 肱 枕 をし て、 向 ふの 顏を 冷やかに 見つめながら * 『ま だし も おれ 

はラ 

の 方が よかった のか ？  j 

わざと 笑 ふまい としたの だ が、 渠 はつ い 微笑 を 漏らして しまった。 

し  し  とり  わら  ちょっと かれ  し せん  さ  すぐ 

『知 ら ん， 知 らん！』 お 鳥 も 笑 ひながら 鳥渡 渠の 視線 を 避けた が、 直 ま 

たこ ちら を 見て、 『そんなお ぢィ さんな どい やなこ ッ た —— ま だ し も， あ 
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展 


m に 
を 就- 
さ け 

し o 

置 fe だ 
い け 

て の 
の 價 t 
仕し う 

1 り 

ち が 
は あ 
餘ま る 


いつの 方が 氣が 利いて る。』 

やく そく ど ほ  さい ほラ がく かラ  もら  もら  ^  ， と -カ 

『約束 通， 9 鈸縫學 校 へ やつ て 貰 ふ 11 や つて 貰 ふ。』 かう 云つ てお 鳥 は 

琴の 稽古に 行く の を 好まない。 若し また 琴の 稽古 を續 けるなら、 ぃッ 

そのこ と、 も ッ とい い 師匠に 就けて 吳る やうに とせがん だ。 

もッ といい 師匠と 云って も， そ ん な 

か、 ど うだか まだ 分らない 上 に， 友 A の 

f しろ  よし を  かんが 

b 面白くな いと 義 雄に 考 へられた。 

まへ まつ 六 こと えん  * かれ， - ぶよ な- t 、さ 

『お前が 全く 琴に 緣 がない としてし まって も』 と渠 はかの 女 を 慰め 

がく  V  */  いま  きラ か ちう 

が てら， 『どの 學 校で も， 今 は 休暇 中 だら う。』 

か き こラ しふく わい さい ほう くわん  く：  メ  » 

『夏期 講習 會が 裁縫に 關 しても な い こと はな い —— や つて 吳れ！ やつ 

く  vr よ  か- H  ひたへ  ラへ  はう  ふと  よこ じ わ 

て吳 れ。』 かの 女は顏 をし がめ て， 額の 上の 方から 太い 橫鈹を 二三 條 

現 はし、 からだ を義 雄に 摺 つけて、 なか/ \ 承知し ない。 
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展 


ft 


かれ  レ h  とり  ゆね  カ， け 

S 木 に は. 然 し， ど うせお 鳥に 金を掛 るな 


は な 

^ ふ 

『そ 

かれ 

巨木 ま 

に 立 

も そ 

ふ 


く、 渠 S 身の 好きな 藝 術の 

慾 目 もないで はなかった 

くだ  く 力う 

んな 下らない 學校 


かの 女 をな だめつ 

もの  ^-ね  こと 

つ 物 は 金 だ。 琴 を 

まで  か あい 

の 儘で は可哀 さう 

おも  つ  かわ 

と 思 ひ 付いて 渠は 


かね 

し 金に 窮 す る 

お" 


あつ かまし いと 居 はれ 

付ける のが 常の やうに 

た 背 水の 陴を 張った』 

こ  く  ひや /\ 

込んで 來 るか と、 冷 々 し 


よ h-N も 

力ん 力 

っ考へ 

§具 ふと 


をん せん 

温泉 へ 

りよ かラ 

• 旅行 さ 

る ま ど 

なって 

と 云つ 

て恃ち 


さい ほラ 

ら， 裁縫の や 

^の 一 端に たづ さは 


-習 

力 

ゐ 


うな 下らな 

ら せて 置き 


い 物で 

たいと 


ふ も 


かれ 

て、 渠 

受け 


の 

ご 

を 


も 

理 

て- 


出 

じひ 

强 

る 


は まだ 外 i 


.i ある だら う よ』 

はせ るに し 

用 意 す ると か —— 身 な 


な-一  なら  さ 

が、 何 を 習 はせ るに して も， 先 き 

に し て 


けたくな 

さ ち 

一 か 撥 か 


の は、 渠 


つた。 と 云 ふ 

げん カラ  力 

の 原稿 を 書 き， そ れ を 

ぃラ じん 

に 友人の ゐる 


ざっし し 

雜誌 社な ど 


た 


ナ- むら 


の 次 人 等 はこの 手 を 『田 村 かま 

ので ある- 


げん かラ たれ  ほ， 

んな 原稿が 誰 のと ころへ 舞 ひ 
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かれ 


發 


0 


渠は その 手が 

そんな こと をし 

になれ ないやう 

の で， 千 代 子が 

させに 來 るか 

いと 云 ふ こ. と 

まだ それば 

くわん さい  りよ かラ 

關 西へ 旅行し 

けて 來た。 そ 

氣 にしない ほ 

す ,  したが 

の勸 めに 從ひ 

思って ゐ たの 


f  く わんげ い 

餘 b 歡迎 

み 

て 見なけ 

に 感じて 

かく  £1 

の 隱れ場 

わか 

分らない 

あ つ た。 

り ではな 

とき 

時リ ー V フ 

fj あた み 

後 熱 海 へ 

になった 

こ き やう 

の 故鄕に 

あ る。 

t げん ？ 


されな 

れ ば， ど 

き 

芴 f 

しょ  さぐ 

所 を 採 

と 田， J ふ 

かれ 

い —渠 

k ゴ ノ 

〔仃 つ た 

が、 ま だ 

ちか  えん 

近 い 鹽 


いの を 知らないの ではない が， 今 回 も， 

ふ だん ど ほ  しゃう けん めい  しつ びつ  き 

う も不斷 通り 一 生 懸命に 執筆す る氣 

いへ はう だん，^ 

そ れ に、 家 の 方 を 段々 おろそかに する 

だ  む/』 ん  ラら  は れつ 

b 出して， い つ、 その 無 言 の 恨み を 破裂 

大ん はラ t  n  はラ 

遠方へ 氣を拔 いて ゐる 方が い 


しはら 

とま 


さく ねん 

は 昨年 

サ ン を 

り、 伊 香 

ザん くわ い 

全快し 

山 へ 一 


こん ねん 


の暮 から 今年の 始めに かけて 

ふく ょラ  ひつ ぇラ  ぴゃラ 令  ラ 

服用す る 必要が ある 病 氣を受 


まった 


保へ 行ったり し て、 殆 んど全 

しん  むら まつ 

たと は 信じて ゐな いの で， 村 松 

度 入浴し に 行きたい とば か b 


とき み は 力 

い 時 を 見計ら 


ひ， 


15 ひ 


わつ  つ，、  をん せん  いみ 

『ど う だ、 ま だ 暑 いのはな か /\ 續 くの だか ら、 瀰 泉へ でも 行って 見よ 

うか？』 

『それ も 洒落て る. わ、 ねえ』 と. か の 女 はに こ くし て義 雄の 顔 を 見た。 

が、 ま た 少し 考へ 込んで、 『で も. 金 が あるの ？』 

『渡して あるの が ある ぢゃァ ないか？』 

『これ を 使たら』 と、 ま た 額に 皺 を 出して、 『あたいの 喰べ るお 米が 買 

へない だろ？』 

『そんな 心配に ゃァ 及ばない よ』 と。 ほほ ゑみな が ら、 し ッ か， 9 した 決 

心 を 見せて， 『向 ふへ 行って から 仕事 をどッ さりして やら ァ 、ね。』 

『で は、！ b  く！ 〔仃 く！』 と 叫ん で、 お 鳥 は 飛び立つ やうに 喜んだ。 


も う、 暮 れて 行く 甲 州の 山 々 II 富 士の 頂きが 先 づ隱れ る。 その 手前 

れっかく  てまへ  れつ， か， く  メ，， 

の 一列 か隱れ る。 その また 手前の 列が 隱れる 

い  よこ  かさ  すラ れつ  れん ざん  み  もく ぜん 

かう 云 ふ橫に 重なった 數 列の 連山が みんな 見え なくなつ て， 目 前 に 

田と つづく 眞ッ黑 な 森 も 無い ほ ど. 灰 色の 雨 靄が かか つてし まった。 

えん^ん  やま  いへ うしろ む ろん み  はャ  ひだり さ * こ た ふげ さんみゃく 

鹽 山と いふ 山 は 家の 後で 無論 見える 箸がない が， 左 は笹子 峠の 山脈 

ラす  やど  うらに は  ちか  さ * やぶ  くろ 

も 薄らい で、 宿 の 裏庭に 近い 笹藪 ばかりが 黑ぃ。 

み ざ If しろて  こラ ふ  はう  はし  やま  み  お ほ 

右の 後手から は 甲府の 方に 走る 山が ぼう ッと あたまが 見えない 大 

ラし  せ  よこ  せ  ほね  ラす  りん 

牛の 脊の やうに 橫 たはつ て、 そ の脊の 骨ぐ みだけ は 薄く しめ ッ ぼい 輪 

廓が 附 いて ゐ る。 

いま  み  ひろの  あ を  ^  とほ しゃ ラ めん  やま 

今し がた まで 見えた 廣ぃ 野 —— 靑 い 田 I 遠 い 正面の 山 ふところから 

か  ふ も. 0  さく ねん  すゐ がい  あと  あか はげ  さん ぶく  しろ びか  すな i»  こん 

掛 け て、 そ の 麓まで 昨年の 水害の 跡 —— 赤 禿の 山 腹 I 白 光りの 砂 地 —— 今 


お 


發 


はん  しゅつ す&  た •  あさひ  ひ？ 

年の まなの 出 水 II そ れを まだ 湛へ てゐて 朝日 やゆ ふ 日 かきら めき^ 

とほ  ちじ や, r-  ぎんか  みつ  プま 

る の が， 遠 い 地上の 銀河の やうな お ほ 水の 溜 b II 

い  めかい  き  らんかんよ  f,  か^  よ *  、 ひ 七 

かう 云 ふ ものが 目界 から 消えて， 欄干に 寄って 凉 しい 廓 を 呼 ふ 人の 

こ *ろ  ひこ  ころ. H レを  あはな  へや^- 

心に すべ て引ッ 込んで しまった 頃、 義 雄 は 明け 放った 部屋の 釣り ラ ン 

とり  しょ  ；^ん さん  はじ 

プの もと で、 お 鳥と 一 緒に 晚餐を 初めて ゐた。 

弋ブ P  い  を、 せん やど  うら  かい  こう しう  めい ぶつ  しめ  力お 

^老屋 と 云 ふ溫泉 宿の 裏 二階 で、 甲 州の 一 名物た る ひどい 濕 ッた灝 

とき >v  ひ 力り  i  I 

に 時々 う ンプの 光 を 取られ かける ので ある。 

こ、 /<ん  りづ  に は、 しタ  ほ^ ぜん  よし を  i ララ ゃラ  フ ラン 

今^は 珍ら しく 日本酒が 一 本膳に のぼった。 義雄は 東京から 佛蘭 

ス  もっと  つよ  さけ  しこま 

西の 最も 强ぃ 酒なる アブ サ ン トを 仕込んで 來 て、 そ れ はか， 9 をち び b 

ヘラ し  令よう  0  ひ じゃラ  の 

く やって ゐ たの だ が、 ゆ ふ ベ はどうした 拍子 か 興に 乘 b  、非 常に 飮み 

T  くる  だ  とり  て  あま 

過ごした。 その 苦し まぎれに あばれ 出 し、 お 鳥 だけで は 手に 餘 つたの 

ぢょ  やど  しゅ じん  よお  こ  / 

で、 か の 女 は 宿の 主人 やお かみさん を 呼んで 押し込める やうに してお 

9  かや  なかい 

理に 蚊帳の 中へ 入れて しまった。 


豫れ 3 


お 


やう か  やど ちん  はら 

II あすから 病氣 にで もな つ て. 書 けなんだら どうす る I 宿 賃も拂 へや 

い  とり ふな  をん ぜん 11  お  おび 

せんお やない か？』 かう 言つ て、 お 鳥 は 不慣れな II 泉 場に 於け る 旅の 

み  し i はい  よ  あ  よし を  き 

身 ぞらを 心配した。 が、 夜 が 明ける と. 義雄は けろ りと し て. こ こへ 来て 

か ら の 定 め 通 午前 六 時には 起きた。 

わ  をん せん  は y  をん せん  げん マ ゐ  す こ 

それ か ら、 沸 かした 溫 泉へ 這 入 り. ま た溫 泉の 源 水なる 少し どろく 

たま ご  に ほ  ひや く.； 'ラ せん  の  しつ  かへ  あさ めし  す 

して 玉子の 香 ひがす る 冷の 鑛泉 を飮 み、 室 に歸 つて 朝飯 を濟 ませる と 

い つ もの やうに 直ぐ 机に 向つ た。 

かれ  げん かラ  か  だ  うく  とり 

渠は 原稿 を 書き出す と、 そ ばに ゐて \ ビを 打って 吳れ るお 鳥の こと 

まと、 ぢょ も ラ  あ と  あと  く  く  -n U 

も 殆ど 忘れた やうに なって しまう。 女中が 跡へ^ へと 汲んで 來る冷 

せん  おも  だ  ちゃ  か は  きつ  はん めし ごろ  ふで  つ •、 

泉 を 思 ひ 出した やうに 茶の 代りに 喫しな が ら、 晚 飯 頃 ま で 筆 を 續 けた。 

お. &  か  とり  でき  げん カラ 

『け ふ は 思った よ り 書け た， わ， ね』 と、 お 鳥 はに こく して 出來た 原稿 

まい すう  かぞ  は、， い らう  き  どく  おも  つよ 

の 枚 數を數 へながら. 一 杯の 慰勞 がな いのも 氣の毒 だと 思つ て、 强 い ァ 

かく  か は  まさ むね  ほ A  ちラ も 八 

ブサ ン トを隱 した 代りに 正宗 一 木 だけ を 注文した ので ある 


X03 


it 


『け ふ はお 前に も飮， ませる ぞ OJ 

『あ た い、 そ んな からい 物な どい や だ。』 

『からい 物 か —— 一度 期に ぐいと 飮め ばいい の だ。』 

丈 

『で も、 醉 ふたら どうす る？  n 

、 ヽ、、  よし を  とり  かみ がた く てラ  まね  み  な 

『ふ む、 ど を す る』 と， 義 雄 はお 鳥の 上方 口調 を眞 似て 見て. 成る ほどか 

フ ランス ふう  はつ おん  おな  こと は  とうき や ラ  だん し  えい /- ふう  もち 

ぅ佛蘭 西風に 發音 すれ ば、 同 じ 言 葉で も 東京の 男子が 英語 風に 用ゐる 

つよ  も  きい か  をん な  よ，：  が 

强み 若しくは ァクセ ントは 消え て， 如 沔  >」 も 女の 用語になる わい と 合 

てん  どう じ  よ  i ね  とラき やうぶ り  かみ 

點 した。 同時 にが の 女の 眞 似る 東京 拫 はす ぺて その ァ クセ ントが 上 

^た てき  ひや  太  おも しろ  やさ 

方 的な の を 冷 かすつ も， 5 で， 『醉 うた ら、 面 白 いぢ やない か』 と、 優 し い 

てラ し  やさ  くび  ふ  ぢょ  かほ 

調子に つれて わざと 優しく 首 を 振った。 かの 女が いやな 顏 をした の 

み  すぐ もと  こ かん ：  fc- ら  こん ど 

を 見 て、 直 元の 聲 になり、 『ゆ ふべ はおれが 看護して 貰 つた か ら、 今 度 は 

おれが 看護して や る， さ。』 
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『いやな こッ た。』 

i たし  にち  よしを  In-  0- す  じ かん 

こんな 話で もす るの が、 一 曰のう ち義 雄が 氣を 休める 時間で ある。 

はんさ 、す  ふでと  よなか  じ  とき  じ 

晚餐 が濟む と. ま た 筆 を 執って 夜中の 十二 時まで、 時 によると 二 時 か 三 

じ  つ， -."  &  T 

時まで も續 けなければ 氣が濟 まない。  . 

渠 に は、 お 鳥が 何んで 酒 を さう 嫌 ふの か 分らない。 第 一、 その 臭 を か 

いみ  しんけい つよ をん な  い 

ぐの さへ いや だと 云 ふ。 見かけに よら す 、神 經の强 い 女 だと 云 ふこと 

つ  れいせん  に ほ  はな  き  けつ 

は、 コ ッブに 注いだ 冷泉の 臭 ひが ぶんと 鼻へ 求た の で， そ れ から 決して 

くち  わか  さけ  ちが  くわ ラ せん 

それ を 口にしようと しないの でも 分った。 酒と は 違って、 この 鑛 泉の 

み T は 4.;  ひと しん  こう のラ  * かれ - ぶよ  ひ、 

水が 果して 人の 信す る やうな 功 能が ある ものなら 渠は 力の 女に も豫 

防 的 用意の 爲 めに 飲ませて 置きたい の だが、 いくら 勸 めても 飮. まう と 

し な い。 

しか  さげ  はう  きら  い  なに  "よ 

然し 酒の 方 は、 た 3- 嫌 ひだと 云 ふば かりで な く， 何 かそれ でかの 女 か 

凝 たこと が あるので はない かと 云 ふ 疑 ひ が， 義 雄の 胸に はわ だか ま 
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つ て ゐ uo 

まへ まへ  ひ 上  しょ  よしを  ちょく  じ ぶん  くち 

『お 前、 前 の 人と 一緒 に なった Q に や ァ』 と、 義 维は偖 口 を 自分の 口 へ 

も  o  と り  かほ  み  力 M  す  をと こ  さけ 

持って行 き な が ら、 お 鳥の 顏を見 て、 『餘 ，9 好かない 男であった ゲ、 酒 か 

なに  の  む. 9 じ  なつ とく 

何 か 飮 ませられた あげく 、無理強い に 納得 させられた の ぢゃァ ないか？』 

わ ほ  とり  くだ  い 

『そ んな 阿房ら し い こと は な い。 H お 鳥 は 下らない こと をと 云 ふや う 

かほ  じ ^ん  ぜん  まへ 

な 叛 をして， 自分の 膳の 前に ちんと かしこまって ゐる。 

あ ほう  い  わ ほラ  は あ ひ  5- ぎ 

『阿 房 ら し いと 云 ゃァ阿 一お らしい が、 そ んな 場合がない とも 限らない。 

をと こ わる  お 6  をん な  さけ  え  はら 

男が 惡 いこと をしょう と 思 ゃァ. 女 をお. たて、 酒に 醉ッ拂 はせ る こと 

位 何でもな い、 さ。 J 

『自分 ぢゃァ あるまい し』 と， か の 女 は義雄 をうる ささう に 見詰めた。 

じ ぶん  1» よ  よしを  い  まへ  よ  でき 

自分と はかの 女が 義雄を さして 云 ふの で. お 前と も 呼びつ けに 出來 や、 

さう かと 云つ て、 ま た、 あ なた と は氣が 引けて いひ 難いと ころ か ら， さ う 

いひな して 來た。 『世の中に はそんな 人ば か b ゐ やせん。』 
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『ぢ ゃァ、 お前の 亭主 はよ かった か？』 

『さ う、 さ o』 と、 わ ざと 取， 9 澄まして 再び その ことで くど <^ 根 問 ひさ 

れ るの を 避 はた。 

よし *p  い. ；  まへ 

『ふ、 ふ ん』 と、 義雄も 云った 切 り 、そ のこと に は 觸れ やに、 『だ が、 ね、 お 前- 

をと こ  にん  もんな え  ちから  じ いう  おも 

男が 二人 ゐれ ば、 女 を醉 はせ ないで も、 力 づ くで 自由にし ようと 思 や ァ- 

わけはない よ —— 一 人で は六ケ しいか も 知れない が。』 

い  とく い  せラ  じラ じゅつ  し 

『あたい は， さ うは 行か ん 、さ。』 得意 さう に 微笑しながら、 r 柔 術 を 知つ 

てる か ら。』 

なら 

『へ い —— ど こで 習った？』 

とラ  ほく かい だラ い  と き  せラ がく かラ ゆ  もど  い たづ 

『お父さんと 北海道に 行って た 時、 さ。 —— 小 學 校の 往き戾 りに 徒ら す 

をと こ こ  けん  な 

る 男の子が あつたか ら、 つ かまへ て 一 間 ほど ほう.^ 投げて やった ら、 あ 

たまから 雪の 中に 突き さ  >  つ て、 を かし かつ た。』 

大ら  めん  は 力  よしを  ちょく 

『偉 い、 ね え I そ れに面 じても 一 杯お 飮 みよ』 と、 義 雄 は 猪口 を さす。 
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资 


rp-  、  -  ,  ,  i  ぢょ  、B^  りゃうて  ラ しろ かく  ふ 

『しゃ ァ』 と 力の 女は顏 をし が め、 兩 手 を 後に 隱し て、 か らだを 振った。 

とき ； T よ ちラ  きふ じ  き  かれ  てラ しの  わら 

その 時 女中が 給 事に やって 來 たの で渠は 調子に 乘 つて、 なほ 笑 ひなが 

ら、 

の  た  ちょく  もい 

『お飲みと いふに』 と， 立 ち あがつ て、 猪 口 を 持って行った。 

『いや ァ、 い や ァ』 と、 目 をつ ぶつ て， 鼻 にまで 皺 を 集 め、 か らだを 一瞥 振 

力れ をん な くび  ひだ  て  む b  くち  さ 7 

つ てゐ ると ころ を渠は 女の 首に 左 りの 手 を かけ て、 無 理に その 口へ & 

ゥ  こ 

を 注ぎ込まう とした。 

とり  いか  さけ  きり  ふ  ち 

お 鳥 は 怒つ て、 そ の 酒 を ぷッと 霧の やうに 吹き散らした。 

ョ^パ - 1 、つ I  P ふ づ  かい がん  おく  ぃラ じん  せう かい  ある てら 

『僕 は 一 夏 を 國府津 の 海岸に 送る ことにな つた。 友人の 紹介 で、 或 寺 

しっか  いみ  I 

の 1 室 を 借 b るつ も， 9 であった が、 た づ ねて 行って 見る と、 い ろ /) 仅 

こ..  一 k ヽ  ，  なつ <t? くせ わで き  い 

り 込る のこと かあつて この 夏 は 客の 世話が 出來 ない と 云 ふ の で， ま た 

じ うぢ  せラ かい .K  しろうと  いへ  お  もら  す こ  こみ 

その 住持の 紹介 を 得て、 素人 の 家に 置いて 貰 ふこ ふに なった。 少し 込 


J6S 


资 


い  令 やくほん  か 

入った 脚本 を 書きた 

となり れラ り や  げぃ しゃ 

隣が 料理屋で 藝者も 

とき  ャゐ ぶん 

時 は、 隨 分 さう <^ し 

きら  かへ つ 

嫌 ひで ないか ら， 却 て 

かう 云 ふ 書き出し 

げぃ しゃ きち や  くわん けい 

の 藝者吉 彌と關 係し 

JO  ま. W す *  とき 

日に 十 枚 進む 時 も 

ら あせって も、 た ッ た 

やった こ と を 充分に 

り を 書いて 行く。 あ 

60  ぐ わい けい で 

物にした り、 外 形に 出 

む ろん おく さん 

り は 無論 澤山 あるの 

に控 へ てゐ て、 出 求る 


の で、 や かまし い 

て あるの 


ゥ か , 

人 抱 へ 


户 フこ o 

力つ ナ 

おも しろ 

面白い と 

よし を 

で、 義雄は 

じつ れき 

た 實歷を _ 

あれば *  二 

三 四 枚し 

ゆいく わん 

とほ 

つた 逋 

かん じ やう 

た 感情 を 

である。 


し^  ほく 

然し 僕 は 

ころ だと 

ねん まへ 

一 二 年 前 

じ じょ でん てき 

，自叙 傳的 

ま^  とき 

十 枚の 時 

か出来な 

ゐる つも 

と 云って 

ない しん 

內 V ひでば 

とり 

お 鳥 は そ 


げん かラ  か.^  はし 

原稿 を片ッ 端から 


宿屋な ど を 避けた ので ある。 

と き きゃく 

で、 時 々客な どが あがって ゐる 

三眛 線の 浮きく した 音色 を 

さ  い 

氣に 入った の だ。』 

國府津 で 避暑して ゐた 家の 隣 

な、 小 說 にして ゐ るので ある。 

おも 

も ある。 さう かと 田 J へば， いく 

いこと も ある。 然し 渠 自身の 

おも  き  とほ 

b だか ら. 思 ひ 切って あった 通 

しん ない  げんし やう ぐ わい けい てき  で 

も， 心 內の 現象 を 外形的に 出た 

i  あっか  や 

かり 取 ，9 极った ，9 する 遣りく 

れを 待ち遠し さう にし て、 そ ば 

讀ん でし ま う。 
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かれ  きち や  vi いう  く  た^'  きち や  は •  とうき ラ 

そして、 渠が 吉彌に 女優に なって 吳れ ろと 賴んだ b、iill 彌の a- を 東京 

X  よ  ひそ  あと し まつ  さラ だん  をん な  や 

から 呼び寄せ て、 私 かに 跡始末の 相談 をした り、 あや ふやな 女よりも 矢 

張り 女房の 方が い いと 思 ひ 出したり すると ころ を， か の 女 は 現在の 自 

分に 利害 關 係が あるかの やうに 考へ た。 

そして ま た、 あ んな こと を 云った の、 こんな こと を爲 た のと 一 々念 を 

お  とき  <- つ  こラ き しん い ぐ わい  あら もの  く は 

押す 時の 目附 きに は、 好 奇心 以外の 或 物 も 加 はって ゐた。 

よし をつ  だ  し めん  ちゃ  ひすめ に ぶ 

『ど う だ、 う まいだら う J と、 義 雄が 突き iH した 紙面 に， 吉彌 が、 娘 を 鈍い 

腕 だとた しなめ た 母の 前で、 『あたいだ ッ て、 た まし ひ は あら ァ.、 ね』 と 

**乙 こう  よしを  ひ- 5  き  ラへ  て i くら  はん *» 

反抗し なが ら、 義 雄の 膝に 來て その上に 手枕 をして、 『あたいの 一 番好 

ひと  かれ かほ ft- ふ む  み  ， 

きな 人』 と、 渠 の顏を 仰向けに 見 あげる ところが あるので 

『ふ ん』 と、 お 鳥 は 鼻で あしらつ て， そ れを 受け取らなかった。 

そ し て、 ま た、 『僕 は 十四 五 年 前 に， 現 在の 妻 を 貰った の だ。 僕よりも 

す こ  とし ラへ  ふ だん  をん な  けつ こん  せき 

少し 年上 だけに 不斷 はし ッか， 9 した. V ころの ある 女 だ が， 結 婚の 席へ 
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饺 


で  とき つま f  はい しゅくはい "お あか  、  は， 

出た 時の 妻 を 思へば、 一 二 杯の 祝盃に 趣が 赤くな つて その 場に ゐ たた 

ほど  か あい  はな よわ  ft く  いま め  まへ 

まらな くな つた 程の 可愛らしい 花嫁であった。 僕 は、 今 目の前に その 

<s>)  つま  み  しも  み-  とき  とり  じ ぶん 

昔の 妻の おもかげ を 見て ゐた』 と 記された の を 見た 時 は、 お 鳥 は 自分 

た"  をと こ  むほん しん だ  き ほ  か. んが . 

に對 しても 男が こんな 反逆 心 を 出す ことがあ るに 決つ てゐ ると 考 へ 

およ  かほ いろ  か  しづ  こ. 5  ) 

及んだ ので. 顔色 を變へ て 沈み 込んで しまった。 

^  か 一-  てラ だい  い  みな  ききち や  よしを 

然 し、 ま た、 『寛恕して 頂戴 よ』 と 云 つて， 身 を 投げて 來 た吉彌 を 義 雄 

つ  はら  せきた  あいそ  ^ 

が 突き 拂 つて 席 を 立 ち、 さ ん ぐ に 愛相づ かし を 云 ふところに 至って 

thy 

お 鳥 は、 

き， *  きみ  こおどり  すぐ  あと  r. ゥ 

『氣. ^ がえ い， 氣昧 がえ い』 と 小 踊した。 ところが、 また、 直 その 跡へ 、『怒 

ほく なみだ  す こ  きち や  こ • ろ ラ ご 

b はした もの の、 僕 は 涙が こぼれた。 これが 少し は吉彌 の 心 を 動かす 

,•0  6  み  め  ふ  V- しき  で  で 

だら うと 思って、 これ 見よ がし に、 目 を 拭きながら 座敷 を 出た。 出て か 

ちょっと  かへ  み  V よわ か  わか  »  ^ 

ら、 鳥 渡 ふり 返って 見た が、 か の 女 は 分った のか 分らない のか 疊に肘 を 

し 卜- む  き  とり  しつ •  ひつ しゃ  かへ  むくわん しん 

ついた まま 下 を 向いて ゐた』 と 求た。 お 鳥 は， 執筆者が 却って 無關心 
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i7a 


じ ？ラ たい s> せラ 

の狀 態で 微笑しながら 


見 詰 め， 颊 に 

『^鹿お や 

どが 矢張り 可^ かつ 


は且 忿怒と 

ぢ ！ 意 久 地 


J ちら を 向いた 顔 を、 じ ッと 睨み 

あか 


ち じ ゃノ 

恥辱 

な し 

んか 


との 色まで も 

〜泣き味噌！ 

い！』 


赤く 染 出して、 

-そ ん 


すけ ベい 

助平， 


つける や， フに 

さけ 

叫んだ II 

な 黴毒 藝 者な 


よしを  ふて 

義雄は 筆 

み • 

かきで 耳 を 

『そんなに 

つたの だが- 

る の で， 度 々 

か， 9 の をす 

理に 掃除し 

それが 爲 


の 進 

ほじく 

ほじく 

さう し 

思 ひ 出 

るので 

て やる 

め に 耳 


い 時. ど う 云 ふ 風に し 

の が 癖になった。 

とよくな いよ』 と、 お 

力 A 力  レと 

ゐる うちに^への 糸 

ぶで  力 は  み. - 

て は、 筆 の 代 h- 


ようかと 考へ 


き ぶん 

、氣分 


レ耳か 

とり 

によれ ば、 お 鳥 

とも あ る。 

おく いた  よ 

の奧を 痛めた にも^る 


込みな が ら， 耳 

し *- 

ほど 頻， o- にな 

て 來る氣 がす 

それが 自分ば 

と 云 ふの を 無 


とり  しん はい 

鳥が 心配す る 

ぐち  だん/^ あ 

口 も 段々 明い 

きを 執った。 

の 耳 を もい や 

さう だ が、 お もに は^ 度に！ ii 
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經 を疲勞 させた のが^ 因で、 一 方の 耳に 熱 を 持 ち、 と うく 米嚙 みの あ 

たりまで 脹れた。 汽車で 甲府の 病院まで 行って 濕布 をして 貰った が. 

醫者は 細君が あるな ら、 そ れを 近づ ける の を 暫く 見合 せ， 何 にで も神經 

を勞 する こと はすべ て 行けない と 命令した。 然し 義雄は 筆 だけ は 執 

つて ゐな ければ ならない 必要 を 忘れられなかった。 

ぐ わい しゅつ い  こう ふ  い  ぐら ゐ ほと  まった じ ぶん  しつ  ひ 

外出と 云って は. 甲 府へ 行った こと 位 で、 殆 んど 全く 自分の 室に 引ッ 

こみ ど ほ  &  げん かラ  まい マラ  かさ  い  せラ せつ  へう 

込 通しで 來た。 原稿の 枚^ はやん く 重なって 行って， その 小 說の表 

だい  おん で 令  かたち  そ な  き  とり 

題 もい よく 『耽溺』 とき まった ほどに 形を備 へて 來た が、 お 鳥の〃 

ビ附け は 却々 はか 取らない。 

なよ  ま  よしを  せラ せつ  か  こうき しん  うしな 

かの 女 は 先づ裟 雄が どんな 小說を 書く のかと いふ 好奇心 を 失って 

しまった。 次ぎ に、 ま た 1 枚に 付き 五餞づ つ 貰って 帶を買 ふ 足しに し 

やうと 思った ルビ 附け にも 飽きが 來 たので ある。 兎に角 一緒にな つ 

た 男 に、 つ い 一 年 か 一 年 半 前 こんな 事實 があった かと 考 へる と、 惽 い や 
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う な、 妬 ましい やう な， 馬 鹿 ら 

お 

にか はる ん、、 起きる ので あ 

りつ は  をん せん 

そ れ に、 ど んな 立派な 溫泉 

いや に ほひ れい せ 乞 わ 

た 厭な 香の 冷泉 を 沸かせる 

お ほ かみ な  しゃ ラ めん  み 

やら 大神鳴 b で、 正面 に 見え 

が續 く。 且， また， 入洛 客と 云 

たのし  き 

ァ さんば か， o で — 樂 んで來 

なよ かんが  やど 

かの 女の 考 へで は， 宿 に は 

なか  ぁモ  はな  あ ひ 

らと 仲よ く 遊ん た "9、 話 し 相 

うらやませた， o- した か つた- 

あ ひ て  にん 

そんな 相手 は 一 人もゐ なか 

となり  あ  しつ 

隣の 明いた 室へ、 たまに 一 

一 了 

\ィ 


しい やう な， 詰 ら ないやう な、 氣 が 自分の 胸 

る o 


か と 思 

ので あ 

ふ じ 

る富士 

つたら. 

た 張り 

おな ねん 

同じ年 

手に な 

一 とこ 

つ た。 

晚 どま 

途 中 で， そ の 募集 者に 自由に さ 


令 たな き^な  ゆ ぶね 

つ た ら， 豫 い 穢ぃ湯 漕に ど 

ほと、 ま い にち 

つた。 また、 殆ど 每 曰の や 

めったみ  ラっ 

が 滅多に 見えない ほど 攀 

よ さラ  ほか ほ とん ゐ なか 

豫 想の 外 で、 殆 ど田舍 のお 

合 ひがない。 

はい  りつ は  むすめ お ほ  き 

輩の 立派な 娘が 多く 來て 

つ た ，9、 ま た 自分の ハイ 力 

ろ が、 下 にも 二階に も、 裏 に 


ろ し 

うに 大雨 

とう  ひ 

やおや 婆 

ゐ て. そ れ 

ラな姿 を 

おもて 

も. 表 に も 


きゃく  こ, 7  il- よ  は しふ 

b の 客 は ある がヹ 女に 募集され て 

をん な  きん じょ  大き 

れる 女であった ，9, ど - J か 近所の 驛 
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さくをと こ みつく わい  き  もの 

から 作男と 密會 しに 來た 者であった りする。 

ちょ つと  にん なみ  き  おも  さい は 乞 しょしゅつち ゃラ しよ "しょ き 

たまに 鳥渡 十人並の が來 たと 思 へ ば、 ど こかの 裁判所 出張所の 書記 

な い  むか  おや  ゆる  ラら  なげ  をん た 

といい 仲に なって ゐ たの だ が. 向 ふの 親が 許さない の を 恨み 歎いた 女 

と ち  はラ  き  どく  をん な こ 令 やう  つ  い 

だ。 それ を その 土地の 坊さんが 氣の 毒が つ て. 女 の故鄕 まで 連れて行 

はん  ふお り  できあ 

つて やる ところ だ が、 と まった 晚 に、 そ の 二人 は出來 合った やうで あつ 

CO  o 

ゐ なか  もの も  さい くん  かほ  み  ふ じん 

ま た、 田 舍の 物持ちの 細君ら しい 四十 五六 の、 顏 の見ッ ともない 婦人 

が來 た。 これ も 亦 怪しい もの だと 義雄 等が 云 つ て るう ちに、 甲 府の醫 

者に 違 ひない と 云 はれる 男が やって 來 た。 

『あんなお 婆ァ さんでも 氣 色が ある ん. だ、 な ァ』 と、 お 鳥 は その 夕 かた. 

よし を  よこ  あし  あ  む "：" はなし  と 令 

義 雄と 橫 になつ て、 足 を もつれ 合 はせ た， 9 し て， 無 駄話 をして ゐる 時に 

大きな 聲を 出した。 無 論. 隣 の 客 は 湯へ 行って 留守 だと 思った からで 

あ る e 
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お. 6 しろ  たね  ひろ 

一. 面白い ぢゃァ ない か， じ ッ として ゐ て、 い ，つんな 種が 拾へ るの だから』 

よし を  じつ さい おも しろ  こた 

と、 義 雄 は實際 面白さう に 答へ た。 

なに  tot しろ  あめ かみ な 

『何が 面白い もん が、 こんなと こ！ 雨 や 神 鳴りば かり ぢ や。』 

『さ う か. ねに と輕く 受け て、 渠 はかの 女が 二三 日 前 『髮の 自慢 を 仕 合 

ふ 相手 もない』 と 歎息した の を 思 ひ 出した。 そして 天井 を 見詰めな 

がら， 『ま ァ. 來た もの は 仕方がない. さ。』 

『い や だ、 いや だ』 と. か の 女 も 圑扇を 持った 手まで も 仰向けに だら り 

の  むか  む  はや  とう ゃラ かへ  か/ 

延ばして 向 ふ を 向き， 『早う 東京 へ 歸りた い II 歸 らたい！』 

きみ  しょ さい  か ぞく  しゃ しん  55 つし  で  令  どく  きみ ひや ラ： « ん  ii- よ 

『君の 書齋と 家族の 寫 眞が雜 誌に 出た の で， 氣 の 毒に も， 君 の 評判が 女 

し だい がく に はか  げ らく  こ ぶく しゃ  い 

子 大學で 俄に 下落した ぞ。 あんな 子福者であった のかと 云 ふの で 、さ。 

きみ  U  すい さつ  いろ をと こ  おら 

君の 詩な どから 推察し て、 ま だ 二十 四 五までの 色男 だと 思 はれて ゐた 

らしい。 呵 々。』 


l  ある とく めい  いう じん  まひ こ  き  かじ おん 

かう 云 ふ ハ ガ キが或 匿名の 友人から 舞 込んで 來た。 如何に 自分 も 

いやな 物で も、 あ る 物が あるの は事實 で、 何 と^ はれても 隱す こと は 出 

求ない、 また 隱す 必要 もない。 と、 義 雄 は 思った が、 自 分の 評判が それが 

爲 めに 落ちた と聽 いて は、 餘， 9 いい 氣 持ちで もなかった。 それに、 この 

： ろ  したが  かれ  じ ぶん  さい  い  &ラ もラ 

頃になる に從 つて、 渠は 自分の やがて 四十 歲に なると 云 ふこと が、 老 耄 

その物が 近づ いたやう に考 へられ て、 い や で /) 溜らない こと も ある 0 

『 1 體、 誰 れが "ガキ などに 書いて 來 たんお や』 と、 お 鳥が 眞ッ 赤に な 

し 力  とき  力 わ  ちょっと  ぎみ  ゥ  こ 

つて 怒った 時 は、 渠 も 鳥渡 その、 ぼせ 氣 味に 釣り込まれ かけた が、 かの 

女に 別な 理由が あった。 『宿の ものが もう 見た に 決って る！ 決って る！』 

かう 云つ て， 手 にあった ハガ キを義 雄に 投げつ け、 泣 き 出し さう に 顏 

た • み すわ  り や ラひぢ  わき  ち •、  ぜん たい  や 

をし が め， 疊 に 坐った ま ま. 兩 肱 を 脇に 縮 め、 か らだ全 體を燒 けに ゆすつ 

2  o 

『氣狂 ひ！ 見られた ッて. い、 ぢゃァ ないか？』 義雄は その 理由 を感 
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お か 
れ ら 

P  つ 

う 

へ 世せ 

し 間え 

ッ の 
か も 

b の 
^ が 
頼よ 何え 


いま さら み  とけ  ゆ 

づ いて ゐな いので はない が、 今 更 見られた こと を 取， 9 消す わけに は 行 

かないと 覺 悟し て、 わ ざと 平氣で 手摺に もたれた ま \ 椽が はに 足を投 

げ 出して ゐた。 

『いいこと：：；： ない！』 かの 女 は 恨めし さう に 義雄を 見詰めな が ら， 息 

め  な， A  6 

の は づむを 抑へ く、 『あたい が —i 目 か け か II 何 ぞの やう に II S は れ 

て —— L ま 、フぢ やない 力？』 

『思 ふ ものに ゃァ思 はせ て 蘆 く 、さ。』 

『あたいが 詰らん！』 

おつ  まへ  せ すん  たい  5 はき ： , ろ 

『そ， 5 ゃァ』 と、 落 ち：；？ いて * 『お前が まだ 世間に 對 する 浮 萦心カ ある 

て ？ つた ッて 構う もの か、 ね。 お前 を 愛する 

つて ゐ， 5 ゃァぃ い o』 

»  くち 

『そんなうまい ことば か hs 言 ふても 口 さきば か， 9 だ 力ら あ 力ん』 

f  -  t  くち  f》 ま くわ 

『可 も S と. ほ 、笑みながら， 『口 さきば かりで-胡麻 化した こと はな t 


さい し  べつ 令よ  い  べつ 、 

『ある！ ある！ 妻子と 別居す ると 言 ふて^ 居 もしゃ せんし あた L を 

がく  *3 う  ^  9 

學校 にやって やる と 云 ふて ちッ 

か き きラ 力 ちラ 

『そり や ァ、 ま だ 夏期休暇 中ぢゃ 

さ-ラ か ちラ  て  お 

『休暇 中から 手 を まわして 置け 

だ いぢ ゃラぶ  しん はい 

『大 丈 夫 —— そ ん な 心配 はす な。』 

i，「 へ ん』 と、^ 鹿に したやう な、 ま 

あご をし やく つ >io 

くせ  よしを  こ * ろ  いや 

『いやな 癖 だ』 と. 義雄は 心で 卑 

まへ  すわ 

前に 坐つ た。 

とり  力  こ 

お 鳥 は その ま、 じ ッと考 へ 込 

す こ  ひく  こ ゑ 

けなが ら， 少 し 低い 聲 で， 

みな  だん な 

『た いさ へ 皆から 旦那さん と は 


とも その 手績 きをして 吳れせ ん。』 

ァ ないか？』 

ばえ、 。』 

た 納得した やうな 聲を 出し て、 お 鳥 は 

大ん  た  t  つく ゑ 

しみな が ら， 緣 を 立って 东 て、 ま た 机 の 

んでゐ た が、 指 さきに 衣 物の 棲 を卷っ 

あま  とし  ちが  す  L 

餘， 9 年が 達 ひ 過ぎる と 云 はれて るの 


展 


资 
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に、 そ んなハ ガキを 見られ て は. あ たいの 顔が 立た ん。』 

『い 、顏 だか ら、 ね. 一一 と. 義 雄 -f" 筆 を 持った ま、 その 方に 首 を 向け る と， 

rfct 鹿 ！ .u  i 叫 ん で， か の 女は渠 み 繍帶， した 耳 力. あたり を ぴしゃりと 

nL  、  £  o 


い  よしを  かま  ひ 

『よせ』 と 云って， 義 雄は顏 を引ッ 

こ 力 あ ひだ  す こ  令 

つ た が， 此 間から 少し 氣に なつ て ゐ 

あ *4  とし  ちが  い  した 

とが 餘， 9 年が 逢 ふと 云 ふの も. 下 の 

ち^  とり 

『逢 ふ！』 お 鳥 はから だ を ゆすつ 

『で も、 ね え I J! 

ちが  ちが 

『逢 ふ， 違 ふ！』 

した  くろ  はラ  よし を  とり 

下の 黒ん坊と は、 義 雄が お 鳥 をい 

た 1J  じつ  とラき や, T- した や  ほ ゃラ 

譬 へ で， 實 は 東京の 下 谷から 保養に 


込 め て、 痛 い 耳 を 押 へ、 また 原稿に 向 

たこと を 思 ひ 出し た。 『おれと お前 

黒ん坊に おだてられ たの だら う？』 

て燒け 半分に 否定した。 

た  こ ちゃ ラ 

やがらせ る爲 めに わざと 誇張した 

き  あるく わい しゃ  しょく こラ がしら  い 

來てゐ る或會 社の 職工 頭 だと か 云 


鼓 


0 


つてる 

はすお 

しょ ^い 

所在 

など は 

かとい 

四 五 

『ど こ 

の 立つ 

『へ い. 

とか 云 

めて 下 


ひと  よし 友  ちょつ とタ  る  1ろ  くろ 

人 だ。 義雄も 鳥渡 會 つて 見た。 色 は黑ぃ 

だ やか で、^ し い 言 葉 使び をして ゐる。 

あめ  は  ま  とり  ラら に は  で 

な さ に、 雨 の 晴れ間 をお 鳥 は 裏庭 へ 出て， 

ついた。 脊の すらりと 高い その 姿 を 二階 

えない の で， 義 雄 も あの 可愛い 女が 自分 


か 


を ち ± つと み  み 

が、 職 ェ などに は 似合 


風 に、 暫 く默っ てながめ てゐ たこと も あ 


ま  <  力 わ  ナカ  ら A  A  A  よ  t-K  こ 3* 

前 も、 渠 は 高い 欄干に 倚って 下へ 聲をか 

お嬢さんで 入ら ッ しゃいます か』 と 云 

こた  まじめ  きど 

. それに は 答へ ない で. お ほ眞 面目の 氣取 

した  あた  し つ  むか  え <|  そ  なが 

ゐた 下に 當る 室に 向 ひ、 椽 に 添って 流れ 

,9 がた う』 と， 云 つた。 まァ、 おき 入， 9 に 

こ ゑ  なが  おと  き 

聲が 流れの^ に まじって 聽こ えたと は 

に 客が あるのに 氣が 付いた。 然しお 鳥 は 


つき ？ま  じゅ もく  あ ひだ 

築山 や 樹木の 間 をよ 

み  かほ けつ てん 

から 見る と、 顏 の缺點 

の 物に なって ゐ るの 


る-、 

Jb せラ 

け、 微 笑しながら， 

つて 見た。 お 鳥は氣 

たい ど  ちゃ ラど よし を 

つ た 態度で， 丁度 義雄 

をが は  へだ 

る 小川 を 隔て 、 ， 

なれば 何です とか 何 

義雄も 思った の で、 初 

い .,L  こと は 

その 以前から 言 葉 を 
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まじへ てゐ たらしい。 その後 も かの 女が 宿の もの 等と 一緒にな つて. 

しん  f し^  XS おそ  ^な  あ  わら  こ ゑ  きこ  たび  よし 

下の 座敷で 夜遲 くまで 話し合った b  、笑 っ^り する 聲 が 聞え る ゅュ に. 義 

雄 は氣が 引けて 執筆の 邪魔に なった。 

『あの 男の こと を  一 K ふ と. な せ、 さ う 躍起になる の だ ？ 』 

『下らない こと を 云 ふか ら、 さ I 燒 き 餅な ど. 人 が聽 いた ら， 見 ッ ともな 

い。』 

『ぢ や ァ. 矢 ッ 張 り、 お れ のい ふこと は聽 かない で、 夜 おそくまで も 話し 

込んで ゐる つも， 9 か？』 

n" 、-,  - つら  べつ はな あ ひて 

『さう さ』 とふく れッ面 をして. 『別に 話し相手が ないから。 なにも. 

あた ぃ獨 りこ ッそ， 5  ( 仃 くので はない し， 女 中 や 小僧さん も 一 緒に なつ 

て 話して るの だか ら — 』 

ひと  とき 

『い や. 獨 b の 時 も ある やう だ せ。』 

『無い タ たら、 無い！  .H 
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『さう " n と， わざと， 疑 ひが 晴 ないやうな 返事 をした が、 これお 上 かの 

ぢ. *  一  5  ij*  しんけ. j 

が を貌ら せる つも b もなかった。 かの 女の 白い 肌に つ、 まれた 神經 

が この^！ ^うにい らく して^た の を^って ねる からで ある。. 

. I  \  ひと  きき ゃラ  V  ♦ ヽ- 

そ の &、^ に f  V つて か ら， 下 の 人 は あさ ッて歸 京す ると 云. つてる 力 

ぢょ  あ ふ む  よし を  き 

『s«¥』 も たく はない かと. かの 女 は 仰向いた ま、 義 雄に 聽 いた。 

で， さう か、 M るの かと つたば かりで はなく、 原稿 はもう 直きに 書き終 

るが， それ を il おに 淤 つて «が ^るまで は歸れ ない と、 渠は答 へ た。 

" や  すか  てんじゃ ラ み 

『i し^^^ b が ひに なった のに』 と. 蚊帳 を 透して、 天井 を 見つめな 

p  ^  よ 一 を f/^ カラ しま 

がら、 『もう M るので は、 おか i 惜 いやう だ 、ね。』 義雄も 原稿が 終 ひに な 

つて^た と^ふ^の ゆるみが^ たの で^、 耳 の 張れが 濕布 をして ゐて 

も  一 ^に^らな いので、 If く酽^ し て， きりが ひの « せ 士に 見て 貰 ひたい 

やうな 心に はなって ゐた。 

『あ た い、 あ の 人に 連れて 歸っ て 貰 を か？』 
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「それ もよ からう よ。』 渠は 冷淡に あしらつ てゐ ると. 

もと  ひと  に  ひと  とり  ラれ  ね やみな  こ A 

『元 の 人に 似て る、 あ の 人 は』 と， お 鳥 は 嬉し さう に 鼠 泣きの やうな 聲 

を し て， 義 雄 を じらし 出した。 

『どこが、 さ？』 渠は 急に かの 女の 方に 寢 返りした。 

『どこが 似て ゐ るの？』 

『  』 

『云 つ て 御覽、 ど こ が. さ ？』 

『どこでもえ え ！ 』 

『ね え』 と、 す かす やうに 向 ふのから だ を ゆす b ながら、 『あの 色の 黑 

いところ がか い？』 

の  ふ 

『そんなと ころな もんか？』 と， 延 ばした ままの からだ を 振った。 

やせ 

『ぢ や ァ. 痩 ッ こけた， i ころが か ？  j 
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『そ b. や、 少し 瘦て た ，さ。』 

『あのき よと した 目玉 も か？』 

『違 ふ！』 

『ぢゃ ァ、 あ の 高 い 鼻 は？』 

『知らん！』 

『あの こけた 頰 は？』 

『知らん！』 

『それお や ァ， 分 らね いや』 と. と ぼけた 風で、 『痩せて るの だけに 惚れ 

込んだ のかい？』 

『何 も. 惚 れて やせんお やない か？』 

『さ う か？ ぢゃ ァ、 ま ァ. 似た ところが 嬉し かった と 云 ふだけ か？』 

『へ ん、 お前の 知った ことかい ？』 

よし ひや  ラ  しお  ざ しき  ゃラ t  なに 

『なる ほ ど， ね』 と. 義 雄 は 冷 かして 受けな が ら， 下 の 座敷の 樣 子が 何 か 
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聽 こえて 來 るか 

/\ として sQ る 

お 5 たい ぶ 

た 應對振 b を し 

しか 違 はない が 

うな 氣 がする の 

す こ  さ ひ 

『少し 塞くな つ 

『さ う さ  ぐ づ 

や が て、 ど こ か 

の が、 二三 ケ所か 

『も う、 夜 が あけ 

『それ だか ら. い 

の はええ が、 あ た 

『然し 可愛がつ 


る *  す  力め 

と 耳を^ K ます と、 雨 』 

ばか， 9 だ。 その 流れ 

てゐた 時の ことが 浮 

あ ひだ  き こラ  へん くわ 

. その 間 に氣 候が 變化 

おも  つ 

に 思 ひ 付いた。 

たやう ぢゃァ ないか 

こ, 7 しラ 

/\ し て た ら、 甲 州 で 

の 庭 鳥が 鳴い た。 す 

ら聽 こえた。 

か け る、 ね。』 

やにな つち や う II お 

い を 喜ばせて 吳 よう 

てゐる ぢゃァ ないか 


みづ かさ  *4 し  こ なが 

水嵩の 增た小 流れ 

へだ  と9 

を 隔て て • お 鳥が あ 

んだ。 また、 あの 時 

して、 夜になる と， も 


？』 

すぐ あき 

は 直 秋 だ 


皆が 『K 


ろと た 他の 鳥 も 


そくまで 

とせんの 

？』 


おと 

の 昔が ちょろ 

をと こ  き ど 

の 5R に氣 取つ 

いま  す, r- じつ 

と 今と は鄴 n 

す こ  さむ 

う、 少 し 塞い や 


て た. さ。』 

ぉラ 

それに 應 する 


ひ る ま ぢラ 

も、 晝 間 中 


べんき やう 

で も、 勉 强 する 


ぢゃも の OJ 


見え ん。 J 

よし を  て  ちから  とり  せ なか 

い. さ』 義雄は 手の 力 をお 鳥の 背中まで まわして、 か 

けて やった。 

と、 か の 女 は ほほ 笑ながら、 『目の きょろ， 9 としたと 


『そ れが噓 としか 

『そんな こと はな 

^よ  む 

の 女 を こちら へ 向 

『ほ ん と は、 な ァ』 

£ へ に 

ころ はお 前 に似てる けれ ど —— 』 

『へ え—』 

『冷 かすん なら、 い や。』 

『冷 かしゃ ァ しない よ、 お ^ ひ。』 

『鼻と 顔の 樣 子が 誰かに そッく 

い  をと こ  まへ 

『な る ほ ど —— さ う 云 ふ 男 をお 前 

『好きで も、 何 でもない』 と， 恥 し 

『まァ 、お待ち』 と， しッ か， 9 抱い 

やき もち や  ひと  け 

『燒 餅堯き で、 人 をぶ ッた ッ 


り ，さ。 n 

は 好きな のか？』 

さう にから だ を 免れようと した。 

たま ま、 『そ れ で、 な せ 別れた の？』 

たりす るか ら、 さ o』 
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IT そ hy や ァ， ひ ど い. ね CJ 

、 ,  はラ  マぢ  あに  せき  い  しょうち 

『そ れ に、 ど す か、 お ん坊の 筋ら しいの で. 兄 が籍を 入れる こと を 承知し 

なかった。』 

C ぢ や ァ、 矢 ッ 張 にく ッ 付いた の だ 、ね。』 

『あたい からく ッ 付いた んぢ やない。』 

むか 

『向 ふから でも、 つま， 9 おんな じこ と、 さ 。 一 

あに  がく かラ  かよ  とき あに  とも だち  とき A) あそ 

『で も、 あ たいが 兄のと こから 學 校へ 通て た 時. 兄 の 友達 だから 時々 遊 

びに 求て た 人お や。』 

し 力  ま へ  がく かラ  をし 

『然しお 前と 1 つの 學 校を敎 へて ゐ たの だら う？』 

ど ほか  る す  さ き  令  しゃ しんちゃ ラ  み 

『さ う， さ — 一 度、 他 の ものが みな 留守の 時に 來 て， 寫眞 帳な ど 見せたら- 

あたいの を 1 枚拔 いて 持って M 仃 つたこと が ある。； 一 

とき て き  よし を  ャ、 A\  をと， 

『そ の 時， 出 來て しまったの だら う？』 義 雄の あたまに は 段々 その 男 


展 


やうす  ラか  き 

の樣 子が 浮んで 來た。 

『違 ふ！』 かの 女 は 笑って 否 定， -し ながら、 『まだ 父が 重病で も 生きて 

た か ら、 よ く 相談して 見て 吳れ とみ ふた だ け 、さ。』 

『仏る もの か II 然し 父 は 承知した の か ？』 

ち *  しょ ラち  あに  ゆる  く 

『父 は 承知した けれど、 兄が 許して 吳れ なんだ。』 

. 『そ れ で， と うく 待ち遠しく なった のか？』 

『で も』 と、 微 笑して からだ を 離れさせよ うとして、 『兄 は 頑固な 人 だ 

か ら。』 

『兄 は 兄と して も、 第 一、 小學 校で やかまし か つた. たらう？』 

『だ か ら、 あ たいが 辭 職して， その 人と 家 を 持つ た， さ。』 

『どんなと ころに？』 

ひと  ゲぃ  ま ち  ラみ  み  け 

『人の 二階であった けれど， 町 は づれの 海の 見える とこで なか /-» 景 

し.^ 

色が よかった。』 
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『そこでお く， „4 口って ゐ たの だ， な II それにしても、 二 年間 も 一緒にね 

て、 どうして 別れ た。』 

あに しょうち  t  > 

『兄 が 承知 しないと 云 ふて るぢ やない 力？』 

こ "少 ぐゥ乞 こ  ほん にん どう し すき あ  * 

『どんなに 戶 主が 頑固 だって， 本人 同志が 好 合って ゐた らい 、ちゃ ァ 

ないか？』 

-レ ぶん -、 i ベ  い  r らん せう がくけ ぅゐん  . , 

『で は， 自 か が 田邊の やうな とこへ 行って 御覽。 小學^ 員な ど をして 

し や うくら き 

あんなと こに 一 生 暮す氣 になる か？』 

よしを ラ  ^よ い  もっと ♦ 

『そ， o や ァ. さ う だ. ね』 と. 義雄は 受け て、 か の 女の 云 ふこと も 尤もた と 

み  く ro-i.*  -S く  てい ど  をん な  みやこ  どラ けい  く  • 

見 た が， こ の 位の 低い 程度の 女と して 都 を 憧憬して 來 るの は そ もく 

^^おが ありぎ ぎる と K つたので、 『然し そ G 跡に 殘 つた 敎 員が 可 哀 

さう もや ァな いか？』 

：  とくい  き せん しゅつ はつ  ひ 

『そ り や ，が い て た、 さ』 と、 得 意 さう に、 『あたいが 汽船で 出發 した 日の 

わさ  おん V，  こ ゑ  だ  な  しれ  ひと.^、 -ン  - 

朝まで 二  ^中、 おめ/、 と聲を 出して 泣いて た。 下の 人に 聽 かれても 
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云'" 5 と 
つ 大 (ミ い 
て 丈警ふ 
东き 夫ぶ 手て 
た と 紙!: 
の 思 t を 
だ つ 先 ま 
と た づ 
° か 靜ら 
ら 子 こ 
男  1 か 
か ら 
ら よ 
甲 を ん 
し さ 
わ せ 
け て 
に こ 

今^ ち 
一 ら 
度 ど の 

腹ら 

ひ を 

返^ 採 f- 


見ッ ともなかった ぢゃァ ないか？』 

『そ れ で， 歸 つて 來 いと fK つて は來 ないか？』 

『一 度來 た、 さ。』 

『い つ ？』 

一 ri^ から 鼠つ て^た ら —I け れど、 返事 を やらなん だ。』 かう 云つ て、 お 

b  ふ *  "-、  う ：- い  ほ^ とラ  い  きもち もつ 力ん 

鳥 は. 一 ひ I い 而も その 疑 ひがき ッ と本統 だと 云 ふ 氣持を 以て 語った。 

おとこ  しづ -- い  ぢょ けう ゐん  しょ  ： 、 o  ^ 

その 男 は、 も ぅ靜 子と 云 ふ女敎 員と 一緒にな つて ゐ るに 相違ない 歸 

つて 置いて. 

し て 吳 れ ろ 

『あの. おん 取め.： と. お 鳥 もます く 神 經が冴 え て 來 た。 『人 を 馬鹿に 

じ ぶ^ もと  をん な 令 げん  と  T 

してる おやない か —— 自 分 は 元から その 女の 機嫌な ど 取って をり な 力 

ら， あ iL」 。ゲ 鳥渡で も； g の 男と 話しで もして る と. 直 燒き 餅を燒 いて 二 
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か い  した  ひと  き  そ i  つ  だ  なん  " 

階で は 下の 人に 聽 こえる か ら、 あ たい を 外へ 連れ出して 、何お や 乎ぢゃ 

責めて た。』 

『可愛かった からだよ』 と， 義 雄 は 自分 もし さうな こと だか ら， 自 分 を 

辯 護す る やうに 答へ た。 

をん な  しゃ ラせラ がく けラ ゐん 

『で も， あ の 女 は、 も う 1 生、 小 學敎員 のお かみ さ ん、 さ —— あ たいは これで 

ひと  ふ じん  し 

もどん なえ /- 人の 夫人になる かも 知れ ん。』 

『おれの 夫人な ら， い 、ぢ ゃァ ないか？』 

わら  ** へ  ぴん はふ 

『へん』 と、 あ さ 笑って、 『お前の やうな 貧乏な ぉぢィ さんに は、 あ た い 

かほ めん  をす 

のこの 顔に 面 じて も、 惜 し 過 ぎ る o』 

よに >  •  と 9  つ  むじゃきみ  じ 0- き 

義雄 は、 お 鳥の にこ 付いて ゐ るの を 無 邪氣と 見れば 無 邪氣の やう. た 

*ラ0  ft  ^ほ.；' ん はん  なに しゅっせ  c  f  じつ さいふた， lr  7$X7 

が 自惚れに も， この 顏を 看板に 何 か 出世が 出來 ると し て. 實 際， 再 び 東京 

へ 出て 來た のかと 思 ふと * いっか もさう した 心持ちに なった と 同じ や 

う に、 吹 き 出したい ほど を かしくな つた。 
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ft 


し V  よしを  とり  ま  しろ  は〃  せつ  あ ひだ  ぢ よ  き 

然し 義雄 は、 お 鳥の 眞ッ 白な 肌のに ほひに 接して ゐる間 は、 か の 女の 氣 

儘 も 缺點も いやな ところ も. す ベ て 忘れる ことが 出來 るの である。 

その 夜 は、 ど うした もの か 二 番鳥， 三番鳥が 鳴いても. 二人とも 寢 つか 

れ なかった。 義雄 がかの 女 を 嫌して 田邊の 話しの 殘 b を 云 はせ たり， 

この あ ひだ  あめ  きょ ねん  やま つ なみ  く  し 

此 間からの 雨で また 去年の やうな 山津 浪が來 るか も 知れない とい ふ 

評判 を 語った， o して ゐる うち に， 夜 が 明けて しまった。 

べん じょ  い  き  二た • まくら  つ  よしを  とり  t な 

便所に 行って 來てか ら、 再 び 枕に 就く と、 義 雄 はお 鳥の 話しから その 

をつ と  ひと  いか  な  い  じん ぶつ 令 ゃラ ぐう  さラ ぞラ 

夫であった 人の 怒った り、 泣 いたりし たと 云 ふ 人物 や 境遇 を 想像して 

見なが ら， ぐ ッす b 寢 込ん でし まった。 する と、 夢 に 月夜の 海濱で お 鳥 

びと り  をと こ しき  けんく わ  をと こ けラ ゐん  おも 

がー 人の 男と 頻りに 喧嘩 をして ゐる。 その 男が 敎員 だと 思って ゐる 

ま  なか なを  しょく こラ  か は  むつ ま  さん ほ 

と， い つの 間に か、 仲 直り をして 驟 ェに變 つてし まつ て， 睦 じさう に散步 

する 二人の 影が 砂の 上に はッ きり と 曳 かれた。 
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こちらの 二人が 目の さめた のは晝 過ぎであった。 その 翌日 はまた 

あめ  いなび かみな  ， 、. しれ. ざ し々 し.^ こ.？  * 

お ほ 雨 で、 ひ どい 稻 光りと 神 鳴 b とが まじって ゐたか 下座 敷の 職工 力 

しタっ i つ  • 

しらは 出發 した。 

み じい  ほ ゃラ  マ やうき  なほ 

IT あんな 短い 保養で、 ど ん な病氣 だって 癒る もの か、 ね ？』 

『でも， いのちが 惜しかった ら. ど うする？』 

と 令  とき  い  よし を  あめ  お ほ  と ち 

『そ の 時ァそ の 時， さ。』 かう 云った が、 義 雄 はこの やうに 雨の 多い 土地 

げん ざい  ふ  ラら  を が は  だ 

のこと や、 現 在 もどん く 降って ゐ て、. ー邀 の 小川が あふれ 出した ことな 

おも  およ  こう しラ  たい  お  きょ ねん  だい こラ ャゐ  しん ぶん きじ  令 しゃ  まど 

ど 思 ひ 及ぶ と、 甲 州 一 體に 於け る 去年の 大 洪水の 新聞記事 や、 汽 車の 窓 

i: つ けん  でき  いひ さん  あと  ひる ま  とし  む 

から 實見 する ことが 出來 ると 云 ふ悲慘 0 跡 を， 畫 間で も戶を 締め て 引 

ッ 込んで ゐる 室內で 再び 考 へないで は ゐられ ない ので ある。 

てつ けう  は くわい  でん ； -.' ラ ろ か おく じん ち、  りゥ しゅつ  さん ろく  た  たい 力ん 

鐡 橋の-破 壤。 田地、 道路、 家屋， 人畜の 流出 C 山麓の すべり 出し。 大岩 

せき  い てん  せんりう ぜラ たく  めつ. やく ケ へん  さ * こ  む 力  こ 

石の 移轉。 川 流 沼澤の 滅却. 奇變 II 铯子ト ン ネルの 向 ふへ 越えた と こ 

4： か  けん  い.. I  かじ  か は あ i ま 

ろ に は、 そ の 高さ 十 間 ほど も あるお ほ 岩 が、 川 でもない お ほ ^ 跡の 眞ン 
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なか  ある じん じ や  なが  て  と も  おどろ  む V* ラ さ 

中 に， 或 神社の 流れ 33 たのと もろ 共 に， 驚 く ほど 無造作に ころがつ てな 

ふた り  よろ とほ  き  み  てき 

る さう だ が、 そ れは 二人とも 夜 通って 來 たので 見る こと は出來 なか つ 

£  o 

おる いう びんき よくち や ラ  やま つ なみ  き  すぐ  さい し 

ま た. 或 郵便局 長 は、 そ の 山津浪 だと 聽ぃ て， 直 その 妻子の からだに そ 

の 氏名 を 縫 ひつけ かけた が、 そ の ひま さ へ も 無 く， 谷 を 破って 溢れて 來 

みづ  まラ れつ  ひ •、  とも  か ぞく  いへ  でん ぢ 

た 水 は， 猛 烈な 響き と 共 に、 そ の 家族ば か， 9 ではな く， す ベ ての 家 も 田地 

むら  か は  t  き こ  い 

も 衬も川 も、 ま た /-  く 間 に. す ベ て卷 込んで しまったと 云 ふ。 

この 鹽山は 無事であった が， 歸 り 道 を斷 たれた 入浴 I！ の 食 料 ま で が 

ふ そく  しん はいしゃう ひと <\»  き しゃ  ふ っラ  か、 は 

不足に なって しまったの で， 心 配 性の 人々 は 汽車の 不通な のに も拘ら 

す， 危 險なト ンネ ル をく  >  ,9 拔 けて. 途中まで 歸 つて 見た さう だ。 

S. あ たい 早う 歸， りたい， なァ』 と， お 鳥 はお ほ稻 光りの ひどい 屈曲が $i 

の 直 鳴りと 共に 雨 を 漏れて  一^ | 入った のに おびえながら、 『若し 去年 

の やうに なつ て、 歸 る ことが 出来ん し、 金 も來 ない と 1ズ ふこと になった 
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らどぅ 1 る？  _J 

『さう 心^す るな よ OJ 

この間に も， 義 难は 原稿の 最後の 方 を 書いて ゐ. ：。 

*v ら  き げ. ん  なほ  ； 1- よ ちう  き  と  くり あ  した t:- 

やがて 空 はけろ りと 氣 嫌が 直った。 女中が 來て を 繰 明ける に從 

ひ、 義 雄が ぱッ ばと 吸った 卷 煙草の 煙の こもった の も 消えて 〔打つ て、 お 

鳥の 心配 さうな 顔 も 晴れて 來 た。 

氣が 付く と， お 鳥 は 一 枚の 名刺 を いぢく つて^る。 

if い  くろ  £1 ラ  よし を  す 二  ラ は  と  て 

『歸 つた 黒ん坊の だら うが』 と、 義 雄 は 少しむ かつい て、 奪 ひ 取. 9 の 手 

を 出し かけた， 『そんな 物 ァぅッ もやって しまへ。』 

『で も、 お 前 をい やにな つたら』 と， か の 女 は その 名刺 を 取られ まいと 

する やうに かば ひなが ら、 然 しほ、 笑んで、 『また 尋ねて やる かも 知れ 

ん。』 

『そんな さもしい 考 へ は、 う そに も 起す もの ぢゃ ァ あ b ませ ん ojl 渠 は 


:< を 敎 へ る やうな 眞 面目な 態度 


十 一 

-  めい さん  ぶ だラ  じラ ぶんく  いや ど 

『名 產ヵ 葡萄が も う. 充 分 喰へ る やうに なりました せ』 と 云つ て、 宿 の 

しゅ じん , • ほん じ まん  も  きひ  たん でき  げん かう  ぃラ JS んき よく  XI た 

. 主人が 一 盆 自慢 さう に 持って 來た 日に， 『耽溺』 の 原稿 は 郵便局へ 渡 

された。 

、なが  よ き  はじ  ざっし  あ 

どうせ 長くなる とは豫 期して ゐ たか ら， 初 めから 雜 誌を當 て にせす、 

プん * ラ ほん  とうき やうし a- つ はつ ぜん  ちょっと  い  っラ 

單行 本に する つも， o であった。 で、 東 京出發 前に 鳥渡 その 意 を 通じて 

； ^  しゅつ はん や  あ  もら  いふ  てがみ かそ 

： 匱いた 出版屋へ かけ 合って 貰 ふやう にと 云 こと を 手紙に 書き 添へ て. 

ある ぃラ じん  おく 

或 友人へ 送った のでお る。 

A し  だん はん  さく しや  た  たり ぃラ  てまど 

若 これの 談判が 作者の ゐ ない 爲 め、 ま た その： f の 理由 で， 手 間収 つて 

_  こま  おも  べつ  51s つ, P3  二，" ぺ A 一 

は 困る ことになると 思って、 別に あ ひま / ヽ に 書いた 雑誌 向きの 短^! 

すで  とラ令 ゃラ  いラ さう  ちが  た  きう ろ/ レ 

も旣に 東京へ 郵送され てゐる が、 ぐ れ違 ひの ない^ め、 な ほ 二三の 小 諭 

ぶ. 5  **  と  かく よしを  あほ  おも-一 

文 も 害く つも. 9 でゐ る。 で も， 兎 に 角. 義 雄 は 一 つの 大きな. 重荷 をお ろ 
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したやうな 餘裕が 出来た。  - 

す こ  つ  さん ほ  く 

『少し は あたい を 連れて どこか 散歩して 吳れた らぇ え ぢ やない か』 

とり ラなノ  かれ  しょや どで  ザぐ たん ほ  はラ  ゆ 

と、 お 鳥に 促され て、 渠 は 一緒に 宿 を 53 た。 直 田圃の 方へ 行かう とする 

ぢょ  び せラ  ひく  けつ しん  こ ゑ  ひと  はラ  ゆ 

と， かの 女 は 微笑し なが ら. 低 いが 決心した 0 で、 『人の をる 方へ 行 こ。』 

い み  よし を  わか  ； i- よ  とラき や- r,  とき  おな 

その 意味 は義 雄に よく 分って ゐ た I か の 女 は 東京に ゐた時 も 同じ 

だ が、 自 身 を 人に 見られて ノ ィ カラさん だと か， 別 繽. 別 繽 だと か、 い い 奧 

ほ  ひや  み 

さんだ と か、 い ろ /\ 賞め られた &、 冷 かされた， 5 して 見たい ので ある。 

；； -ょ  す  こ  よし を  あと  つ  き  ほね  かん はん 

かの 女 は 澄まし 込んで 義 雄の 跡から 付いて 來 て， 骨 つぎ やの 看板 を 

よみさい く  J3  み  はし 

讀んで 見た ，9、 細 ェゃ のく， 9 拔 きおもち や を 見た. O した。 橋のと ころ 

この あ ひだ  か は  くづ  あた  く カラせ.^  ほり C, 

で は、 此 間まで H- ぷちを 崩して せ ッ せと 新ら しい 鑛泉 を掘拔 いて ゐた 

しゅつ す ゐ  た  ちと  た  し は  み 

のが 出水の 爲め にさん A\ になった 跡 を、 立 ち どまつ て、 暫 らく 見て ゐ 

た o 

ちょ つと  さ. &  みづ  ほりく づ  お ほ  すぎ  ひきね  あら は 

鳥渡した 坂の、 水で 掘 崩れ て、 大 きな 杉 や 檜の 木の 根が 現れて ゐ るの 
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の！ t  こ ほ 9 や  くす もち や  やど や くすり や とこ や や ほやと け， -ゃ 

を 登る と， 氷屋が ある。 葛 餅屋が ある。 宿屋， 藥屋， 床 层、 八百屋、 時計屋な 

ぶ だ ラ  やす ラ  みせ  す  の だね 

どが ある。 葡萄ば か， 9 の 安賣， 5 店 も ある が. 酸 ッば さうな 野 種のば か 

KV で、 ま だう まひ 西洋 種の はな か つた。 

と けい や  すゐ せう V- い く  なら  た  よ 

時計屋で 水晶 細工 を 並 ベ たと ころが あつ たの で、 そ こへ 立ち寄って. 

ろ  もら  えん さ ュ  おく  ほり く  I ろ すゐ せラ 

いろんなの を 見せて 貰った。 鹽 山の 奥から 掘 出して 來 るの で. 白 水 晶、 

くろ すゐ せラ むらさ-！ -すゐ v-ラ くさ い  すゐ せラ  お  もの  いん r い  くさ い 

黑 水 晶， 紫 水 晶， 草 入， 5 水晶な どの 置き物 や 印材が ある。 草 入 b のうち 

たいて いちひ  1* き  ほ  はい  こ 

に は、 大 抵， 小 さい 薄の 穂の やうな のが 這 入って ゐ るの， たが、 『これ 買う 

く  とり  よし を  ^  いん ぎい  なん  ねん  いぜん  みづ  つ * 

てお 吳れ』 と， お 鳥が 篛 雄に 出した 印材に は 何千 年 か 以前の 水が 包ま 

ゐち  か  ごと  みづ 

れてゐ て、 位 置 を換へ る每 に、 そ の 水が ぁッち へ ころ こ ッち へ ころ， 9 

ラご  な 力 /[. わ  たか  力  むらさ 各す _Q せラ  S- う 

動く ので ある。 それ は 却々 憒が 高い ので 買へ なかった が、 紫 水晶の 小 

ぎレ  uh*  せ C し みづ  こく  もら  で  t ら ぐ ち ひ  ^  S 

材 にお 鳥の 姓 淸水を 刻して 貰 ふこと にし て、 そ こ を 出た。 腹具合が 惡 

い  とり  はん お ほ  くすりや  か  よしを 

いと 云った お 鳥 は 二番 大きさうな 藥屋 でへ, プを 買った。 義雄 はま 

た 筆 を 買った。 


展 


たッた 一筋の 通り は 直に 別な 通りに つき 當っ た。 それ を 左 h- に 行 

r ぐえん ざん  かたが は く ははた けた  ^は  や なみ  お ほ  いんしょくてん 

けば 直 鹽山ス テ ー シ ョ ン で、 片 側 は 桑 畑、 他 の 側の 家並 は 多く 飮食 店で 

ところぐ の ニ^から は あやしげな 女が 首 を 出して ゐた。 三味線の 

音 も聽 こ えた。 

とほ  もと き  はう  まが  ま  すぐ  す こ  ゆ  じん rtf  つ 

この 通 を 元來た 方に 曲らない で、 眞 ッ 直に 少し 行く と、 人 家 盡き 

て， しま 50 

まん ぞく  よし を  とり  かへ  み 

『ど う だ、 満 足した か』 と 、義 雄 はお 鳥 を 返， 9 見た。 

『み な. あ たい を 見て た、 わ』 と， か の 女 は 喜んで ゐた。 

いね あ ひ ソ1 n  てつ だラ せん ろ  あ を た  へだ  むか 

それ か ら、 稻 の 間 を拔け て， 鐵 道綠路 にの ぼる と， 靑 い 田 を 隔て ヽ向 ふ 

に 海老 屋の裏 二階が 見えた。 

『誰か また 違た お 客が 來た やう だ』 と 叫ん で、 お 鳥の いい 目 は あの 二 

か， J た  こ ぞラ  ぢょ ちう  やど しゅ じん 

階に 立って ゐる のが 小僧で もな い、 女 中で もない、 宿の 主. <： やお かみ さ 
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^03 


に し は 
もい 一 
深ぶ 綠 f 面 2 
く の の 

え 若 % 色 ^  m 


ん でもない と 嬉しがった。 

『そんなに 他の ものが 戀 しいの か』 と ぞ つて やりたかった が、 義 雄 は 

/ひかば ろ， むかお  ；！- よて  ひ  ぁ 

さし 控 へて^ 路を向 ふへ 降， O た。 そし て、 か の 女と 手 を 引き合 ひなが 

いね  あ ひ〃  あぜ みち  C  ある  ふで  じく  なが  こ **  •、 

ら， ま た稻の 間の 畔道 を 縫って 步 いた ，9、 筆 の 軸の 長さ ほど もな い 小幅 

な 力  ち ひ  た にし  とり  まい ねん かつ ナ  くすり  い 

の 流れの 小さい 田螺 を I お 鳥の 每年 起きる 脚 氣の藥 だと 云 ふの で I 

ひ. ろ  み  • やど  かへ  き  えん ざん  ふ レ>  れん ざん ふもと  へ" や 

拾って 見たり して 宿へ 歸 つて 來た。 鹽 山から 富士 連山の 麓 ま で、 平 野 

た  、  いなほ ぐ さ  す •、  かぜ  め 

田 た。 そして その 稻糖 草が どこまでも 凉 しい 風に 目 ざま 

なみ ラ  とり  て  つら  よし を  こ、 ろ  い か 

を浪 打た せて ゐ るの が、 お 鳥と 手 を 連ねた 義 雄の 心に 如何 

々しい 威 じ を湛/ させた。 

び や  ラら  力い  み わお  まる  る hy いろ  ラみ 

それ を 海老屋 の 裏 二階 か ら 見渡す と， 宛 で 瑠璃色の 海 だ。 そのお も 

さ 力  みなみ  そら  む ごん ちん もく  りんく つく  ゑ  ふじ  みね 

て へ 逆し まに. 南の 空に そびえて 無 言， 沈 默の 輪廓 を啬 がく 富 士の峰 は 

^  うつ  こ ひもつ とて  す-かた  で  よしを 

寂しく 映る が戀の 最も 手 ごた へ ある 姿 はなせ 出ない の だら うと 義雄 

力 <  力  とり  じ ぶん  した  こ 

は考 へた。 お 鳥が 自分に まだ しんみ. 9 と 親しんで 來な いの が、 ど う も 


底の 知れない 不安の やう で 行 けない。 

ま へ  むね まった ひた  か あい 

『ど う だ、 お 前 はおれの 胸に 全く 浸って しまう ほど 可愛がられ たくな 

いの か？』 かう いふ 風に 渠 はかの 女の 或 情 を 誘って 見た こと も ある。 

^よ  かほ  ほ、  ラす べに  いろ  てラ 

『や ァ だ』 と、 か の 女 はと ぼけた 顏 をした が， 頰 に は 薄紅の 色 を 潮して 

見せた。 渠 はまた その あどけない 檨子を 見る と、 た だ、 も う、 可 愛い やう 

うれ  き  じ ぶん  ふ あん  こ ひ  はん せい  わす 

な、 嬉 しい やうな 氣 になつ て、 自 分の 不安な 戀を 反省す る こともう ち 忘 

あら  か  た  げん かラづ く ゑ まへ  てめ 

れ、 新 たに 書き出した 原稿 机の 前に あぐらをか いたま ま、 手 を 延ばして 

li- よ  ひよ  ほ、  せつ ぶん 

か の 女 を 引き寄せ、 そ の や はら かい 頰ッ ぺ たに 接吻した。 

餘り 力強く 押し 附 けたと 見 え、 渠 のおと とひ 削った 濃い 頰 ひげの 生 

i» よ はだ  さ 

え かけが かの 女の 肌 をき つく 刺した。 

いた いお  とり おも  お ほ  こ ゑ だ  かれ ま  て  のが 

『痛い、 痛い！』 お 鳥 は 思 はや 大きな 聲を 出し て、 渠 の卷く 手から 免れ 

しろ  て  かへ  ぶいき  よしを  ない. そ  かへ 

たが、 白い 手 を 返して、 『このお やお』 と， 無意 氣に義 雄の 長く 反 b 返つ 

くち 1 ひげ  ひ  は 

た. 口 髯を引 ッ 張った。 


^03 


『痛い！』 義雄 も身顫 ひして 大き く^んだ。 

互 ひに 離れて 膀み 合った 目に は、 兩人 とも その 場の^^ な n  b がぎ 

え てゐた C 

『ひ ど い こと はすな！  ！- 

『 あたいだ ッ て、 痛 か つ た。」 

『ふふん』 と 二人 はまた 笑 ひ 合った。 

• 、  わ A  ふた り  こ、 ろ むす  あ 

力 その 笑 ひ は 二人の 心 を 結び 合 はせ たので はなく、 お ひに 輕^ しが 

つた やうな ものであった o 

渠も かの あ も ^ に ふくれ ッ K が K せない。 で iT く！ s ひに 跪 を^な 

い で、 默 つ て ゐ た。 

.  ，とりと つ ぜん ラれ  と.,.. *-p うご. a  ；： 

するとお 鳥 は 突然 嬉し さうな 頓狂 聲を^ した、 

キゃく つ  きゃく つ 

『お 客が 附 いた  >  お 客が 附 いた ！』 

よしき  f  /  >  ^ 

義雄カ ふ， 9 向く と， か の-女 は渠の 煙管の 雁首に 吸つ て， よたい N-  ^  > 


4 


がら  5 こ  けむ ゥ だ  ほん  TV  さが  し 

殼 の 殘 b が、 ま だ 煙 を 出して  一 二 本の 條 でつ る下ク て， Q るの を 示め し 

てゐる o 

か  は 力  れ  お ま 

『何 ん だ、 馬 鹿な！』 渠 もに ッこ. 9 して、 『どこで そんな こと を覺 えた 

の だ？』  . 

A  ^-ょ  ほく. ^ いだう  ある まち  かね か  ち、 とも  げぃ 

かう 云 ひながら 渠 はかの 女が 北海道の 或 町 で. 金 貸 し の 父 と 共 に、 藝 

しゃ ,  あ ひだ そだ  い  はなし おも  だ 

者 星の 間に 育った ので あると 云 ふ 話 を 思 ひ 出した。 


とり  ま」 に *s-  たん てラ  しゅつ すゐ  し  い 

お 鳥 は. 每 日の ことが 單調 なのと 出水が あるか も 知れない と 云 ふお 

そろし い 評判との 爲め に、 東 京ば か， 9 が戀 しくな つて 來た。 で， 來 さ へ 

J へ  *-  6  げん カラ  かね  しき  ま 

すれ は歸れ るの たと 思つ て、 原 稿の 金 を 頻りに 待って ゐた。 

ところ が、 義 雄の 友人から 中身の 這 入らない 手紙が 屈い て、 あ の長篇 

小說は 二三 軒當 つて 見た が、 ど こで も 受け付けない 事情が 分った。 出 

來 ない 前から 本屋の 評判に なって ゐ たのであって. 出せば 必 す發^ 禁 


»05 


止 だ ら う と 

君に も賴ん 

すなと 云 ふ 

『それ 御覽 

『ど -ーメ も I 

み  むね 

見せた が、 胸 

やど  ちゃ ラ ま 

宿の 帳場 

しょ  ぃラ さラ 

初に 郵送し 

つ た。 

ある ひ 

或 H の ゆ 

おも 

と 田 ふ ほど 

めて ゐ た。 

なる のか 分 


やぶ まれ 

あ るから- 

とが 書い 

どうす る 

いも ッと 

こより  や，」 4 

氷の 及 を 

しラ 

ら は、 一 M 

短篇の 方 


力 た そら 

方 、空 は み 

うつ 

ッ ぼく 戀 

ふ じ 

し て 富 士 

なかった 


てゐ る。 方々 の 本屋へ よく 出 

しゅ び  f こく 

，なほ、 い い 首尾が あったら 報告 

てあつた。 

とり  な  が ほ 

つ も り』 と、 お 鳥 は 泣き顔に な 

書 く の、 さ。』 か う 云 つ て、 義 雄 は 

擬 せられた やうに 情なくな つ 

かん f}lj  かん ii- やう  さい そく  き 

間每 にす る 勘定の 催促 も來て 

げん ハ ラ れラ  でん ほラ  さい そく 

の 原稿料 を 電報で 催促し ない 

くも  め  み 

ッ し， C と 曇つ て. 目 に 見えない 

たう  らん かん  と. 9 

陶 しい 欄干に もたれ て， お 鳥 は 

すがた まった  み  じ 

の 姿が 全く 見えない やう に、 自 


て 

お 

ゐ 

わ 


じ 

ぶん 

分 


行く 

る 力 

も て 

る 0 

ナ 一 、 


こ いづみて き そん 

小 泉笛衬 

に HH て： i 


に 元氣を 


かれ 1 た さい 

渠 も亦最 

:T 1 、！ * ュ 

力. 7? 力 


が 降って るか 

い ッと 外を眺 

の 現在 もどう 
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自 


ぶん  ふゆ くわい こ、 ろ 

分の 不愉快な 心 は 


まった 

全/ 


ひム 


で も 

き に 

響いて 來る 

あ を  た 

『青 

うし 

牛 力 

『さ 

立 

てゐる もの 

こ  <- ろ 

も の —— の むに は 

や う だ。 


なか  うし f} 

の 中の 牛 小 


い 田が 海な 

すゐ ざう 

水牛 だろ か 

う だ、 ね』 と- 

つて ゐるも 

しか 


おも  く， き  ラか  ちから 

の 重い 空氣 にも 浮ぶ 力が 


を  むね 

雄の 胸に 


浸れと 云 はれた の 

ないかの 女に は、 こ 

立 つ。  . 


よ 


しい や 

くラ き 

の 空氣と 


な 1>  矿 

ほ、 とラ 

フ にも 思 はれた が. 本 統の戀 でも 愛 

いお そろ 


どラ ゃラ そこ  し 

同 樣、 底 の 知れな 


しさが 先 


屋 から 

ら _| と- 

い ？』 

よし を 

義雄は 

のこ ま 

も片々 

ふ 力  み 

深い 水 


ま- 

力- 

每 

の 


あ ひ か は  いや  こ ゑ  し^ は 

-相 變らす 厭な 聲が 『も う、 も う J  I  T 這 ひ 


ぢょ  よし を  い  たと へ  おも  だ 

の 女 は義雄 の 云 つ た 譬を思 ひ 出し て、 『あ の 


^ と ど め 

だい やで 

耳が 殆ど 

そこ  しづ 

の 底に 沈 


め  そと  はな 

て、 目 を 外に 放つ 

/\ 堪らない ものと 響く 聲 が、 坐 つ 


の 1 

全く 用を爲 さない ほど 痛んで ゐる 

んでゐ る 釣鐘のう なりが 聽 こえる 


む  あつ  いきづま  く ラ.. tu  ちんしゃ ラ ひ •*  まんぞく  こ ひ  ラら 

蒸し暑く 息 詰った 空 氣 （I 沈 鐘の 響 き II 滿 足しない 戀の恨 み — か う 

した 考へ を渠は その 一 身に 引き 纏め て、 暫 く 目をつぶって 自^ i« 身 を 

はん せい  み 

反省して 見た G 

nj  い  とり  いは ゆる  すゐ ぎラ  こ ゑ  びき  ぴき 

『もうく』 と 云 ふお 鳥の 所謂 『水牛』 の聲は 、一匹 や 二 匹の ことで 

ないか ら、 朝 も 晝 も， 晚 も 夜中 も、 つ いけ ざまに 聽 こえた。 

その 牛小屋に 遠くない ところ で、 夜 になる と， 必 や 一 つの あかりが 付 

ひ 力  とり  はな  とき  よし を  こ、 ろ 

く。 ランプの 光 b たらう。 それが お 鳥 を 離れた 時の 義 雄の 心に、 一 つ 

な は  ぁ术  かれ さび  ラす ぐら 

の 慰め を與 へる こと も ある。 それが 渠の 寂しい やう な、 薄 暗い やう な. 

底の 知れない やうな 心 に、 た ッた 一 つの 味方と なること も ある。 

濕 つた 夜氣に またたい てなる： の あか， o は、. Q 据わって るの だら う 

♦  -  >  みみ  お S  ち ひ 

力 動く やうに も 見える。 見つめて ゐる と、 ま た 大きくな つた ，9. 小 さ く 

なった hv する やう だ。 

き  つゆ  にち り.," ひかり  >る i  しん  す  こ 

恰も 消えない 露 —— P 輪の 光を晝 間から 一 身に 吸 ひ 込み、 
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目 くらの 夜を澤 市の 妻と なる 氣だ らう。 

と、 かう. 義 雄は自 がの 詩に 歌 ひ 込んだ。 

しか  む ごん  そ ラ さび  も  や々  こ ゑ  だ 

然し その 無 言 なのが 一層 寂しい。 あれが 若し 優しい 聲 でも 出して 

かれ  おも  とき なに  も な  ラし  こ ゑ  かれ 

吳れ たらと 渠が 思った 時， 何 か 求める やうな 牛の 聲 がした。 それ を渠 

い i みつ  た  なか  だ  しわ  こ ゑ  き 

は 今 見詰めて ゐた 田の 中の ラ ン 。フの 出した 濕ッ ぼい 聲の やうに 聽き 

爲 し て. に ッこ. 9 した。  . 

こ ゑな.^ さ  もと  こ ひ  ふまん  がったい  きぶん 

ラヅブ と 聲、 慰 めと 求めと が 一 つに なつ て、 戀 と 不満と が 合 體の氣 分 

とき かれ  とり  かへ  み  じ ぶん  はら  に  かへ 

になった 時. 渠 はお 鳥 を そばに 返 見 て， 自 分の 腹 わたが 煮えく り 返る 

ねつ じ ゃラと  お  い 

やうな 熱情 を 取り 押さ へながら 云った、 

ほく  も  まつ お  とり  ほく  み，  く 

『僕が 若し 全く つんぼに でもな つた ら， 鳥 ちゃん は 僕の 耳に なって 吳 

れる だら う？』 

だ いぢ ゃラぶ  is- よ  よし を  しょ さい  か ぞく  しゃ しん  で  すつ 

『大丈夫 だ、 わ。』 かの 女 は、 義 雄の 書 齋ゃ 家族な どの 寫眞が 出て ゐる雜 

誌 をい じくり なが ら， た だ 瞹昧な 返事 をした。 
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か/  と 9  さ.， し丄  たん？., -  たい  う SJ  で、 

歸 りたい とば か， 9 あせって ゐる • お 鳥 は， 最 初の 短篇に 對 する 金が 電 

はラ が は せく  す  ひと  き き ゃラ  もら 

報爲替 で來 ると 直 ぐ， 獨 り で 歸京 させて 貰った。 

おも  をん な  よし を  す こ  き 

思 ひや，^ のない 女 だと 義雄は 少しい ゃ氣 もさして ゐ たからで ハ る 

が， ま た 若い ものの ことで、 1 圖に歸 ると 思 ひ 込む と、 そ の 方にば かり 心 

が^つ てし まう の だら うと も 思 ひ 直した。 で、 自 分 は 獨， 9 で 相璲ら す 

し さく  ひつ け 乞  し^  令  あと  で き  みじ^  おん カラ 

思索と 筆硯 とに 親しんだ が， 氣 になる の で， 跡 から 出來た 短い 原稿 二つ 

た，,  ♦< やさ ゥ き、  く  さい そ く  でん ほう 

に對 して も， ど うか 早く 送金 をして 吳れる やうに とまた 催促の 電報 を 

出した。 

みづ <^  ね  たちき しゃ  c ラ ふく  た^ ごと  しろ  けむり  のこ 

水々 した 稻の 田の 面 を. 汽 車が 往復して、 その 度每に 白い 煙を殘 して 

ゆ  いま さら  /1 とめつ  て すり  よ、 

行く の が， 今 更の 如く 目に付く やうに なった。 ぼんやりと 手摺に 倚り 

M.  くわ しゃ  りよ かラ かく しゃ  と. *1  なん  ぶ a 

か 、つた り. 寢 ころんだり して、 その 貨車 や 旅行 客車の 通る の は 何十 分 

おごと  かん ぢ やうみ  き  _ ユ^;  <^u 

置き 每だ らうと 勘定して 見る 氣 になった こと もあった 然し その &I 
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數を 1 ィ， 二 ク、 三 ッと まで 數へ ない うち に， 渠 は モルヒネ でも 嗅がされ 

ぢ よこ ひ  き  と ほ  き もち 

てゐ たやう にかの 女の 戀 しさで 氣が 遠くなる やうな 氣持 になった。 

ぢょ  とき  さ  た  なか  さん ほ  しょ  い a 

かの 女の ゐる時 は 左 ほどで もなかった 田の 中の 散步 を， 一 緒に 今一 

どみ  き  おも  だ  かれ  み , も aJ 

度 やって 見たい やうな 氣にな つ て —— 思 ひ 出す の は渠の のぼせた 耳元 

ぢょ  あつ  いき  とき  とり  ある ひ ぐれ  あぜ みち  ある 

へ かの 女の 熱い 息が かかった 時の こと だ。 お 鳥 は， 或 日暮 に. 畔道 を步 

とほ  ひと り  ゐ なか もの  やみ  てう はつ  み 

いて ゐて 通りす がった 一 人の 田 舍者を 闇に 挑發 して 見せる かの やう 

よし を  よこ が ほ  ねっし i  せっぷん  あた  1 

に、 義 雄の 橫 顔へ 熟 心な 接吻 を與 へた ことがある。  ，  1 

.J^Ji き，  をん な  おも  かれ  いまきつ 

『浮 氣ッ ぼい 女 だから』 と 思 ふ と、 渠 は ま た、 ふ と 今まで 氣が 付かな か 

つた 疑 ひに 包まれた。 

とタ  あし  し；： や  しょく こラ  たづ  い 

『お 鳥 は あの 足で 下 谷の 職工が しら を 尋ねて 行き ゃァ しな か つた か 

知らん？』 

力 き きう か  のこ すくな  ラへ かれ  をし  がく かラ  に ふ がく し けん  て つ だ 

夏期休暇 も 殘り少 になった 上、 渠 の敎へ る學 校の 入 學試驗 を ^ 傅 ふ 

やく  *- く  ひ  か  せま  しか 

^束の 日が この 五日に 迫って ゐ る。 然し そんな こと は. も う. ど ち ら で 
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ft 


もい い。 だ II か の 女が 何 を やって^る か 分らない。 たと へ 自分 は 嫌 

しろ  は" -  いま  じ ぶん  もの  い  かたち 

はれて ゐた として も、 あ の 白い 肌が 今では 自分の 物 だと 云 ふ 形に な つ 

ど  た  をと こ て  ふ  あし 

てるる からい いやうな ものの、 一 度で も 他の 男の 手に 觸れた ら I- 足 に 

觸れた ら — 毀 れ た 人形 も 同欉、 最早 自分 の 愛情 を それに 傾注す る こと 

が 出來る 望み は 全くなくなる ので ある。 

『あ あ、 か うして は ゐられ ない』 と， 渠 はいら し 出した。 が、 そ の 失 

はれた 心の 落ち 付き を 迫め て 無理に も 取， 9 返す つも， 9 で、 今 書き かけ 

て ゐる議 論 —— そ れは藝 術と 實 行と は 合致すべき 物 だと 云ふ證 明 I の 

筆 を轉じ て、 か の 女 を 慰める 手紙 を 書いた。 

ぐ わつ  か えん ^ん はつ  とり  しろ  とり  て がみ  か  わら 

『九月 二 日、 鹽 山發。 鳥ち やん 白い 鳥ち や ん. ま た 手紙 を 書きます。 笑 

つて は 行けない よ。 あなたの ゐな くな つてから と 云 ふ もの は. ね， 手 紙 

でも 書いて ゐ なけれ ば、 僕 の 急に 寂しくな つた 心が 落ち 付かない ので 

す。 前便 に、 も う 蚊脹を 奪 はれた と 云った でしよ う， そ れ がまた きの ふ 
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か ら^ 等 の 室に 障子まで はまった のです。 甲 州の 氣 候と 云 ふ 失 ® な 

歡 M が、 t だ か、 も う 僕に も 早く 歸れと 云 ふやうな 取， 9 扱 ひ をす るで は 

-  i  9  、一  きま  はや  A* へ 

ぶ、 か？  I  、 など 云 はれなくて も、 僕 は歸 るに 定 つて ゐる。 早く 歸っ 

て： i ちゃんの 颳を^ なければ， i はこ、 i 。が 落ち 付かない。 お 替が來 次第- 

るから I： つて ゐて W さいよ。 その 代 b 、僕 を 信じて 僕の 云った こ 

と を J? つて ゐて W さい。 佌 の浮氣 女の やうに、 獨， 9 で 性質の 分らない 

のと ころな ど へ t 打く こと は， 決してな b ません。 分， 9 ました か？ 『耽 

i』 し^! の 似に^い て は， どうせ 歡が歸 京し なければ 博が 明くまい が- 

な  ほ .21 ちゃん からも^ s 村 君の 方の 樣子 を聽 いて 見て 貰 ひたい。 あな 

た のし^  g の 時 は 宿 の拂 ひの 爲 めに 土產を 買って 行く 餘裕 もな く氣の 

5? であった か ら， 僳 の 時 はうまい 葡萄 を 持って行って， 下の 人々 にも 分 

こ、， ク こ、 ろ とり  はくて ラ やラ 

すて や たいと II ふ。 先づ それまで は 心と 心 I 鳥 ちゃん の、 白 鳥の 椽 

-ら- まみ  か あい ひと よし を 

に? n、.  ちゃんの 笑って る 顔が 見える やうた。 可愛 ぎ 雄。』 
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なれ  ベ つ  ラたが  た  令 しラ をと こ  つ 

渠 に は. な ほ 別な 疑 ひが 絕へ なかった。 それ は紀 州の 男に 就い て だ。 

とり  き  とき  いが  ろく  こた 

お 鳥が こちらから 聽 いた 時 は 怒つ て 碌に 答 へ をし なか つたこと ま 

ね も が.^  てラ し  Q  かた 

で も、 つ い. 寢 物語りの 調子に 乘 つて 語って しまったの だと すれ ば、 あ の 

わ 力  とき  じ ,、 ゃラ  ほん IX/  し  せう せンか 

別れた 時の 事情が 本統 であるか も 知れない。 が、 あれ は小說 家の そば 

li- よ  また じ ぶん  せう せつつ く  ラと 

に ゐ て， か の 女 も 亦 自分の 小說を 作って ゐ るの だと 受け取れないでも 

な い。 

ぢょ  し  か<  が  だ  それ  じぶ <i  め 

かの 女 を 知って からの ことで 考へ て も. 誰 れ 某が 自分に いやな 目 を 

つ 力  ひ IJ  じぶん  くど  しようち  ふ.）  み 

使った と か、 あ の 人が 自分 をロ說 いた ら、 承 知した やうな 風 をして 見よ 

くう さう  ゑ  うれ  を、 な  よしを 

うかと か、 そ んな 空想 を 書が い て 嬉しが つ てゐる 女で ある こと は 翁 雄 

にも 分って ゐる。 

な i>l  ない やく  み-と こ しゅつ き やう 

ひよ ッ とすると さきの 男と 內約 でもあって， いづれ 男 も 出京す るか 

ら、 そ れ まで 何とかして 生活して ゐ ろと 云 はれて 來 たので はない か？ 
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渠 S  I 


『お & みが 1 ^ ま た、 さ』 とかのお も 云った の は， そ の 手 害が 出來 かかつ 

た 知らせであった のか も 知れない。 

おが^ 肥 を I； ち^れな く ッて， k 邊を辭 * 職して しまったの ではない 

ゆへ  パ  すで  うち あは  で き 

か？ お i が あせって 歸 つたのに は、 旣に 打合せが 出 來てゐ たので はな 

いか？  f に s  、そ の を 男 がもう 出て 求た やうな ことであった ら， 何す る ？ 

馬鹿を見る の は 自^ば か， 9 だ。 

『さう だ， おれ はどうしても 早く 歸ら なければ ならない。 歸っ て， あ の 

$T の が^いのに 矿 け おんで でも， 暫く は、 おれの 手に かの 女 を 取 

がれて !i かなければ ならない。』 かう あせりながら も. ただ 待 たれる 

の は爲替 だ。 

al?  あの^. みな  ほれ  ち リに、 に ，わ-/  )  -  •  CV  > 

例の やうな 雨 や 神 鳴 b は 稀に な 

^が I にひィ や， 9 して 來た。 降る 

の^しく^, てられた やうな 氣持 ちか ら、 さ う 感じられる ばか， 9 では 


ft 


ほん  ぶ だう  じっさい 

ない。 盆に のぼる 葡萄が、 實 際にう まくな つた。 

しか  ぶ だラ じゅく  ま  かれ 

『お れ は， 然 し 葡萄の 熟する の を 待って ゐ るので はない。』 渠は こんな 

警句 見た やうな 言 葉 を、 不 平の 代， o に こぼしても 見た。 

"ぷ  き  とほ  き こラ  きふ へん  さう きん  ま  ど ほ  て 44  M 

兼て 聽 いて ゐた 通， 9 の氣 候の 急 變 II 送 金の 待ち遠し さ — 手 放した 

とり  たレ  f ねん  い  かれ  ； T ラ  しん ** つ 

お 鳥に 對 する 疑 念 .—— か う 云 ふこと が渠 のから だ 中の 神經 のどの 末端 

； JI  ，て  おろ  しん はい  あしな  だ  お あん 

にも 觸れて 手の あげ 下し も 心配な ら、 足 を 投げ出す こと も 不安に なつ 

f 

した  しつ  なん  まる  しょ たい めん  はしら 

きの ふまで は 親しみの あった 室 が、 何 だか 九で 初對 面の やう で、 柱 の 

す 力 うつ  じ ぶん  かほ  しつ ぶ  モラたい  た --ん  なん  P 

姿見に 映る 自分の 顏 も， 濕 布の 繃帶 をした ま ま. 他 人 か 何ぞの やうに 痩 

せて ゐる。 

とり  さ  あと  あきけ しきじ ぶん こ、 ろ  まこ  き 

『お 鳥 か 去った 跡へ、 秋の 景色が 自分の 心にまで も 舞 ひ 込んで 來たの 

- ？  い  き， -も  かれ  しゃう じ  しつ ない  やみ 

だ。』 力う 云ふ粲 持ちに なった 渠に は、 も う、 障 子が はまつ て 室內の 問に 

つ.^  ノ  ， . たな か  5b  み  うし さけ  かれ じ 

吊されて ゐる ラン フが 田の 中の 一 つ 火に 見えて， 牛の 叫びまで が、 渠 自 
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しん  はら 

身の 腹 わたから 

『本 統に 可愛い の』 とお 鳥が 云 ふやう に 聞え て來 る。 

『この 通， o だ』 と、 胸 に 押し付けよ うとして も、 渠 の 左右に は 何の 手 ご 

たへ もな い。 ま た、 愛する ゆ ひ も， あ ッ たかい 氣は ひもし ない。 

不必要に なった 蚊帳 は 奪 はれ て. 寢 褥は廣 々したに も拘ら す， 渠 は そ 

の 不安な からだの 置き どころ がな く、 眠 らうと しても 眠られない 自分 

を 持て あました。 

あか  め  とり  すがた 

明る い 目 さきに は、 い ま /、 し く もよ そ /\ しい お 鳥の 姿が ちら つ 

たい  じ ぶん ふん a  ラっ ねん  と  だ 

い て. か の 女に 對 する 自分の 忿怒 やら 锾念 やらが か はる ぐ 飛び出し 

て來 る。 うるさい か ら. 火 を 吹き消す と， ま た 自分 は 闇の 床 を拔け 出て- 

の  き  すぐし U  i  お  なが  そ  f  で  お ほ た  なか 

軒から 直下へ 飛び 降， 5. そ この 流れに 添 ふ て， 思 ひ 出の 多い 田の 中 を ま 

ごつ いて ゐる。 

こ * ろ  て  もつ  もラ ねん  はら  はら  め  ひ らラ  め ぎ 

心の 手 を 以て 妄念 を拂へ ば拂ふ ほど. 目ざとい 疲勞 がます く 目覺 
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鼓 


い 物 5 條? 
て を の 
通き 云い 黑 i 
つ ひい 

て た 道? 


めて 來る ばか b だ。 

やみ  なか  み い  すゑ  わか  い a  わか 

闇の 中 を 見入って ゐる と、 末 も 分らない 今 も 匁らない 一 

を， 黑 い 影、 喪 服 を 着て 通る 影、 無 言 (渠 は 半 つんぼ だ) 沈 默 (渠 は 

くない)、 悲痛. 苦悶、 死な どの 靈が うつ 向い たま ま. しく  く 泣 

行く。 

義雄 は考へ た —— よ くく 寂しい と 云 ふ え を覺 えたので あら う、 誰 も 

あ ひ て  かれ ら  ザん せ  よ  ひと A\  ため  せつ 

相手に する ものがない。 渠等 とて も、 そ の 前世で は 世の 人々 の 爲に絕 

すう  ぎく ろ  あ  くち  ，一と  い けん  と ろ  もっと  ぶ ゆう  せん し  /と 

叫 し、 拓 榴の 明いた 口の 如く その 意見 も 吐露 し， 最 も 武勇な 戰士の 如く 

f ろん た、 か  あ ひて  もの  わか  こんき まけ  も 

その 議論 も戰 はした の だ が、 相手が 物が 分らない の で 根氣負 をし て、 喪 

服 を 着けた の だら うと。 この 心持ち は. 光 輩 もない、 後輩 もない、 身 1 つ 

の 薬 自身に はよ く 分つ お。 

それが また 一 人 減り、 二人 減り、 三人 四 人 減 b 、黑ぃ 道の 黑ぃ影 は、 草葉 


^18 


の 露が 朝日に 當っ たや う、 み んな 無くなって しまつ た。 

とほ  め  み  くろ. ひ. &. 9  I  し 

で は、 も との 通， 9 目に 見えない 黑光 かと 云 ふ と、 さ うで もない。 死と 

tJ  かれ ら  の  く；：  た ラま  こ  ゆ 

云 ふ ものが 渠等 をす ベ て吞み 下し、 一 度 生れた 兒を また 呑んで しまう 

きし ほ じん  はら  ひ, V-  し  かげ  たん お ほ  ふく  き 

鬼子 母 神の 腹の やう に， 秘 んでゐ た 死の 影が 段々 と 大きく 脹れて 來て、 

力れ こ * ろ やみ がつ 

渠の 心の 閽 i 合した。 

やみ  まく じ , ん  かれ  き  ま  くら  しゃ  は  こ ひ 

『あ、 そ の 閽 は 僕 自身 だ』 と渠が 氣づく と、 眞 ッ 暗な 死 は矢ッ 張り 戀だ。 

鳥 ちゃんの 亡，、 なる 時 だと 思 はれ て. そ れが あまい やうな 味を渠 のか 

ら* た 中に 傅へ た。 『僕 は あれの 死ぬ まで あれ を 愛して ゐた いやうな 氣 

がする。』 

かう 云 ふ 風 で. 夜 は 如何に アブ サ ン トを 飲んでも 却って 眠られ す， 晝 

間 十二時まで も 一時. 二 時まで も 眠った。 宿の もの 等 は 全く 渠に對 す 

る 信用 を 置か なくなつ て. 金 が來 ない ので 燒けを 起して なる の だと 云 

ひ 合って ゐた。 
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こちら からお 鳥に 對 して 長い 手紙 を 三つ も 出して か ら. や うやく か 

の 女から 無事 安着の 通知が 來た。 が 、ただ そ れ. たけを 書いた ハガキ で 

あった。 

ちくし ゃラ  はや  かへ  力れ  .9 き  み 

『畜生！ どうしても 早く 歸ら なければ ならない。』 か う， 渠 は 力んで 見 

て も， 宿 の爲 めに おの づ から 人賀 になって ゐる 姿であった。 然し 渠の 

こ 

* ろ  を 八な  あ  ピ やう  6 

心 に は， 女 に會 ひたい 情ば か， 9 が 燃えて ゐた。 

かれ  にっき ちゃう 

渠の曰 記帳に は， 

ぃクカ  ち 

何時 また 會 はれよ う II も う 一 一 三 日  

千 萬 年も隔 つて ゐる やう だ。 

こ んな 詩句 も 出た し、 また、 

きみ  ラれ  で Ac 

君が ゐな いと 歌 はいくら でも 出來 るが， 

ほく  令み  はな  - 

さ て， 僕 はい つまで も 君と 離れて ゐ たくない。 

い  ラ み  とク  とう 令 やう  ちょ しよ  しゅつ はん  まち ど ほ 

かう 云 ふこと も 歌って 見た。 お 鳥 や ら. 東京 や ら、 著書 の 出版 や ら， 待 遠 


げんか ラれラ  ^よ  たい  ぎねん  ゆ どや  れいぐ ラ 

しい 原稿料 や ら， か の 女に 對 する 疑 念 やら. 宿屋 の 冷遇 や ら， こ んな こと 

かれ  みが  とき  じつ さい も  まへ 

がすべ てごッ ちゃに なつ て、 渠 の あたま を かき 亂す時 は、 實 際、 持 ち 前の 

しラ； T やくへ き  し  せかい  む  ほかし かお 

執着 癖 を 詩の 世界に でも 向ける 外 仕方がな か つた。 

いま まで は  そら  f 一  f>  くも 

今迄 晴れて ゐた. S が 午後から 曇って 

ふ じ  は, f めん  だん だい ふ ララ 

富士の 方面から 段々 の 大風 雨 

あ C  な  やう  かみ な  きこ 

雨 はちぎ つて 投げる 樣 —— お ほ！： 鳴り も聽 える。 

い-て  あま あし  はラ  やま /\  と ざ 

急がし い 雨足 は 四方の 山々 を閉す 

0. ど  よ ちラ ども  と 奢  あま ど  し 

宿の 女中 共 はま だ 時で もない のに 雨 を 締める。 

ひる ま  ほ とん  ま  くら  やみ 

晝間を 殆ど 眞ッ 暗な 閽 

これ  MJAV  A\ やぶ  お ほ いな づま  くつ せつ 

之 を 時々 破る の は大稻 妻の 屈 折 I 

力 ，9 ひ 力， 9  ！ 

ま た. ぴ か り、 ぴ かり！ 

*- いめつ あひ^ 

その 明滅の 間にし か 
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萬 物と 僕 等との 生命 はな か つた 

しか  こ ひ  つ •、  ごと  あらし つ •、 

然し 戀の續 く 如く この 嵐も續 いて 

ほん とラ  よる  とき  ほく ら  せかい 

本統の 夜に なった 時 は、 ま こと 僕 等の 世界 だ 

あらし  ふた り  まくらもと  .少 一 

嵐 は 二人の 枕元に 響いて 

もの すご  な らく  ねむ  こ ひ  こ , ろ  じつ び、 

物凄い 奈落の 眠り (これが 戀の心 だ) を 實 現し 

ラ ち, T- はん ぶつ  む  ぇラ によ  とり 

宇宙 萬 物 を 無にした 妖女 は 鳥ち やんだ。 

影 も 形 もない 肉の ぁッ たか 味， 

これ  ほラ えう  こ * ろ  そこ 

之 を 抱擁す る 心に は 底が な い。 


『素 ッ ぼかしても 氣の毒 だが』 と、 義 雄が 思って ゐた 約束の 試 驗手傳 

ぴ  つ ひす  しか づめ  かう ちゃ ラ かう ちゃ ラは  かんじゃ ラ 

ひ 日 も 遂に 過ぎて しまった。 『あの 鹿爪らしい 校長 や 校長 派の 感犒を 

また 損じた に 違 ひな い OJ 

r- 力  力く  * ラ  こラ し  じぶん  じ ぶん  お.；'  とほ 

然し も う、 學 校の 講師な ど はどうで も い い。 自分 は 自分の s「】 ふ 通， 5 


い  けラ いく かい  もち ろん ぶん がく しゃく わい  る す 

にやって 行つ て， 敎 育界 から は 勿 論、 文 學社會 から も見棄 てられた とこ 

ろ で， そ の 時 は をれ までの こと た I 

はく かラ £ ラ ちゃう  い  ちゐ  だいじ  と 力く、 こ ひ な 力 

學 校の 校長な どと 云 ふ もの は、 た だ その 地位 を 大事が つて 兎角 事 勿 

しやぎ  せいと  じつりょくけ いはつ  い  ばつ, 

れ 主義 を やって ゐる もの だ。 生徒の 實 カ啓發 など 云 ふこと は その 實 

一 第二、 第三の 問題に して ゐる。 そんな 內實を 知らないで、 世間 體を ばか 

さラ りっし や ドゃラ にんり じ  はか  やつ  がく カラ  ^  t 

一 b つくろ ッてゐ る 創立者 や 常任 理事 は 馬鹿な 奴 だ。 あの 學 校の 理事 

ゑんまん しゅぎ  もつ  たんしゃく  ひと  わる  さ 乃 は 

は圓滿 主義 を 以て 男爵に なった 人 だ。 それ も惡く はない あのき 立 

しゃ  てんびん ほう さかなや  くにい ラすラ  ご ょラ しゃ ラ にん  ， 

者 は 天秤棒の 魚屋から わが 國有數 の 御用商人 になった。 それ もえら 

-  ,(  くに  てラ せん  じ ぶん  な  くわん  がく カラ 

いと 云へば 云へ る。 そして， わが 國ゃ 朝鮮に 自分の 名 を 冠した 學校を 

j  た  だんしゃく か  え  もら 

一 二つ も 三つ も 建て て、 そ れで 男爵 を 贏ち 得ようと する。 それ も 貰へ れ 

j  けつ こう  , 

ば 結構 だ I 

がく かラ だんしゃく  .6 ら ようい  かん はん  け.^ いく  ^の ほ；； I. ん ま 5^ 

一 ところ が、 學 校 は 男爵 を 貰 ふ 用意の 看板 だけで 敎育 その物 は 殆ど 全 

tJP  まん  まん  まん  かね 

くど ちらで もい いに 至つ て は、 あの 拾 五 萬 や 三 拾 萬 ゃ五抬 萬の 金 をた 
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し  れ 
て 渠?： を 
ま は 持6 
だ 數 1 つ 
正き 曰 さ て 
午-  m  m 
に 失 〖 雄 を 

/J?T つ の 


とち  けん ち く ぶつ だ.； ヘラ  す 

だ その 土地 や 建築物が 代表して ゐる に過ぎない II 

•  ？  9  よしをお も. &へ 

『L やそん な こと はどうで もい いので あつ た。』 かう 義雄は 思 ひ g し 

、じ メん  • じ 、\ん しゅ ぎ  しゅち ゃラ じ こ  そん ^い  たし" 

て 自^ はたた 自分の 主義と 主張と 自己の 存在と を 確め さ へ すれば と. 

っバ A  J へ  ，  ，  かしこ  じ ぶん  しゃ ラ けん  <- い ど りょく 

机の f にし よん ほりと 畏まった。 そして 自分の 一 生 懸命に 努力した 

ちょ さく  f  せけん  も  あま  ふ 乞 * いい 

著作が 靳く 世間で 持て 餘 される のに 憤慨した。 

さ L=  丄ん 力い  た  とり  まった. c す  ひ 

この 最後の 憤慨の 爲め に、 つ い. お 鳥の To など は 全く 忘れて ゐた 日で 

ほ  ま  ろん ぶん  げん かう れラ  そろ  き 

あった 待ちに 待った 論文の 原稿料が 揃って やって 求た。 

I だん.^'、 .  か は々.  *.  やど あろ じ  ラ si 

『旦那 二 つ も 爲替が や つ て來 ましたせ』 と， 宿 の 主人が 嬉し さう に そ 

寢てゐ る そば へ 來た。 

き りょく  iAC  くわい ふく  すぐ とこ  i は お 

て ゐた氣 力 を 一 時に 回復し て. 直 床 を^ 起きた。 そ 

まへ  る  ふん  せま  き しゃ 

し 前な の を 見 て、 た ッた 十五 分に 迫つ てゐる 汽車で 

出發 する ことにした。 

はや  くるま  だい よ  くた 

『ぢ や ァ ね、 早 く 車 を 一 臺 呼んで 下さ い o』 
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『へ い， 畏まりました o』 

主人 は^いで 二  ^を 降， 9 て 行った が、 義雄も 手早く 革 鞠に 手荷物 を 

i とおい  はく らい Sb ん あ  a ん 

纏めた。 押し入れに は、 アブサン ト の舶來 瓶の 明いた のが 二 本 ころが 

つたば かりにな つた。 渠は それ を 二 本と も わざく 橫 手の 窓から 下 

に 投げた が、 小 川の 緣の 石垣に 當っ て、 か ちゃんと 毀れ たの を 見て， この 

かふし ラ  れいたん かたき ふくし ラ  き； 力- i 

甲 州と いふ 冷淡な 敵に 復譽 をして やった かの やうに 氣 持ちよ く 感じ 

こ o 

f 

ち じょく  たび  こ どく  やど  ふ じ  たか  みね  ラん む  も ひだ  み  がく  は 乞 

恥辱の 旅 I 孤 獨 の 宿 I 富 士の 高い 峰が 雲霧の 間に 見え 隱れし て， 萬 

こん れい  の  く； バ y- ん こく お ほ おく つ き  /-i りん けん あつ はく  もっと いう 、つ 

人の 霊まで も吞み 下す 殘酷な 大奧津 城の 如く 臨 見， 壓 迫す る 最も 憂鬱 

とち  よしを  い  ふラ  にた  てき 

な 土地 を、 義 雄 はかう 云 ふ 風に して 逃げ出す ことが 出来た。 

土產 はた だはち 切れさ う に 熟した 葡萄の 一 籠 II こ の 粒立った 葡萄 

み  とり はつ  ち  わか ？. \  しの  かれ ゎづ  め 

の實 にお 鳥の 張， 9 詰めた 血の 若々 しさ を摁 びつ つ. 渠 は 僅かに 目 ざし 

た 汽車に 乘る ことが 出 求た。 


it 


ちラ ぁラ せん  よぎしゃ  き  と 令  もり すご 

中央線の トンネル だらけ は、 夜 汽車で やって 來た時 も 物凄く あった 

よし を  こん ど えん v, ん  はう  さ、 こ  ね  とき 

が， 義 雄が 今度 鹽 山の 方から 笹子 ト ン ネ , を拔け る 時. が ッ た ん. が ッ た 

せま こ&  お ほ  f  かれ すか  ねむ  きし  はた  いか 

んと狹 く 籠った 大きな 音 に、 渠 の賺 して 眠らせて 來た 死が 果して 怒， 5 

だ  おか  き  お- V  あつ はく  ふん 5- ん  ラけ 

出 し て， 追 ッ驅 けて 來 たかの やうな 怖ろ しい 壓迫 を. 七 尺 分 間も受 た。 

ゎラ じ  き  む さし の  ひろ  ひら  の づら  み  とき かひ  もく てき をん な 

八 王子へ 來 て、 武 藏 野の 廣く 開けた 野 面 を 見た 時， 渠 は、 も う、 目 的の 女 

の 微笑す る 顔が 見える やう に， 初 めて 入 k らしく せ 返った。 
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よしを  めいぎ  かい  かり  い へ  しゅ じん  はら ぐち せい H ラ  い  よし *i„J ら 

義 雄の 名義で 二階 を 借た 家の ま 人 I 原 ロ淸 造と 云 ふ ！ は， 義^ 等 の 

一は こラ ちラ  けうり  はう  かへ  きる すゐ  ひ じ 0- ラ し 尸  つ 

旅行 中に 婼 里の 方から 歸っ て來 て， 留守居の もの を^ 常に 叱， o 付けた。 

^  ノ さラ だム  、なん  ひき ラ 

『おれに 相談 もしないで 何で また そんな もの を 引受けた の だ？』 

『で も』 と. お 政と 云 ふ お 鳥と 同年輩の 下女 代， o は 意 外. * さ う に 答へ た、 

**  て  かき 

『借り手が あった ら、 貸 せと 聽 いてた か ら。』 

レ  お  I  • 

『そ， 9 や ァ、 さ う 云 つ て 置いた が、 そ んな もの は 行か ん。』 

あ も  きょし 、  さラ だん 

『わたし もどう せう かと 思 つ た か ら、 潔 さんと 相談した のです が、 か ま 

う まいと 云 ふか ら —— 』 

、ラ がく ねん  はん だラ とく そむ  をん な 

『潔 も 潔 た I も う 學 三年に もな つて ゐ ながら， 一 般道德 に 反いた 女 

など 穢ら はしい と 思 はない のか？』 

J  0/  *" ら  ち *  *« ほラ とつ  とも だち 

『でも 田 村さん は』 と. 父 の 顏を窺 ひながら. 『お父さんのお 友達で マ- 


か ら よから う と —— 一 

た おら  とも だち  そラ もつ たい  ちう こく 

『田 村 は 友達 だから』 と， 1 層勿體 らしく， 『おれが ゐたら 忠告し て， そ 

んな こと をす るの は 止めさせる。 5 

『ぢ や ァ』 と、 潔 は わけもなく， 『斷 つたら いいで しょ う o  3 

『無論 だ。』 

せつ 力く  まさ  おも  きわる  はな  あ： S てで き 

『折角』 と、 お 政 は 思 ひ 切り 惡さ うに、 『わたしの 話し相手が 出來 たと 

思った の に II 』 

はか  まさ  ひと  めかけ  はな  きも 

『^鹿！ お 政 は. 人の 妾な どと 話し をして 氣 持ちが いいの か？，； - 

『そり ゃァ、 い い こと もない けれ ど I 』 

『そ れ に. お れが田 村の 細君に 對 して 年甲斐もないと fK はれる のが 面 

しろ  い  せい ぞラ  じ ぶん  ある むす こ  し ょラ 

白くない OJ か う 云 つ て， 淸 造 は 自分の 或 息子が 仕樣の ない こと をした 

かの やうな 迷惑 を 感じた。 

渠は義 雄と 同じ 學 校の 瀵學 講師 をし てゐた が， 老朽の 爲 めに やめら 
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のち けラ リ  でん ぢ . ゅラ づ *7  たに ** ち  しゃくや  た  かつ さい くん 

れ た 後. 鄕 里の 田地 を 融通し て， 谷 町に 二三の 借家 を 建てた。 i, 細 君 に 

ゆ  わ. 5-  か ぞく  AI- よし ほか みな けう り  い  しん せき  まさ 

は 逝か れ、 若 い 家族 は 潔の 外皆鄕 里に 行って ゐ るの で • 親 戚 からお 政 を 

た の  き  だいどころ  もら 

頼んで 來て臺 所 を やって 貰って ゐる。 

きょした むら  よ  こ 

『お い、 潔， 田 村 を 呼ん で 來 い。』 

とつ  さけ  の 

『またお 父さん は 酒を飮 みた いんで しょ う。」； 

んラ よし を  はな  あ ひて  かれ  よし を  をん な つ 

こんな 風で 義雄 をい い 話し相手 にして ゐた渠 に は， 義 雄が 女 を 連れ 

こ  き  じつ めい わ く めい わく  ろラ じん  さ 5S  どう 

込んで 來 たの が、 そ の 實. 迷 惑 も 迷惑 だ が、 ま た 老人と しての 寂し さ を 同 

ぜラく  い  ラら 

情して 吳れ ない と 云 ふ 恨みに もな つた。 

むら  おも  をと こ  によ ほ ラ  こま 

『田 村 も 思 ひやり のない 男 だ、 な ァ * おれ は 女房 もなくて 困って ゐ るの 

じぶん  み  かれ  こと は  てラ しか  かた 

に、 自 分ば か b いいこと を 見せつ け て』 と、 渠 が 言 葉の 調子 を變へ て 語 

ときこ ま  C 力 

つ た 時. そ ばで 困った こと をして しまった とびく  /.、 して ゐた 若い も 

ら  こ ゑ  あ  ！■ ら 

の 等 も聲を 揚げて 笑った。 

『然し. ま ァ. い い， さ。 出來 たこと は 仕方がな いとし て. あ いつ 等が 歸っ 


き  をん な  だいどころ て つ だ  もら 

て來 たら その 女に も臺 所の 手傳ひ をして 賓 へばい い。 さう した ら. お 

まさ  たす 

？ 4 も 坂 か る だら う？』 

もら  まさ  よろこ 

『そ， 9 やさ う し て 貰へば』 と、 お 政 も 喜 ん だ。 

ぢょ  ゐ なか  わら かん がく しゃ む マめ  Y ん きゃラ  もら 

力 に 女 は 田舍の 或漢學 者の 娘 で、 も つと 勉强 させて 貰 ふつ もりで こ 

げ ぢ よどう や 5  し ごと  いそ  す こ  ほんと ラ 

こ へやって 來 たの だ が. 下 女 同様の 仕事ば かり 急がし くて 少しも 本統 

I  ^  ^  おつ もら  じ じゃラ ちが  とり 

の 約束 を實行 させて 貰へ ない の で ある。 で， 事 情 は 達 ふとして も、 お i| 

い ラ はう  う らゃ 

の 有望な の を 羨ましが つ て ゐ る。 

, 、 ， it  * ひ；^  ま  かへ  き 

そこ へ お 鳥か獨 りで 光づ歸 つて 來 たので あるつ 

^  V*T  . と f  へ  ひすぐ  ； si じ じ やう をん な  ふ こ -ろ 大  い 

淸造 はお 鳥の 歸 つた：：： に、 直、 か の 女の 事情 を 女と して 不心得 だと 云 

、や、 A*  ^はふ  き；  す あ  た むら  おく 

ふ窩 味で 說 法して 聽か せ た 末、 そ れ でもな ほ 田 村が ここ へ 置いて 吳れ 

I,  まさて つ V,;-  もら  大， P こつ 

ろと 云 ふなら うちの お 政の 手傳 ひもして 貰 ひた い と、 圆 滑に だ が、 そ リ 

き は，  0 

希望 を 述べ た。 
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『はァ II 』 と. お Si はた だ 瞹眛に 答へ て， 心で は. 『誰れ がそん な 下女 同 

M な こと をして やる もの か』 と 云 ふ 反感 を 起した。 

とり じ ぶん へ や  せい タラ  よ  やて  、 

『あのお や お』 と、 お 鳥 は 自分の 部屋で 淸 造の こと を 呼び 棄 にして そ 

-* さ  9  お ，ぶし  ま さ  せい ぞう  ^い  ソ も へ； ^ 

の ぐお I- と 二人で こそ く  I 話 をした。 お 政 か ら は淸 造に 對 する 不年 

,  【 J  よし to も  りよ 

が ^ た が、 お 鳥 はかの 女を羡 ましが ら せる やうに 義雄 とせ ハ にした 旅 

V  t  つなべ  わ.? *  き  をと . 」 

のこと を 話した。 その 癖， 床 に ー這 入って から は、 田 邊で 別れて 來た男 

あたら  じじつ  お f-  *^ か  / 

のこと が 新しい 事實の やうに S ひ 浮べら れた 

^  ^ は， おかん を f 酽 んし、 『6 ん i』 の ^腐ん が とても 六ケ しいと 云 ふ 報告 

き  うへ h さお  とき  はん  いた  まさ  ぢょ じ れん > 

を聽 かせられた 上、 朝 起きた 時から 晚に 至る まで、 お 政が 力の 女 自身 い 

まで も iB^ に^たう とする 檨子を 不快で 不快で 溜らな く 感じ 

て， 成る ベく 避けて ゐた。 

IT こんな 事情に なって るか ら， 人 が 皆 馬鹿にす るの だろ』 と， かの 女 は 

じ おん  げん ざい  こ * ろ ほそ 

自分の 現在が 心細くな つ た。 
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敎 


『お 鳥さん は氣 取って るの だ o』 かう、 お 政が 失望して^ ひがける と、 

『な ァ に、 田 衬が歸 つたら 注意して やる』 と， 淸 造 はな, さめ た。 

お 鳥 は、 家の人々 の樣 子が 冷淡な のに 接する とま^が 赋 つて^た の 

♦>  ft  .  お. 6  はや  てんしゅく 

カ行け ない のた と 思 は れ， 早 くど こか へ轉 宿した くな つた。 

それに^ても， 待 たれる の は義雄 だ。 第三 夜の ぬで は、 も う、!! をば か 

り戀 しくな つた。 そして， 旅行 中の ことが 初めて しんみり と ijf へ ら れ 

る や， フ にな つ た。 

紹？  Hg, かパ  ^ i  Ti.;-  、^, い』  とき かれ か もの いもが  な" をん 

# 力 俄に 出て 耋 間から 床へ 這 入った 時， 渠 は 書き物に 忙しい ^を si 

せん ふ 令ん  い しゃ  よいく  こ ほ、 ,  - 

泉 附近の 醫者を 呼びに 行って 吳れた hs 、氷 を淤 いて 吳れた り、 一 g5:、 よ 

く 介抱 もして 吳れ た。 そして， その 熱が 取れてから も，！!^ へ 二三 t 日 

U い  ときをん な ゆ  はう  令  じぶ、  v*>  ；. I  b  - 

に 這 入る 時、 女湯の 方へ 求て、 自分で この つたから； i¥ を^って iu 

ひと  め  まる  み  わら  あ  J ク . 

人" 目を圓 くして 見た り， 笑 ひ 合った. o した が、 そ れを  > ひ にもと めす. 


JUS 
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しん せ つ  とゥ あっか  き もの  き  くわ 

親切に 取扱つ て. 衣 物まで 着せ て吳. 

K  '-  おも  こ  くラ せき 

レ』 と 思 ひ 込 ひ と. そ ばの 空席 か 


『實 にあ， 9 がたい 人 

ひが 聽 こえて 來る やう で、 ち 

あの 耳の 張れ は 直った^ 知 

きょし  がく こう  ゆ 

潔さん は. も う， 學 校へ 行く 

の學校 もやが て 初 まる だら 

> の に II 

あと  かね 

ひよ ッと すると 锁の 金力 

に， 浮 氣 でもして ゐ るので は 

だ、 ほ ん の、 女 好きで あるから 

まつ 4： わす  た  をん な 

全く 忘れて、 誰れ かいい 女の 

の やうに 引ッ 張， 5 步 いて ゐ 

ひと  のこ  き  わる 

『獨. り殘 して 來 たのが 惡か 


せつぶん  まね 

ゆ ッ とそれ に 接吻の 眞似を 

らんと？ W ふ 心配が 出た。 

支度が 出來 たと^って るの 

う。 後れない やうに 早，、 歸 


ち 


澤山來 たの で， 獨り になつ 

し 

ない か 知らん？ こちら を 

で II か う 離れて ゐれ ば、 こ 

令 やく  となり  しつ  さ 

お客さん でも 隣の 室へ 來た 

A- ぎ 

ない とも 限らない —— 

おも  えん ぎん  かみ 

つた』 と 思 はれて， 鹽 山の 神 


あ 

* こ 

の 

おい 

愛 

の 


ン ク」 P 

た。 そ 

か ら • あ 

て がれ 

がるの 

のこと 

じ ぶん 

を、 自 分 


い 匂 

し て， 

ひと 

ば い 

し ほ 

は、 た 

な ど 

もの 


や 牛の 聲 


發 


に は 夢で うなされながら も， 眠 、りから 覺 めた 心 は 義雄を あちら へ 迎 へ 

に & つた。 

て. がみ，..；^,.^  ゆ ちが  つま 

^紙で 詳しく 云つ て や た い にも 行き 違 ひに な つ て は 詰らな いと 

ちう ちょ  a いち さ  こ • ろ  るす  ぢょ  か、  く 

躊躇し なが ら. 每 朝 ，/\»、 心の 留守 な かの 女 は、 け ふは歸 つて 來る だら う 

お^- をと こ に，. ひ  いだ 、とこ たか おそ  め さま  は い 

と 思よ^の 戀 しさ を 抱いて 床の 中に 遲 くまで 目 を覺 した ま /- 這ん つ 

てゐ た。 

^  ？. 2,1 - , でう ざしき みやげ もの ひら  とき かれ すぐ 

義 雄か歸 つて 來て 下の 八疊の 座敷で 土 逢 物 を 開いた 時、 渠 は庶 にお 

とり  まさ  せラ しゅ 大ん  よう い 

鳥と お 政と に 外 酒 宴 の 用 意 を さ せ た 。 

しゅ じん  せい ぞラ  さけ  さい  なし  .3 

主人の 淸造は 酒 さ へ あれば 肴 は 何でも かま はない の で、 あ り 合 はせ 

タ どラ ふ  たく さん 

の するめに 湯豆腐で 澤 山であった。 

とつ  さけ  てラ だい  おち 

『お父さん はお 酒ば かり を 頂戴お しな さ い よ， わ たし 達 はこれ を や， O 

ます か ら。』 


2：51 


お 


きょし さき  たつ  ぶ ど ラ  て  ^  '  5 

と 潔が 先に 立て 葡萄に 手 を 出した 

1! いもの 等が 互 ひに 奪 ひ あつ て、 立 派な 粒から 先き へう まさう に 噴 

つて ゐ るの を 見 て、 義雄 は、 

あ  > だ  そラ さく てき ど りょく  く しん  し 

『それだけになる までの 間の、 おれの 創作的 努力と 苦心 を も 知らな-、 

で』 と 思 つ た。 が、 淸 造 に は、 猪 口 を 取 りか は しなが ら、 そ れを あ， 9  f に 

話した。 すると、 

ひっこ ラ  せい ぞラ いみ  く^.'， 「^ み "ん く. い 

〔それ は それで 結構 だが』 と、 淸 造 は 意味 ありげ の 口調で 『君 は 今回 

餘. o 洒落た こと を やり 出し た 、ね。』 

よしを  とり  かほ  み あは  ふた， せい rxy 

『い や、 そ のこと だけ は』 と、 義雄は お 鳥と 顔 を 見合せ た が、 再び 淸造 の 

t.  ，ンし ~  や  び  ,-  も .C  **-  I 

ガ にが 心の ある 目 を 向けて、 『云って 貰 ひたくな いのです。 惡 いと 云 

はれれば^ くない こと はない のです が， 止 む を^ない と 辯^ すれ ば， ま 

た 辯 解 出來な い こと もない の で す。』 

【そり や ァ， 君 が 細君 を 嫌って ゐ るの は 分って ゐる が、 子 供 も あるの だ 


235 


が 

い 

上ず 

で 

自じ 

わ 

の 

や 

分え 

け 

2、ラ 

等ら 

だ 

吿ミ 

て 

の 

か 

を 

ゐ 

宿： 

與ミ 

る 

を 

へ 

す 

る 

1 

る 

餘ょ 

で 

の 

地ち 

す 

を 

も 

力' 

な 

ら 

o 

い 

お 


0 


『だから』 と. 手 を 持って 下に 押さ へ 付ける 眞似 を し て、 『^も? つ て 

貰 ひたくな いので す。』 

『然し^し ひどく はない か、 ね ？』 

『ひ ど い も. ひ どく 無い も、 僕 の 決心 一 つ 

「，  い  はく  べつ  . 

『さう 云って しまへ ば、 僕 も 別に そ乜以 

？  きみ さい くん し  ほくめ 乞 ほく 

力 —— 君 の 細君に 知られた ら， 僕 が 面目な 

L.  よし を  こと は  つま  さ ,1  ？  5 

u い や』 と. 義 雄 は 言 葉に 詰った。 淸造 

き  おも  や Jf*  , 

i 力と 思った ので ある。 『そんな 野暮な こと は 云 はない で， 績 い て 

お  もら  し  - へま- 

を 置，， て 貰；；：, たいです が （I 知 ら ない 家の 間 借， o をす るの もお だか！ k 


あん しん 

安心です か ら、 ね え。』 


きみ 


『そ り や ァ-君 がた ッ てと 云-ふ 

をん な みち  I： ラ ぶん し こ 

にも 女の 道 を 充分 仕込んで や 


な ら. 僕 も かま はない が、 ど う だ、 お 鳥さん 

つたら？』 


_  » と f  =1  へん じ  よこ む  だいどころ て つ だ  5- 

『ふん』 とお 鳥 は 鼻で 返事 をして 橫を 向いた。 臺所 を手傳 へと 云 ふ 

の だら うと 思った からで ある o 

SJ^-f な ^  よしを  わか  れい だ. 7 がく こん ぜラ  めかけ 

『女の 道と 云 ふ と 11 』 義 雄に は 分らない の で、 例 の道學 根性から 妾の 

ゃラな ことな どよ させる やうに しろと 云 ふの かと も考 へた。 

『朝寝坊 ばか，^ して ゐ ないで』 と、 淸 造 は 笑 ひに ま ぎ らせ なが ら、 『う 

ちの 用事 も 少し 見習 ふやう にした ら I 』 

ま さ  と. 9  かほ  み  とり  め 

『ほ， ほ』 と、 お 政 はお 鳥の 顏を 見た が， お 鳥が むッ つ， り し てゐ るの で. 目 

せい ぞ ラ  はラ  てん 

を淸 造の 方に 轉 じた。 

『それ も惡 いこと ではない でし やうが j と， 義 雄 は 旣に何 か.^ さ ぃ悶 

^やく？' . 1.0  い 1  . あひ^  はじ  ^ん  し^ 

着かお 鳥と この 家との 間にあった の だと 初めて 感づ いて、 『これ は然 

べつ  もくてき  た  こと  も 力  もシゅ 

し趴な 目的の 爲め に II た と へ ば、 琴 な り， ま たは ほかの 物な. り に —— 專 ら 

熱心に ならせて 見たい ので す。』 

に、  きら  とり  せい なう  い  こと は  じ や ま 

『琴 は あたい 縑 ひよ』 と、 お 鳥も淸 造の 云 はう とする 言 葉 を 邪魔す る 


展 


つも. Q で， お 政に 口を出した 

まさ 

『さ う』 とお 政 

も 


せ い f  は •• か 

情 造 を 撣 つ 


きょし  べつ  たに 

潔 は 別に IS 


じ ぶん  つ • そで 

Q 分の 筒袖の 


き^ 力ん 力 

『Ra の考 へが 

う fK つ て、 淸造 

き た さ ，つに す 

『ま ァ、 そ ん な 

と 力.. b 力 ひな 

とり  ま 

お 鳥 は 待ち 

に 追 はせ るの 

しゃ ラち 

た の を も 承知 


云 はな 

くち 

で 口の 

き 2 

う 決つ 

話題 を 

の を、 

だん な 

旦 ^ さ 

よし を 

ら、 義雄 

ひと 

ね て獨 

せい ぞラ 

，淸造 は 

な が ら. 


か つ 

あ た 

て を 

てん 

轉 じ 

ん X 

ちょ 

に 猪 

Ky で 

何 だ 


ナ 


かん たん 

て， 簡單 

iJS どラ 

が， 菊萄 

を 拭い 


る 

W7 

力 

力 


なら も 

。 お 鳥 


に 返事した だけ だ。 

の殘 b を みんな 喰べ 

て ゐ た。 


ほく  い 

う 撲は云 ふこと もな. 

レき  よし を  力い 

が 頻りに 義雄を 二階 


てし まつ て、 


にしない でもい いぢ 

ので ある。 

がって しまった。 そ 

ま  よし を 

いやな 氣 がして、 義 雄の. もじ 


大切 

を さす 

階へ あ 


L 力  』 力 

へ 連れて行 

や ァ な いか』 

あと  よし を 

の 跡 を義雄 

くし 出し 


2:4 -*» 


發 


『も ッ とがみ li へ、 君の 新しい 夫婦の さいさき を 祝 ふので はない か』 

など 云た。 

『きし、 もう、 お i さんが ゐ i  ,9 をし 出した し， 實際、 夜 も 更けた のです か 

ら、 あ すまた 飮み 直しましょう』 と 云って そこ をはづ した。 

『まだ^ IT は « い， ね』 とが ひながら、 こ 階へ 行って 見る と， お 鳥 は碼. 9 

w  i  ,  ねむ  おも  よし を  しづ 

で宋へ • 入って ゐ お。 眠 つ てゐ るの かと 思つ て、 義 雄^ 瀞 力に その そ 

A  - ま f-  i う  ぶ とん はし すわ よ  く, る メ  ^ 

ば へ (打 き， 颜 の 向いて ゐる 方の かけ 蒲圑の 端に 坐 り， 醉 つて 苦しい 還 を 

吐いた。 

『im いぬい！』 かう、 突然 叫んで、 お 鳥 は 反對の 方に 顏を 向けた。 そ 

，レ K  P  > と  しラ かん  ま  へ. W き ■  1 * 

して 自^た さう に. 『人が 一 過 間 も 待った のに、 年氣 であん な あやち と 

洒 ばか， 9 飲んで ゐ て II 』 

『そんなに!： ち 遠し かった のかい』 と， 義雄 はかの 女が 急いで 歸 つた 

I れい おん おも だ  ， •  + 、ぐ， 5 い ，は , >,r- 

時の 冷淡 を 思 ひ 出しな が ，，ら 意外に 感じた 


资 


こ .《  ぜん しん  た  かれ  つた 

『さ う， さ ！ 』 と， 聲 を 全身から 出した のが 渠 のから だに も傳 はつ た。 

か へ  しょ  く 

「ぢ や ァ、 お れの歸 るまで 一 緒に ゐて 吳れ たらよ かった の に。』 

r  』 

じつ さい さ JS  て がみ 

『實 際、 寂 しかった よ I 手 紙 もよ こさない で， さ。』 

む  なほ  ゆ  ちが  つま 

『で も』 と. こちら へ 向き 直り、 『行き 違 ひに なったら 詰らん ぢ やない 

か ？』 

はや  かい  おも  かね  こ  しか^  て 

『早く 歸 らうと 思った ッ て， 金 が 來 なかったら 仕方がな い .—— お れの手 

紙 は讀ん だら う？』 

『う ん に 

『それで 初めて 己の 心が 分った のか？』 

『さ うぢ やない』 と， 恥 かし さう に 笑つ て. 肩 をす くめた。 

『本鄕 へ は 行き ゃァ しまい， ね？』 

ほん /；ラ 

『本 鄕ッて I』 


くろ  はラ 

『黒ん坊、 さに 

『まだ そんな こと 疑って るの？』 

『さう だら う、 さ o』 

はか  かおても  かたて  よしを  と  じれつ 

『馬 鹿』 と、 片 手で @ き あがつ て， 片 手で 義雄 をつ き 飛ば し， 自 烈 たさ を 

顔の しがめ 方に 現 はして 『^^^鹿、 馬鹿』 と， 渠の 崩れた 膝 を 二三 度 

抓った。 『そんな こと. 誰れ がした？』 

『さう 怒らなくて もい い 、さ。』 

じ ぶん  まくら お  なに  わか 

『それよ ，9、 自 分 こそ』 と. かしら を また 枕に 落とし， 『何 をして たか 分 

る もん 力？』 

ラ  と  かね  つか  たか  み  ュ 

『ぢ や ァ、 お れが 受け取った 金と 使った 高と を 見る がい い、 さ。』 か う 云 

よし を  かみ い  こう れラ  っラ ち じ" ラ  やど ゃラと  だ 

つ て、 義雄 一は 紙入れ か ら 稿料の 通知 狀 やら 宿屋の 受け取， 9 を 出した。 

とり  はら は  し&  あ  み  かれ  をん な 

お 鳥が 腹 這 ひに なつ て， そ れを 調べ 合 はせ てゐ るの を 見て， 渠は 女の 

しん よう  え  て  かぎ  おも 

iis 用 を 得る に は， い つ も、 こ の 手に 限る と 思った。 
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よしを  とこ  rl い  とり  。へ  はや  ん  、 

義雄も 床に- 入って から， お 鳥 はこの 家 を 早く 立ち退きた t こと を 

語った。 そし て、 渠 は それ もよ からう が、 ど こ へ 行って も. 他 人と は M  ： 

し  K んち やく おこ  . い  き；  3 

知らん 悶着の 起る ものた と 云って 聽 かせた 

『でも、 こ  >  の 奴等 は 皆 氣に喰 は ん。』 

まさ  て だす  い  ， >  . - 

『お 政さん の 手助けに しょうと 云 ふたけ の こと さ』 

じぶん かほ +1  げ" よ  ふ.  , 

『それで 自分の 顏が 立つ か II あ たい を ここの 下女に させて 置いて？』 

ことわ 

ru か ら、 お れも それとなく 斷 つた ぢゃァ ないか？」 

『人間ら しいの はま だし も 潔さん だけ だ oil 

わか をと こ 

『若い 男な ら、 い いの だら う ？』 

『また そんな こと！』 かう ョ つ て， か の 女 は 渠の胸 を 突いた。 が， これ 

やさ  ねつ しん  く は  し  、かれ  ぶよ 

までにない 優し さと 熟 心との 加 はって ゐ るの を 知って 渠 はかの 女 も 

餘 ほど 寂しい 目に 會っ てゐ たのが 分った。 
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多少 長くな つた 夜 も 直に 明けて しまったが， 二人の 起きた の はや ッ 

おも 

と遲 かった。 

ふた り  ひ. V-  あ  はや  力た 

そ し て， か れ これと 二人が 私 かに もつれ 合って ゐる うち に， 早 ゆ ふ 方 

よしを  さく- 0-  やくそく ど ほりし ざ しき  さじ  はじ 

となった の で， 義 雄に 昨夜の 約束 通 下の 座敷で また 酒 を 初めさせた。 

さげ  きげんと  おき  せい ぞう  た せラ え  き 

酒で 氣嫌を 取って 置く 氣 なので ある。 淸造は 多少 醉ひ がま わって 來 

さく や  けう くん  ちラ こく  IW 

てから も、 も う. 昨 夜の やうな 敎訓め い た、 忠 吿 めいた こと は 云 はな かつ 

か は  かれ  よし を  こま  れい  まち あ ひつ  あ  い 

た。 その 代 り、 渠 は、 義 雄の 困った ことに は， 例 の 待合へ 附き 合へ と 云 ひ 

出した。 

かれ とき ん、 ぶ れラ かん  ひと  ゆ  まち あ ひ  しん はこ  べつ 

渠が、 時々 無聊 を感 すると， 獨 りで 行く 待合が 一 つ 新橋に ある。 別に 

げいしゃ  よ  さ ひ  てう は  たが ひ はち  つ 

藝者を 呼んで 騷 ぐので もな く、 い つ も， そ の 帳場の 長火鉢に くッ 付いて 

かれ  ほ とん  どラ ねん はい  は ,,  あ ひ て  かれ  さ A  とき むかし はなし 

渠と 殆ど 同年輩の 婆々 ァ おかみ を 相手 に、 渠 が 盛んであった 時の 昔話 

をし なが ら、 た だする め 酒を飮 むの がお 決り だ。 

よし を  どつ  ゆ  し 

義雄も 1 度 逆れ て， むかれて 知って ると ころ だ が、 そ このお かみが 一 


展 


鼓 


ナ e ラ  さ" くん  な  ちと  せいぞう  いい 

&ぉ もない 化粧 をして， 細君が G  くな つた 跡の 淸 造の 家へ やって 

*  L  。"-  j  3  3  くきん  さ * ちく  おも  ヘラ め  <.  力く 

がた。 , はた だかの 借金の 催促 かと 思った ら、 そ れは 表面の てれ 隱し 

,  ほんい  じ ぶん あとがま 9  ► 、ゆ、 

に fK ひ 出した だけであって、 本意 は 自分が 跡 釜に 坐っても いい 力ら 悲 

C レ  きラ おい  しょ  もり 力へ  くノ  ,J 

1 つづきの その 商 賢 を 一 緒に なって 盛 返して 吳 れいと 云 ふので あつ 

『ぉ獻 さん をお^ に する まで まだ 老いぼれて ゐな いよ』 と， 渠 は 憤慨 

X  ,  w  »  m  )*<  つし  ^  よし を 

して その 篓ァを 追ひ歸 して か ら. 暫 らく 足を拔 いて ゐる こと も. 義 却 は 

渠 から 話されて よく 知って ゐる。 

そこ へ 附き合 へ と ぞ ふの は， このお や ぢ * 今 夜は餘 ほど 何う かして ゐ 

ると ぎ は か% へ た。 自分 等の 艷ッ ぼい 事實を 見せ つけられて、 渠も亦 

氣を 若返らせ たの だ わい と考 へられた。 

よし を  めい .C く  力 ほ  、 

で， 義 雄 は 迷惑 さうな 顔 をして 

つ  おひ  ,  _ 

『お付き 合しても い いのです が I J 
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せい ま は  めづ  ふき げん  ,  « 

『〃や か， 3 と、 淸 造 はさき 廻りし て、 珍 らしく 不氣嫌 さう に 『いやなら 

ほく ひと  い  く 

僕獨 りで 行って 來 る。』 

じつ  よしを  とり ちょっと かへ み 、 はめ はい  き 3 

『實 は、 こ れ が』 と、 義 雄 はお 鳥 を 鳥渡 返り 見て 『反對 する に 決って ま 

す か ら。』 

きみ 令み おのし  たま ほく  ほく さラ お， 7 はな あゆて •  r-  - 1 

『君 は 君の 樂み をし 給へ、 僕に はまた 僕 相應の 話し相手 か ある 力ら』 

く さラ  やし  み  たは こ い  ふと  ぎん ぎせ る  と 

と、 苦 笑し なが ら， 椰 子の 實の 煙草入れと 太い 銀 煙管と を 取りまとめて 

腰に さした。 

t  まさ 

『あんなお 婆ァ さんと こな ど お よしな さ い よ』 と ，おれ かそ は 力ら と 

め た。 

ゆ  もく て 令  さびの-  く  ♦ - - 

『お 婆ァ さんが 目的で はな い、 も ッ ，と， う まく 酒を飮 んで來 るの た』 

さげ  まさ  とり かほ  みあ  れいせ う あ 

『お 酒なら』 と、 お 政 はお 鳥と 顏を 見合 はせ て 冷笑し 合 ひな 力ら 『わ 

たし 達が お 酌 をし ま す。』 

i へ  きき  とり  き， どく  •  -  、  ，  Jtr 

『お 前で は氣が 利かん し、 お 鳥さん に は 氣の毒 だからな ァ』 と當て こ 
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亡い ど  もつ  た  りん レシ  べんき やう  むす こ 

す， 9 の やうな 態度 を 以て 立ち あが り、 隣 室で 勉強して なる t& 子に 


S ひ. 


きょしし た しら  す 

『潔， 下 調べが 濟んだ 

力ら かみ f 一 

『は い』 と. 唐紙 越し 


まち あ ひ  い  けつ こラ 

『待合と 云ゃァ 結構 

ま  びら  よし 

と は 眞ッ平 だ』 と. 義 

じゃラ たい  とき 

と狀 態とになる 時 も 

つ た。 

『ぢ ぢィで も， 色 氣 が 

よ  ね 

の 夜 も そこ に寢 てし 

よく て ラ す こ  はや  お 

翌 朝、 少 し 早く 起き 

た。 每 日の やうに 逋 

あ ひだ いち ベ え てう 

の 間 を 市兵衞 町に あ 


ら、 獨 で寢て なな よ。』 

の 返事が した。 


なやう だ が， 婆 ァ さん 相 

雄 は 淸造を あざ笑った 

おも  どうじ やう ね *p 

あると 田 J ふと & の ~ふ 


あるんだ』 と 云 ふお 鳥 

ま つ た o 

しょくじ  す  上 し 4R- 

て 食事 を濟ま せ， 義雄は 


手の する 

も 1 


が、 I！ 


め 

度 


よ 

力 


も う 

ん な 

で 令 

出來 


二度 

ねん はい 

、！ *  J 

な 力 


を禁 する 

をい ましめ なが ら然 し そ 


4-i び か は 

旅 革 


力に まち  たん す まち  とほ 

つた 谷 町から 箪笥 町の 通 

さ 力  が ザん はう 


を 持って 

たん す まち 

や、 簞 笥 町と 


で 

そこ を 出 

いま- 0 てう 

今 井町と 

9 


がる だらく 坂 や、 我 善坊の 細い 通， 9 も、 何 だか 物 


珍ら しい。 自分の 家へ 歸 つて 行く 氣持 はしない で， 長 らく： i 沙汰 をし 

ひと  しき _Q  ちか  き  o  ^  u  I  » 

てゐる 人の 敷居へ 近づく やうな 氣 がする。 そして 家へ 這 入って 力 ら 

は、 直 あがった ところの はしご 段 やっき 當 h- の 庭が 見 え る と、 確 かに 自 

がの 家 だと 云ふ强 みは 出た が， 今 度 は ミ た、 誰 れも迎 へに 出ない のが 物 

足りない と 同時 に、 留 守に：^ か 大事 件が^ つたので はない か 知らん と 

ヌ ふ 心配が 胸 を どき 付かせた" 

えん  がく こう か はん  かた  とも はるで くわ  . 、 

椽がは で. お もちやの 學校革 鞠 を 肩に さげた 知 春と 出會 したが この 

子 はび ッく  hv 顫 へあがった 樣子 をし て. 伏し目 に 下 を 向いた。 そしで- 

義 雄が 默っ て 行き過ぎ るの を 待つ て、 げる やうにば たばた と臺 所の 

i ラ  い 

方に 行った。 

『父 ち や んパ乂 ちゃん』 と 云つ てるのが 聽 こえた。 

『さ う I お 1 ん なさった の』 と fu ひなが ら. 千 代 子が 急いで やって 來 

る やう だ C 


ft 


力 ほみ  よしを  も の  5 

『また あの 顔 を 見な けれ はなら な いの か』 と、 義 雄が いやな 物 を 避け 

る やうに 目 を 据え て、 元 のま まに な つ てゐる 机の 前に 坐った ところ へ， 

； i- よ  で  き 

かの 女 は 出て 來た。 

力 L  あ  しゃ ラじ  す こ  こ  ま 

『お 歸ん なさい。』 明いた 障子の そとから 少し 腰し を 曲げた から だ を 

みぎ  て  かべ はしら  たい さう n 

右の 手で 壁の 柱に ささえながら、 『大相 御 ゅッく b でし た 、ね。』 

カホ  V  だま  き  よこ が ほ  ぢょ 

渠カ ふり 向き もせ す. 默 つてに がり 切って ゐる 橫顏を かの 女 はじ ッ 

み. --  >  、  1*  , もんな  い  さ 5 い 

と 見つ めて よく 拔け と —— き ッ と あの 女 を つれて 行った に 違な 

い  にく  きん  で AV 

いと 云 ふ 憎しみ を禁 する ことが 出來 なかった， 

t  i  ちゃ  も. よこさ  ひこ， 

『今. お 茶 を 持って 來ま すか ら、 ね。』 千代 子が 去りげ なく 引ッ 込んで 行 

つた 跡で も、 義 雄の 心 は 落ち 付けなかった。 

と" は^  じ ぶ " すゐ じゃく  しん けい Sb どう 

お 鳥の 朋か 自分の 衰弱した 神經の 微動に もまつ わって ゐる やうで 

, - ぜん ちラ  か  じゅ もく  お ほ  やま しに  くラ き  す 

II また 午前中で ある この 可な， 9- 樹木の 多い 山 下の 空 氣を吸 ひながら 

,ぺ, ^  / せ ほ 、つく，. ゑ ひぢっ  みて  ゆび  ムる 

も 呼 吸 力 少し 迫って 机に 肱 を 付いて 見た^の 指さき が顫 つて ゐる。 
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おく  しはら とほ  こラ よ 

『奥 さんが あるな ら， 暫 く 遠ざけて ゐ なければ なりません ぞ』 と. 甲 府 

ベラ いし  ちラ こく  おも  だ  じ ぶん  ひだり み •  ほラ たい  と  き 

の 病院で 云 はれた 忠吿を 思 ひ 出 し， 自 分の 左の 耳 は 繃帶を 取つ ては^ 

まこ  いま さら  n と  奢  つ 

た が、 ま だよ く聽 えない のに 今更の 如く 氣が 付いた。 

f  み •  お  に は-マ，、 めな  ，ゑ  かす  き  、ま- 

右の 耳 を 押さ へ て、 庭 の 雀の 啼き聲 を 幽かに 聽 いて ゐ ると いつの 間 

16 ュる  らい じゃラ  ク  めいし  つく ゑ うへ. お 

にか. 知 春が 二三の 來狀と タム ソンと 書い た 名刺と を 机の 上に 置いて 

一と つ  ちい  て  力 さ 

ぉ『 父 ち や ん， お み I あ げ』 と 小さい 手 を 重ねて ゐる。 

み  かれ こ • ろしん  す .- り  fc-ろ ぶゃラ ラ  3 

それ を 見た 渠の心 は， 心 から 戯欷 あげる ほどの 脆い 情に 打 たれた 

が， あ の 千代 子が 無 邪 氣な子 を 使嗾して ゐ るの だと 思 ふと， つ い、 ま た 惟 

かつ  よこ  や  ようい  てき  やさ  へんじ 

くもなった。 且， 千 代 子が 茶の 用意 をして 出て 來 たの で， 優 しい 返事 も 

出來 なかった。 

『そ ん な物ァ ない。』 

こ  V- 六 はづか  は *  すわ  かた 

『ない ッて』 と、 子 はつら さう に 又 恥し さう に 母の 坐った 肩へ もたれ 

力 力つ ナ 
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『ひどい ので す、 ね， お 土產 1 つない のです か？』 かう 云って、 千代 ぞも 

しつ はう  きふ す  ゆ  てつ J^Jl  も  よし "ほ  み 

失望して. 急須に 湯 を つぎ かけた 鐵瓶を 持つ たま ま義雄 の顏を 見た。 

『それ どころ ぢゃァ なかった の だ。』 渠は慳 貪に 答へ て， 自 分 の 落ち度 

いそが  しつ ^つ  ベラき  り ぃラ  お  ？ 

を 忙しい 執筆と 病氣 との 理由に 押し 消さう とする のであった。 

『誰れ か 連れて ッて たので しょうか ら. ね』 と. か の 女 は 笑 ひながら^ 

ゃラ す， ラか •* 

の 樣子を 窺つ た。 

『何 だ？』 怒った やう な. ま た、 さ 5 だと 返事した やうな 聲を 出して、 渠 

くち  .J, 八：  も  *- せん せい  は  つ  は， レ こうしん 

も 口に は 笑み を 漏らした。 機先 を 制せられ て. 張 ，9 詰めて ゐた 反抗^ 

ラ しな  ふぶ • けん どん  つ  ゆ  少  かって 

は 失った が、 再び 慳 貪に、 『連れて行かう が， 行くまい が、 おれの 勝手 だ。』 

力 *1  i" よ  でか 4.1  ち， I ぐり..' 

『それ は それでも 構 ひません が』 と， か の 女の 出方 も 案外に おだやか 

. , _p こ- とつ  かい  たのし  ま 

で 『子供 はお 父さんが いつ 歸る だら ぅッ て， 樂 みに して 待って ゐ たん 

で す 、わ。』 
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『土產 が 欲しけ b ゃァ、 これで 買へ』 と， 義雄は 紙 入れから 五十 錢 銀貨 

を 出して ほう 投げた。 

『これで も、 氣 は 心です から』 と， 千 代 子 は それ を 拾 ひ あげて. 知 春に 向 

ひ、 『あ， 9 がた うとお 云-ひ —— 坊 や も 段々 利口に なって 行かない と 行け 

ない よ。 無理ば か b Tk つてち や ァ —— 』 

『お 歸ん なさった のです か』 と、 繼 母 も 出て 來て 坐， 9 かけた が、 

『お土産が 無 いんです ッ て』 と、 千 代 子が 訴へ る やうに fK つたので、 

『さう。 —— わたしのと ころに 少しお 菓子の 殘り があった ッ け。』 か う 

引き受け て、 繼 母 はまた 引ッ 返して 行った。 

るす  き  て がみ  つ  レ  おく  はや 

『あなたのお 留守に 來た 手紙 は そのたん びに 附け紙 をして 送った 喾 

で す が、 き の ふけ ふに 來 たの は それだけです。 それ か ら， そ の 名刺の 西 

洋 人が 尋ねて 來て、 いつ 頃に なったら 歸 ると 聽 いてました。』 

『また 飜譯 でも 賴 みに 求た の、 さ。』 
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で も が、 『 

も I) 繼?. 菓か 
t 左き だ 母 ほ 子し 


『歸 つた ら、 直 ぐ ハガキ で も 出す からと 云って 置きました か ら. あ な た 

し 

から 知らせて おや， 9 なさい よに 

『う ん』 と、 む ッっ， 5 答へ た が， 渠 はどうして もうち 解ける 氣に なれな 

、 o 

けい ほ  も なか  はい  かし Vt* ら  も  令 

そこ へ繼 母が 五つば か b 最中の 這 入った 菓子 皿 を 持って 來て、 

つ ほや  ひさ  ぶり 

『も う、 - 1 れッ ぼつち だけれ ど、 壺 屋のは 久し 振で しょ う 11 』 

どころ ではなかった のです』 と、 渠 はつ ッ かかる やうな 口調 だ 

た せラ ゑん りよ  か 4.1  じつ  よ こ  き 

に は 多少 遠慮した つも. りで 語 つ た， そ の 實， 千 代 子に 聽 かせる つ 

ゎづ  にち げん  まい い じ やう げん こラ  か  た  み •  いた  いさ 

。『僅かの 日限に 二百 枚 以上の 原稿 を 書いた 爲 め、 耳 を 痛め て、 今 

y  は ラ  き  とほ  す  いしゃ  み  こ 

の 方の 聽 こえが 遠い のです。 これから 直ぐ 醫 者に 見せて 來ょ 

う と 思 つ て ま す。 _1 

『さうた さう で す、 ね、 耳 が。』 

『誰れ が 話しました？』 義雄は 何で も， も う 分って ゐる の か と 思 つた。 
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『&れ が ふに しろ』 と. 千^ ぞ が 受け取って、 『t でも ちゃんと 分つ 

てます よ。 おの こと も. そ れで 却って 人並に なれる * たらう と. いっかの 

よろ づて ラほラ ひや.'/  z  n 

萬 朝 報に 冷 かして あ， 9 ました』  , 

鄘^ は の ¥ ぃ鎩 を^て^ ひながら，^ « のせが むま、 に 最中の 

一 つ を 取って 渡して ゐる。 

『^ おにな つてし まへば』 と. 渠 も 半 ほほ 笑 み な が ら， 而 も 今の ゎカ亂 

でレ ->  、 •  --I  *レ ^  .V  こんく. T い  ど り よく  けつ  1*1  *li  fljl! 

のお 斷 釈 に^する 自^の 今回の 努力 は 決して 無駄に ならない と 云 確 

し- レ - - ろで  し ごと  まん ぞく で き 

HI を^お おさせて、 『おれの やらう とする 仕事が 満足 出 求る もの か？』 


3S» 


十三 

し  あ， ひ  はかせ  じ くわ lb や ラゐん  しんさつ  しゅじゅつ  ラ  たう ぶん 

知り合の 博士が やって ゐる耳 科 病院で 診察と 手術と を受 け， 當 分 は 

ま IF にち 力よ  こ  い  よしを  i  てき ュ んと  るす 

每日 通って 來 いと 云 はれて か ら， 義 雄 は 先 づ笛村 を訪ふ と、 留 守 で あ つ 

ク し o 

* ん じょ  す  し 一ん  ぜんしゃ  とも  たん？ き  も  ある 

で， その 近處に 住んで ゐる 詩人で， 前者と 共に 『耽溺』 を 持って 步ぃ 

く  い ラビん  力  しゅつ はん  いま  き けん  ，； S 

て 吳れた 友人に 會 ひ、 そ れの 出版 は 今のところ 危險 がられ てビ て も 見 

こ  き  v/っ し  おも  てき そん  げ、 だい きラ きつ しゃ  い 

込みない こと を聽 いた。 雜 誌に でもと 思つ て、 笛 村が 現代 小說 社へ 行 

み  あま  なが  い  こと は 

つて 見た が、 そ こで はまた 餘， 9 長いから と 云って 斷っ たさう だ。 

し 力  J? つし  だ  かれ  じ しん  に ほん さし とほ 

『然し 雜誌 になら 出さない こと もなから う』 と、 渠 は 自身で ：a 本場 通 

ゆ  げん -たぃ せラ せつ  しゅ ひつ  さラ だん  み  i, じめ  や は 

h. へ 行 き， 現 代 小說の 主筆に 相談して 見た。 初 は 矢張りし ぶって ゐた 

、  t  ひう  かラ れぅ  はん がく  みやう にち 

かた ッ てと 云 ふなら 引き受ける ことにす るが、 稿料の 半額 だけ を 明 H 

f  f  あと  ざつ し  で  とき わた  い  きま 

渡し その 跡の は雜 誌に 出た 時、 渡 さう と 云 ふこ とに 決った。 


發 


ま  あ、 しん  あし  むら まつ  と  しゅつ はつ ぜん  か  かね  かへ 

先づ 一 安心した の で. そ の 足で 衬松 を訪 ひ. 出 發 前に 假りた 金 を 返し 

ひさ  ぶり  はい  と I  しょ  やう せい けん  い  たま つき 

久し 振の 一 杯 を 共に してから、 一 緒に 養 精 軒へ 行って 玉 突 を やった。 

しやう ぶ  まけ  とり  かへ  じす 

勝負に さん <^ 負 て、 お 鳥の もと へ歸 つたの は 九 時 過ぎであった。 

かの 女 は、 も う 床に 這 入って ゐた。 

げ乞 ^ラ  かた  き  よし を  ラれ  い 

『おい， あの 原稿の 方 をつ けて 求た ぞ』 と， 義 雄 は 嬉し さ うに 云つ た。 

； 5- よ  まくら  ラへ  ちょ つと Sb せラ  すぐ  く せう  お 

『さ う』 と、 か の 女 は 枕の 上で 鳥渡 微笑した が、 直 それが 苦笑に 落ちて 

ふ だんつ や  かほ  でんと ラ ひたり あ を  み  — 

不斷艷 のい い 顔が 電燈の 光に 青ざめて ゐる やうに 見えた 

『どうかした のか？』 

『痛 い の。』 

『ど こ が ？』 

『  』 

かれ  だ よ む ごん  はんじ  か 六  おも  ノ, 

『え ッ？』 渠 はかの 女の 無言な のが 萬 事 を 語る と 思った あれた け 

にん しん  やま ひ  六い  ちラ い 

姙娠 とこの 病と に對 して は、 注 意して かかって ゐ たの に —— 
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かれ  ぢょ  まくら  すわ  ^ほ  そむ  しはら じ ぶん  -K つ 

渠 はかの 女の 枕 もとに 坐った まま 顏を 反け て、 暫く 自分 の 三 四 ヶ月 

V  V ん  くる  ふ ゆ くわい  かんが  とり  ザつ えん 

以前までの 苦しみと 不愉快と を考 へ た。 そして お 鳥と も絕緣 しなけ 

あま  はや  はじ  こラく  c い 

れ ばなら ない ことの 餘 りに 早く 初 まつ たの を 後悔し ないで は ゐられ 

ぶ p  P\  2。 

厶 力つ ナ 

ぢょ  た 力  こ き.^  はな いき  き  こ、 p  v つ 

かの 女の 高まった 呼吸が ひどい 鼻息に 聽 こえる。 で も， 今 ^から 別 

べつ  ねむ  おも  もと  た にん  いき  て 

々な 眠 だと 思 ふ と、 元 の 他人た と 云ふ氣 もし て. ど う 手 をつ けて やつ 

ていいの か 分らな くな つた。 

I？ よ  よし を  れいたん  げき  ふ とん  と  お  /*ま 

かの 女は義 雄の 冷淡な のに 激し て， 蒲圑を はね 飛ばして 起き直った。 

あ を  かほ  あ を  め  よし を  にら 

そして 靑ぃ 顔の 靑ぃ 目で 義雄を 睨みながら、 

『どうして 吳れ る？』 

、ひや  ぢょ  はラ  む  いしゃみ  もら 

『どう ッて』 と 冷やかに かの 女： ； 方に 向い て、 『醫 者に 見て 貰 ふよ 

仕方がない。』 

rsu  ♦  *  *  い しゃ  *^  もら 

『いや だい やた』 と. か らだを ゆすぶり， 『醫 者なん ぞに 見て 貰 ふもん 
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か？』 

て れラ V  みち 

『ぢ や ァ、 手 療治の 道 もない こと はな い. さ。』 

なほ 

『^ん な ことで 直る もんか？』 

『全 體 * い つから 痛い？』 

『けさ か ら、 さ。』 

『ひどく か？』 

『さう でもない けれ ど — 』 

『鬼 に 角， 醫 者に 見 せ て， 早く 直す 方が い い よ II お れの 經驗で 見て も， つ 

らい もの だか ら。』 

は.^  ，も な だ  かほ  とり  まくら つ 

『ふん』 と 鼻聲で 泣き出し さうな 顏 をし て、 お 鳥 はまた 枕に 就いた。 

なほ  ラ  ころ 

そして， これが 直らな か つ たら 打ち殺す ぞ とか、 お こられて もい い から 

ほく かい ；；： ラ  あに  よ  よ  がラ だん  しき  ラら み/』 と  ,i 

北海道の 兄 を 呼び寄せて 强談 すると か ，頻りにい ろ/、 な 恨 言 を 云つ 

て ゐ た a 
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義雄 はか の 女が 寢な 

ひ らラ  で 

の ふからの 疲勞が 出て 


とろく と 眠った か 

しゅつ き もの  き 

出の 农物を 着か へ てゐ 

IT ど うする の だ？』 渠 

ころ 

こ ッちを 殺す 氣 ではな 

に、 寢床 のま わりに^ 物 

『自分 は醫 者へ 迚れて 

展 1  • しゃ  ， 

『醫 者へ 行く つもり か 


がら 獨， o でもが い 


『行か 

『そり 


なく ッ て どうす 

そん 

ゃァ， 損 どころ ぢ 


ねむ 


，眠く ッ て . 眠くッ て 

と 思 ふ と， 渠 はお 鳥 

め  ♦*  い 

るの が 目に 這 入 つ 

は 目^' ぱ ッ ちりし 

いか 知らん と 云 ふ 

が 出て はゐ ないか 

力う としな いぢ 

い？』 

とき  おく 

る？ 一  時で も 後れ 

ゃァ ない — 行 く な 


てゐ るの を 知って ゐた が、 き 

仕 や う が な かった。 


力 { 力 


て し 

や う 

と 見 

や な 


つ 

わ 


ち 力 

切 つ 

と 力 

し て 

？』 


かほ  ぐれい 

た 顔 をし て、 外 


同時に， 向. ふ が 

ラか  つ 

浮んだ。 ^ぎ 

み 

見 た。 


義雄も 起き あがつ て， 衣 物 を 着か へ た 


た ら. そ れ丈 あたいの 損 だ。』 

おれ 

ら、 己 がつ いて ッてゃ るよ。』 

と けい  み 

そして 特計を 見る と， も う 十 


二 時 を 大分 過ぎて ゐる。 

ふた り  ぐ わい しゅつ よう い  でき  たが  わ  e  しはら だ ま  0 

二人 は 外出の 用意が 出來て も， 互 ひに 目 を 反む けて 暫く 默ッ て突ッ 

れ  した  みな  ね  そと  とほ  す  よ ぐろ ま おと 

立 つ てゐ た。 下で は 皆よ く 寢てゐ る やう で. 外 を 通り過ぎる 夜 車の 音 

が聽 こえた ばか， 9 だ。 

『どこ へ 〔仃 かう ？』 實 は， 義 雄に 當 てがなかった。 

ゆ  とり  かた あし た • み  ふ  r- ,  い 

『どこまで でも 行く！』 かう お 鳥 は 片足で 疊を 踏み 叩いて 云った C 

いしゃ  ゆいし やな  けい さつ  いつ  まへ 

『醫 者の あると ころまで 行 く I 醫 者 が 無 かった ら， 警 察 へ 行 て， お 前 の 

J らち  ラ つお 

不埒 を訴 へて やる！』 

『そ ，0- ゃァそ れでも よから う よ o』 

？  •  』 養 

，こ  く てラ  ノハ 

『で も、 ね』 と， わ ざとうち 解けた 口調で， 『そんな こと をしたら 誰れ が 

これからの 世話 をす るの だ？』 

『世話す る ものなん ぞ ぶらん！ 裁判所へ 出て でも. お前から 無理に 治 


療代を 取つ て やる！』 

『そ んな こと はしな ，、 ッ て も， お れが 直る やうに してや る ，さ。』 

『分る もんか ？』 

しん はい  かれ  とり  せ なか  て  どうき  はげ 

『さ う 心配す るな』 と、 渠 はお 鳥の 脊 中へ 手 を かけ て、 動 悸の 烈しく し 

き もの  う へ  さす 

てゐ るの を 衣 物の 上から 擦って やった。 

『ふん、 つらい、 つらい：』 かの 女 は 二三 度から だ を ゆすつ て， 渠 の 顔 を 

憎々 しく 見詰めた が. ぼ ろく 淚が こぼれる 目へ 長い 釉を燒 けに 持つ 

て 行 つ た。 

かラ 心が いら 立つ て來 たら、 かの 女が 外で 何 を 仕出かす も 知れない 

と 思った の で. 分 ，9 切って ゐる こと だ が、 念 の爲 めに 云って 聽か せた II 

餘ひ 輕卒な こと を すれ ば、 渠 自身の 惡 名が 出 るば かりで な く， 同時に か 

； S- よ  ラぉ  ； C よ  つね もつ i  しん はい  とほ  き ゃラ だい 

の 女 も 歌 はれて， それ こ そ， か の 女が 常々 最も 心配す る 通 b  ，そ の 兄弟 や 

友人に 苒び顔 を 合せる ことが 出來 なくなる かも 知れない と。 


かの 女 はた V 聲をぁ げ！ て 泣いた。 

『今頃 見ッ ともないから 泣く の だけお よ し， ね。 一 緖に醫 者 は 見付け 

て 上る か ら。』 かうな だめ 嫌して， 渠はぁ す. ま た 金が 取れる こと を 語つ 

て、 治 療 代に は 決して 困らない こと を 示め した。 

よふ  がい だラ  ふ  か • せ  ほん とラ  あき  さむ  い 

夜が 更ける と， 街 道 を 吹く 風 が、 も う、 本 銃の 秋 だ。 寒け がする と 云つ 

とり  あは  は おり  だき  り こラ 

て， お 鳥が わざぐ 袷せ 羽織 を 出して 着た の は、 利 口であった。 

よ ひ  すゐ ぶん にぎ  とほ  みな と  しま  かく てん とラ  けん 

宵なら 隨分 賑やかな 通 hs では ある が. も う、 皆 戶が締 つた 各店 頭の 軒 

IX/  きのこね む  ふ^り 

燈も ぼつ /\ 消え 殘っ て、 眠 たさう に またたいて ゐる。 そして .一 1 人 

の 無 言 で 投げる 影が 四ッ にも 五ッ にも 黑ぃ 地上に 寫っ た。 

無 言 で步 きながら も， 義 雄 は， 二三 步 跡から^ いて 來 るお 鳥が、 突然 飛 

びか、 つて 來 て、 ナ イス か 何 かの 鋭利な 及 物で 自分の 脊中 をつ き 刺.^ 

はしない かと まふ 疑 ひも 起った。 
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、とぶ  くら すろ ゆと きむか. 5  く  t  . 

で 通りの 暗い 隅 を 行く 時な ど は、 向 ふの 後れ を 待って やる やうな お 

-,、 ^ に， f  かへ  み 

,9 て實 はお つ /) ふ， 9 返つ て昆. N  o 

ところ が、 ふ 返って 見る 度每 に、 かの あの きし^ぎ ち に して ゐる g 

？  、t> ^£  )  )  i  )  y  r  ^  ^  さ * み  ま  くろみ 

力^ 燈のぁ 力り のさし 加減で 眞ッ靑 に 見 え た り、 眞 ッ黑 にがえ たりす 

る o 

ま  さ *5*  ま  ろ 

眞ッ靑 でもい い。 また. 眞ッ黑 でもい い。 が、 その^お に、 か. のおの^ 

から ふ ッ くらした 肉附 きが 殺げ て 行く や う だ。 

L へ  で  と き  すで  きん こく よたら 

家 を U3 た 時 も i に 筋肉の 働きが とまった やうな こわい 顔で あつ で 

が、 一 步 一 步、 閽を拔 ける に從 つて， のうち に^して ゐ た^^のやう 

5 ね • あら  き  おも 

な 骨 か 現 はれて 來 たの だら うかと 思 はれた。 そして， もッ とがく うち 

V  ほねぐみ  i  0)  1 

に 力の 女の 骨 組が 全く^ 物 その物に なって、 こちらの がに つき, さる 

ので はない かと 云 ふ 心配まで 起った。 

考 へて 見る と. かの 女は鹽 山に ゐ ても^^に « されようと ましょ^ 


つた。 まして 自 かから 愛しようと す るな どと は 


おそ  ゆめ 

恐らく 夢にもな か ゥ 


I 可愛 い の 

おも 

めた と 思 は 

； i- よ  あく む 

女に は惡夢 

はち あた 

『罰當 b 〜 

あ い 

を 愛しよう 

ゐ たおれ だ 

にん せい しつ 

忍な 性質 を 

鎖 を 引摺っ 

くろ だ てい 

があった。 

ま はう かと 


じ ぶん くち だ  じつ さい ぜん しん 

よ』 と， 自 分 も 口に 出 し、 ま た實際 全身 

れ るの は、 こ の 二日 ニ晚 のこと だ。 そ 

であった。 

も う、 ど う せ. お れに 愛せられ ようとい 

き  さら で  ぃ** 

とい ふ氣 はな ほ更 出まい。 今まで は 

ほ  か しゃく 

が， も う. な に、 一 步 なりと も假 借し ない 

み  ラ しろ  つ  く 

あら はして 見 る と、 後 から 附 いて 來る 

た瘦 犬で ある やうに 思 はれた。 

そと か V  とき  も  ほ 

外壁に さしかかった 時、 そ れに添 ふて 掘れて 

かれ  なか  つ  もの  つき お  しはら 

渠 はこの 中へ この 附き物 を 突 落とし て * 暫 く 

じゅんさ 


い み  ちから こ 

に その 意味の 力 を 込 

けっきょく 

して それが 結局 かの 


ふ 氣も出 ま い —— お れ 

ほ  ほ  ゅづ 

五 步も十 步も讓 つて 

よし を  ぎん 

かう 義雄 も殘 

くさ  えん 

腐れ 緣 t」 いふ 


ぞ！』 

とり 

お 鳥が 


お ほ  どぶ 

ゐる 大きな 溝 

み  力く 

身を隱 して し 

が T とラ  そこび か * 


も 思った が， そばの 公番 から 巡査が 出て 來 て.^ 斯燈の 底 光 
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を廣 げたの で、 素 直 に 

『困った もの を 引き 

けの 夜 ぞらを 仰いで 

ぢょ  み わ 

とかの 女との 見分け 

くろ だ  すな かひ  せい ゃラ 

黑 田の 筋 違 に、 西洋 

V ろ  ちう に p> 

は そこで 色んな 注入 

見た こと を 思 ひ 出し 

Sb ゃラき  か" 

『こ の 病 氣に罹 つ た 

す燒 けな 冷酷 を. し 

あか さか た まち ちゃ ラめ 

赤 阪田町 六 丁目と 


につい いた 一條 邸で 

足 をと いめた。 ひや 

『どこ へ 行く のよ』 


そ こ を 通， 9 過 

受けなければ 

くら  ぶ 

も， そ の 暗 い 部 

力 s: 力なくな 

建の 藥局を 持 

えき  か  き 

液 を 買って 來 

て、 

い じ ゃラ 

以 上 は、 と て も 

つま  じぶん 

詰った 自分の 

ふく よしち やう  はさ 

福吉 町と が 挾 

しけ  じゅ もく 

繁 つた 樹木の 

りと して、 義雄 

と 云 ふ 自烈た 


ぎる こ 

な ら な 

分 だけ 

つ た。 

つ て ゐ 

て、 私 か 


と 


出來 


く な 

が 目 に 


つた』 と © ふと 


の- 


る 


大 

不 


き な 

ゆ くわ - 

愉：^ 


氣に なほ， り や ァ 


、ひに も殘っ 

やく しゅ や 

藥種屋 が あ 

, てれ ラ IT 

な 手 療治 を 

し な い』 と I 


こ き • 力 

呼吸に 

とほ 

んだ逋 

影 な ど 

は その 

さ う な 


弓 

で 

,」. う 

こ ゑ 

聲 


人 Z 

カプ 

_片 か 

か つ 

聽 こ 


はが 矢 張 


- 易たら 

じ ぶん 

て、 自 分 


る o 渠 

や つ て 

ます ま 


くろ だ てい 


お 鳥 は そこで 


返 つ た 

え た。 
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『ま ァ、 附ぃ てこい！』 つい 嶮 しい 返事 をした が， 別 に 訂正 もせす に、 そ 

す •  じ つ さい あて  さ  ゆ  まち あ ひ げぃ しゃ , 

の ま ま 進んだ。 實際， 當は ない の だが、 この 先き へ 行く と 待 《口 や 藝者屋 

お ほ  はしょ  ぃレゃ  ,  ぐら ゐ 

が 多い か ら、 そ んな 場所に はそんな 醫 者が ゐ ない こと はなから う 位の 

考へ はあった ので ある。 

た まち  ちゃ ラめ  おまつき  き  あかさ かてい  *f ノ  0  お ！f  、 

田 町 三 丁目の よく 玉 突に 來た赤 阪亭の あたり へ來て 力ら ふと 居 ひ 

だ  あ" さ^みつけ  はい どく りんび やう ひ ふ くわ せん もん  か、 は、 だ 

出した の だ が、 赤阪 見附の そ ばに 毒 毒、 痳病. 皮膚科 専門と いふ 看板 を 出 

して あると ころがあった。 

渠は そこ を 無理に 叩き起した 。- 
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十四 

は ^'ぐち いへ  まいにち よしを  ほんが う じ くわび や ラゐん  とり あかさ. S- み つけ い し IX 

原 口の 家から 每 日義 雄 は 本 鄕の耳 科 病院に， お 鳥 は 赤 i 見附の 醫者 

に 適った o 

とゥ  じつ さ：， かほ いろ  わる  にく た t  や  き  じ ぶん  fp-riu 

お 鳥 は實 際に 顔色 も惡 くな り， 肉 體も瘦 せて 來たほ ど、 自 分の 病氣を 

き J  ,  • こ-^  けい こ  はじ  さい ほう がく かラ  ほと」 

氣に はか， 9 して 琴の 稽古 を 初めない のみなら す、 裁 縫學 校の こと-も 殆 

まった い 

ど 全く 云 はなくな つた。 

*t  J なへ ゆ き, お r  ゃラじ やう  SJ> やうき  な は 

『ま ァ氣 長に 萦を 落ちつけ て 養生して ゐ ない と、 こ の 病氣は 直る もの 

い  よし を  とき A\ きちが  な  とり 

でない から。』 かう 云って. 義 雄が 時々 氣茌 ひの やうに 泣き わめく お 鳥 

をな だめる こと も あると， 

»  ど  をん せん  ゆ  ； <-i い  は 

『ではもう 一 度 どこかえ ぃ溫 泉に つれて 行け』 と、 か の 女 は 云 ひ 張つ 

V7 

力れ  えん ざん  く る  め  あ  しか  い  ：；: よ  ほと、 れい 

か 渠は鹽 山で 苦しい 目に 會 ひ. 而 もつれて 行った かの 女に は 殆ど 冷 


遇され 通しで あつ， た こと を 思 ふ と， 再 び 湯治な どと 洒落る 氣に はなれ 

なか つ た。 

かつ  な  ぴゃラ にん  な  せ r-  き くわい すくな 

且 は、 成 る ベ く 病人の ぐ や^' 泣きに 接する 機 會を少 くしょう として 

じ くねい がよ  がく かラ  をし  ゆ  じ かん  ほ f  ひるま  お ほ  が ぜん はラ  い、 

耳 科醫通 ひと 學校 を敎へ に 行く 時間の 外で も、 晝間は 多く 我 善 坊の家 

べんき つう よる  おそ  いう じん  たまつき は  くら 

で勉强 し. 夜 も遲 くまで 友人のと ころ や 玉 突 場で 墓した。 

それで も、 必 や 谷 町へ とま， 9 に 1打 つた。 そし て. そ の 理由が 近頃 段々 

じ かく  かれ  あい  けっきょ くじ ラ よく  だん てい  じう よく 

自覺 されて 來た。 渠は愛 も 結局 獸慾 だと 斷定 して ゐる が， そ の獸 慾が 

み  こん にち つま  こ とレ  はじ  ぜっ えん  * おな じゃラ 

滿た されない 今 日， 妻 と は 今年の 初めから 絕緣 して ゐる それと 同" じ狀 

態 を、 何 の 必要が あって またお 鳥の 元へ 引きつ けられる のか？ 

しょく かく  とく べつ  はつ おつ  だい り せき  てう ぞう 

『おれに は， 觸 覺 が 特別に 發 達して ゐ るの だら う II 大 理 石の 彫像の き 

めが 細かい の を 愛する やうに， おれ はかの 女の 羽二重の 肌 を賞翫 して 

かれ  か A が こ  しろ てあし はだへ  S ろ 

ゐ るの だ。』 渠 はかう 考へ 込んで ゐる が， そ の 白い 手足の 朋 もこの 頃 は 

粟粒の くッ 付いた やうに 粒立って 來た。 


に 6  了 


鼓 


あろ あさ  よ こ  よし を  き たく 

或 朝、 千代 子は義 雄の 歸宅 V 


し a みづ  はら 

『あな た、 淸水を 原 

『置 か う が， 置 く ま 

こた 

らしく 答へ た が、 も 

付 けれら たと 云つ 

『隱 して ゐ て も』 

れ ま す、 わ o』 

『  』 


口さん のと 

い が， お 前 の 

かん づ 

う、 感 付かれ 

とき  力く 

た 時から 覺 

と， 睨 む や う 


『そこの 駄菓子 星 

くすりびん  さげ 

で す —- 藥頹 を提て _ 


案 の 定、 移 つたんで 

『お前の 身代 b だ 

はち あお 

『あの 罰當 が』 


る 

一 -- 

し 

タ 

苦 

な 


を 

め 


むすめ ちゃ ラど 

の 娘が 丁度 あい 

- いやな 顏 をし て 

し よう？  JJ 


おも  うら 

と 田 J ゃァ、 恨 

と. か の 女 は 


み 

すわ 

坐 


待ち かまへ 

へ 置 い て あ 

たこと か い 

る だら、 つと 

てゐ たので 

附 き で， 『ち 


が 這 入 る 

たさう だ 


て 

るんで す 

！』 渠は 

は， お 鳥 が 

あ る。 

ひと 

や ん と，. < 


ところ \ 

いらき ッ 


こ はない 喾 だ。』 

むね す こ 

た 胸 を 少し そらして 


か ？』 

わざと そら ぞ 

■c% だち  み 

その 友達に 見 

が 知らせて 吳 


で くわ 

出會 した 

と あなた 


さ う 

の が" 


* さも 氣 持ちよ 


展 
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ささう に 效 つた。 『い ぃ氣眛 だ！ それで こッ ちの 恨みが 少しで も 晴れ 

ラら  1W 

たと 「V； ふ もの だ。 うちの もの は どれ だけ 恨んで たこと だ か、 云 へ た も 

ん ぢゃァ なかった。』 

『I？ ず を 云 ふな』 と. 義 雄 はさう 聽く とお 鳥 を 辯 護した くもなって 

^しく も# らくの 1 だ： U ッて、 おれの I にした 以上 は、 おれの からだ も同檨 

な もの だ。』 

ぢょ よこ ひ  きん にく  いご 

『あ. な たは あな た， さ。』 かの 女 は橫を 向いた が、 筋 肉の ぴく. （^動く 顏 

ノ く ^vxy  X  P  とソ  /*だ 

を また k け 直して、 『それにして も， あ の 宿料 を 早く 取て 下さ い よ。』 

しゅくれ ラ 

『宿料 ッ て —— 』 

『あいつが 喰 ひつぶ して 行った かです。』 

『ああ. あれ か』 と、 i 雄 は 今 思 ひ 出した かの やうな 風 をした。 

とほ  1  3 

『そんな もの ァ、 も う、 迅 に 取って しまった』 


『そんなら • こッ ちへ 渡して 下さい な。』 

なに  まへ  い た  ひつ ぇラ  T^. つ 力 

『何 も， お 前に 渡す 必要 はな い 11 お れが直 使って しまつ た。』 

か ァん  よ こ  やく き  じゅ ラけゥ 

『いい加減な こと をお ッ しゃい：』 千代 子 は 躍起に なって、 充血して 

來た 目を^び 出し さう に 浮ばせて、 『きッ と， そ のま まにして やつたん 

を ん な  をと こ ひ V-  よ  • 

でしよう？ あの 女の ことに か ら、 き ッ と. 男 の 膝に でも 寄ッ 力 かって あ 

た い， も う. 拂 はんでも い い， わ， ね、 と か 何とか 云った の を， あ なた は あなた 

はな  した  なが 

で， 鼻 の 下 を 長く し て. う  <： さ うと も /\ —— 』 

『よ せ， 馬鹿！』 

ま/  ノー  ぇラ  、一 ま くわ 

『よ せません ！ー —— お 前の こと だ も の， 家 の 方に はどうと も 胡麻 化して 

置いて やる ッ』 と、 か の 女 は ま だ、 義 雄の 云 ひさうな こと を. せ b ふか 何 

あご ちから い 

かの やう に、 顎 に 力を入れ て， し やべ りつ づけた。 

し は ゐ  で  あく は けい こ 

『よせと いや ァ よせ！ 芝居に 出る 惡婆ァ の 稽古で も あるめえ し。』 

あくお •*  す 

『惡 婆ァで も、 も と はお 好きで あつたの で し よ う —— 』 


S70 


展 


よし を  よこ  む  あ ひ て  いや  ほど 

『  』 義雄 は橫を 向いた。 相手に する の も 嫌に なった 程 か 

； » よ  にく  おも  しか  よ  かんが  で 

の 女 を佾々 しく 思った。 然し かの 女は餘 ほどい ぃ考 へで も 出た やう 

： ゑ  てラ し  おか 

に聲の 調子 を 高め， 

『ど う で す、 わ たし を 1 つ 役者に したら？』 

『  』  ： 

しゃ ラ； i- き  やくしゃ 

『正 葸な 役者に な. 9 ます よに 

『  』 

しゃ, TiT- き  ちラ じつ  おも  とほ  はたら  い 

『正 直 な —— 忠 實 な I あ なた の 思 ふ 通りに 働 く 11 さ う 云 ふの が あなた 

まへ  ほ  ぢ よい ラ  ラだ  もら  すぐ に 

の 前から 欲しがつ てる女 優でしょう？ 受け 出して 貰った ら， 直 逃 げ て 

ゆ  はくじ ゃラも の  こラ しふ せい  め み  いつ  き  かへ 

行く 薄情 者で もな けれ ば、 講 習 生の 目見えに 行て. それ ッ 切り 歸ら ない 

しろ もの  • 

代物で も ありませ ん 、わ。』 

よし を  げぃ しゃ きち や  おも  で  ぢょ ぃラ し ぐわん しゃ しう せん  しつ はい 

義 雄の あたまに は、 藝者吉 彌の思 ひ 出 やかの 女優 志願者 周旋の 失敗 

じ ぶん  ゐ げん .  おも  れき し  はづか  令 ざみ こ 

が， 自 分の 威嚴が あると 思 ふ 歷史を 恥し める やうに ひし と 刻 込ま 
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かれ  ぢょ  ひ にく  ほ  c す 

れた。 そし て、 渠 はかの 女が どんなに 皮肉な 顔 をして ゐる のかと 盗み 

見 る と. き よとくし ぃ眞顏 であった。 で. 睨 み 付け て , 

Ac ちが 

『氣狂 ひ！』  . 

し みづ  ；》 よ ぃラ  き 

『で も、 あ なた はまた 淸水 をお しま ひに は 女優に する 氣 でしよう？』 

『そんな ことが 分る もの か？』 かう 『K つて 除け た が、 義 雄に は その 考 

じ ぶんい ぐ P い  ib,  い 

へがないでも なかった。 が、 ま だ 自分 以外に は. お 鳥 そのもの にも 云つ 

て な い。 

わか  しゃう； ：- き  かみ  つ 

『分 ります と も II わ たしに は、 ね、 正 直の 神 さまが 附 いてんます か ら、 ど 

ひとい  く  いく 

んな ことで も， 人 が 云って 吳れ ます。 云って 吳れな けり ゃァ、 また この 

わたしの 心の 目に 見え ま す。』 

すで  き ちが  しょ ラこ 

『それが 旣に氣 狂 ひの 證據 だ。』 

なん  しょ ラこ  ひと  ft ざ 

『何 の 證據で も， わ たし は あなたの やうな お 人よ し ぢゃァ 御座いませ 

ん か ら ，ね。』 


も 


展 


よし を  かんが  じ ぶん  これ i で  ひと  やく そく 

『  』 義雄 はぎ ッく りと して 考へ た， 自分 は是迄 に 人の 約束 

見た i も ある。 なけなしの 金 を 無理に 借して やって、 

をん な  こ 

しまった こと も ある。 女に うち 込んで- 


を 信じて 馬鹿 を 

その ** , 

其 儘に せられて 


力 へ  むか 

、却って 向 ふに 


もて 遊ばれた や 


力/ 


覺 悟の 上に 立つ 

こん ほん を か 

の 限 本 を^さ 


ぶん 


分 を 知らない 妻 

ひと 

た。 『お 人よ しと 


み 

うな こと も ある。 がすべ て 身 づ からさ 

て來 た。 その 覺悟は 矢張りし ッ かりし 

れなぃ 以上 は， 毫 も 恥る こと はな か つた 

の 言 葉 を 非常の 侮蔑と 見 て， 突 ッ かかる 

なん 

ァ 何 だ ？』 


ひと 

『お 人よ しぢゃ 

ら身を 警戒し な 

つて るんで しょ 

しが 國府津 へ 出 


う 許して^ な 

じ が しゅ ぎ 

た 自我 主義で" 

じ 

と o そして JJ" 

やうに 怒鳴つ 


か は  を つ と 

變 つた 所 天 か 


つて 來たと 思 


ァ 御， 座い ません か？』 千代 子 は 態度の 

が ら. 早 口に， 『あなた は 何でも 自分で や 

かげ  ちゃ  とき 

う が、 み ん なわた しのお 蔭です よ。 吉彌の 時で も. わ た 

かけて 行かな け， 9 ゃァ、 始末が 付かな か つたん ぢゃァ 


ありま せんか？ そし て、 あ なた がわた しに 隱し てした こと は みんな 失 

敗です。 —— 隱 して ゐ て も、 知 れ るから 不思議 だ。 これ は あなたに 長 

ねん  き  かげ  し  ぢ よ ぃラ し ぐわん をん な 

年 いじめられて 來た お蔭 かも 知れません が. あ の 女優 志願の 女で も， い 

をん な  をん な  かげ  み  だめお も 

い 女 はい い 女 だ が、 わ たしが 蔭で もよ ッと 見て. こ， 9 ゃァ 駄目 だ， な， と ^ 

つ た ら、 果 して その 通 b であった。 —— 今度の ことで も、 そ の 初めから 分 

つて ゐ たん で、 も う" ち やん と ％ つて あるから』 と. 矢 張. りきよ と 、 し 

まが ほ  のろ  はしょ  じっさい  い  あ を i ろ 

た 眞顏だ が、 ど こかに その ％ ひの 場所が 實際 ある ぞと云 ふやうな 靑白 

い 徵 笑 を 浮べて、 『どうせ、 いいこと はあり ッこ 無 し， さ。』 

よしを  つま  はラみ  すぐ  とくい 

『  』 義雄 はじ ッと 妻の 方 を 見た。 そし て. 茈 にで も 得 ^ の 

ひら てラく  ま  は  あ 

平手打ち を 喰ら はせ ようと 待ち かまへ てゐた 張り合 ひがな くな つた。 

if- よ  かほ  は か  す/ j  い  て 

かの 女の 顔が 馬鹿く しい ほど 凄 い —— と 云 ふの は. こちらから 手で も 

あ  すぐ と  い i»  くせ  かた  よこ  ひ  むす 

擧げれ ば、 直 飛び かからう と 意地く して ゐる癖 に、 堅 く橫に 引き 結ん 

だ 口の びくく 動く 口び るか ら、 い やに 勝ち誇つ た檨 子が 漏れて ゐ る。 


展 


き ぢょ  わら  しラ ねん ぶか  のろ  をん た しん や かみ  みだ  ろう そく 

鬼女の 笑 ひ II 執 念 深い 呪 ひの 女 —— 深 夜， 髮 を亂 した あまたに 蠟燭を 

•  •  »A  A  •  •  くち 力み i-  く  ► か.^ て わら にん げ， かた て かな づち も  ラ、 し みつ 

三本 立て 口に 髮 剃り. を 喰 はへ、 片手に 藁人形 片手に 金槌 を 持った 1 滿 

ま ゐ  さラ ぞラ  よしを  --ハ 

參， 9 を 想像し て、 義 雄 はぞッ とした。 この やうに ヒ ス テリの 高お つて 


をん な 


來た 女な ら. そ れ くら ゐの こ 

どラ じ  ぢょ ちか ごろ しき 

同時に， か の 女が 近頃 頻， 5 

ふ の も， 義 雄は氣 にならない 

や う になって か ら、 絕 えす 陰 

なりたい も、 餘 ほど 何う かし 

もし り 大ん ラ  のち 

が、 若 も 離緣を 受け た 後 の 

だい じ  よ 

など を 大事 さう に讀 んでゐ 

たて り えん しゃ ラち 

を楣に 離緣を 承知し な い か 


ゐ なか しかね 

と は田舍 なら 仕 兼ない と。 

に 自分に は 神 さまが 附ぃ てゐ 

ではない。 かの 女 はさう 身 づ 

ゃラ くわん  しょ もつ よ た 

陽に 閻 する 書物 を讀み 出 し て. 

てゐ るので はない か と、 渠 に は 

せいく わつ じゅん くだ 

生活 準備に として， そんな 下ら 

力った  き 

な が ら， な ほ 且、 誰 れ からか 聽ぃ 

ぢ よ  こ * ろね  おも  よし 4?  い 

の 女の 心根 を 思 ふ と、 義雄は 如 


力 2 


僧くて 堪らない ので あ る 


おんめ ラし み  ラ へ 


る か ら と 云 

しん 

から 信す る 

,7 らな  し 

占 ひ師に 

おも 

思 はれた。 

おんめ ラ がく 

な い 陰陽 學 

いま  はふり つ 

た 今の 法律 

力 

何 に も そ . ；；！ 

か  て めえ 


『陰 陽 師. 身 の 上 を 知らす が， も う. 今 から 始まって るの だ — M  手前 
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の やうに 執念深い 鬼^々 ァ こ そ， は， な、 ど う せ， 碌 な こと ァ ねいの だ。』 

『どう 致し まし て JI と、 喰 ひ 付き さう に 口 を 開い が、 ま た 堅く 1 文字 

ひ  くち り ゃラ はし  よしを  is- よみ、  と.*  き 

に 引いた 口の 雨 端 が、 義 雄に はかの 女の 耳まで も 屈いた やうな 氣 がし 

こ o 

『その 面 を 見ろ！』 

じぶん  か £-  /一らん  いま  をん な 

『あ なた こそ 自分の 顔 を御覽 なさ い II 今 に. あ の 女 は II 』 

て iC え  をん な  をん な  い  まへ  かんが 

『手 前 は、 な. あ の 女. あ の 女とば かり 云 ふ が. お れは お前の 考へ てる ほど 

しみ づ  む ちラ 

淸 水に 夢中 ぢゃァ ない の だ。』 

f} えん りよ  む ちラ  いま  はう 

『な に、 御 遠盧 なく 夢中に おな b なさ い よ —— 今 ぢゃァ 、その 方が い いん 

； f- よ  よこ  む  へん  わら  に は  ある  すに め 

ですから』 と、 か の 女 は橫を 向いて、 變に笑 ひなが ら. 庭 を步 いて ゐる雀 

を 見た。 

t  ^  のろ  はやき  おも 

『馬鹿 ひが 早く 利く とで も 思 ふの だら う。』 


をん な うん めい 

『さ うです と も — あ の 女の 運命が きまつ てし ま うんです！』 

『ふ ん， 同 時に また 手前の 死が 來 るの だ ぞ、 そ んな 馬鹿な 眞似 をし ちゃ 

ァ。』 

か 0  まも  く ム 

『わたしに は 神 さまが 附 いて ゐ て、 守 つ て T さ います！』 

『よ し、 そ れ なら それでい いから、 おれ は^ 地に も 淸水を かばって 見せ 

) 3  のろ  ラし みつ どき  となり  てら  お ほ り 

よう。 1- ふ な ら. も ッ とし ッか， 9% へ ！  a 満 時に 隣の 寺の あの 大 檜の 

. ^の 天 邊へ でも 登って ノ ィ カラの 藁 ム形を 釘 打ちに する がい い。 さ 

うして その 天邊 からころ が， 9 落ちて くたばって 吳れ b ゃァ、 ぁッ ちの 

がな に も さぞ 利き目が 早から う。 さう して 二人とも.^ 時に 死んで 吳れ 

ま，  り...^  てつ.."  す  しみ づ  てき-.^ ん 

b ゃァ、 お前に は離緣 の手績 きをし ないで 濟む し、 淸 水から も 手切^金 

X  -  ,  .  か：  つ  きょり ゃラ とく  さく 

や ms5 似 を 取られないで 方が 付く し， お れ にや ァ 一 擧兩 得の 策 だ。』 

.  こ ども そだ  、な 力 /\ 

『わたしに ゃァ さう は 行きません よ！ 子供 を 育て あげる まで は 却々 

がに ません。 あいつ こそ 死んでも 構 はない 腐れ 女 だ II あなた は』 と 


it 


少し 調子 を おだやか にし て、 坐 を 乗り出し、 『知らないんで しょう が， ね 

あいつ は 前に も 女房 子 も ある 炭屋 のま 人 を だまさう とした り：：』 

『も う， 何度も 聽 いた！』 

『ぢ や ァ， 馨 さん を引ッ かけよう としたの- を 知 つ て ま す か I— あ な た の 

おとうとご 

务銜 さまです よ？』 

『そんな ことがある もの か？』 

『それ だか ら. あ なた は 駄目 だと 云 ふん で す 罄 さんが 現 在 さ う 云 ふ 

ん です もの。』 

『そんな こと ァ、 あつたと して も， ど うで もい いんだ！』 かう 義雄 はか 

の 女 を 押さ へ附 けて しまった。 が、 實は， 最も 甚し く 自分の 威厳 をぶ ち 

毁 された 氣 がした。 

み  ちう と  わす  ラたが  ふた *  おも  だ 

さう いはれ て 見る と， 中 途 から 忘れて ゐた疑 ひが 再び 思 ひ 出されな 

いで もない. 
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效 


徵 兵檢杳 を 二 年 延ばされた 年頃で は あるが * おや ぢに末 ツ子と して 

可愛がられて ばかり ゐ て、 獨 りで は鐵道 切符の 買 ひ 方 さ へ 知らな い、 あ 

ひ き ゃラ せ けん み  をと こ なに  でき  ゐ なかい  ノ 

の 卑怯な 世問昆 中の 男に 何が 出來 やう？ 田舍に 行って ると 云 ふ. あ の 

じ ぶん  とし ラへ  こ ひ •* と  ほん に./ *  -け しゅくや  あと *  お， ひ 

自分よ， 9 も 年上の 戀人 だッ て、 本 人が 下宿屋の 跡取りに なれる と 思つ 

た か ら、 そ のお かみさん を 狙って 女の 方から 持ち かけた のに 違 ひない 0 

よし を  いま  ねか 

と、 かう 義雄は 今まで^ 咼を くくって ゐた ので ある。 

とり  ぢょ  かほるし つい  よる 

お 鳥が まだ ここに ゐた うち は、 か の 女が よく 馨の室 へ 行って， 夜お そ 

く迄寢 ころんで 話し込んだ こと も 知って ゐた。 繼 母が 親類へ 泊り に 

い  とき  はな  わか  を とこ をん な  となりあ  おの f  \  ま  せんり 0 ラ 

行った 時な ど、 離 れ で は、 若 い 男と 女と が 隣合つ て、 各 々 一 間 を 占領した 

夜 も あつ て， 義 雄 自身が それ を 私 かに 妬ましく 思った こと も覺 えてな 

とき  二と  しん 

る。 が、 そ の 時、 ま さ か. 事 があった と は 信じて ゐ なかった。 

そ の 後、 お 鳥が 調子に 乘っ て、 馨さ んが こッそ b やって 來た が、 う ま く 

云って 斷 つたと いふ 話 をした とき も， かの 女の 浮氣 からの 揑造 だとば 
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發 


か， 9 思った。 

■L 力  ラたぐ  る  と ヮ  かほる 

然し 疑って 見れ ば、 お 鳥が 馨の 

對に 語った のか も 知れない。 ま 

と す れ ば、 そ れは 自分の 行った の 

孰れに して も， 關 係が あった こ 

さラ ゐ 

に 相 逢な い。 

6  おとうと  ふろ 

『若し あれが 弟のお 古であった 

やう  ラ&  いか  ！？ < のミ 

かない 檨な 恨みと 怒りとの 焰が 

【； 兎 に 角、 あ のお 佥 だ け はわた し 

か つた 家の 會計 が、 そ ん なおや ァ 

いやな 對照 物なる 千代 子が 立 去 

つた。 そして、 あのい やな 千代 子 

まざ まに 考 へ て 見ない 譯に 行か 


來 たとい ふの は 自分の 行った の を 反 

た、 馨 がお 鳥の 來 たこと をし やべ つた 

を反對 にしゃべ つたと も考 へられる。 

と は. た と へ實 際にあって も， ぞ へない 

な ら』 と. 義 雄の 胸に は 取， 9 返しの つ 

ご ッ ちゃに 燃えた。 

の 方へ 渡して 下さい よ， あ なた から 預 

き  ,J  お 

や， り 切れません から』 と 云 ひ 置いて、 

t  かれ ほのほ なか /\ しづ 

つた 跡で も、 渠 の焰は 中々 靜 まらな か 

に だ が、 お 人よ しと 云 はれた 自分 を さ 

な か つ た。 


m 


十五 

じ く. c い  い  よし を  こ いし か は  しラ む  » 

耳 科醫へ 行った ついで に， 義雄は 小石 川 へ まわり， 秋 夢のと ころで お 

とり  くつん け.； つま  ふへい  こ 1*  ごろ か 

鳥との 關 係が 詰らない ことにな つた 不平 を 漏した b-«. 】 の 頃 書いて ゐ 

もの い ょラ  ぶ  はな  y つ し  しん ぶん  て  もん たい， ろん  あ  , 

る 物の 內容の 一 部 を 話した り. 雜 誌 や 新^に 出た 問題 を 論じ 合った. 9 

ラ  はん さん  す 

碁 を 打ったり し て、 晚 餐を濟 ませる まで ゐた。 

たにまち かへ  みい ぐ わい  むかへ で  ズん^ ：  >  ほ P 

それから 谷 町へ 歸 つて 見る と、 意 外に も迎に 出た のは^ 善 坊の繼 母 

けい ほ  ちゃ ラど つ が. ふ  力 

であった。 繼母 ばか， 9 な ら. 丁度 都合 がいいから ゅッ くり わけの 分る 

じ ぶん こ、 ろ も  い  令  おも 

やうに 自分の 心持ち を 云って 聽 かせられ ると 居った 

い  みちび  す  おく  でう  い  み 

『まァ 、こちら へ 入ら ッ しゃい』 と， 導 か れ て、 直 ぐ 奥の 八疊へ 行って 見 

せい 5_1ラ  ろ  す P  し 0  .  V* こ  K  * 

る と、 淸 造が 爐ぽ たに 坐って ゐる こちらに また 意外に も 吓代子 カ^の 

か  ほこ  つら  す こ  へだ  まさ 

搽ち 誇った やうな 面が まへ をして ゐる。 それと 少し 隔 つてお 政の そ 

しお む  と りに がか ほ  よしを * みあ  I 

ばに 下 を 向いて ゐ たお 鳥 が、 苦 い 顔 をして 義雄を 見 上け た。 
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かれ  かんしゃく お 

渠は むらく と 癎癢を 起 


ちが ひ 


『また. 氣狂 じみた おしゃべり 

であった。 

『い、 え、 なにも』 と、 千代 子 も 

いかと 云 ふ 心配が あるの で、 爐 

『わたし は 正當な こと を 云つ 

さ ちが  Ac さま 

『そ れが氣 狂 ひ だ —— 货 樣のゃ 

當な ことが 云へ る もの か？』 

『ぢ や ァ』 と、 H の 色 を變へ て 

へ をして， 『人の 亭主 を寢 取つ 

なん  かれ  みぎ 

『何 だ！』 渠 はいきな り 右の 

した o 

『ぶつなら、 おぶちなさい！』 


したの で、 突 

をした の だ 

て ラ し 

調子の はづ 

1 ラ  す こ 

の 方に 少し 

いま はら ぐち 

て、 今， 原 □ さ 

き だラ 

うに 軌簠 を 

-ぃ ざ と 云へ 

て もい いと 

手 を あ げ て 


ッ立 たま、、 

こ ゑ 

ら う』 と、 聲 は 

かん /) ゑ 

れ た甲聲 だが 

にじ， O 避けて 

き  もら 

んに聽 いて 貰 

♦* づ  --ん -J^ 

卟 飞 L」 ，.\  03 こ- 

タ. W ナ ノ  HE  { 

ひつ 

ば 弓 力き むし 

云 ふんです か 

よ こ  よこ つら 

千代 子の 橫面 


^ 力 

、ぶ た 

身 を 

つ た 

-落 ら 

つ て 

？』 

を投 


れ 

かた 

付 


や る 


堅 貪 

し な 

す。』 

せい 

て 正 


て がま 

手 構 


ぐ ら 


とんき ゃラ 

かう 頓狂に 


叫んで、 千代 子 は 立 あがり ざ 


め  よし 4 り ゃラて  つ  >  , , め-, 

ま、 目 をつ ぶって 義 雄の 兩 手に し ッ かりし がみ 付いた。 そして 目 を 三 

角に 明い て， 淚 を ぼろ 落としな が ら、 『さ ァ、 ぶ つ な ら. お ぶちなさい： 

ぶつな ら、 お ぶちな さ い！』 

『  』 義 雄は默 つて 千代 子の 手 を ふり もぎつ て、 ま た擲 らうと し；^ 

『およしな さ い、 そ んな こと！』 繼母 はかう 叱， 9 つけ て、 渠 をと め た。 

is- よ  しん はい  た, 

かの 女 はこん な ことがあ ひ はしない かと 心配して そ はに 立って ゐた 

^  h- やう にん  し ごと  あま  て はや  ゎづ  ま  力 

一 の だ が、 兩 人の 仕事が 餘， り 手早かった の で、 僅 かに 問に 合った。 

一  たち  せい ぞう  こし  す  よし を  た せう 令  す 

それで， 立 かけた 淸造も 腰を据 ゑた し. 義雄も 多少 氣が賺 いたかして- 

} だい  とりむ ごん  い  す ゆ 

一 第一に お 鳥 を 無 言 でな だめる つもり で， そ の そばへ 行って 坐った C そ 

一  かれ  たか  いき  み  し』 づ 

一 して 渠は 高まった 息 を身づ から 静めよ う とした。 

『寢 取った ので はない』 と. お 鳥 は 千代 子の 力に 目 をじッ と あげ て、 然 

みな いい  いか  こ ゑ ひかめ  で 

し 皆に 云 ふつ もりで 云った。 これ も 怒って はゐる が、 聲 は控へ 目に 出 


ねと  よこ  あ ひ いは  こ &I  たか 

『寢 取った んぢ ゃァ あ， 9 ません か？』 千代 子 は 相 變らす 聲が高 く， と 

がって ゐた。 

ひ ぞく こと は  よしを  かつ  か、 が 

『よせ そんな 卑俗な 言 葉 は：』 かう 義雄は 一喝して しまった が、 考 へ 

る と. 兎 に 角、 自 分の 妻なる 者が こんな 亂らな こと を 1- ふやう になった 

じ ユ. C  つろ  じ ぶんじ しん  か ラどラ  ^い  しゃく わい どうじ やう 

の は 自分の 罪た。 自分自身の 行動に 對 して は、 た とへ 社 食が 同情し な 

い で も、 ま た社會 から 輕 侮され て も、 そ れは 自分の 覺 悟の 前 だか らな偽 hy 

ベ， ひ 力 t  じぶんつ ま  むく  まさ 

の 辯 解な どす る つも b はない C が、. 0 分の 妻が まだ 無垢な お 政の やう 

むすめ  まへ  よしを じ しん  い  -ゃ 

な 娘 もゐる 前で そん な、 義 雄 自身で さ へ 云った ことのない ほどの 卑し 

6^  い  ぶり  だラ がく しゃ てき  しゅ JU ん  てま、  い 

い 物の  一 K ひ 振 をす るの が、 道 學者 的な こ この 主人の 手前 も あるか ら. 如 

力  二  s  A  L  あ も 

何にも 不本意に 思 つ た。 で、 

、さい  ，ろ 令ち が  いま  しつ 

『ど ラせ妻 はこの 頃 少し 氣が 違って ゐる やう ひす か ら、 今 の やうな 失 

5^  、  ,  >  -。  • かれ  せい ぞう はラ む  しゅ じん かラ さい 

禮 はどう ぞ惡 からす』 と， 渠 は淸 造の 方へ 向いて. ここの 主人と 交際し 

出してから 初めての 詫 ごふ をした。 
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ひら 


『どう 致し まし て』 と、 淸 造 も 初めてつ ぐんで な た 口 を 開き、 一 層眞面 

め くさ  かほ 

目 腐った 顔に なった。 

『わたくし も惡ぅ 御座いまし た 、わ。』 千代 子 も 殆ど 夢中に のぼせて ゐ 

た 自分の 勢 ひ を ゆる めた。 そしてき ま， 9 が惡 さう に淸 造の 顏を 見な 

き ちが  ろ 

が ら、 『で も、 わ たくしが 氣狂 ひに 見える でしよう か？』 

しゃう き  いま  しつ れい  こと は  ひと  まへ  い  よし 

『正氣 で 今の やうな 失禮な 言 葉が 人の 前で 云へ るか？』 か う、 ま た 義 

雄 はかの 女 をな じった。 

せい ぞラ  むり  び せう  ラか  よし を 

『い や， そ れ は』 と、 淸 造 は 無理に 微 笑 を 浮べな が ら、 義 雄 

おこった やう に， 練 君も^ 腹が立って をった から で I 惡 

きみ  す こ 

り ゃァ、 君 も 少し のぼせて ゐる よ。』 

まさ  .C& 

『ほ. ほ』 と， お 政 は 笑った。 

『ね え』 


む 力  ^ る 

向 ひ， 『君 も 

と 云 へ ば、 そ 


けい ほ  力  まさ  かほ  み  5b せう 

)、 繼母 もお つき 合 ひに お 政の 顏を 見て 微笑し 


それ をお 


とり  なに. J  L  ユラ  にら 

鳥 はまた 何 を 云ゃァ がると 云 ふ 風に 睨んだ。 

ぜラ だん  お  とり  お  き  もら  いま  ふた り 

『ま あ、 冗 談は 置い て II お 鳥さん にも 下， 9 て來て 貰つ て， 今 まで 二人の 

いぶんき  さい くん  はな  TV みち  た  な-」 

云 ひ 分 を聽ぃ てゐ たの だ が， ね、 細 君の 話す 筋道 はよ く 立って をる。 何 

ほな  をん な  も  がい  い  い  さい くん  しょうだく 

も、 他 の 女 を 持つ のが 一 槪に 行けない と 云 ふ ：； ではない し、 細 君が 承諾 

うへ  か ぞく  せいく わつ  こま  ゃラ  く  い 

の 上 で， 家 族の 生活 を 困らない 檨 にして か ら. や つて 吳れと 云 ふ の だ oj 

ひと  よ こ  とり  みむ  かほ  あ n 

『それ も， この 人が』 と， 千 代 子 はお 鳥の 見向いた こわい 顏を 顎で それ 

とさして 

『ね だってる らしい 無理 ゃ贅澤 を —— 』 

『贅澤 などし やせん』 と. お 鳥 は 憎々 しさう にさへ 切った。 が、 千代 子 

は それに 構はャ * 

むり  ぜぃ たく  い  か ぞく  くら 

『無理 や 贅澤を 云 ふん ぢゃァ な いんです。 家族が や ッと暮 せる だけ 

のこと をして 下さいと 賴 むんで す 、わ。』 

つま  せい ぞラ  う  しょうだく  へ  "く  あ. v  く 

『詰 り」 一 と， 淸 造 が 受け て， 『承諾 を綏 ない で、 隱 れ 遊び をして 吳れ るな 


お 


とヨ ふんだ から、 これほど あ- 9 がたい こと は 無 い 、さ。』 

よし を  わら  はな  しょうだく  はす 

『な ァ に』 と， 義 雄 は あざ笑 ひながら、 『話した ッ て、 承 諾 する 箬は なか 

つたので す。』 

よ こ  まけ  き  とり  あ f 一 

『そ， 9 ゃァ』 と、 千代 子 も 負な い 氣 で， お 鳥 を ま た 顎で めしら ひ 『この 

> と  しょ ラ たく  し 

人なら 承諾し ないか も 知れ ませ ん， さ。』 

よし をよ こむ  き  と.^  , 

『よせ！』 義雄 は， 橫 を 向いて 聽 かない ふ b をして ゐ るお 鳥 を 力 は^ 

いま  もん だい  し るづ  もと 

やうに、 『今の 問題 は淸 水が 元， た。』 

をん な  かぎ 

『でも、 こんな 女に は 限らない でしよ う。』 

おくまい  せい ぞラ  V" よ  ゆ- *  、し みづ 

『ま ァ， 奧 さん は 待って 入ら ッ しゃい。』 淸造 はかの 女 を 制 し て 『淸 冰 

i つうか  ラへ  Jb ゃラき  なほ 

さん も 亦よ く 分って ゐ ます。 かうな つた 上 は. ど う せ、 病 氣 だけ は 直し 

もら  なほ  令 れい  てき  い  I 

て 貰 ふ が、 直 つたら 奇麗に 手を切り ますと 云って を る』 

>\  n  い  よし を  とり 

へ い、 人 を 出し 拔ぃ て， も う、 そ んな こと を 云った のか と. 義 雄 はお 鳥に 

味方す る 心の 張りが 俄に ゆるんで しまった。 
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『俟 にも 僕の 考へ が あるので すに かう 云つ て， 義 雄 はお 鳥と 顔 を 見合 

ときす ぐ. C か  い  * ひや  む  なほ 

は せ た 時、 直 別れたら どう だと 云って や， 9 たか つたが 冷やかに 向き 莳 

つ て， 淸 造に， 『然し 別れ る. 別 れな いは、 こちら 二人の 自由です か ら， ね. 何 

も、^ 族 が ここまで 出しゃばって 來 て、 干 涉 がましい こと をす るの は 好 

ましくな いで す。』 

し みづ  しゅくれ ラ  もら  き 

『わたし はこの 淸 水さん の 宿料 を 貰 ひに 來 たんで す。』 

『まだ そ ん な 執念 深い こと をぬ かすの か？』 義 雄の 手 は またい らく 

し て 求た。 

『で も』 と. 千 代 子 は それ を 警戒しながら、 『あ れ を M はなけ， 9 や ァ、 あ 

なた から 預かった 家の 會 針が 成り立ちません。』 

はない  ゑん  ゑん  せん 

『馬鹿 を 云 ふな。 たッ たニ圓 ゃニ圓 五十 錢 のこと でぶ ッ つぶれる や 

し 0- うはい  ぁづ  はや 

う な 商賣 は、 預 けて ない 喾だ。 』 


『それ はさう でし やう けれ ど I j 

ぜん たい  i い  まい  く て,？  い  おな  ほし  >2 

『 全 體、 お 前と おれと は、 な， お 前の 口調で 云 や ァ， 同 じ 星の もとで 生れて 

とつ  り えん  はや  " あい  おも 

ゐな いの だ。 迅 くに 離緣し てゐ た箬だ が、 た だ可哀 さう だと 思 ひく 

して 今までつ いたの ァ、 云 つて 見 ，9 ゃァ おれのお 慈悲 だ。』 

ちが  つ  f 1 

『い い え， 違 ひ ま す II わ たしが 附 いて ゐ なけ. 5 や ァ、 あ なた の やうな 向 

ふ 見や は 立つ て 行かれな か つたんで す〜』 

『お前 はよ く 向 ふ 見 や、 向 ふ 見す と 云 ふ が、 ね， お れの向 ふ 見す は、 い つ も 

\  *.\  とほ  はん じん  むじかく 

云って 聽 かせる 通， o、一 般 人の やうな 無自覺 ではな い o』 

じ 力く  くだ  をん な  む ち ラ 

『自覺 した ものが 下らない 女な どに 夢中に なれます か？』 

IP*- .  >  、ひ ほ >  »  _ ？, ちラ  み  ゆる  じこ くわ ラ 

『たから 人の やうな 夢中 ぢゃァ ない の た II 身 づ から 許して 自己の 光 

^  ち 力ら  あん こく かい  ぞこ  くわく ちゃ ラ 

輝 ある 力 を 暗黑界 のどん 底まで も擴 張す るの で — 』 

『い え、 そ んな こと を 云 ふやう になつ たの は， あ なた はこ こ 四 五 年 前 か 

ち  さき  かいがん  だ  お  ゎゴか 

らで すよ。 わたし を茅ク 崎の 海岸な ど へ ぉッ ぼ， 9 出して 置い て、 さ、 僅 
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ゑん  fat>  かね  こ ども  ふた り  にん  せ わ  ，p じ ノん 

十五 圓ゃ 二十 圓の お金で 子供の 二人 や 一 二人 もの 世話まで させ 御自 3 

めいて ラ  お ほの  かって  ま. ね •  ，  •  f り. -ノ  a 

は 鳴 潮さん や 大野さん と 勝手な 眞似 をして ィた ぢゃァ 有ません 力？ 

かへ  き  どつ ほ  しラ む  あく ぃラ  かラ さい  く 

わたしが 歸 つて 求てから で も. 獨 步ゃ秋 夢の やうな 惡 友と 交際して 隱 

をん な も  み  は i ちゃ ラぁ A-  ； J ほ 

し 女 を 持って 見た り、 濱 町 遊び を覺 えたり したんで す。』 

まいく わん さつ  お  A  A  A ム <J  力 

『そ， 9 や ァ、 お 前、 觀 察が 足， 9 ない の で it お れ が 『デ 力 ダン 論』 を 書い 

ゆ えん にん げん くわ ラめラ かい あん こく かいい  か  *4 い にく  , に PJ ばつ げ.^ 

た 所以 は、 人 間の 光明 界と 暗黑 界、 云 ひ換へ れば靈 と 肉と は 自我 實 現に 

よ  ** ふ C  わお  かう どラ ど りよく 

由って 合致され る もの だと 分った の だ。 さう して おれの 行動と 努力 

&i はラ めん  だい おん ゅラ まラ  き 

とが 谷 方面に 大膽 勇猛に なって 來 ただけ のこと た。』 

わか  まち あ ひ  い  め 力け も 

『そんな 六ケ しい こと ァ分， 9 ません が， 待 合へ 行った ，9、 妾 を 持った， 5 

展 一 

一 して ィる もの が II 』 

き  とが  と り 

『めか はぢゃない！』 と、 聽き 咎めた の はお 鳥 だ。 

- 『可 で す』 と， 今 にも 飛び か、，^ さう にして- 『めかけ ぢゃァ あ， 9  • せ 

ん か？』 
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『違 ふ！』 

『め かけです！』 

S ふ！ 女房が 女房ら しう せなん だか ら. 人 にまで こんな 迷惑 ゃ病氣 

など を かける やうに なった の だ！』 お 鳥の 堪へ てゐた 怒 hv がー 時に 

その 目にまで 燃えて 出ようと した。 そし て、 向 ふが 飛び か、 つて 东れ 

ば覺 悟が ある ぞ と， か の 女 は 親指 を 中に 他の 四 本の 指で 提， 9 固めた 兩 

手 を、 い つで も 自由に 動かせる やうに 構へ た。 

が、 千 代 子 は その 手に 乘る ほど 狂っても ゐ なかった。 

『そ りゃァ あなたの 自業自得と 云 ふ もので す II め かけで なけ， 9 や ァ、 

かこ  も S-  てん ^ラ  はつ  う  ぢょ  とり  にら 

圍ひ 者が 天道 さまのお 罰 を 受けた のでしょう』 と • か の 女 はお 鳥 を 睨 

み 返して か ら、 も と の 言 葉を義 雄に 續 けた。 『そんな 者 を 持つ C 敎育家 

一 になって ゐられ ます か？』 

『また 敎訓 はよ して 貰 ふ！ それに， おれ は 英語の 技術 は 受け持つ てる 


お 


が敎育 家の やうな 安ッ ぼい』 と 云 ひ か け て義 雄は淸 造の 聽 いて ゐる 

-S ん りよ  い  おも  き  ごつ 

の を 遠慮した がそ こまで 云って しまったの だから 思 ひ 切って 語を繼 

がく カラ  力ん ちう  ひろ  しゃく わい 

ぎ， 『もの； .0 や ァな い。 舉校 など 眼中にない ばか， 5 でな く， 廣 い 社會に 

ねい  じ しん  はつ てんく わくち やう ちう しゃ ラ てき  した^  ぐ わい けい てき  せん はく  けラ くん 

對 しても、 おれ 自身の^ 展擴張 を 抽象的 な、 從 つて 外形的 な、 浚 薄な 敎訓 

の 形 を 以てした くないの だ。； 

あま  けん めい  だ  よし も-  まき たは こ  ひ  ひ VT-  おち 

餘り 懸命に しゃべ， 9 出して ゐ たの で、 義 雄 は卷烟 草の 火が 膝に 落た 

し  と り  きづ  よこ 

の を 知らなかった。 それ をお 鳥が 氣附ぃ て、 千 代 子 を じらせる つもり 

で 自分の 手 を 以て 急いで ふ， 9 拂 つた。 

『• 今， >  J の 場で さう 云 ふこと はお 互 ひに 云ひッ こなしと しましょう』 

い  せい ぞラ  ** さ  ひと  ねむ  よ 

と 云 ひなが ら、 淸 造 はまた お 政が 獨 b で 眠 さう にして ゐ るのに 呼び か 

ちゃ あらた  めい 

け、 茶 を 改める やうに 命じた。 


と  かく  し みづ  しゅくれ う  もら  い 

『鬼 に 角、 わ たし は淸 水さん の 宿料 を 貰って 行き ま す o  j 
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『まだぬ かす 

『で も、 わ た し 


を  に こぶし  A た 


ク 


か』 と、 義 雄 は 握， 9 攀を 固めて 千代 子 をお ど 


し 付けた- 


みづ 


の淸 水に 對 する 氣 


『ま ァ、 そ んな こと ァ どうで もい 


V は 


ばから 意地 張 

【一し み ッ たれ 

『おや ァ、 今度 

と. »w 

『やるべき 時 

『そ れが當 て 

『何でもい い 

げ しゅくや 

下宿屋の かみ 


つてる 千代 子に 口 

！ おれの 使った も 

と  ぶん  せん げっ 

取れた 分から 先月 

ァ やる… .』 

外れになる か ら、 每 

て めへ  ちくしゃ ラ 

か ら、 手 前 は 畜生の 

さんで ゐ， 9 ゃァ い 


れ！』 

『歸 ります と も， あ なた に 云 はれ 

云つ て、 に や ，9  笑 ひながら 


が濟 みません 

いぢ ゃァ あり 

を 出した。 

だん  かへ 

のァ斷 じて 返 

の 補助 を 出し 

げっ ふ そく  力 さ 

月 不足が 嵩 む 

こ ども 

やうに 子供 を 

い ん だ —— も う 


ないで も. 歸り 


か ら。』 

ません か』 

さない！』 

て 下さい ま 


と， |1 母 は そ 


ん で す。』 

可愛がって 

用 はない か 


す 力？』 


ま す と も。 = 

千代 子 は 義雄を 一 層 いら 


、おとなしく 

かへ  かへ 

ら、 歸 れ！ 歸 

かう ゆ ッく 

//) さ せ る 
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考 へ で、 わざ と驟を 落ち 付け て ゐる。 

♦*  P  ヤへ" 

早く 歸れと 云 はない ばかりにお 鳥 は 立ち あがった が、！^ はおくき ち 

ノ  ^  义カ き：, ひと  ラ くつ  だ  グ つ くり き： く -  •- 

A と 坐って ゐて 而も 氣を獨 ，0 で 窮屈に いら 立た せた^ 果 が、 局 部の § 

みに 堪えられ なくなつ たので ある。 

これ は 誰れ のせい か II 義雄 だ。 義 雄に こんな こと を させた の は f 

れ か （II 千代 子 だ。 この 二人が ^ 何にも 佾ぃ。 あんな 喧嘩 はして ゐな 

が ら も， 結 局 は 一 つ 穴の 狸 だら うと 思 ふ と. あ まい 義雄 にも 氣 が！^ され 

な い —— 

どいつ も、 こいつ も， 人 の 苦しみ は 知らない で II 畜 生！ 鐵砲 でも あれ 

ば、 *9 いつ 等 二人 を 並べ， て 打殺して やる のに— 『」g い — つ らい』 とが 

こ , ろ しが  つらし  ご  J  ：  U 

心の 顰め ッ面を われ 知らす おもてに 出した。 自分が ゐ なくなった 

力と  わる くち  い  あし  お I  • 

跡 で、 ま たどんな 惡ロを 云 ひ 合 ふか 知れない と 思 ひながら も. お 鳥 は M 

、  指，/、 ゆん 力 \  r 、つ  よし を ，しろ けい ほ ラ しろ とほ 

I  ( 顏 をして 何の 挨拶 もしないで 義 雄の 後から 隧 母の 後 を 通 千 
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-7  .  ^い  しつ  だん  はラ 

にぞ が^び かかりで もしたら と 警戒し なが ら， そ の 室 を はしご^の 方 

へ^た。 その後 姿 を 千代 子と 繼 母と が相對 して 同時に 憎らし さう に 

見送った。 

みよし きづ  よこ  ひ  み 

それ を 見た 義雄 がふと 氣 付く と， さ ッ き、 千 代 子に 引ッ かかれた と 見 

え.^ の^が の^のお の 甲に 赤く みみ や 張れに なって ねる。 渠は 

それ を? 一人に &られ まいとし て、 そ の 手 を 急いで 裏返した。 

-- くん  かん-い  はや  てき たう  けつ まつ  はラ •  • 、- 

『ぼ i: 君 も. ま ァ、 よく 考 へ て、 早く 適當な 結末 を つける 方が いいです な.】 

せい ぞラ あらた 

と^ 造 は 改まった。 

む ろん  とほ  ， 

『無 論、 そ の 通りで す。』 

『どちらに もよ くない か ら に 

『そ h- ゃァ實 際で す。』 

『家 を 困らせな いでな ら、 ま * たし もよう 御座 A 1 がね え』 と I 母も義 

雄の 方 を 見て 云った。 
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はなし  よ こ  かい 

こんな 話 をして ゐる うち も、 千 代 子 は ニ猹の 

てゐ た。 そしてお 鳥が はしご 段 を あが b 切つ 

よしを  はラむ  ち  け  すくな かほ  はじ 

ら義 雄の 方 を 向 き、 血 の 氣の少 ぃ顏を 初めてに 

,,•<, ろ  こ ゑ  まいにちな つ •、 

1- 苦しい ッ て』 と、 聲 を ひそめ、 『毎日 泣き 續け 

せんか？』 


お 鳥が 痛みに 堪えないで 泣きつ づけて ゐる 

云った？ 淸 造に きまって ゐる。 して^る と、 渠 

げさ  い  よしを  もつ と きら 

I この お ほ 袈裟と 云 ふこと が^ 雄の 最も 嫌 ひ 

さラ ゐ  おも  よしを  かれ  ^ 

に 相 違 ない と 思 へ た。 で、 義 雄 は 渠に對 して そ 

はべろ  かんが  よ こ  こた 

に 暴露して や る考 へ で、 千 代 子に 答へ た。 

『なァ に、 さう でもな い、 さし』 

つ.， 、な.  ； si 

f でも 泣いて るん たら う。』 か う、 か の 女 はぞん 


方に じッ 

おと  き 

た 音 を聽 

ッ こ h> さ 

てる さ， フ 


と氣を 取られ 

す 

き 澄まして か 

せ て、 

ぢゃァ あ， 9 ま 


ど そん 

癖と し 

こと だ 

ほ らふ 

法螺 吹 


ざいに 問 


な を 誰れ が 

て、 お ほ 架裟に 

力た 

の に II 語 つ た 

ほんしゃ ラ あん 

きの 本性 を 暗 


ひ 返した が、 だ 
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、 *  <  +i  ん  てい しゅ  こ ども  て ラ * 

らう は 他人 もしくは 亭 生 をまで も 子供 あっか ひに した 語調た といつ 

も 叱られて ゐ るのに 氣が付 き、 直 ぐ 『でしよう』 と 云ひ換 へた。 

義雄は 然し また かと 云 はない ばか， 5 にかの 女の ぞんざい を 怒って- 

g び 返事 をして やらなかった。 そし て、 お 鳥が 二階へ 行って き ッと泣 

いてる の だら うと 思ひ續 けた。 

『で も、 & 哀 さ う、 ね』 と、 繼 母が 笑 ひながら 口を出し、 『また 若い の に. 義 

雄さん も 罪な こと をした の、 ね。』 

じ f} ラ じ とく  し  ひュ  、  . 

『あいつ は 自業自得 だ か ら， 仕 かたがない さ —— け れ どこの 人 もどう せ 

碌な 死に かたはしますまい よ II 何 度 わたしに 苦勞ゃ 心配 を かけた か 

分らな いんです も の。』 

まパ  く らラ しゃ ラ う ま  き  し かお  あきら  ， * 

『お前さんが 苦勞 性に 生れて 求た の だか ら、 仕方がな いと 諦めて あい 

でなさい よ。 また. 可 かの ©德 になる こと も あ， 9 ましょうから ね o』 

なに よ  なか  せいぞう ふたり  はなし ©  ,は うや  g し， , ♦  i 

『何も 世の中です』 と， 淸 造 も 二人の 話に 乘り 坊主く さい 調子で 『さ 


m 


，つくよ くよ した もの ぢゃァ ないです。 田 村 君 も、 云 つて 見 h- ゃァ 狐に 

つままれ てるる やうな もので-一 旦迷 ひが 覺め， e- や ァ、 ま た 元の 根に お 

h> ま す。』 

TU  ,  r ほれ  L.J  よしを  ちんし めい さラ  とき 

『これ か 迷 ひと 云 ものなら』 と， 義 雄 はい つも 沈思 冥想す る 時の やう 

に E を 半眼に 開き， 『僕 は 迷 ひから 迷 ひに 渡って 行く のが 生命 です o』 

『浮氣 だからでしょう』 と. 千 代 子 は 遮った が、 そ れには 頓着せ す、 

ゆ" 力ん が  じつ さい  ひと  わけ  お  でき 

『僕 は考 へ と實 際と をムの やうに 別て 置く ことが 出來 ない のです。 

この 二つが 僕と いふ 自我の 氣ハ 刀で 合致して ゐる のが 僕の^ 活 です。 

實は、 迷 ひもな い、 そ の 代り 悟り もない。』 

『だ か ら、 君 はいつ も いら /\ して を る。』 

『ほ、 ほ』 と 笑つ て、 千代 子 は 自分の 考 へ も淸 造と 同じ こと だと 思った o 

『然し 氣分の いら /、 す る の- は. た と へ ば. 陽 炎が 春の 野のお もてに ち 

♦  ど ラ やう  ほか  かげ ろ. J-  ごつ しつ 

ら の ほる のと 同樣 で —— そ のちら /\ よ hN 外に 陽炎の 實賀パ な 尸 
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のぞ  令ん だい てき  にん げんすな ュ  ラ ちう  ほん たい  げんし ゃラ 

や う に、 このい ら /  \ を 除いて は、 近 代 的な 人 間、 即 ち， 宇 宙の 本體も 現象 

じつ しつ  つか  え  くう り  やす 

もあった もの ぢゃァ ない のです。 實質 を&み 得ない もの は 空理に 安 

くう り  せいめい  しぶつ 

ん じて ゐ るので す。 さう して.！ 仝理は 生命の ない 死物で す。』 

きみ  ぉリ けラ  いは ゆる しき -V- ゝぜ くう  り  だい たん  じつ かラ  す 

『君 はた だ 佛敎の 所， fS 色即是空の 理を大 膽に實 行して ゐ るに 過ぎ^ 

L  ,1 一 

まん ぞく せつ めい 

『い や、 そ れ だけの こと ぢゃァ まだ 満足な 說 明に はなり ませ ん o』 

X こ  わく し A  く てラ  ほし  かん じん  にん げん 

『な ァ に』 と. 千 代 子 はまた 確信 ある 口調で、 『星が 肝心です よ。 人間 

なん  ほし  しら  み  わか 

は 何でも 星 を 調べ て 見さ へす b ゃァ 分らない こと はな いんで す o』 

『そんな 下らない 迷信 はやめろ！」 一 

『それで も， 當 るから 不思議でしょう？』 

『詰らな いこと ァ よせ ！ 』 

か へ  ょラ  マ  けい は 

H さ ァ、 歸 りましょう よ、 も ぅノ  W ッ ちの 用 は濟ん だの だから』 と、 繼 母 は 

よ こ  ラ なが 

も ぢもぢ して 千代 子 を K した。 
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、 餘ま mt- 

心； b 振ぶ 
が つ 


『ま ァ， よろしい で し よ う』 と， 淸 造 は歸， 5 かけよう とした 二人 をと め 

て、 義 雄に さッ きから 持ち出したい、 持ち出し たいと 思って ゐた 事件 を 

05 ンク J  o 

* み  てつ がく てつ がく  お  たの 

『君の 哲學 は哲學 として 置い て、 II 一つ 頼みが あるの だ が II い よ ( 

II 引き 移って 貰 ひたい が、 な II 』 

]  よしを  ふいみ づ 

『ああ さう です か？』 義雄は 不意に 水 を かぶせられた やうに ひや， 9 

とした。 そ b や ァ、 さ う 云 はれないで も、 ど こかいい ところが あれば 引 

x/^  すで  た^  た  の  めい  nu もつ 

き 移る つも， 9 であった が、 旣 に 度々 立ち退き を 命じて ゐた かの 如 く、 勿 

て 『いよく』 など 附け 加へ たのが 氣に喰 はない のみなら す、 

々しく 聞え たので ある。 

い ら /) して ゐ るか ら， さ ぅ惡く 取れた ので はない かと も考 へ 

て 見た が • ど う もさう ではない。 かうな つて は、 千 代 子に 對 しても 濟ま 
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ないか ら、 ど うか 立 返いて 貰 ひたい 

が、 こちら からさう 云 はせ ない 爲め 


かつ 


け、 そ の 酒に 醉 へば また 勝手な 

さげ 

らッ て， こちら を 下 すんだ やう 

さない。 餘， 5 蟲 がよ 過ぎる！ 

らラ いう  ひや ，り  T 

と、 か う、 老 友の 表裏が あ， o- 過 

るの を 知って か， 知 らな いで か、 

で， 

『こ んな ことが あ つ て は、 僕が 

た Sb  pr} きみ  はな 

これまでに も、 度 々君に 話して 

『い や、 分 b ました。 そんなお 

も I』 . 

かう 云 ひかけ て、 義雄 はなじ 


法 蝶 

に そ 

ぎ る 

せ い ぞ -9 

淸造 

Ac み 

君 の 

ゐ た 

はな 

話し 


と 出た のなら まだし もし ほら 

ふる i  まい はん  よろこ 

の 振舞 ひ は 每晚の やうに 喜ん 

を 吹いて ゐ なが ら， 千 代 子の 前 

んな瞪 裁の い い こと を 云 ふ の 


の を 合んだ 檨子を 

しゃく さは 

はな ほ寢に if る ほ 

細君に 濟ま ないか 

通り だ が -I 』 

はこれ までに まだ 


よし を  み 

義 雄が 見せ 

お つ 

ど 落ち 付い 


しい。 

で受 

だか 

ゆる 

は 許 

て ゐ 

ふ， 

た 風 


せい ぞう み ゥめ 

る やうに 淸造を 見 詰る 


らと 1- ふこと は 

なかった として 

と、 M 造 は、 ま ァ、 そ 
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ft 


んな 野暮 は 云 ふなと 云 ふ目附 きをした。 

し はャ  はら ぐち  よ こ  *<た よし *5* 

『然し さう ある べき 箬で す、 わ、 原 口さん としても』 と. 千 代 子 も 亦篛雄 

はんたい  いみ  あん  ゼい ぞラ あ *i 

と は 反對の 意味で 暗に 淸 造に 當 つた。 

かう いやに 皮肉な 千代 子の ぶしつけ を聽く と、 義 雄 はまた ここの ま 

人 を 辯 護して やりた くな つ て、 か の 女に、 

い  ささ ま  こ 

『ふ ん、 ど こへ 行った ッ て) 貝 樣 など を あばれ 込ませな いのは おんな じ 

こと だ ぞ！』 

こ  ひと f  わろ 

『わたし はこ こ へ も あばれ 込み はしません よ 人 聽き の惡 い〜 」； 

こ  どう ぜん 

『あばれ 込んだ も 同前 だ。』  . 

ちが 

r い い え， 違 ひます！』 

せい 〖〖ラ す こ めん だう くさ 

i ま ァ. そ んな こと は』 と、 淸 造 は 少し 面阁臭 さう に、 『どちらで もい い 

ご レ ん きょ 

ではありません か、 な ァ、 御 隱 居さん？』 

『さ うです よ， も う， 分 つた もの ァ 分った のです から』 と， 繼 母 はまた 顿 
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30« 


の M へす さつ て、， & "び この 夫婦の 喧嘩が ぶ， 9 返さない うちに 千代 子 を 

で  ) タ ？  J  あい さつ  よし な  t 力  9 

つ X て^ょうと. 主人に 歸る 挨拶 をした。 それから、 義 雄に 向 ひ 『ちゃ 

か t  こん や  はなし  わす  •  3 

ァ、^  ます か ら、 ね， 今 夜の 話 はよ く 忘れない やうに ね』 

う ん』 と、 義 雄 はいやく ながらうな づ いたば か， 9 だ。 

よ こ  せい ぞう あい さつ  のち ^つ と， ？ゥ み， -、 _  一  5Vf  Lr  -L-  J 

千 V 子も淸 造に 挨拶した 後、 所 天の 方 を 見て あさ^ ひな 力ら 

さ ゃラ  こんげつ  かね  ま ちが  ？  ,,io 

『ぢ ぐ ァ. 左 樣 な ら —— 今 月 はき ッと お金 を 間違 ひない やうに ね .」 

『く ど い ！』 

『どこ へ隱 れたッ て、 分 ，9 ます よ。： 一 

りい  力く  I  I 

『ふ ん， 分 らな いところ へ 隱れて やら ァ』 

.- ち  お  .？，  い  れい かみ ほし 

『どこへ だッ て』 と、 立 あがって、 『追 ッ驅け て 行きます わ の 神 星 で 

ね。』 

『が & がるなら』 と、 義雄は 坐った まま、 『骨と 皮に なって 來ぃ 1. 直 葬- 

つて やら ァ。』 


『そんな ひどい こと は 云ひッ こなしです』 と， 淸 造 は 立 C に 。^と 救： 

1 人 を 送 つて 出た。 
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よし を  せい ぞラ  わか  かい  み  とり  でん とラ  み 

義 雄が 淸 造に 別れて、 二階へ あがって 見る と. お 鳥 は 電燈の もとに 身 

を 投げ出し たま ま、 ぶ ッ 倒れて なた。 

『^鹿な 具 似 をす るな よ、 風 を 引く ぢゃァ ないか？ 』 

ひ  ； C- よ た * み おと  むか  む  なか はお 

『引いても かまん』 と， か の 女 は 疊の音 を させて 向 ふ 向きに 半 起き あ 

が ，9、 か らだを 支えた 左の 手の 角立った 肩 越しに こちら を ふ， 9 向いた。 

泣いて たの かし て、 目 に淚を 一杯 溜て &る。 その 淚が ひと b 手に ぼろ 

おち  め  す こ  なほ  よし を  じぶん  みつ 

( 落 て、 た ッぷ りした 目のう る ほひが 少し 直 り、 義 雄の 自分 を 見詰め 

か は  わか  ときち から  こも  こ ゑ  ちくしゃ ラ  は か 

て ゐる顏 が 分る やうに なった 時、 力 の 籠った 聲で、 r 畜 生！ 馬 鹿！』 

『  』  ， 

『野呂 間！ 意久 地な し！』 

『  』  • . 
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『かか ァの 前お や、 何 とも 云へ んぢ やない か？』 

『あれで も かい？』 

9 大ん  りじ  い 

『さ う、 さ。 — で は、 離 緣の 離の 字で も 云 ふた か？』 

『fK つて， 何の 役に立つ？』 

P くた  。と vn"  わる 

『役に立たん でかい？ めか け， め かけ 云 はれ て、 こ ッち は人聽 きが 惡ぃ 

おやない か？』 

【- 惡くッ たつ て、 仕 やうが な い、 さ。』 

『仕 やうの ない ことがある もんか？」 

『仕 やうが な い。』 

『ない こと はない！』 

『たと へ あると して も、 ね』 と， 義 雄 はわ ざと おだやかに、 『それ が、 も う、 

お前と 何の 關係 もない よ。』 

『どうして』 と， お 鳥 は 鳥渡 氣を 折られた。 そして. 投げ出して ゐた兩 
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足 を 縮 

『ど う 

かった 

『さ  >っ 

りゃうち - 

の兩乳 

いま 

や 今 か 

『ふ ん 

『そ れ 

『さ う 

『や き 

じ れつ 

自烈た 


かれ 

め て 渠 

わか ， 

せ 別れ 

ので あ 

さ』 と 

の あた 

らでも 

そ れ に 


はラ  ひ^  む  なほ  1» わ 

の 方へ 膝 を 向け直して 坐った。 

るの ださう ぢゃァ ないか？』 と， か 

る o 

XS- よ  い ぢ  いき  おは  こ 

かの 女 も 意地に な hN 息 を 大きく 呼 

き 60  うへ  どラ き  ラ 

b まで も 衣 物の 上 へ 動悸 を 打た せ 

わか  すぐび やうき  なほ  なほ 

別れて や る II 直 病 氣を直 せ、 直 せ ！ 


う、 渠 はえぐ つて 見た 


吸し 出して， 張 つた 胸 

ながら、 『別れた け， 5 


す こ 

少し 


や ァ， 藥を 渡し て ある。 醫者 にも 行 

も 利かん ぢゃ ないか？』 

や き /\ する からさ o」 

なほ  いた  たま 

/ ヽ せんで も、 直 ，9 やせ ん —— 0  くて 溜らな 

さう にから だ を 振った。 

『それが 惡 いんだ。』 

い しゃ  しラ かん  なほ 

『あの 醫者ッ ぼが よくない の， た！  二 過 間で 直る 


し 

かして あ る。』 


いぢ やない か？. J- と • 


など と 隨を云 ふ て、 も 
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う 二  41 日に なって も、 ち ッ ともよく ならん。 旦那さん と 相撲 を 取った 

ら 行けません』 と、 醫 者の 口調 を 意地 惡く具 似て. 『人 を 馬鹿にし てる！ 

そんな ことし やせん ぢ やない か？』 

『さ う、 さ II お 前が 病氣 になって からと 『K ふ もの は。』 

『そ れ に、 何 で 直らん？  で は、 注 入 を：： 3 に 二回に 增て見 ませう と 云 ふ 

て、 さ うやって も、 矢 ッ 張り もとの 通. o だ。 も 一度 溫 泉に 行かん な ら， も 

ッ とええ 病院へ やって 吳 れ！』 

『早く  K つ て， 早 く 手を切りたい のか？』 と、 渠 はな ほ 不平で ある。 同 

をん な  おも  よ こ  わか 

じ やうに いやな 女 だと は 思 ひなが らも 、千代 子よ， 9 はや ッと 若く ッ て 

血が ぁッ たかいの がま だ しもよかった。 

『手 は 切らんで も， 早 う 直った 方が ええお やない か？』 かの 女 は 往生 

したやう に氣が 落ちついて 來た。 

『それ もさう だ. ね』 と 答えた が、 渠 に はま だ 早くよ く なれと 云 ふ 願 ひ 
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4, ゥ じつ  もんな  い  ^  f  ^ 

もさう 切實 ではなかった。 もッ といい 女で あったらと 云 ふ 希望に 向 

つて 行く と、 心 は 段々 現 あからお 留守に なって、 こんな 事情の もとに あ 

るお 鳥のから だな ど は， 暗 い 物置きの やうな 小 部屋に ほう b 込んで 置 

けばい いやうな 氣 にもな つた。 

, ••  ， ；;' よ  くわん さい く てラ  よ 

『痛 い、 痛 い』 とば か り. か の 女 は あまへ る やうな 關西 口調で その 夜 も 

頻りに 泣き 訴へ てゐ た。 


3U9 


IE 
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はら くら  か ぞく  し  よし を  とり  ひ  こ  力 ゆ さ" 

原 口の 家族に も 知らせない で、 義 维 がお 鳥 を引ッ 越させた の は、 赤 阪 

なか ちゃう ラら どま  ちゃう ど ひ か 1 じん じ 0- もり ラ しろ あた 

の 仲の 町の 裏逋， 9 で. 丁度、 氷 川 神社の 森の 後に 當っ てゐ た。 

た^ i ほち _  t-K よし "やう いま ゐ ちゃ ラ  め ひだ  ひ V はちゃ ラ かつ はく て" ぜ、 

谷 町から 福吉 町と 今 井町との 間 を あが b 、氷 川 町 を 勝 伯の 邸 前から 

^-ん ぶ や， ほ さ ゆ 丁た ,..  とぼ すぐ ひだり *-..?, ちゃ ラ 5  i ラ 

神社 前の 阪 下に 出で その 通， 9 を 直 左 へ 曲って *  二  丁 ほど 行く と. 一 サは 

^  ^  )  )  6^  、かた^.  J?c  ^る ァ は ひき いへ  とな。 ち ひ 

神社つ 3- きの 森で 片佛 町に なって， Q る。 或 琵琶 彈の 家の さき 隣に 小 

さい 瞹昧な 料理屋が あつ て、 そ のさき が 四 五軒に 渡った 二 撒 建 長 尾 だ。 

つ  力ぶ と， c  つ  だい/、  てまと  0  あるべ- 1 ごし 

とッ 付きが 貸し 蒲 圑、 そ の 次ぎが 大工の 手間取 ，9、 そ の 次ぎが 或 讒辯士 

•  ず-す こ  いへ  つか  J  if よ  はら  で ％  こ  その U  0  と 6 

のお やおで 息子の 家に 使った 下女に 孕ませて 出來た 子と 其 母と 共に 

1  一つ  しょくげ ふ  わか  ふう ム 

佗 住ま ひ を させられて, Q る もの。 その.^ ぎ は ，職 業の 分らない 夫 婦 だ。 

V  つ』  かど  べん たラ や  ひらや  , 

その また 次ぎの 角 は 辨當屋 だが、 そこ だけ は 平家 だ。 

^ん  * い  ほ とん  はん； f ラし  き  あ  i 

この 四 軒の 二階の 殆どす ベて は 年中 締め切られて * 『明き 間 あり』 
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の 張 の懸 つて ゐな いこと はない。 義雄 も、 父 が. C  くなる まで 赤阪 

だいまち  とき  とほ  いんき くさ  お f 

臺 町に ゐた 時、 そ こ を 通る たんびに 陰氣 臭いと ころた と 居 はない こと 

まない つた。 たまに 珍ら しく も 戶 が ぼつ b と 明いた かと 思っても. 二 

三 してから 通る と、 も う、 借 b 手 は どこか へ 行った かして 締っ たま、 

になって ゐる o 

むか  たか  もり  につく わう さへ ざ  しっけ  レ  ♦ 

向 ふ 側が 臝ぃ 森で 日光 を 遮る か ら、 濕 氣 がちで 行けない のたら うと 

I  )  &  かね  おも  そと  ある  とき  あ  ま  こいろ ♦ 

義雄は 兼て さう 思って ゐた。 で、 外 を 步く時 はいつ も 明き 間 を 心 かけ 

か *  ♦*  し  とり  し 

てゐ るに 拘 らゃ、 そ こだけ は 知って ゐて もお 鳥に 知らせなかった。 

ところが、 かの 女 は i 者からの 歸 りに 一 ッ 木から 新 町 を さかのぼ， 9 

> と  ^つ  だいくう &  かい  つき  もん  ゆく そべ  f-*  y 

，獨 りで そこ を 見付け、 大工 の 裏 二階 を 月 三圓で 約束して 來 たので ある， 

た ッた 三疊の 押し入れ も 何もない 部屋 だ。 

『こんなと ころで 辛抱す る 代 ，9、 大學 病院 か， ど こ か、 も ッ とええ 醫 者に 

見て 貰 ふ o』 かう お 鳥 は引ッ 越した てに 云った。 
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au  よし を  ぢょ  え 乞 りよ ^  き  > 

『さう する がいい さ。』 義雄 も、 かの 女が 遠慮 勝ちに なって 來 たの を ザ 

♦  ま f  >  き  じぶん  くゥ. c  ，- ろく 

哀 さうた と 居って ついその 氣 になった。 が-ど うせ 自分との i おに 碌 

みは  つ  をん な 

な 終， 9 を 告げる 女で はなから うか ら、 そ のから だは どんなと ころに で 

も ごろ 付かせて 置けば い い の だと 云 ふ 下心が あった。 

7』 に I" ち，； ^  丄 とん  ひ  はら とき ふとん 0-  かへ  あら •： 

谷 町で 借 b て ゐた 蒲圑は そこ を 引き 拂ふ時 蒲圑屋 へ ^したの で， 改 

めて 隣から 日に 六錢 の^で 三枚 一 鈕 のを俏 り、 角 の 辨當屋 から 三度の 

によく  W  6  こ  はんじ  まあ 

食事 を^って 來 させて 萬 事 を 間に合 は せ た。 

, , と-" こ， んく. £ い.. まい にち さん のう した  ある  い  でん し P ラ ， 

そして あ 鳥 は 今回 毎日 山 王 下まで 步 いてお つ て、 そ こから 電 率で 牛 

こめ  あ ふ さか した  ほラ ふ じん く r-Jbp ラゐ、 ，  Ji ざ  b 

込の 逢阪 下なる 某 婦人科 病院へ 通 ふ MJ になった。 この 病氣に はおい 

* でん しやの  い  --ふ ゐ.， .  . 

た 電車に 乘 つた， O 'する のが 行けない か らズ 院 しろと 云 はれた と ヨ 

) 、1  ぶよ  ふ^  よしを  さ、 せい  き 

つて 力の 女 はさう しお さう に 調 じた が. 義 雄 は そこまで 賛成す る氣に 

はなれなかった。 

,  ちょ. 7  O  もんた  かね  ブ 少 

そ； br でな くと も， か の 女の 爲 めに 日に j 圓 足らす の 金 は、 病 垸行 きの 
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r  っひタ  よし を  まった む だ  ひつ えう  おも 

爲 めに 費えて 行く ので ある。 それ を 義雄は 全く 無駄な 必要 だと 思 ひ 

ながら， 出した。 

じ ぶ，；'  ぴゃラ き  ラっ  りつ は  お 令 もの 

『自分が こんなけ ッ たいな 病氣を 移し さ へ せんな ら、 立 派な 帶ゃ衣 物 

w 『ff へる のに』 と、 お 鳥 もい つも 惜し さう にして その 金 を 持って行つ 


パく  f  をし  つか  ひ  よしをす ぐ  あし  とり 

學校 を敎へ てし やべ， 9 勞れた 日な ど、 義 雄 は 直 その 足で お 鳥のと こ 

ろへ ころげ 込む ことがある。 そし て、 ま た 病院から 歸 つて ゐ ない と、 何 

だか 置き 去， 9 をで も 喰 はされ た氣 がし て、 落ち 付く ことが 出來 ない。 

『あたいが 逃げた ら、 ど うする ？ 』 

S へ ん， 丁 度 仕 合 は せ、 さ —— 面 倒が なくなって。』 

こんな こと を fK ひ 合った の も， 義 雄の 本心 から 云へ ば、 冗談で はなく- 

寧ろ さうな る か、 そ れ とも 亦く たばって 吳れる か、 と 云 ふ 屈な 願 ひを絕 
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えす 持って ゐ なが ら、 向 ふから 自分 を突ッ 

ないやうな 氣 もす る。 

かへ 

もう^って ゐ なければ ならない のにと 

J らち  こ , ろ  あら だ  く 

るのか^- 埒 だとまで 心が 荒立って 來る。 

下へ お b. て. 薄 暗い 部屋で 大工の かみ さ 

とり  ムラ  で 

hy で， お 鳥が け ふ どんな 風 をして 出た かと 

た。 また、 二階へ あがって， その 室の 壁 ぎ は 

き  つ  ぢょ  しんだい 

が 付 き. か の 女の 身代 はこれ だけ 


放す やう な 


るのに 氣 

っッ 走つ 

が， また- 

ゐ はしな 

らい ゥも 

.i つ 

父さん は 


た 心配 はない と 安心した。 

，  ；？ よ  きん から かみ  て ぶ .>  こ  あ 

か の 女の 金 唐紙の 手文庫 を 明け 

しら  み  しか  を f* 

いかと 調べ て 見た。 然 し， 『叔 ^ 

め ひ 

よこす 姪の ハガキ が 一 つ ふえた 

どこ へ 行きました のでしょう い 


お- 


思 ふ と， 何 を 

なに す 

ん と何氣 な 

云 ふやうな 

に，^ 李が そ 

で、 これ さ へ 


こと はされ たく 

ぐ づ して ゐ 


なに  $ 

て. 何 か 怪しい 

さ ん』 と 呼 か 

だ け で、 そ れ に 

tJ.T 'き やう  ff- わた 

、東京で 見當， 9 


話し をす 

と を聽ぃ 

儘に 置い 

れ ば、 ど こ 


て がみ 

手紙で も 

ほく かい 

けて 北海 


る 振 

て 見 

て あ 

/ も 


來て 

道 が 


は、 『う ちのお 

ません か』 と 


：$11 


展 


"  よしを  み * めたら  じ •、 つ  き しラ  あに ほく かいだう  あこ 

書いて あった。 これ は義 雄に は 耳新しい 事實 で， 紀 州 の 兄. 北 海道の 兄 

の 外 に、 今 一人 行方の 知れない 兄が ある ことが 分った。 が、 お 鳥 は それ 

を隱 して ゐ るの で、 渠 も 亦 そ 知らぬ 振り をして 文庫の 蓋 を 締めた。 

そ し て、 あ のじ ッと 沈んだ 目附 き、 意 地惡 さうな 目附 きに は， か の女自 

身の 秘密ば か， 9 でな く. いろんな^' 仲が 1； ^入り込んで ゐ るの だら うと 

考 へ た。 

p  p  J とん  から ^み  ラ しろ  1J  なか r し 令  お  だ 

疊ん だ蒲圑 は、 唐 紙の 後の あか， 9 収， 9 がない 中座 敷へ 押し出して あ 

る か ら、 唐 紙 を 締めて 置けば 見ないでも 濟 んでゐ るが， この 三疊 だけ は 

あ 力  ひら  あき  にし び  う  しゃ ラじ  き  は  やべ がみ 

明るく 開いて 秋の 西日 を 受けて ゐ ろの で， 障 子の 切， 9 張 b や 壁紙の は 

がれが よく 目に付いて 穢ぃ。 

そこ へ 持って 來 て， 行 李の あると 反對の 壁ぎ は に、 古 道具屋で I 只った 

古い，/、 ちゃぶ 臺を 机が はりに 据え て， そ の 上に 義 雄が 持って 來た雜 

し げん だい せラ せつ  しゅ み  ちう あ ラ こラ ろん  の  も *  K-J 

誌 現代 小說ゃ 趣味 や 中央 公論な どが 載せて あって， レ ッテ , に 桃の 繪 
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ft 


だ  く. C んづめ  あきく わん ふで た  こげ  はこ ひ はち 

を 出した 鐯詰の 空 鐯が 筆立てに なって ゐる。 また、 ふちの 焦た 箱火鉢 

やす  ふ 1«-  お 3 ど びん  み 

に安ッ ぼい 藤づ るの 大 土瓶が か、 つて ゐ るの を 見ても、 

だま  よし r ど  ひと  ひや  え 

『よ T これで 默っ て る、 な。』 義 雄は獨 b 冷やかに ほ、 笑んで、 こちら か 

ぢ よつ  はな  じき  力ん が  み 

ら かの 女 を突ッ 放して やる 時機 を考 へ て 見た。 

しか  ぉぞ 

B- 然し どうして るんだら う II 遲 い！』 

ぢょ  ぢょ  へ や  きたな 

かの 女が ゐれば まだし も だ が、 か の 女の ゐ ない 部屋 は穢 いば かりで， 

坐って ゐる氣 になれ ない C 

た  み  とク  かへ  き 

立った ，9、 し やがん だ， 9 して 見た あげ く， ど う せ， お 鳥が 歸 つて 求たら、 

き ッと また 

—はや なほ なほ  てん は  f  にが かほ み 

『早 う 直 せ. 直 せ』 の 一天 張り！ U らうと 思 はれ て、 そ の 苦い 顏を 見た く 

なくなった。 

たま つ  い  おも  き  たち かへ  となり  や しき 

玉突きに でも 行つ て やれ と、 思 ひ 切つ て 立歸 らうと する と， 隣 の 屋敷 

つや  をん な こ ゑ  き  しゃ うじ  あ  み 

から 艷ッ ぼい 女の 聲が聽 こえた の で. ち よつ と 障子 を 明けて 見た。 


鼓 


や しき  うら に は  お ほ  かき  き  えだ A\  たく さん  み  めか 

その 屋敷の 裏庭に は、. k きな 柿の 木が あつ て、 枝 々に は澤 山の 寳が赤 

じゅく  した  だか  は >-* しろ う す ベ- - さ 

く 熟して ゐ て、 そ の 下に ひよ ろ 高い コ ス モ スの 花が 白 や 薄紅に 唉 いて 

げき れつ  ふう レ げん く C  かね か  う 0 く  さい くん  こ ゑ 

ゐ る。 が、 よ /、激烈な 夫婦喧嘩 をす る 金貸しの 美しい 細君 の II 聲 で あ 

つたと 確に 思 ふ が I 姿 は その 椽が はに も、 ど こに も 見えなかった。 

む； S-  ほ たん いろ  ひふ  き しう  ときこ しら  ゐ なか 

無地の 牡丹 色 メリンスの 被 布 も、 紀 州に ゐ た時斿 へたの だら う、 田 舍 

もの  とり  き すま  さい は 

者 じみて を かしい の だ が， お 鳥が い ぃ氣 になつ て 着 澄して なる の を 幸 

ひ、 義 雄 はそッ とその ま、 にさせて あった。 

ぢょ  すがた  i  ま： J  . せん  しゃしん  と 

す る と、 か の 女 は その 姿で い つの 間に か 三枚 四十 五 餞の 寫眞を 取つ 

て來 て、 却却氣 嫌よ く、 

ラっ  じ ま 乞  よし を  み  0- す  じ やう 

『よう 寫っ ただ ろ』 と， 自 慢 さう に義 雄に 見せた。 『あすこ は 安う て、 上 

手 だ。』 

『案外 苦い 顔 もして ゐ ねい、 な ァ J! と、 ぎ は 冷 かし 半が に 答へ た。 
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かの 女の 病氣 は， 何 か 少し 事情の 變る たんび に. そ の當座 だけよ くな 

ま い にち  こ づ かひ  す こ  まへ わた  とき  あか さ" み つけ 

る。 毎： n の 小 使 を 少し かためて 前渡しした 時が さう だ。 赤阪 見附で 

注入 を U1 に 二度に する やうに なった 時が さう だ。 牛 込へ か はつ て、 さ 

う 注入ば か， 9 した ッ て、 利 くと 云 ふ譯の もので はない と 云 はれた 時が 

^ 一  ぴ やう ゐん  いか  さい くん  し  あ  と 令 

一 さう だ。 病院で どこかの 若い 細君と 知り合 ひに なった 時が さう だ。 

一 よしを  しょ  め. し  * へ  い  とき  しはら  た 

一 義 雄と 一 緒に うなぎ 飯で も 喰ぺに 行った 時が さう だ。 そして 暫く 立 

つ と、 ま た /\ 痛 い /\" と 泣き出す" 

\  よ？； を  きか けん  ぢょ  しん け •  ひと  li: やうき 

義雄は それ を氣の 加減 だ、 かの 女の 神 經が獨 ，9 で病氣 をよ くもした 

hN, 惡 くもした りして ゐ るの で、 實 際 は 決して 直る 方に は 向いて ゐ ない 

展ー  t 

の だと 思った。 

一  けいけ. -  い  いた. C す  £1 ん 

『おれ も經驗 したから 云 ふの だ が， 痛 み を 忘れて ゐる のが 一 番 だよ。』 

と、 か う 云 ふこと を Ik つて 聽 かせて も、 か の 女 は 却 却 承知し ない。 

『人の こと だと 思 て、 ち ッ とも 思 ひや. 9 がな いん だ II こ のちく /\ す 


る の が、 眠 つて をった ッ て、 忘 れられ る もんか？』 

とゥ  力ま  かほ にが  かほ  よしを  さ 

さう は 云 ふ もの の、 お 鳥が 餘， 9 いやな 顏， 苦 ぃ顏 をす るの を義 雄の 避 

P う すみ  令  U- よ  さる  かれ  き  とき 

ける やうな 樣 子が 見えて 來 たの で、 か の 女 も それと 悟つ て、 渠 が來た 時 

は 成る ベく 笑顔 を 見せて ゐ ようと 努める やうに なった。 

いま み す  お ま  • 

今、 見 棄 てられて は 溜らない。 ， 

さ 中  よしを  ほか だ  せわ  く 

この 傷 あるから だを義 雄の 外 誰れ が 世話して 吳れ よう？ 

なん  い  いま  は あ ひ  令 やう だい  力 {  , 

何と 云って も、 キ の 場な 口、 この ざま をして 兄弟のと ころ へ も 歸れす さ 

たよ とも だち  をと こ  くれ  こ、 ろぢ. --I 

りと て賴る 友達 も ない。 男が ついて ゐて吳 るので こそ まだし も 心 丈 

夫な ところが あるので ある。 

きつ  り が ％ くわん けい  をと ここ ひ  こ、 ろ も  ラ 

この 切ない 利害 關係 がまた おの づ から 男戀 しい 心持ち を 産み出し， 

ラ  だ  まい はん  よし をく  ま 

産み出しし て、 每 晚の やうに 義 雄の 求る のが 待 たれた。 

よし を  また が ビん はラ ね  めった  ひるま 

義雄も 亦 我 善 坊で寢 る こと は 滅多になかった。 晝 間のう ち はけ ふ 

て  とき A)  とり  ひと  ね  さび  め 

は 出ない でゐょ う、 時 々はお 鳥を獨 りで 寢 かし て、 寂 しい 目 を させて や 
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ft 


1 こ  .V ラ ねっしん おも  くすり  かんが  よろ 

るの も 男 を 一 層 熟 心に 思 はせ る藥 だと 考へ てゐ ながら も、 夜 になる と 

直 習慣の やうに 氣が變 つ て • ふ ら / ヽ と 出て 行く ので ある。 

『御馳走 を斿へ て 待って たのに. 早う 來な いから 癢に 障って みな 噴べ 

^ん じゅん  とり  ラら  ごと  かへ  よし &  z  , 

てし もた。』 こんな 單純 なお 鳥の 恨み 言 が 却ってよ く義 雄の 心 を 引い 

て、 け ふ はまた 何 か 出 來てゐ るか 知らん と 云 やうな 樂みを 抱かせた。 

-  レ ^}  は * ン  あ ひだ なよ ひで  み 

それ も 然し 初めの 間 は 成る ベ /、宵から 出かける やうに して 昆 たが， 

^  ►  ^1  ^  i  ^  なす  し-き や  まる r 

段々 圖々 しく 力まへ る やうに なった o しなび た^子の 嗨燒き や， 丸 ^ 

b 大根のお 汁に 蜀黍 粉 を こね 九め て 入れた の や で、 冷 たい 辨當飯 も 珍 

らしくな くな つた o  * 

よし. ごろ じ かん を  たま  い 一  ほ じょ .5- く 

義雄 はこの 頃 時間が 惜しくて 溜らない ので ある。 家への 補助 は學 

3  ，と I  ^  ,  ^--  じ ぶ. ん しょ. きだい うさい ひ  とり 

校 力ら 取る, ^を 裂け はいいと して も， 自 分の 書籍 代 や 交際費 や， お 鳥 の 

せいく わつ び 0， ゐん ひ  べつ  げん ^う r  t ラ 

生活に 病院 費 は、 別 に 原稿 を 書いて 儲けなければ ならない。 

、げんか ラぜ. くわつ し けん  ど りょく  も 3  な-一 

それに 原稿 生活 を眞劍 にす る だけの 努力が あれ ば、 そ れを 以て か 
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お ほ まう  て y.  ぃラ けい てき  じ げふ  まじめ  る 

一 っ大 儲けの 出來る 有形 的な 事業 を眞 面目に やって 見た 

て ゐ る o 

かんが  らラ りょく  むく  ほ ラ しラ  と 

そんな こと を考 へる と、 勞 力に 報いる だけの 報酬が 取れ 

原稿な ど は Hill  くの もい やになる ことがあ ると 同時 に， お 鳥 

にか か hs 合って ゐ るの も 馬鹿 /(.、 しい 氣 がする。 それや 

が 荒立って 來る と、 燒 け 半分に 筆 も 何も ほうり 出 し、 千 代 子 

とき  おな  こ • ろ も  いへ  と  だ  はん や  まった  pi  0 

けた 時な どと 同じ 心持ちで 家 を 飛び出 し、 半 夜 を 全く 玉 突 

おび A\ 

してし まう こと も 皮々 だ o 

それで も， 矢 ッ 張 り， 結 局 は、 中 の 町へ 車 を 驅 けら し、 寢 て ゐ 

おこ  とり  かい  とほ 

をた たき 起し て、 お 鳥の 二階へ 通った。 


) か 


おそ 


いと も考へ 


ないやうな 

をん な 

の やうな 女 

これ やで 氣 

を投 ぐ， 9 つ 

き 屋で過 ご 


る 大工の 


あさ  すぐ 

. 9  f3  t% 為 rj 


お 鳥 は 然し 義 雄が 蝙蝠 か 何ぞの やうに 夜 I 而 も 遲 く I 豕 て， 朝 は 直 

歸 つてし まう の を 不平であった。 


リ 
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『も ッと 早う お出 よ、 下 は， ，働 き 人で 寢る のが 早い から』 

『然し 時間が 惜しい の だ。』 

じ かん  を  べんき ゃラ 

『時間が 惜しけ， 9 ゃァ、 ここで 勉強したら ええお やない 

ぎ ろん  さん かラ しょ  い 

『議論なん かになる と、 參考書 がなければ 書け ない。』 

6  令 

『で は， そ れも 持って 來 たら どう？』 

もこ  せま 

『1 々持って 來られ る もの か， こんな 狹 いところ へ？』 

こお  よし を  なよ  さい し  はな 

答へ た が、 義 雄 はかの 女から 妻子の ゐる ところ だから 離 

い  さ  がぜん £1 ラ 

だら うと 云 はれる の を 先き まわ， 9 して， 『我 善坊に は， ね- 


と  云つ 

か？』 


物が 澤山 あるの だ。 その 書物の あると ころ が、 お れ 

力ん ちう  あら かじ こと は  お 

ど 眼中にないの： U から. これ は 豫め斷 つて 置く よ。』 

どう だか， へ ん， 分 る もんか？』 

それが 分らない 

いろ をと こ 

『色男 ぢ やない。』 


力， フふ 

れ たく 

_ お れ の 

の 家で 


〜  ^力  をん な  いろ をと こ  も  し かく 

『それか^らない やうな 女お や ァ， 色 男な ど 持つ 資格 はない。 


f 


し 付に 

ない の 

とく は 

讀 破 し 

妻子な 
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『さ う かね？』 

い  かれ  き  し ^1 

こんな こと を 云 ひながら も、 渠 はお 鳥の そばで は氣が ゆるん で、 仕 事 

て  みし  あか  あ 

が 手に つかない の を身づ から 知って ゐる" が. さ う 明ら さまに うち 明 

じぶん  よは  み  ぢょ  か  ほこ 

ける こと は 自分の 弱み を 見せて かの 女 を 勝ち誇らせ でもす る やうに 

思 ふか ら、 し たくなかった。 

n ろ よし を  こ、 ろ しき  けラ そう てき  し げき  ぐ わ か お ほ の ^さ の. 9 ど 

この頃 義 雄の 心 を 頻りに 競爭 的に 刺戟す るの は、 書 家 大野 正則の 努 

りょく せ ， こう  お ほ の  ひ じゃラ いん しゅ 力  はう とう 力 

力と 成功と である。 大野 はもと から 非 常 な飮 酒家で 放 蕩家 だ。 そ れ 

まへ  さ，， /ん ざやくお い  いま  しづ こ  い  とき よしを  ャゐ ぶん  い 

が 前の 細君 を 虐待して. 今の 靜子を 入れようと した 時， 義 雄は隨 分と 意 

見 もした。 が， 大 野 は 少しも 用 ゐる樣 子 はな か つた。 

ちゃう ど しづ こ  お ほ  あぶら ゑ  か  ラ への  てん らんく わい 

丁 度， 靜 子 を モ ダ ル にして 大きな 油繪を 書いた のが 上野の 展覽會 で 

た せう ヘラ はん  とき  しづ こ  ぐ.；： か  ぐ わ ふラ  てん a 

多少の 評判に なった 時の こと だ。 靜子も 書家 だ が、 そ の 書風と ぉ轉婆 

き しつ  お ほ の  だい さら  よし を  むり  す、  かれ 

らしい 氣質と は 大野の 大嫌 ひで あつたの を. 義 雄 は 無理に 勸 めて 渠の 

てき たラ  しづ こ  あい けう お ほ の  こ、 ろ せんり ゃラ 

適 富な モ デ ル にさせた C ところ が， 靜 子の 愛嬌が 大野の 心 を 占領して. 


；は S 


人 はつ いに 戀と 名聲 との 爲 めに 有頂天 に な つてし まった 

パ がん 
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0 


そ の 頃、 義 雄 は 妻子 を茅ケ 崎の 海岸へ や 

お ほの  いへ  おそ  い 

に 大野の 家へ 遊びに 行って なた。 それが 

に 立てられる ことにな つた。 と 云 ふの は 

しづ こ  お！ *1 の  と  うら  む，、 

靜子を 大野に 取られた の で. そ の 恨みに 報 

分の 物にして ゐ ると 云 ふので あった。 

つま  ラ はさ  はか  み 

そんな 詰らな い 噂で 馬鹿を見 るの 

あま  ちい  まんし： f  あま  しょ 

の餘 b 小 ぼけな 滿 心と 餘， り 締， 9 のな 


ぜっ か. T じ やう おく  ねん はん  かう さい 

な 絕交狀 を 送って， 一 年 半ば かり 交際 

きみ  げき ぶん  だい じ  は こ  なか 

『あ の、 君 の 檄文 は 大事に 箱の 中に し 

奮發 して ゐ たの だよ. | と は、 再 び 行き 

の白狀 であった。 

靜 子の モ ，テ グ繪は それ ッ 切り 世の 


も い 

い 放 

を絕 

ま つ 

求す 


も か 

中 か 


お 

-田 


て あ 

むら 

村が 

る 爲 

ラ へ 

な 上 

と を 

て ゐ 

P る 

や 5 


ら 忘 れ 


つたの で、 每 H の やう 

い P  ラ はさ  ぢラ 

しない 厭な 噂 を 二重 

自 がで 關 係して ゐた 

5 まの  さい くん  じ 

めに 大野の 細君 を自 

いう じん  お ほ 力 

に. 友人と して の 大野 

は 〜せい  た  げきれ き 

反省させる 爲 め、 激烈 

ク J  o 

とき A\ おも  だ 

が、 時 々思 ひ 出して は 

お ほ 0 

になって からの 大野 


お ほ の  しづ こ 

られ たが、 大野と 靜子 
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まじめ  き や ラどラ し i げん こん しん し 奢 し は ゐ  かき £り  あみ  X 

との 眞 面目な 共同 仕事 は. 現 今. 新 式の 芝居の 書 割な どに 現 はれて 着々 

^-K  そ ゃラ  ぎ こラ  る 

渠の 素養と 技巧と を 見せて ゐる。 

くら  よし を  げん ざい  お ほ の  ねん V ん 

それに 比べる と. 義 雄の 現在 は 大野の 三 四 年 前 で あ る。 

ちう こく  もの  こん ど  ちう こく  i  - 

『中 5 吿 した 者が 今度 は忠吿 せられなければ ならない ちゃ ァ ない 力」 一 

よしをい  お ほ の  こ ，， うじ ゃラ  で  お • 

と義 雄が 云 はれた の を. 大 野 一 個の 次 情から 出た の だと は 居 はないで 

n  だ.，  ちラ こくし や がいく. c つてき せ けんな み なに どうじ やう 

却って この ^二の 忠告 者の 槪括的 な， 世 間 並 の、 何 も 同情の ないた たの 

皮肉 だと 受け取った。 

よし^  じ ぶん くちびる と  U  さや  x^v  、 

そして 義雄は 自分 を 唇の 取れた 齒の やうに 塞く 觀 じた 

よう じ 5  ひとい  むし じ ぶん い き ご  ぶ >  めん ルて h  • 

が縱 だと 人に 云 はれる の は、 寧 ろ 自分の 意氣 込みの 一 部面 を 指摘せ 

き- も  ぃラ じん  お 3 の 

られ たやう で氣 持ちが いいの だ が、 友 人 ま で に —— た だに 大野ば かりで 

じ ぶ、 ぞく  りう どく；： いしょし  ひにく  _  "い せ-い 

な く、 自 分の 屬 して ゐる寵 土會の 諸氏から も ，i い やな 皮肉 や 冷 笑 な ど 

あ  ごろ ひ J1! やうき  き 

を當 てつ けられる のが、 この 頃、 非 常に 氣に なって 來 た。 

*^  ぶん  ピ い し、 てき じ げふ  い か  しれ  ^ 

自分の 精神的 事業 は， 如 何に 親しい ものに で も、 見 えない の だ。 寧ろ 
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實 業の やうな 見える 事業 を やつ て 見せる に 限 る I そ れ にして も、 さ き 

^  6  $  、  た  ころ  いき ほ  ir し ぶ I  や,？  よ ゾ t 

に 詩 を もて はかり 立って なた 頃の 勢 ひ は. そ の 半分 もな ぃ樣 に、 義 雄 は 

自分ながら 感づ かれた。 

ろん  しゅつ は..)  せ ウ せつ  たし でき  > 

ュ、 りゃァ 『デ 力 ダ ン論』 も 出版した し、 小 說 『耽 溺 J- も 書いた o ま 

さく ねん  ドーん <^  はつ •  ひゃラ  ちゃうた 乞 ろ， し ぶ， P  あつ  -7, も f  .  一ん ノ  f ん レ 少 V- 

た 一 昨年から 段々 に發 表した 長短 論文 を 集めて * 現在. 『新 in ^ 主義』 

い,， , ^  '  ,^  ^  ,^  しかい さんぶん かい ラっ 

と 云 ぷ書を 印^に 附 させて ゐる。 が、 詩界 から 散文 界に 移った ゆるみ 

かほ  ちたら  た  i  1 や,、。.， てき  つ  ，* 

がま だ 直らないで 新しい 立ち 場 を社會 的に 樹立して るない の が、 ね ^ 

に も義雄 の 苦痛 だ。 

6  Y  せ いく わ つ： • り 

そこ へ 持って 來て、 生活費が すん 高 ま つ た の で、 も ッ と金 を 儲け 

に  、なん ら  はつ てん こう  ； 8a の 

る爲 めに も 何等かの 發展を 講じなければ ならない。 太 ゆのと ころへ 

*  、  ノ  ，^!- ゆ， T-  P  ^1 そう  とき  よしを  かへ  ぃラ じん 二く  --く 

呼 はれて 贅澤な 御馳走になる 時な ど、 義 雄 は 却って^ 人が 僧くて、 Jrn  く 

て 堪らな かった。 そして、 

ff"f>、、，  7  せた 力  ひとた *  Ac  ひ  よし な  ，f ら 

『あ I しッ 力， o しろ よ』 と. 脊 中 を 一 つ 叩かれて 來た 曰な ど、 義 雄 は 一 
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i 家に ふさぎ込んで ゐ た。 

『これから また k¥ のお i めです か』 と， 千代 子が こわい 顔で 冷 かす 

の を、 い つも, き^てに して^る。 が、 ずし 跡 をつ けて でも 來 ると 面倒 

<  、 うし よこ  かつ ラ しろ み 

だと ^ つて、 わざと の Si: へ 足を^ぶ。 それでも、 なほ 且後を a い 

^い、 おおのなる おへ ^が i き^すと， ま っ^. 同じ 近道 へ 這 人る ことにな 

る o  . 

それ ユ^ だ 巧から^ つて、 が^ 廠^ の K ず を^る、 晝 でも 薄暗い 道で 

いま  ラら もん 

10 の： i に は ¥ST 狗 が^んで ゐ たとい はれて ゐる が、 今 は、 裏門の と 

,  たか ま した じゅ もべ あ ひだ，， 、， 1^ 

ころに i を 三 i つて ある。 その 高臺 から 眞 下に、 樹木の 間から. あ 鳥 

のゐる 畏屋が 見える。  、 

その から^りる 雌， - くねった K の 中途に、 大野が もと 借りて ゐ 

一  とほ す 

い {  5 い， ま、 ほ は？  レ？  n-  3  3  口  -9  M- 、 パ、 を こ を SI  ,9 愚ぎ る 

^象が ある。 4r は 何者が 住 A で ゐるカ 失ら な レカそ をお ま 
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よし を  お ほ の  さか  げんじ ゃラ じ ぶん  ひ  くら  き 

たんびに 義雄 は、 大 野の 盛んな 現狀に 自分 を 引き 比べ て， 氣 の ゆるん： U 

や う な、 失 意 の やう な. 嫉 妬の やうな 感じに 打 たれた b, また 芝居の 書 割 

なんて 金の 取れる だけであって、 その 仕事 は 何の 價値 もない と 云 ふや 

べつ  けラ そう しん  おこ 

うな 別な 競爭心 を 起した， 9 した。 

それが いやで 溜らない の だ が、 矢 ク 張 り、 そ のさき に引ッ 張る ものが 

まい よ  ちか みち  とほ  ゆ 

あるので、 每佼の やうに この 近道 を 通って 行く、」 

ち、  けん ざい  1,- き  お ほ の  さん くん  いま ひと り べつ  ぐれ A 

 まだ 父が 健在の 時 だ、 大 野の もとの 細君が 今 j 人別な 薔 家の 

さい くん  ゥ  ぐ わつ  せっく  よ ひ  しろ ざけ  Q  き  をん な 

細君 を 連れ て、 三月の節句に， 宵 か ら. 白酒 を飮み に來 た。  女 だて 

ら に、 m ぼ 何で も、 四 合 瓶 を 明けて しまう と は 驚く ぢゃ ァな いか と. 父 は 

かげ ふ き やう かほ  ふ i.; りつよ  しか^  y 

蔭で 不興な 顏 をした。  二人とも 强 いの だから 仕方がな いと 云 

ふ と. 亭 生が みんな 飮ん だくれ だか ら、 い ぃ氣 になって ゐ るの だ。 注意 

ち、  I  よし *§*  しか  とも A\  わら  き ゃラ  お そ 

しろと また 父 は 云った。  義雄は 然し 共々 に 笑ひ舆 じて 遲 くま 

：， —  K  ^  ^ 

で 二人 を 持て 爲 して、 家から 送って 出た。  


S2H 


『わ た し， 醉 つて ふら/、 す る， わ。』 

『わたし も よ。』 

『倒れち ゃァ あぶないで す。』 

口ら  力  ひ か？ i  もり  き  よ なか  みち ► ほと 

こんな こと を 笑 ひ 合 ひながら、 氷 川の 森に 来たが、 夜中の 道が 殆んど 

ま  ，、ら  t-、 な  ま じ め  こ ゑ  ろく 

眞ッ 暗な の で， 女 ども は眞 面目に なつ て、 聲 も 碌に 出せな か つた。 

じ ►/> じ や  ラら もん  よし を 

神社の 裏門のと ころ で， 義 雄が、 

さら  おど  み  ふ た り  どラ じ  さけ  力. f 

一一. そ ら、 猿 が』 と 威 かして 見た ら、 一 一人 は 同時に き ゃッと 叫んで 渠 にす 

ク 

*> ク. T  r こ C   

力り ゃレ. -7 

L こ  ちが  お ほ の  やさ  さい くん 

千，. や-子な どと は 逢 つ て、 大 野の もとの は 優し い、 い い 細君であった の 

しか  ま  と り  ちが  をつ とかた, 1 

に I, 然 し ま た 今 の もお 鳥な どと は 逢 ひ、 所 天の 片腕に なって ゐ る。 

い ラビ、 み  うへ  ひに ゃラ ねた  f  * か.^  ち J め C  、 

な ど と、 友 人の 身の上 を 非常に 妬ましく 思 ひなから 渠の 近眼で そこ 

さ、  P  、  • -ビ  ^  とき  よな 力  I  も 力 

の 阮を閽 に迪， 5 ながら 下. 5 た 時 は、 も う， 夜 中の 十二時に 近かった。 

しんと して、 —— ま に^ちた 木の葉が ゆるく さら く. と 屈に ころ 力つ 
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て ゐる音 がする ばか， 9 だ。 

俄にお 鳥の ぁッ たかい 床が 戀 しくな つ て， 貸 蒲 團屋の 今にも 消 え さ 

うに またたく 茏斯燈 の 隣に 急いだ。 

飛び付く やうに 戶ロを 目 ざして 進 み、 晝 間なら 穢 らしい 變 色の 水が 

流れて ゐる のが 見える 太い 溝 を、 溝 板 をが たく 昔 させて 渡った。 

と  む ろん しま  おも  ちょ つと て  み 

は 無論 締 つてる と 思 ひながら も、 鳥 渡 手 を かけて 見た。 

はた  あ  もら  た  よ 

果して さう であった が、 ど うせ 明けて 貰 ふの だか ら、 た だ 立て 寄せて 

置いて 吳れ たらい /- の に II T の もの 等が わざと さう する やうに も考 

へられた。 

さ W  き  き  どく  おも  しょ  れ  あ ふ 

癢に 障る やうな 氣と氣 の 毒な やうな 思 ひとが 一 緒に 湧き 溢れて 來 

力れ  ま  力る  と  た *  み 

て、 渠 は 先 づ輕く  S- を 叩い て 見た。 

『い ッ その こと、 これから どこか へ 行つ て 、獨， 9 で飮み 明かさう か？ も 
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う、 一 一ヶ月 足ら やと 云 ふ も の、 完 全な 女のから だに も 觸れた J がな い。』 

1 た  おも ラか  ^た ひと，^  ^ 

外に 立った まま * ふと 思 ひ 浮べ たの は， 下 の 人々 もまた 達 ましい 男と 

&んな  しか  すで  xi- ゃラぶ  こ  ひと り 

女で ある こと だ。 而も 旣に 丈夫な 子が 一人 ある。 

をす りす  し ，  くら  ほら あな  しょ  す  にん げん  • 

牡牝の 獅子 は どんなに^い 洞穴に でも 一 緒に 住 む、 人 間 もさうたら 

しう ゐ  きたな いんき  しめ  いへ  • しか  こ •  ^  ^ 

う。 こんなに 周 圍も穢 ぃ陰氣 な濕ッ ぼい 家に ゐて 而も なほ子 供を產 

ん で 行 く  o 

いん-か  あんや  かれら  おな めな， ど. 7 ぜん い  <, ね-^ 

かう 考 へ ると、 この 暗夜 に， わ ざ ぐ渠 等と 同じ 穴 も 同前な 家に 眠 b 

に 來 る義雄 自身 も 人 の 砂 をした 毛 だ 物 で、 た とへ 獅子で ない まで も-狼 

やま ねこ 

か 山猫の やう だ。 

となり が す とう ひかり き  ， • よろ い "ら g  g  p  ^ 

隣の 芨斯燈 の 光 も 消え かか つて ゐるだ け 夜 と 云 ふ 暗い 獸的 な氣 

やみ さ  くわん のラ ちから さ^ひ だ  ,  い.^?  ^  . 

がみな ぎつ て. 閽 に覺 める 官能の 力 を 誘 出した のたら う II 犬 が 鼻^で 

物 を^いだ やう に、 ぷ んと 格子 さきの 溝の いやな 臭が 義 雄の 一 方より 

はな  Ac 

利かない 鼻に 聽 こえて 來た。 
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:s: は 


『こ b ゃァ 溜らない oj 渠は思 はす その 溝 を 渡， o 返した。 が、 折 角來た 

のが 惜しい やうで も あつ て. 立 ち 去， り 兼 た。 

^ 水 II 渠 は この 刺戟が なけれ ば、 强 い 性慾 も i ぼ らな いほ ど、 疲 れてゐ 

た —— の ついた 、ン ンケチ で 鼻 を 押さへ なが ら. ま た引ッ 返して 戶 を 叩い 

て 見た。 II 返事 もな い。 

^  ^  ふしあな  と  す  ま  のぞ  み  な^  くら 

小さい 節穴 や の 透き間から^ いて 見る と， 中 もひッ そりして 暗い 

なん  や きち  い  こ ども  いま  めさ  ま 

や う だ。 が、 何 だ か、 あ の 彌吉と 云 はれる 子供が 今にも 目を覺 まして ぽ 

獸の寢 て ゐる懷 を 四 足で 這 ひ 出 し、 わ ん と か、 に ゃァ とか 啼 きさうな 氣 

力 ，ー ^ テ 

^も  f  お ほ  た. -  み 

s ひ S- つ て、 ど ん どんと 大きく 叩いて 見た。 

だ  おく  はう  ど な  ミぃ ち さかんな  てうな  も  で  <*- 

『誰 れ た』 と， 奥 の 方から 怒鳴った の は. 每 朝飽ゃ 手斧 を 持って 出て 行 

く 主人の 大工 だ。 

よし を  す  し、  たけ  くる  おそ  さう ぞラ  まい はん く 

義 雄：， i 直ぐ 獅子の 猛， 9 狂 ひの 怖ろ しさ を 想像した。 が、 每 晚、 來 る も 


のは决 つてる の に、 人 を 馬鹿にする も 程が あると 思 ひ 返した。 

『田 村で す。 ，11 少し 強い 角立った 返事 をす ると、 

『さう です か』 と 『K ふ 前の 權 幕と はころ りと 逢った 聲が聽 こえた。 

それ も 大工の 聲 であった が. そ れッ 切， 9 で II 人 の 出て 來 るけ は ひ は 

な い。 

かれ ぜんしん そ， げ だ  ゐ げん  み *  ち、 く ゆ. i 

渠は 全身が 總毛立 つ ほど 威嚴 のな い. 見ず ほらし い 恥辱 を臧 じて 移 

の 夜風 をし み ん\ と 心の底まで も 呼吸 し た。 

あんな 劣等な 人間にまで 馬 t にされ て， 自 がの 社會に 於け る 立ち 場 

は 全く 零に なった ではない か？ 

ゆん しゃく わい  せい しん てき  わか 

一 般社會 に は 精神的な こと は 分らない。 

お ま やはり こう  じ こ  せいく  C つ たしか  た  おな  せいしつ  し 

大野 は 矢 ッ張. り 利口 だ II 0 己の 生活 を 確め る爲め に、 同 じ 性質の 仕 

<ー と  な  せけんし  やす  し は ゐ  かき わり  もの  む  い 

事 で も. 成 る ベ く 世間に 知られ 易い 芝居の 書 割の やうな 物に 向いて 行 

つ た C 


»3» 


ぶん げぃ  む けい てき  じ げふ  まん ぞく でき  き 

文藝の やうな 無形 的な 事業で は、 どうも 満足 出來 ない 氣 がする。 

何 をした ッ て、 自 己の 發展な ら， お のれの. fH 義 とま 張と は 通る 箬だ— 

はや  かき わり  いう けい てき  •  し げふ  めい よ  きん せん 

早く 一  つ 書 割な どよ. 9 もす ッと 有形 的な 事業 をして. 名譽 と金 玆とを 

じ ぶん  ない ょゥ てき じつりょく  とも  りゃう と、  み 

自分の 內 容的實 力と 共に 兩 得して 見た い。 

きん せん  ま  こんなた •  だ，. く  ろまん ちく 

金錢さ へ どッ さ， 9 ぶち 撒 けれ ば、 此 麼 叩き大工の やう な I 浪 漫 的 な 

お ほ 法螺で 通った 耶蘇の 前身の やう な II も の は、 百 人で も 千 人で もべ 

， J  /\ させて やる。 

ぃラ けい てき  じ げふ  ち U- よく  い  よし を 

有形 的に さした る 事業 もしない 恥 辱 I , か う 云 ふこと を義雄 はた だ 

しゅん 力ん  かんが  み 

一 瞬間に さま <-\ - と考へ て 見た。 

そして 冬の 霜が 人の 皮膚 を燒 きつける やうな 冷た さを帶 びながら、 

いま  どお も  き 

今一度 思 ひ 切って、 

『明けて 下さい』 と， 戶 を どんく させた。 
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ft 


『^おさん、 Sf く^けて でさい』 と、 下の 大工が 叫んだ 時、 お 鳥 は 火 をつ 

けた ランプ を 持つ て、 も う， 一 一階から 下， 9 かけて ゐ た。 

あか ひかり と  すき ま  よしを  もジ 3 

明い 光が 戶の透 間から 義 雄に 漏れた。 

if- 子 を 明けて 土間 へ 下， りる もののけ は ひがす る。 

.  ち 

Si ぃ黑鐵 でで も あつ たやうな 戶 が、 や がて おとなしく 明いた。 

ぎ 雄 は默っ て 這 だ b  、默 つ て 自分で 戶 を^ め、 格 子 を 締めた。 

あがり 段の あげ 蓋の 上に 置いた ラ ン プの 光に-お 鳥が じッ とこ ちら 

を 見 あげた 不平 さうな 顔が、 一 き は 色白く 見えた。 

> れて  ヒ  だん  とき  し 六  ヱう ，1 

渠： ^手 ぶら でさ さに 立って はしご 段 をの ぼる 時 もよ ッと T の 夫婦 

の 辭ダ に 目 を 放った が、 も う、 鳥 渡 見に 炬鐽が 一敏 入って るら しく 蒲圑の 

中 を 高め て、 子 供と 反對の 方に 並んで 寢てゐ た。 

IT ど う だ， I のぁッ たかさうな こと は』 と、 義 雄 は 上に あがって からお 

鳥に 初めて 私 やかに 聲を かけた。 
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『いつも あ れ 、さ。』 か う、 か の 女 は 答へ て 冷笑した、 『だか ら^け て おれ 

なん  IP  こ 

ん の た —— 何 で， も ッと 早う 求ない？』 

し ごと  き&ラ  ゆ 

『仕事に 奥が 乘っ てゐ たから—  J 

a.  お. J*  こ  はう  し.；， • 

『こんなに いつも 遲 くな るん な ら. い ッそ 來ん方 がえ え。 け さ も、 下 の 

人が 迷惑 だと 怒って ゐ た。』 

『ぢゃ ァ、 間貸し をし な いがい ：，。』 

1J  ノ  * じ *v《  わる  こ ごと  o  V  t 

if けれど 自分 も惡 いぢ やない か』 と 小 言 らしく 云 ひなが ら、 か の 女 は 

/  。  »  ^-, つく.. ゑ はラ は.^ たい ふ さん  き まくら つ- < 

ラン フを 置いた 机の 方と 反對に 蒲圑を かぶって 木の 枕に 就た。 

よしを  つく ゑ まへ  よこ む  すわ  かへ  み  ひさ 

義 雄が 机の 前に 橫向 きに 坐った まま 返. 5 見る と、 ラ ン プの 蓋に また 

半紙の 切れ を 垂れて あるの がかの 女の 顔に 特別な 蔭 を 投げ て、 そ の 白 

い 色 を 却つ て 透き通る ほどの 薄 化 被に せて ゐる。 

渠は それに 見惚れながら， 

J  、、*?  いじ ゃゥ  ヽゃ  c しお そ C  いへ  め  ヒ 

I でもね 借りた 以上 は. そ の 部屋の 生が 遲く 出よう が、 歸 らうが、 明け 閉 
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てして 吳れる 義務が ある。』 

し みづ  みき  か  た むら  か 

『淸 水さん が 見に 來て 貸したん で. 田 衬 さんに 貸したん おやない ッ て， 

めん どく さがって るぢ やない か？』 

『そんな ら、 立 て 寄せて 蘆いて 吳れ b ゃァ い い o』 

『それ も 無用心 だ 云 ふて る。』 

なに  と 

『何も 取られる やうな もの もな いぢ ゃァな いか？』 

『箒 一 つで も 惜し い. さ —— そ れ に、 下 のかみ さん は あたいよ， 9 ええ 衣 物 

を 持って る。 こないだ. それ を 自慢 さう に 出して 見せた。』 

『羡 ましかった の だら う？』 

『そ. 5 やさ う、 さ I 自 分が 買うて 吳 れん ぢ やない か？』 

1W  レ*- 力ん 力  き ** 

『まァ さう 云 ふな。 お れ も今考 へて ゐる ことがあ るか ら、 そ れが 決つ 

て 1 儲けす， 5 ゃァ、 何でも 好きな 物 を 買って やら ァ 、ね。』 

ほんと 5  い  つ  ； S よ  く  5J" 

『本 統？』 かう 云つ て、 に こ 付きな が ら， か の 女が ちょ ッと首 を もたげ 
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とき A かり かグ  かほ  いろ  し げき  げん と ラ  ラっ  «^ じん 

た 時， 光 と 蔭と がその 顔の 色 をち らく と 刺戟し て、 幻 燈に寫 つた 美人 

の やうに 奥ゆかしかった。 

でん とラ し ょラ  しつ  みきつ 

電燈 使用の 室で 見て は氣が 付かなかった ことが ラン フ になって 力 

ラす ぐら  かげ  ない  つ 、  とり  ね が ほ  ひる ま. T1  お 

ら， そ の 薄暗い 蔭の 中に 包まれた お 鳥の 寢顏 は、 晝 間む き 出しの 押 しつ 

ゐ なか  かほ だ  i ちが  もの すご  き t  ♦ , 

ぶした やう な、 田 舍 くさ い 顔立ちと は 九で 違つ て. 物 凄い ほど 奇麗た。 

え， によ けい ちラ びじん  い  かんが  よしを  こ、 ろ 乃 J!  I  ど 0 

『妖女！ 閨中 美人！』 かう 云ふ考 へが 義 雄の 心に 浮んだ。 と P 時に 

かほ  りんく わく  ひと なみ  しま  一 

また、 顔の 輪廓に ど ことなく 人並よ 締っ てゐ ない ところが あるの を 

き しラ  お ほ  い  えお  ラま  むすめ  おも  つ  ？ 

紀 州に は 多い と 云 ふ 穢多に 生れた 娘で はない かと 思 ひ 付いた さう 

思 ふ とま ばかりで な く， 肉 體の 肌合が どこもす ベ て豨 りがない やうで 

あつたのに 氣が 付いた。 

ま へ  をと こ  はラ  ま  か  うそ  ^ 

前の 男が おん 坊 であった などと は眞ッ 赤な 嘘で —— お のれに この 弱 

かひと  きやす  ； !•  *  ij 

みが あるの を假 b に 人に こつげ て、 氣休 めに して ゐ るの かも 知れない。 

しり いる す じ やう いく  とラき やう で  き  ひとなみ しゅっせ  のぞ 

それで 尻も輕 く、 素 性を隱 せる 東京へ 出て 來 て、 人 並の 出世 を 望む の 
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^ ら う o  一 

かう か ％ へ ると， i し^は かの^が i! はしの きつ 中に 全く 落ちた 初めての 

ぎ « である^が して 竭ざ めた" 目 をが どく 見開き， 眼鏡 を 通して 、暫く じッ 

とかの 女の 妖相を 見 詰て ゐた。  一 
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3  い  かんが 

たもの か、 お 


穢 多 だ， 樣 多に 相 達ない と 云ふ考 へ が， ど う し 

よし を  こ、 ろ  せんり ゃラ 

義 雄の 心 を 占領す る やうに なった。 

かう 考へ 込む と、 か の 女が その 親類 や 兄弟の 

いやう に 避ける の も、 意 ^が ある やう だ。 

おやお は 北海道へ ぼって 金貸し をして ゐた 

f しラ  あに  いしゃ  とり じしん  ほく か い だう 

こと。 紀 州の 兄は醫 者で ある こと。 お 鳥 自身 は 北海道 

なら  と, r き ゃラ き  や いた さ，， ほ， T  まな  くに  かへ 

を 習った こ と， 東京 へ 來て矢 板 裁縫に 學んだ こ と， 國 へ歸っ 

IX/ けう ゐん  ； I- よ  こと は  よし を 

用敎 員に なった こと。 こんな こと は. か の 女の 言葉 ゃ義雄 


鳥に 對 する 

£  い 

と を 成る ベ く 云 はな 


き しラ  か へ 

が， 紀州 へ 歸 


ねん ぜん じつ けん  き おく わか  げ乞  を は 

三年 前實 見した 記憶で 分って ゐる が， 現 に、 叔 a. 


たづ 


の 姪が 父の 行く へ を 尋ねて 來た その ハガキ を 


さんと 云つ 

よし を  み 

-義 雄に 見ら 


つて 死んだ 

と Ay じラ じゅ 0 

ゐた時 柔術 

さい ほう  だい 

て 裁縫の 代 

の繼 母の 二 

じつ 

て よ こす 實 

れてゐ なが 


かく 


ち， あ れは 兄の ことで はない と隱 してし^う- 
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»41 


世ゼ 性ミ 


あね  てい しゅ  き  をん なけ ラ だい  い  *  あに  マ 

で は. 姉 の 亭主 かと 聽く と， 女 兄弟 はない と 云 ふ。 きッ とその 兄 も 素 

，の 惡 いの をず 破せられ たの で、 妻 子を棄 てて まで も 妹と 同 樣もッ と 

間の 廣 いところ へ 飛び出した の だら う。 

今. 北 道に ゐ ると 云 ふ 方の 兄の ことで も、 何 を 職業に して ゐる か、 い 

やが つ て、 う ち 明さない C 

きつ と か は は  なに 

， j れ も， 屹 度. 皮 刹ぎ か 何 かで あらう、， - 

かう 考へ 込みながら も、 却 つてます ますお 鳥の 幻燈の やうな 顔へ 心 

が 向った。 

ある あさ  ,》 ぐが く かう しゅっきん  かい け ^ゐん しつ  、はれ 力，, - fc-^d 

或 朝 、ト こから 直學 校へ 出勤して、 二階の 敎員 室に あがる と義 雄に 最 

お ほ  ど，. T じ ゃラ  も  く  せん にん けラ ゆ 

も 多く 同情 を 持って 吳れて ゐる專 任敎！ 1 が、 

P むら くん ちょ つと  まね  そと  らラ 力  _飞 

『田 村 君、 鳥 渡』 と， 渠 を さし 招い て. 外 の 廊下に 岀た。 

ひろ  う、 どラ は  へだ  どラ かラ  せつ りつ しゃ けん かラ しゅ  た 力  りつ =  て-,、 

そこ か ら、 廣 い 運動場 を 隔て て， 同校の 設立者 兼 校 まの 高い 立派な 邸 

宅が よく 昆 える。 義雄は それ を 望む 度每 に、 な ァ に， お れの やって 來た 


じ げュ  む けに  6  い う けい てき  み  - ナっ  まさ 

事業 は 無形の もの だ が， 若 し 有形 的に 見つ もれ ば、 決 して あれに は 優る 

とも 劣らない と 云 ふ奮發 心が 起る ので ある。 

P ようしゃ うに』 ん か-！.' しゅ はや  Q ぞ  だんしゃく  もら  しか 

御用商人の 校 ま は 早くから 望んで ゐる 男爵 を まだ 貰へ ない o 然し 

もし  とつ  tf- 

若 おれであった ら、 も う， 迅 くになつ てるた 喾だ らう。 

けん しき  ちが  そ やう  ちが  ひん ゐ  ちが  しクし  て， % 

見識が 逢 ふ。 素養が 違 ふ。 品位が 逢 ふ。 眞鉀 の^ 度が ^ふ。 と、 か 

い  しな さ だ 

う 云 ふ 品定め をす る こと も ある。 

) ^  ^  ゆか  かれ せんにんけ 5 ゆ  よき  $ 

この 邸宅に 向 ひなが ら、 渠は專 任 敎諭か ら豫 期して るた こと を 申し 

渡された。 

「ゆ み  が-く かラ ぉラん めい  きま  ，う じゅ 

『君の この 學 校に 於け る 運命 もい よいよ 定っ たやう だ o 敎授 もう ま 

く， 生 徒に も 人望が あるから と、 ど う 辯 護して 見ても 駄目で あつ た 1 君 

カラち ゃラ なら ひ がく かん  たんしゃ くかく か  ラけ  b る 

は 校長 並に 學監の 男爵 閣下に 受が惡 い o』  . 

しようち  -「 へ  ^ く  じ ヘラ  だ 

『そ. 9 ゃァ 承知の 上 だ が — す る と、 僕 から 辭表を 出さう か？』 

、  ま  +Ji  ほく  じき  み  きみ  ちラ ^ 

『まァ それ は 待ち 給へ、 僕が 時機 を 見 て、 ま た 君に 注意す るいら。 默っ 
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てそッ とし 


て 

■ ど 

のと 同じ やう 


『僕 は， も う- 


令み 

『それ も 君 

み つ 

を 見：^: けて 

『今度 ァ、 も 

からつ 私立 

業 を やる か 

おかげ だと 

『何 を だ』 

過ぎて ゐた 

かれ えい ： 

渠は 英語 

く 受け持ち 


の 

置 


お 

置-き や 

ッ ちで 

わる 

に惡く 

しゅ r 

ま義カ 

たま 

き 給へ 

ほく け ラ し 

僕 も 

でもい 

知れな 

おも 

思って 

けラ ゆ 

，敎讒 は 

せい と 

で、 生徒 

けう くわ しょ 

敎ネ 


禾 

けラ しつ 

敎室 


らい ねん  ぐ わつ n ろ 

ァ、 來 年の 二三 月頃まで はいいだら う』 

： U  ,ー  あ^ら  ろん ぶん しふ  だ 

また 新し い 論文 集 を 出す 


も い 

ちラ い 

注意 

らぜ 

僕 も 

な ら 

I 力 

い の 

ゐ る 

こう き 

好奇 

ひと 

の 一 

を よ 

這 入 


い よ II 今度 

される に 決 

るの だから- 

- J  . ろ 

> ひがけて は 

大學 程度の 

ら、 あ つたら 

で II 然し こ 

の だ。』 

しん おこ 

心 を 起した 

人が 義雄を 

b 分けて か 

も 0- 

ると ま * た 物 


つてる か ら o』 

，ま ァ， い い、 さ I 兎 に 角、 何 か 

置 く が —— 』 

でな けり ゃァ いや だ —— う 

おの  ほく  まつお 

賴 む II が， 僕 は、 そ れ に、 全 く 

しゃ ラげふ がく かラ  をし 

れも 商業 學校 など を敎 へ 


まへ 

か ら、 前 


べつ くち 

別な 口 


る さい 

べつ じ 

OC5 な 事 

てゐた 


ちゃ ラど  とき けラ じゅ かい し  じ かん 

が、 丁度 その 時、 敎授 開始の 時間が 

呼びに 來た。 

ひ  しま  ねつ しん  かほ いき ほ 

ら、 引 き締 つた 熱心の 顏 で、 勢 ひ よ 

い  まん vi- ゃラ  はく しゅ かつ 

も 云 はない うち に、 满 場の 拍手 喝 
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釆が 起った。 


\ 


314 


展 


敎 


»45 


十九 

よし A  ft ろ しんしゅつ は、 しょ  かう せい  しん じげ ふ  てラさ けいく わく  とひ 

義雄 はこ の 頃 新 出版 書の 校正 やら、 新 事業の 調査 計畫 やらお 鳥の ま 

いた  うつ お だ  めん だう  わるくちい 

た 痛み を訴 へ 出した 面倒 や ら、 い ろん な惡 口 を 云 はれて ゐ るの を 知つ 

ほこ  まつお  ぃラ じん  はラ もん 

てる やらで、 殆んど 全く 友人 を 訪問し ない。 

しう む  てき そん  お ほ の  むら a つ  ^づ 

私 夢のと ころへ も、 笛 村 のと ころ へ も、 大野 や 村 松のと ころへ も 珍ら 

まる  ぶさた 

しい ほど 丸で 無沙汰 だ。 

ま 1: ゥっ ム-  ：  い  をん な  1W  りん 

向 ふから も 亦 滅多に 來 ない。 と 云 ふの は， 女 の もとにば かり ス， 9 浸 

,1 へ  ほと  い  ま ちが  すゐ さつ 

りに なって 家に は殆 んどゐ ないだら うと 云 ふ 間違った 推察 を、 す ベ て 

の 友人が 持って ゐ るからで ある。 

れび /\  く  か しふ おい すけ い  くに せラ がく カラ じ だい  1-0 

度々 やって 來 るの は、 た  >  加集泰 助と 云 ふ國の 小學校 時代からの 友 

じ^  しゃく わい くび  つ  こ  こラ せん と  ほと A: まいた 

人 で — い ろん な 社 會へ首 を突ッ 込ん で、 口 餞 取り をして ゐる。 殆ど 全 

えいごよ  じぶんせ いめい PI マ に • か，； if に, 

く 英語が 讀 めない のに ノ ガ キ など へ よく 自分の 姓名 を羅馬 字の 頭字 
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だけで 書いて よこす の で、 多少 英語 の やれる 千代 子な ど は 馬鹿にして 

か しふ  そん けい  ^4 マイ  よ 

『加 集さん』 と • お もてに は 尊敬し なが ら、 か げ では 『あの T  K 』 と 呼 

ャ  つね 

び棄 てに する の を 常と した。 

よし を  をと こ  しん じ げふ  さラ だん あ ひ て  くち  じ ゃラャ  をと • 

義雄 はこの 男 を 新 事業の 相談 相手に した。 口 さきば か b 上手な 男 

だと 思って るか ら、 無論. さ う 深い こと は 打ち明けない。 が、 い ろん な こ 

じつ ち  つ  しら  き  く  てラ はふ  ^い  h- ラ  りう 

とを實 地に 就いて 調べ て來 て吳れ るの が 調法 だ し、 ま た、 第 1 1 流、 三 流 の 

じつ げふ い  たい てい  ひとし  いは あ ひ  はし わた 

實業 家なら 大抵の 人 を 知って るか ら， い ざと 云 ふ 場合の 橋渡しに はな 

.9 さう だ。 

よし ,e  けいく わく  a  らん ぐん まい  ゆ に ふ  けいく わく  か 亿  す ラ ねん ぜん 

義 雄の 計 畫と は、 先づ、 蘭 貢 米の 輸入で ある。 この 計 書 は 渠が數 年 前 

すで  あろ らう ぃラ  て しお  げっ 

旣 に或老 友の 手下に なって やりかけた ことに。 七 八 ヶ月 も か、 つて 

むか  て がみ  ゎラ ふく  すラ くわい  む  じ じゃラ  ラ  さは 

向 ふと 手紙の 往復 を數 回した り、 向 かふの 事情 や こちらでの 賣， 9 抓き 

かた  けん け ラ  たい せん ひと ふね  ちラ もん  でん はう  い  は あ ひ 

方 を 研究した あげ く、 大 船 一 船の 注文 を 電報す るい ざと 云 ふ 場合に な 

し ほん か  はラ  ほ しょ ラきん  い  じ ぶん  ちう もん  じ ぶん  て 

つて， 資本家の 某 は 保 證金を 入れる の も 自分 だか ら、 注 文 も 自分 一 手で 
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やる と ひ 出した。 

『何の こと はな い、 膳 立 を し て、 御 馳走に ぁづ からな か つ たも 同前 だ、 な 

ァ J" と、 老友 もが ッ かりした。 

こん ど  よしを： しんしゅ  み 

それ を 今度 は義雄 自身が 主にな つて やって 見たい ので ある。 

いま  しラ あ， o  ん くわ ラ む えん おん いはらき む， えん  ，  クす £0*^5 

今一 つ は， 九州の 或 炭鑛の 無煙炭 を、 茨 木 無煙より もや ッと 安く 東京 

並し に その 附近まで も 持って 來られ る ことが 分って ゐ るの で， そ の賣り 

こみ かお  き やう そラ  み 

込 方 を篛爭 して 見る こと だ。 

その どちら かに 手 を 付けよう とする の， た が、 義 雄 はま だ どちらと も 

決心す る ことが 出來 ない。 

『そ. O や ァ、 ど んな 大きな 計畫で も， 計 畫 だけ は 立ち ま す、 さ。 け れ ど. そ 

し ほん 

の 資本 はどうす るんで す？』 

か う， 千 代 子 は 加 集 も ゐる義 雄の 室に 這 入って 來 て、 ぶ しっけに 云つ 

た。 - 二人 は 物好きに 買って 見た 馬肉 鍋 を突ッ つき 台 ひなが ら、 晚酌を 
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やって ゐた。 

おく  はい  か しふ  よ こ  さか-つ き  し ほん  ：, 

『ま ァ、 奧 さ ん、 一 杯』 と、 加 集 は 千代 子に 盃を さしてから、 f. 資本と 云 ふ 

いま ft  く  しほん.^  みつけ  き 

の は， そ の、 今， 僕 が 資本家 を 見 付て 求ま す。』 

ひと  み つ  ぢょ  かう  しん 

『うまく そんな 人が 見付かれ ばい  >  です が、 ね o』 かの 女 は 一 向に 信じ 

C う T  よし を  け ぶ  この い ヘラ  し ほん こしら 

ない 樣子 だ。 そし て、 義 雄の 氣 振りが 此 家を賣 つて 資本 を斿へ ようと 

して ゐ るら しいの を 感づ いて ゐ たので、 『この あ を賣る やうな こと は 

ふ さん せい  まへ もつ •- とわ  お  な 

わたしが 不賛成で すか ら， ね、 こ れだけ は 前以て 斷 つて 置きます II C  ( 

とつ  *■ あと  まへ  たの  よし を  If か / 1\ 

なった お父さん か ら. 跡 はし ッ かりお 前に 賴 む、 義 雄の やうに 浮々 して 

こま  ぢ, 7  ''\ たの 

ゐても 困る から と、 わ たしが 重々 賴 まれたん です か ら OJ 

た a い 令  い 

『生 意氣な こと はいふ な —— あ ッ ちへ 行け！』 

よしを  よこし か  か しふ ちょく  かへ 

義雄 はかう 千代 子 を 叱， 5 つけ て、 加 集に 猪口 を 返した。 

かれ  むね  じつ さいい {  ラ  い  かんが  し 

渠の 胸に は、 實 際、 家 を賣 つても と 云ふ考 へがあった。 それ を 知って、 

力 し：  ま 1J 

また 加 集は渠 にっき 疆 つて ゐ るので ある。 
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しんしゅつお 乞 ぶつ  かラ せい  つき ぢ  あ も いん さつ じょ  しゅ にん  y  あ 

新 出版物の 校正の ことで. 築地の 或 印刷所の ま 任と 云 ひ 合 ひ をした 

歸 b だ。 義雄は 喧嘩の 跡で 意志が 通じた と 云ふ氣 持ちが よ く， 電 車 を 

し はこう ゑん  お なり もん  お  むか  かいぐん マゐろ ぶ  まへ おとうと かほる 

芝 公園の 御成門で 下， 9 る と、 向 ふから 海軍 水路 部の 前 を 弟の 馨が いそ 

/) とやって 來た。 不斷の やうな ぼんやり ツ子で ない 樣子も 變 だと 

思 はれた。 田 舍の衬 長 じみた 洋服のお ゃぢ がー 緒に 附 いて ゐる。 

『ど こ へ 〔打 く？』 

『一 過 間ば か b 前 橋へ 〔仃 つて 來 ます。』 

こた  き  P  ちが  C  0. ラ しラ  い  きろ 

.. 『さう か』 と 答へ た 切 -り， 行 き 違った が. あ れが上 州に ゐ ると 云 ふお 君 

のお ゃぢ で、 飮 んだ くれの 警部 だ， な， と 分った。 

きみ  い  をん な いま  せラ がく かう  けう ゐん  が ザん はう  す 

お 君と 云 ふ 女 は 今 も小學 校の 敎員 ださう だ が、 我 善坊に 住んで ゐた 

とき  とり  とも  て 八 は  なか i  けい ほし  ^ろ 

時. お 鳥 と共にお 轉 婆の 仲間で あつ， にの を繼 母が 知って ゐ るの で、 馨 と 

の 結 娘に 不養 良を唱 へて ゐる。 然し それ は、 一方 に、 繼 母が 自分の 姉の 


«4w 


ft 


つ 

然 h た 


むすめ い 

娘 を 入れよ 

歲で この 家 

む f め い 

ひ 娘 を 入れ 

けい ほ 

『さ ぅ繼^ - 

«  か は 

て、 そ の 代， 9- 

ら ッ て、 父 の 

こと も 

けい & 

し繼母 

41- よ 

力 び- *ps 力 こ 

になって し 

ひ *  く 

つた。 比較 

は  よし を 

ッ 張り、 義雄 

いま  こ しゅ 

今の B- 主 


/5 として ゐ 

へ來 立てに 

よ， r- とした 

の 都合い い 

あん しん  いん 

安心して 隱 

のち ぞ  ぎ や v 

後 添 ひを虐 

あ る o 

に 取 て は 

1 い 

こ へ  一， 一^ 入 る 

まった。 お 

て 含  こ が 

的に 子篚ひ 

が 取って し 

なる 義 雄に 


6 ゝ てき ち 0 'ラど 

るから なの で II そ の 目的 は 丁 度、 か の 


-義 雄の 千代 子と 出來た 仲 を 

おな 

と 同じた o 

やうに は t かない』 と， 義雄 

きょ  亨  こ 

居で 澄まし 込んで ゐれ ばい 

たい  けラ だレ 

恃 する やうな こと は、 兄 弟 と 

もく ろ み  はづ 

すべての 目論見が 外れて し 

i へ  じか  げ しゅくに -  ひと り お 

前に、 自家 へ 下宿人 を 一人 置 

きみ  れ  め ひい 

君の ある 爲め に， 娃 を 入れる 

そ^  かほる あど  つ 

から 育てた 馨に 跡を繼 がせ 

まった。 その 上、 つ れ添 ひに 

ぢょ  よら  あら  あ 

は、 か の 女が 腹 を 洗へば 4n は 


女が 四十 

裂いて， おのれの 貰 


あか 

明ら さま 

リ 父が ゐ 

しない か 

つた。 I 

ひと 

た その 人 

で き 

とも 出來 


に 云つ 

な ， 


フ とした 

は 死なれた < 

せる 顏 がな 


力 


と 語 


び すめ 

娘 は、 

一 ^ 

く な 

も. 矢 

リ 渠 
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さつな  お 

はこれ をよ く 察して ゐ るか ら. 成 る ベ くそ ッ として 置く 

-  ,1  i ら  いね  は •  こつ にく 

ちらかと 云へ ば， 腹 を 痛めさせない 母に より も、 骨 肉の つ 

力 たん  ち 力ら  おも 

に加擔 する 力が 重 い。 

かほる まへ はし  で  ゆ  けい ほ 

馨が前 橋へ 出かけて 行く の は、 繼 母 に 

あひる こ  みづ  なか  に  ゆ 

した 騖の 子が.^ の 中へ 逃げて 行く やう 

よし を  おと IT と で 令  こ ひ  す こ 

が ら も、 義 雄 はな ほ 弟の 出 來た戀 には少 

ひと  よ, J を  おも 

が、 た だ 1 っ義 雄が あはれ に 思った の 

とほ  こ ひ びと  とし ラへ  をん な 

ゐる通 b  、そ の戀 人が 年上の 女 だか ら、 や 

じ  あに しようにん  へ  けい せい 

時 に、 そ の いづ れ、 兄 の 承認 を經て 形成す 


ので ある が、 ど 

かほる  はう 

ながる 馨の方 


と  V さ  に 

取 ，9 て、 優し い 庭 

な 痛まし さが あ 

しも 反對が 無つ 

は， 自分 も旣 に 經 

が て は、 き ッと飽 

る 家庭 も、 第 一 一 の 


さん  けんしゅつ  い 

慘を 現出す る だら うと 云 ふ こと だ。 

かんが  じ ぶん  仁が おとうと もっと 

が. ま た考 へる と， 自 分 と 違 ひ. 弟 は 最も 

とし ラへ  をん な  しん けい しつ  た •  おと 

だ。 年上の 女 をで も、 神 經賀に 叩き 落し 

か も 知れな い。 


かへ 


鳥の 羽 含み 孵 

さつ 

ると は 察しな 

驗 して 分って 

く  どラ 

きが 來 ると M 

田 村 家た る悲 


ひ けう  おくび ゃラ 

卑恐 だ。 臆病 だ 


そして 素直 

てし まう やうな 思 ひ 切 はない 
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『あれで お 鳥と も 調 係し にものと すれ ば、 ど ッち がさき へ 手 を 出した 

らう？』 この 問題 は、 も う、 さ して 義 雄の 氣 にかから なくなった。 人摺 

と り  て  だ  し  しゃ ラ； TAW  に、 おも 

れ のした お 鳥が 手 を 出し かけた かも 知れない が、 正 直に 1 人 を 思って 

ゐる らしい 馨 は、 き ッと應 じな か つたに 相違な い。 

とり  たい  ねつ しん  だん /\ ひえ  冬-  はん  きみ  むか  i ほ Z 

こッち はお 鳥に 對 する 熟 心が 段々 冷て 來 たのに 反 し、 お 君に 向ふ馨 

の あの 嬉し さうな ざまを見ろ。 II 丁 度、 十 六 七 年 前、 千 代 子と おれが 出 

Ac  とき  ねん はい 

來た 時の 年輩で も あるから。 

かう 思って、 義雄は 振り返って 見た。 木綿 着 だが 小ざッ 張りした 姿 

カ^フ  しん  ゆ  ふろ しき づ •  しラ かん  ひつ ぇラ  じ ぶん 

の馨 が、 一 心に かか へ て 行く 布呂敷 包み は、 そ の 一 週間に 必要な 自分の 

着更 へ か， 寢卷 らし い。 

『何 だ、 馬 鹿々々 し い、 そ の 日 通 ひの 妾 ぢゃァ あるめ いし！』 

か ともゑち や ラ せラ がく かラ ラっ  い  だい よ ラ せう がく かい ろ ぶ  まへ 

馨か巴 町の 小學 校へ 移る まで 行って ゐた 代用 小學 が、 海 路 部の 前 か 
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あたご やま  し^こう ゑ？  あ ひだ の ほ  にしく ほ ひろまち  お 

ら 愛宕山と 芝 公園との 間 を 登つ て 西の 久保廣 町に 下 hs た ところに あ 

つ た。 

ま た、 渠 が 餓鬼 大將の 手下 どもであった 蠟燭屋 や、 葉 茶 屋 や， 或 はまた 

くすりや  むす こ れん  みせ  かみ や ちゃう  まんち ゃラ 

藥屋の 息子 連の 店が 神 谷 町、 八 幡町 などに ある。 

い  みち  とほ  よし を  おとうと おと ラと でき あい しゃ  ち, 

かう 云 ふ 道 を 通りな が ら、 義 雄 は その 弟と 弟の 溺愛 者であった 父と 

のこと を考へ つづけた。 

いへ  ゆ  げんくわん  らラか  うらえん  で  いけ  へだ 

そして 家に 行きつ く と、 玄 闊の 廊下から 裏椽 へ 出た ところで、 池を隔 

てた 離れの 繼 母から 聲を かけられた。 

『馨 が、 ね え』 と. か の 女 は 人よりも 早く 出した 綿入れ を 着て、 向 ふの 椽 

で  き  さむ  そで  むね  あ  しう かん 

が はへ 出て 來 て， 塞 さう に 二つの 釉を朐 で 合 はせ ながら、 『一 週間ば か 

り、 前 橋へ 行って 來 るか ら、 兄 さんに よろしく 云つ とい て吳 れい ッ てま 

ひ 置い て 行きました よ。』 

『あ あ、 今. そ こで 會 ひまし た。』 
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ド>  %  しん はい 

『さ う — 兄 さんがお こケ ゃァ しない かッ て、 心 配して ィ ました よ c』 

えん  はし あしむ いみ  •  n-  •  、 

『ふ ん』 と、 椽 が はの 端 を 足で 無意味に こす， 9 なから 『あれが おやち 

ゐ なか  もんち やうく さ 

な の か I 田 舍の衬 長 臭い？』 

ひと  こ 

『え え、 さ うです。 あの人が 來ぃッ て、 つ れてッ た の。』 

ラれ  まる  をと こ  やく そく  で 

『嬉し さう に， いそ/、 し て、 さ. 丸 で 男め かけが お 約束に でも 出かける 

やうな ざまで あつ た。』 

『ほ， ほ ： 可  一 „4 さ う に I 着 たッ 切， 9 でも 困る； U らうと 思った か ら， 寢 卷 

きと 不斷着 を 持たせて やった ので す 、わ。』 

をと こ  おも  つき  よ こ  とつ ぜん  い 

『男め かけと は、 さ す が、 あ なた の 思 ひ 付で す、 ね。，！ 千代 子 も， 突 然 かう 云 

はな  しわ  よ  かつ て  こ ども しつ  えん 

つ て、 を かし さう に 鼻に 皺 を 寄せな が ら， 勝 手に つづいた 子供 室から 椽 

で 

が はに 出て 來た。 

とんき ゃラ こ ゑ おどろ  奢 せ  たか  まる お  た  ラへ  ^  * 

その 頓狂な 聲に 驚いた の だら う、 脊 の 高い 九 太 を 立てた 上に 載った 

てラ づ はち わき かれ たけ いち は  す，、 め  な  Ji" , コ 

手 洗 鉢の 脇の 枯 竹に、 一 羽と まって ゐた雀 が、 ち ゆ ッと啼 いて 飛ん た。 
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ヘラ し  あか  なん てん  み  ひと  ふた  お 

その 拍子に 赤い 南天の 實が 一 つ-二つ 落ちた。 

よし を  み  も 3-  じ タん  ち 力  おも 

義雄は それ を 見て、 いやな 物 が，自 分の そばに 近づ いたと 思った やう 

みぎ  はラ  す こ  さ  よこ  とんちゃく  い  ふう  め 

に 右の 方へ 少し 避けた。 そし て、 千 代 子に は 頓着 しないと 云 ふ 風 で， 目 

を 伏して 池 を 見詰めながら、 

令ん ぎよ  ござ  なに  かぶ 

『も う、 や がて この 金魚に も 蓖か何 か 被せて やらな けり や ァ I 』 

ぢ よ  べつ  いみ 

『う ち で は、 そ れ どころ ぢゃァ あ hN ませ ん、 わ』 と、 か の 女 は 別な 意味に 

つ  こ  す こ  あは  さむ  ふラ  き り  おとうと 

突ッ 込んだ。 これ も 少し 袷せ を 寒さうな 風 だ。 それでも 義理の 弟の 

うは さ た  かんが  こ  はん す  す なほ 

噂に 立ち まじる 考 へで. 『で も、 わ たし は あの 子が 一 番好 き、 さ —— 素 直 で • 

しゃ うぢき  き ゃラ だい おも 

正 直 で， ま た 兄弟 思 ひ で。』 

T なほ  f}  59  わら  けい ほ  むか  ひと  力ん が 

『素直 ぢゃァ 御 坐ん せんよ』 と 笑 ひながら も， 繼 母 は 向 ふに 獨 b で考 

ゃゐ ぶん はくじ ゃラ  き 

へ 込んだ。 『隨分 薄情に なって 來 まし た， わ。』 

だん < おと な  き  -  よしをい  けい ほ 

『そり ゃァ， 段々 と 大人 じみて 來 たの だ。』 かう 義雄は 云って， 繼 母に そ 

おや  こ  おも 

れ となく あきらめさせる やうに、 『親が い つまで もい つまで も 子 を 思 
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ふま まに 出來 ると 思 ふの は 間違 ひだ。 子 は 一人前になれば なる だけ 

その 一人前の 考へな り、 精 神な りが 出て 來る。 それ を、 親 と 云 ふ もの は 

一 じ ぶん  うと  き  おも  ちが  やす  せ けん しラと しう とり よめ 

自分 を 疎んじて 來 たと 思 ひ 違へ 易 い， 世 間の 舅 や 姑が 嫁 いぢめ をす る 

こおい  ま ちが  かんが  も 

\ の も、 み ん な、 わ が 子に 對 して そんな^ 違った 考へを 持って るからの こ 

發 

マ とだ o』 

けい ほ  あいさう い  や  は  いへ 

『さう でしよ う、 ね』 と繼母 はお 愛 相 に 云 つ た が， 矢 ッ 張り、 も う， こ の 家 

けつ しんてん  でき  よ 

に ゐられ ない とい ふ 決心 を轉す る こと は出來 なかった C そし て、 千 代 

こ  な 二げ  ^ほる  もと  りん を i こ  しゃ 

子 が 何氣 なく、 『馨 さん も、 も う、 元 の 五 厘 男 ぢゃァ め， 9 ませ ん、 ね』 と 洒 

： 落 た の を. 繼 母 は 自分に 對 する 冷笑 かと 受取った。 

展 ？  りん をと こ  かほる もと  りん  とほ  だ くわ しゃ  い 

『五 厘 男』 と は， 馨 が 元 五厘づ つね だつ て、 通 ，9 の駄 菓子屋へ 行った の 

一 を K 母が^ づけ た 縱?？ で II そ の^は f 地が &。 いかの 女が 無邪氣 なき 

を 抱 込ん で、 義 雄と 千代 子と に 最 "に 强く當 つて ゐ たので ある。 


展 


.£11 くつい て^た 千^. ぞを 見向き もせ や、 義雄は 自分の 書 齋の座 

に？ はくと、 『が を. "持 つて 來ぃ』 と はわ ざと はないで、 ただ 空 火鉢の 灰 

をが J しでかき ま はした。 そし て、 ま だ 耳が よくなら ない の に、 ま た む 

づが ゆい 痔の 起る 時節が 來 たの を考 へた。 

II は！^^ rfc^ の^えた ことが な い。 ^^て^ に K がくと 消化 機能 

. し  ナ， p  、-っ  i い SS ゃラ  ほやう 

と はが! < だと § つてる が、 敎師 として 滋賀縣 へ 行た の は、 肺病の 保養 を 

i てゐ た。 それ は i し 米國の 哲人 エマソンの 場合に 做ら つて、 藥 にお 

- , ^ ぶ ほ し、  しか S まいね " し /) と • つ.、 

ら す、 自 己の 盲 志で 直した と 信じて ゐる。 然 し. そ の 後 も 毎年 仕き 力 續 

きまぎ などが なる とま i の k 勞に乘 じて いやな 咳と 肺尖 加答兒 

おこ  f かう なが きラ か  かなら  >  ラ み  。 ， , ？ ビ、 

が 起る の で、 學 校の 長い 休暇/、 に は、 必 す 海の しょ ッ はい^ 第 を 吸 ひ 

- 0*  -  で  とま  しん ざう  いき ぎ 

に&ケ i の^, 家へ 出かけた。 それが 遠の く と、 ま た 心臓 だ —息 切 れだ。 

-  •  -E き や  じ  な  りんび やう  じん りき しゃ 

お iTA うの^ 15. にぶつ かった ぎ 傷 だ。 痔だ。 ^だ。 痳病 だ。 人力車で 

^^とされた « の 艇 みだ。 ^^に^び 乘 りかけ て 失敗た 足の^た。 


；; に' 7 


み *  きんがん  し っラ  あさ  こ きふ 令 ！J> ゃラ しん ひとな  >  こ どう 

また この 耳 だ。 近眼と 齒^ と淺ぃ 呼吸器 病と 心臓の 人並で ない 詖颃 

i とん  つね  まい にち し さく  しつ •  ひつ  ベ. つき やう  ぃラ f  だ.^ わ 

と は i 殆 ど 常の こと だ。 それ でも 每曰、 思 索 か， 執筆 か、 勉强 か， 遊戯 か 談話 

か、 徹夜 を絕 やした こと はない。 

『、デ 力 ダン 論』 の 如き は、 ひ どい 痔で 床の 中に ぶッ 倒れながら 書き終 

へた。 商業 學 校で やった 有名な 語 學演說 など は， ど もりなが らも 大聲 

で 二 時 問 半 もしゃべ つたが 爲 め， 他 人の 聲か 何ぞの やうに しゃがれ て 

しまった。 

『然し それでこそ 人生 は きる 價 値が あるの だ』 と. 意 地に も 渠は自 

、ぶ， レ  二 えい ゆう  ゆう さゥ  けい しき  きん だい てき  ない ょラ  く は  たと  じ こ 

分 を 古 英雄の 雄壯な 形式に 近代的な 內容を 加へ たものに 譬へ 自己の 

はつ て. p かれ  いは ゆる どく ぞん じ が  はつ き  ど りょく  しん 

發 展、 渠 の 所謂 獨存 自我の 發揮 はこの 努力 一 つに あると 信じて ゐる。 

今回、 計畫 中の 有形 的 事業と 云 ふ の も、 つ ま h,, こ の 努力に 過ぎない。 

ところ で、 追 ひく 寒さに 向 ふの で、 ふ と氣が 付いた の は， 日 本の 極北. 

镩 太で， 鐯詰 技師 を して ゐる從 兄弟の ことで ある。 あれ を 使つ て、 外國 
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發 


錯ぇ枭 まに お^へ ぎ， の 一 ず 素なる 蟹の 鐯詰を やらう。 

『あ. 歡 のく ^ii ！』 歡 は^はす 膝 を 打って 喜んだ。 この 事業の こと は、 

が if  ?i つて ゐ た^も， ぎ 雄が 父に 齓 めて 資本 を 出したら どう 

ご 二  ^ つ た。 がめ はそんな 危險な ことに 手を^す 必要 はない と はね 

づ 

•T ナ NJ ふ 

それ だ、 それだ^^ わが を. „最 も 子供 扱 ひに して 求た あの 傲慢 無禮 

なお^に « し，， ^ にわが i  i- の 鬱忿を 晴らす の も それ. だと， 渠は即 

be こほり は  ほくき よく  <ラ や，  へ 0 ざん  け；^ 

ぎに がめ てし まった。 そして、 厚い 氷の 張つ 化 北極の 氷 野 や 氷山 を 採 

C  い じ やう  さゥ れつ  ゆ くわい  力ん  リ 

t しに as かける よりも 以上の 壯^ とすお とを烕 t ナ 

し みづ  カスカ 

『s を I り i ひして ィ るので す. また 淸水 のこと でも 考 へたんで しょ 

う ？』 

ぢラ きち  d へ 

『でら ぷ いこと ァ よせ —— そ んな ことよ. 5 や ァ もうあの 重士 ロカ 歸っ て 

來 さうな もの だ、 ね， 樺 太； か ら。』 
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かへ  き  しょく， J ラ  どラ ぜん  コ J5 

『あんな もの ァ歸 つて 來たッ て、 職工 も 同前；. りゃァ 御座いませ んか I 

じ げふ  し ほん  も 

事業の 資本なん か 持って ません よ。』 

『知れ 切ッ てら ァ o』 

1T あの 子だッ て、 お 父さんが ゐ なさった か 、-っ こそ 尋ねても 來 たんで し 

よ う が、 あ なた 丈で は 親類に も 人望が あ， 9 ません。 人に 笑 はれる やう 

お 二な  でき  じげ ふ  けいく わく  み 

な 行 ひ をした り、 出來さ う もない 事業な ん か計畫 して 見た b  、さ。』 

て め大 し 

つ： 手前の 知った こと ぢゃァ ない！』 

B  、つか  まお ゑち /)  むすめ はラ  い  い 

『で も ね、 お 母さん も 亦 越後の 娘の 方へ 行く と 云って ます よ。』 

『行きた けり や ァ、 勝 手に 行く がい い 、さ。』 斯、 ぶ ッ きら 捧にぞ つた が、 義 

雄 は ひや り とし て、 母 こそ 薄^だ。 父の 四十 五：：： をし ほらし く 蠟蜀に 

線香 を 立て、 ゐ たの も、 ほ ん の， う はッ 面の 所業 で， 內 心 は その 1 時から 逃 

げ 腰であった かも 知れない。 いやに 莞爾 しながら， この頃の わさく 

して ゐた こと は ど う だ ？ 行，、 なら 行 け！ かう 思って， 『何物 で も、 - j の 


乂 


發 


も 

降 ふ と 
ら 同ぎ 

う 時' 二 

と に 
云い 曾 力つ、 

ふ て 

m は 
岡 ま 自じ 

へ 分え 

老ぉ の 

い 妻 1 

痩" な 
せ ら 

iz う 

m と 
を ま 
呼よ で 

び し 
寄よ た 
せ あ 
下げ の 

女 は 塞 
同ぎ が 

檨 T や 
に が 
こ て 
さ は 
使 力つ, 雪 I 


0 


じぶんと e  む くわん けい  し  ち * どうや ララち う 

自分 を 遠ざかる もの は、 も う、 無 關 係 だ II 死 だ C 父と 同 樣、 宇 宙 

ラ しな  こ * ろ  さけ 

失 ふの だ』 と 心に 叫んだ。  • 


>  一 「一 お J  JtM  c  #1 ( II  r\\ 1 ご 一一  c  - - (--  >-  -  - 

とぎ へた。 そし て， あ はれな 母が 今 弱い 立場に あるに 乘じ 

*ii  ゆ  き 

こちらから 奪って 行かれる やうな 氣 がした。 


そん ぎい 

の 存在 を 


て、 そ れ を 


と， 千^ 子 


： お母さんが 出て 行く と 云 ふ の も、 そ り や ァ、 元 はと 云 ゃァ』 

は 執念く 義 雄に 忠告す るつ も， 9 で、 いやに 落ち 付かせた きょと く 顏 

を 突き出し、  • 

『あなた を 信じない からです。 僅かの 間で も馨 さんが 出て 行く し、 お 

母さん も 近々 ゐな くなる し、 友 人. だッ て、 あ なた を 噴 ひ 物にしよ うとす 


やす ぐん り  なか  で き  お ほ  こ  こ も り 

フ 匸、. tk?  とり 中 こおお. ^多くり チり f.fb を させ 5- うとす るの にら 


發 


る T  K の 外 は、 こ の 頃 ぢゃァ 誰れ も 來ゃァ しない ゃァ 御座いません 

か？』 

『來 ない もの ァ來 ないで いい』 と は 反抗した が、 義 雄 はこの 頃よ く烕 

じ も し、 主張 もし てゐる 自我の 絕對孤 獨と云 ふこと が、 つ く， o.- 自分の 

み  し  こ  き  こ • ろ  ぞこ  r- ゐ しゃラ こほり 

身に 染み込んで 來た。 そして それが 心の どん底に 水晶の 氷の やうな 

つめ  ひ  てん  おも  しか  だん < ^も  だ  きま  けんぜん  ちゃ ラ 

冷たい 火を點 じた かと 思 ふ と， 然 し 段段 燃え 出して 來 て、 先 づ 健全な 觴 

ラっ  ちゃう  さけ  まち あ ひ  れぅ り  ぜぃ や ラ れぅ リ  ラ 

に 移った。 腸 か ら. ま た 酒 や アブ サ ン トゃ 待合の 料理 や 西洋 料理 を受 

い ぶく ろ うつ  い ぶく ろ  あ る とき けん かう じゃラ たい みゃくはく  い じゃラ 

けた 胃袋に 移った。 胃袋から ま た、 或 時、 健康 狀 態で 脈搏 を 二百 以上 も 

ラ  い しゃ  おどろ  しん S5 ラ  ラウ  はい ？ラ  うつ 

打って 醫者を 驚かした 心臓に 移った。 それ か ら、 ま た 肺臓に 移った。 

肺 か ら、 ま た 橫ッ廣 がりで はな く、 體 の 前後に ゆと， り を 持った 胸 膈に移 

つた。 父の を遺傳 したと 思 ふ痔の 箇所に 移った。 咽喉 笛の 飛び出た 

く^ ほね  て あし  け やね  ラっ 

頸、 骨 ッ ぼい 手足 ゃ毛臑 にも 移った。 

とき  6  ぞら  めん ひ  ラみ 

それが また 一 時にば ッと 燃え あがる と， お ほ 空 1 面、 火 の 海の やうに 


S6» 


钕 


ほの ほ 

くれな ゐ の火焰 となった。 

義雄 はいつ の 間に か 全身が 熟鐵の やうに 燒け て、 生 ご 命 だけ は t  ,o  f 

め やうと する 悲痛の 籠った 眼 を じッと 千代 子に 向けた。 そして かの 

ぢょ  力れ  ひく  おも  つよ  かつ ふか  てラし  こと は  み  おそ  か め 

女 は 渠の低 い、 重 い、 强 い、 且 深い 調子の 言 葉 を、 見 る も 恐ろしい 渠の 目の 

聲と聽 か せられた。 

J い^じ i  v-,  かほ. る い  は • で ゆ  しみ づ じ さつ 

一一 友人 は來 ない。 馨は 行った。 母 も 出て 行く。 これで 淸水が 自殺で 

»^  ^5,2  ，  * 仏つ う  とんし  がき  そろ  やし  く 

もし 貴樣か 姦通な， 9 頓死な りし て、 餓 鬼 どもが 揃って 燒け 死んで 吳れ 

た ら， お れの 行動 は 最も 自由 だ。 直 この 家 を賣， O 飛ばし て. お れが! I； あ 

をの 物と なつ て、 樺 太へ 行って や る。』 

『そんな 馬鹿な ことが 出來 ます か』 と、 千 代 子も^ 地に 釣リ 込まれて， 

『お父さんの 家で す -— 先 祖代々 が こ、 に， ま ァ、 云 つて a  . り や ァ、 結 晶 し 

た 家です。 決して あなた 一 個の 自由に はな， 9 ません i 

『先祖が おやお になった の だ —— お やおが 乃ち おれ だ！ 死んだ もの や 


hi 


死ん 

『で 

ゆろ 

て 許 

『だ 

『ひ 

『あ 

の を 

す の 

うま 

『產 

『ど 

『活 

『で 

や つ 


じつりょく 


で 行く ものに 何等の 權威 も實カ 

も， わ たしが 活き てる 間 は』 と， 堅 


も 


な い ！』 


けっし， し 

決心， 


しません！』 

P ら、 早 くくた ばッ てし 


ま へ ！』 

あきれて 

ぉッ しゃ 

う II し た 


し 


ま つ 

ま す 

は、 全 


ど い の、 ね』 と、 か の 女 は 

し 

なた はよ く 死ぬ こと を 

よ げん  よ げん 

豫 言 —— ま ァ， 豫 言 でしよ う II し た の 

？』 

な  で ゑ  き 

れた 時の 泣き 聲を聽 い 

ち 力 

5  0 ひます？ 』 

きる 奴の は 悲痛 だ I 死 ぬ 奴の は 惚けて 

も、 富 美 子と 諭 鶴の は 當らな いぢ ゃァぁ 

てあつた 赤ん坊 だッ て、 取 ，9 返してから 


て だ。』 


み 


の ある 色 を 見せ 


た。 少し 調子 を 

• 一れ り  こ ども 

が、 ね、 二 人の子 供 

體 どう 云 ふと こ 


る。』 

りません か？ そ 

ぢ やうぶ  ふと 

も 丈夫に 太って 


て， 『決し 


ゆるめて • 

力 死^: だ 

ろからで 


4 


れ に、 里 に 

ます もの。』 


も 


展 


『然し どうせ 死ぬ 、さ。』 と 義雄は 斷定し て、 思 ひ 

た  こ  しん けいび や ラ  よ こ  ち • 

れ 立ての 子に あんな 神經 病ら しい 千代 子の 乳 

す •  とラ令 ゃラ きん V- い  さと  こ 

いからと 勸 めて、 東京 近在の 里 ツ子に やった の 

返して 毛 だ 物の 乳で 育てて ゐる こと だ。 


『そ， 9 や ァ、 人 間 は 誰れ でもお しま ひに 

ほ  く  しひつう あ ひだ い 

『惚けて 來り ゃァ死 ぬ、 悲 痛な 問 は活き 

『わたし はまた 別な 風に 考へ て 見 まし 

『よ せ， 下らな い。』 

『で は』 と， 冷 かしの^ 度に 變 じて. 『淸 

なん  か 

しょうか や  可 で も. 梦 う 一一 と. う ッと， 9 

る 近所です の。』 

『  』 義雄 はぎよ ッ とした 

し； Si こう ゑん  さん のラ  69 

t 芝 公園で なけ， 9 や ァ、 山 王さん の 森 か 


出 

を- 


ゃァど 

る。』 

た， わ、 そ 

みづ 

水の ゐ 

め 

し て、 目 


おも 

と ras つ 


こ 

ま 

の 


せ 死 

力 

內 


けい ほ  ラま 

こ と は， 繼 母が. 生 

せる の はよ くな 

頃、 千 代 子が 取り 

ま す， わ ojl 

ほし 

の 星で す の。 J 


ろを當 て て 見 ま 

む  もり 

に 向け， 『森の あ 


て、 採 してぬ る が、 ど う も、 
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それ 以上 はま だ 心に 感じて 來 ません の。』 

のろ  のろ  けい べつ  よし を  ；！ -ょ 

『も ッ と ，呪 へ 、呪へ』 と、 輕 蔑した つも， 9 であった が、 義 雄 はかの 女の ヒ 

てき  せい しん  い じ やう  しん  まお ちょ つ i  しゅ 

ス テリ 的に 精神に 異狀が あると 信じて ゐるだ け、 そ こに 又 鳥渡 一 種の 

ふし ざ  かん  じ ぶん  令よ ねん  さ  つと  き 

不思議な 感じが し て、 自 分が 去年から わざく 覺 める やうに 努めて 來 

ゆめ  しんぴ  せかい  ふた •  おも  うか 

た 夢ば かりの やうな 神秘の 世界 を 、苒 び 思 ひ 浮べ やに は ゐられ なかつ 

じ げふ  から ふと  よ こ  べつ しゅ  せい しつ  おな  ねつ 

た。 そし て、 事 業の 樺 太 も， 千 代 子のと は 別種 だ が、 性 質 は 同じ やうな 熱 

しん  せん ねん  ラか  じ こ  もの  じ げん  かんが  ^よ  ない 

心と 專念 とに 浮んだ 自己 その物の 示現 だら うと 考 へ て、 か の 女に は內 

しょう こん ねん  おも  いとこ  なう きち  すぐ か へ 

證 で * 今 年 はま だ あちらに ゐ るの だら うと 思ふ從 兄弟の 重吉 に， 直 歸 れ 

とい ふ 電報 を岀 した。 


『おい、 あの 婆ァ さんが 靈感を 得て 來 たやう だ せ。』 

『れいかん ッ て II？』 

、  み  A みっかん  ちか.^  o 

『lyf つて 見， o- ゃァ、 ま ァ、 神 さまの お 吿げを 感づく 力 さ 』 

『そんな 阿呆らしい こと ッて， な い。』 

『け X ど. さ うで も 『K はなけ， 9 や ァ、 お 前 達の やうな 者に ゃァ 分らない。 

— どラ せま な ん て、 あ る もの ぢゃァ ない。 從っ て、 神 のお 告げな どもな 

いの：；， i か ら， さ う ぞ つたと ころで、 入 間が その 奥深い 處に 持って る 一 種 

ふしぎ  ちから 

の 不思議な 力 だ。』 

『そんな ものが ある もの か？』 

『ない とも 1 らな い II おや ァ、 ね、 お前 は 原 口の 家族に で もこ こに ゐる 

こと を しゃべった のか？』 


發 


『あ た い、 し 

たら 困る と 

『で も、 あ い 

： 「森なら 

『 さ う だ 

論、 千代 子 

, J と も?  J 


しんけい なや 

剥 經を惱 

とり 

が、 お 鳥 

はなし ゎォ 

話 を 忘れ 

越し をし 

ひと 

、  、  r、 

ズ L  L  ノ 

てる あい 


やへ， 9 やせ ん — 云 ふても ええ 思た けれど 

も& 

ぞ、 森 


じ ぶん  ラち 

，自分の 家 


E-3 てり 二 


つ は， も 

こに で 

え』 と 

ある けい しき 

或 形式 

ら： よ 

しめる 

だん ..J.-' ラ す 

段々 薄 

どころ 

5  I 云 


，フ 知って る 

も あ る。』. 

ラ  よしを 

受け て ，i? 雄 

A つ  じつ さい 

を 以て 實際 

知らして な 

めん だう  ふ 

と、 面 俘が 增 

きみ  わる 

氣 味が 惡く 

力 あ り /) 

ひ 出した。 


の ある 近所と 云 


ふだけ の 


めかけ  おん し 

にまで 妾 だと か、 恩 知 

つの こと だか ら、 わ ざ 


い じ やう しん はい 

は それ以上の 心配 は 

にお 鳥 を 呪 ひ 殺さう 

い。 たださへ 神經家 

おも 

える はか り だと 思つ 

なった と 見 え の 經 

おも  だ 

-こ思 ひ 出す やうに な 

し  いま 

もし 知られる と、 な T ま 


ら なか 

して ゐ 

あるの 

ゐるカ 

t  f 力 

に從っ 

，つ ひに 

にで も 

やる だ 


ら すだと か、 ％ ひ 殺し 

きん じょと なり  めん だう くさ 

と 近所 隣へ いろんな 面倒臭い 


0 

る 

ら 

-云 

と 


, 4^ れ 

と は。』 

む 

2  o  $ 

らしい 

ラへ 

そ の 上 

ご o 

よし を 

義 雄の 

ひ 

ナ弓 ン 

ま な い 

か fK つ 

と をし 
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熟ミ 醫ぃ や 


た .  い 

つてね た。 近所の 

じん  なみ い じ や, C 

人 だか ら， 並 以上の 

よし を  せつ めい 

義 雄に 說 明した。 

ラ 《ラ し/』 P ぴゃラ ゐん  い  はラ いた  またた" へ 乙  かへ  き 

そ の 上、 牛 込の 病院に 行けない ので. 一 方の 痛み も 亦 大變ぶ ，0 返して 來 

た o 

ぢょ  き  き  ひと 

かの 女 は 氣が氣 でな く， 獨 りで もがいて * 

W ん  ん ぐ わ  ろ  で- 7  へや  ねこ 

『何て 因果な 身に なつたん だら う。』 と、 三 疊の 部屋で 寢 込みな が ら， 忍 

^  *  な  はラ  ひろ  しか  むか  が は  もり  k  ぃプ 

ひ 泣きに 泣いた。 おもての 方の 廣ぃ、 然し 向 ふ 側の 森から 投げる I を 

S  しつ  でラ  けん ベい  にん じ すゐ  ゃラ 

被った 室 —— 六 疊 11 に は、 憲 兵が 三人で 自炊す る樣 になって ゐた。 

義雄は 同じ 家に ゐる 憲兵 等に 物 も ひか はさなかった が、 $ 日、 15  i 

と .9  かんご  つと  どラ じ  i> ぶん  じ  な P- 

からお 鳥の 看護に 努めた。 同時に， 自分 も ひどい 痔 に惱ん だ。 

*f  。きち  へんでん  こ  とうき やう のこ  ねう はラ I  あ  ほく 

重吉 からの 返電 は來 す、 東京 に殘 つて ゐる 女房に 問 ひ 合 はせ る と、 北 


* へ り 立てる だら うからと 云 ふので ある。 

しか •  ごろ * とり  かぜ  ひ  とこ  はい 

然し この頃お 鳥 はお もい 風邪 を 引いて 床に 這 入 

しゃ  よ  まいにちみ  もら  ひ じ やう しし. けい  つよ ，：i 

者 を 呼んで 每！ II 見て 貰 ふ と， 非 常に 神經の 强ぃ婦 

も 持 ち， そ れ がまた^ 以上に 引き ^ らな 、. りビと 
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か t だラ I う  い  く C んヴめ じ げ て はじ  で *-* 

海道の 方 を ま はって ゐ ると 云 ふの で， ま だ鐯詰 事業の 手 初め も 出来な 

ぶ れぅ  力ん  た  I 

い の が、 無 聊の 感に堪 へなかった。 

てラ ど  とき が ザん はラ  はラ  t  * と Jl  ) 

丁 度、 そ の 時、 我 善坊の 方へ いい 、ノ ガキが 屈いた。 

りラど くわいれ いく ゥぃ  じ じつ  は しょ  くわい ひ  みぎ ご しゅっせき ラむ  く 

『龍 土會例 會 II 1 、時 曰 II 一 、場 所！ 一 ，會 費 I 右 御 出席の 有無 〇o 區 〇 

まち  はんち  かん -，  .  ^ こ，  ね- んぐ わつ び  5 ^ば- n  ， 

〇〇〇 町 〇〇 番地 〇G〇〇 方へ 御 一報 を 乞 ふ II 年 月 日 II 幹 事 —— 』 と 

-ん さつ や. y  たい  ひつ 大ラ  も へ じい 

ぽ刷摺 にして ある 中へ、 それぐ 必要な 文字 を 入れた ハ ガキ であった。 

りラ ビ くわい ノ  し ぜん しゅ y は い  ぶん がく しゃ れん ちう し、 ん 

寵土會 と 云 ふの は， お もに 自然主義 派と 云 はれる 文 學者迚 を 中る と 

く r,  -., がふ  たい てい まい げっ くわい はん さん れいく わい ひら  - 

し て の 會合 で， 大抵 每月 一回 晩餐の 例會を 開く ことにな つて ゐる 幹 

，一  リ -づ. -  6  つき  たい-ま しラ む  い i  めいかれ  仁な  し^- 

事 は 二 名宛の ま はり-持ちで、 この 月の は 田 島 秋 夢と 今一 名渠と 同じぎ 

ぶん しゃひと なで  卩 

聞 社に ゐる 人の 名が 出て ゐた。 

よしを  くわい もっと ちうじつ じ やう れん  にん  、い *7 じ 6  ^2 

^雄 はこの 會の 最も 忠實な 常連の 一 人で も あるし 友人 どもの ぼ も 

し^.. a み  い、 さつ  fei は  じ ちょ  厶 A 厶 △ 厶  せ, "/  1 

勸 く！^ ない し、 印 刷 を 終った 自著 T 新 自然主義』 がいよ く 世間に 出 

ラ ざ  tJ き ご  よろこ  しゅっせ 令  _ 

た當玺 の意氣 込み もあった こと だ し， 喜 んで 出席す る ことにした。 そ 
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してお i が、 その ひ 日に なっても、 義 雄の 痔が惡 くなる に 決って るから 止 

,、  たの  しょ ラち 

めて 吳れ ろと 賴 むだの も 承知し なかった 

^ のお か ら ひき き^の 敲 K にあ が る とま^ の^ f ^ である。 その 第一 

職^と I！ 三 職 K との 1 だに i-^ ^と 云 ふ 佛蘭西 料理屋が ある。 そ こ が 

りラ ど くわい くわい ぢゃラ 

龍土會 の會場 であった。 

^&は そこに 一 歡 S いので， 午後 六 時には かッ きり 行った。 が、 ま * た 

だき  ) 

誰れ も 來てゐ ない。 

-リ、 j  あ 3  き 

ボ ー ィを械 Sf に 突いて ゐる內 に、 人が ぼつ， 9  く 集まって 求た。 

7 と り  お i は  とび こ  き 

そのうちの 一 人が 玉 場に 飛込んで 來て， 

-  すぐ キュ I  と  れい  うた よ 

『ど う だぬ し US で 負か さ う か？』 か う 云って 直櫸を 取った。 例の^ 詠 

みから の «fi に^じた 男 だ。 『然し. ねえ』 と、 永 夢 軒に 於け る義雄 

の $ ^を^^して 來て、 『又 電球 をぶ ち 毀す の は 眞ッ平 だせ。』 
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『あれ は どこの 玉屋へ 

しゅ じん  す こ  げ さ 

のキ； 人が 少しお ほ 袈裟 

「もう， 大丈夫 だよ』 と 

い ろん な こ とが 氣に か 

『よせく』 と 呼びに 

かれ  み  ちか ごろ めづ 

渠を 見る の は 近頃 珍 

さみ  ちょ しょ 

『君 の 著書 を ありがた 

みじか せラ かい 

--b  /し 、ふ M  , 刀 口  ^1 や こ *ひ， 

もの も あ る。 

『耽溺 はどうな るの だ 

の も あ る o 

きみ  をん な 

『君の 女 はどうした』 

『顔の 色が 惡ぃ が. 過 ぎ 


jj と そばに ゐた そこ 

，義雄 も臺に 向った が， 

こ o 

二階に あがった。 

サ No 

る o 

お  い 

て 置いた よ』 と 云 ふ 

た 作の こと を 云 ふ も 

あ る。 

も. o でから かふ もの 


行っても お ほ 評判です せ 

に 笑った。 

眞 面目 腐って 答へ な が ら 

しょ *. 'ぶ  t 

か つて， もろく 隙 負に 負け 

き  ぶし を 

來た もの も あつ て、 義雄も 

らしい の で、 皆が 話 をし か 

力い さつ 

，フ』 と 挨拔す る もの も あ 

とジ あへ  しんかんせ ラ かいらん  の 

収敢す 新刊紹介 欄 に 載せ 

ら う』 と. 現 代小說 にやつ 

き 

と、 ぶ しっけに 聽 くもの も 

るの だら う』 と. 穿 つたつ 


：172 
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ら 中 
か れ 里 
うるが 
云い 樣？ ゐ 


も あるり 

『また 痔が 惡くッ て， ね， 閉 口して ゐ るの だ』 と、 義 雄が 答へ ると， 

『ぢ や ァ、 酒 はやれまい』 と， 慰 め 顏に賀 問す る もの も ある。 が、 渠 は 左 

の 方から fK はれた 言 葉 を 度々 聽き 返した り. 聽 き 落としたり した。 

いす  さ^  にほん しゅ  と く り 

やがて 倚子が 定まつ て， 日 本 酒の 德利 がま わった。 

ノラ び  i んじ  まつ せき  かれ するど ひ にく  ^ん べん せラ せつな  ^ 

秋 夢 は 幹事 だから 末席に ゐる" 渠は銳 い 皮肉な 短篇 小 說で名 を 出 

> と  ほか  ^  A  い  と ゥ あん  A  力  く.^ ゆん > 

した 人 だ が、 外 に、 『破戒』 を 書いた 藤 庵が ゐる。 『生』 を 書いた 花 村 力 

ダき； S ゃラ  もつ  にん  ラち やま  ぐ わい こく しん さ，、 ^つ 

ゐる C 劇場の マネ ジャ， をお て 任す る內 山が ゐる。 また 外國 新作 物 

あいどくしゃ し はふし やう さんじ くわん  - にし，  5  1 ^  ；  *J い ， ： 

の 愛 讀 者 で * 司 法 省の 參事官 をして ゐる 西が ゐる その 西 力 紹介した 

のラ しゃう む しゃ ラ やまもと  はふ がくし  かユゃ • ぷ， ん.； i!C  3 に 7 が- T ル- ) 

農 商務省の 山 本と いふ 法學 士がゐ る。 株屋の 番頭が ゐる ェ學士 の 

こラじ まち し じん  こと し う てき. y ん. -  ま， ん， t£  . 

る。 麴 町の 詩人が ゐる。 琴の 師匠の 笛 村が なる 漫 書で 知 

すぎ た  あるし ゆつ はん てん  こ もん ざつ し  へん しゃ ら 

になった 杉 田が ゐる。 或 出版 店の 顧問、 雜誌 の 編者 等 も ゐ る。 

ふ M 々の # に あってい つも 渠 等の 談話 を賑 せる の は 田邊獨 
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ほ  こ とし  ぐ わつ はいび や ラ し  あ ま しゅっせき T3 

步 であった が. 今 年の 六月に 肺病で 死んで しまった。 除り 出席 はしな 

や は  くわい ゐん  ざん  どつ ほ  し  す こ 5 へ  じさつ 

かった が、 矢 張 り、 會 員であった 眉 山 は、 獨 步 Q 死ぬ 少し 前に 自殺した。 

•6 ぎん  じさつ  ま  ち  さき かい がん  どつ ほ  5b やうし つ 

眉 山の 自殺して から 間 もな く. 茅 ケ崎 海岸の 獨步の 病室で， 

りう ど くわい くわい ゐん  ラち  だ  ざん  つぎ  し  い  はな 

f  ノ  "の 龍 土 會の會 員の 中 で、 誰 れが眉 山の 次に 死ぬ だら う』 と 云 ふ 話 

しが 出た。 

む ろん ナ- むら き やうし  どく ぜっ か  J5 ゃラ にん  わら  いき 

『無 論、 田 村の 彺 死、 さ』 と、 毒 舌 ヌ， の 病人 は 笑って， 『あいつが 生て るう 

ち に、 お れは 死にたくない。』 

い  よし を  ゃゐ ぶん どく ザつ  はラ  あと  4? 

さ う 言 はれる ほ ど、 義 雄 も隨分 毒舌の 方で ある し， そ れを 跡で 聽 いた 

かれ  かつ  どつ ほ  し さラ  きラ しき  ひ 、ゃラ  おも  だ 

渠は 曾て 獨步の 思想 を まだ 舊式 だと 批評した ことがあ るの を 思 ひ 出 

こん や  はな は いき ほ  さけ  へいき  >  と な^  5 

した， 9 した が、 今夜 は 甚だ 勢 ひがない。 酒 は 平氣で 人並に 飮ん でゐた 

V び やう  かつ いた  しき 

が、 持 病の むづが ゆく 且痛 むの を頻， 9 にこら へ てゐ た。 

くわ そん  厶厶厶  い  ぶんげい くら ぶ  だ  をと こ  とら 

花衬は 『鳥の 腹』 と 云 ふの を 文 藝俱樂 部に 出した 男 を 捕へ て、 あの 

せう せつ  ベラ しゃ  へ^せつ めい  かま 

小說 は描寫 でな い、 下 手な 說明 だ。 き は どい ところが あるの は 構 はな 
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せつ めい てき  ひと  しひ  て う はつ てき  い 

い が、 說 明 的 だか ら， そ れを 人に 強る やうに なって ゐる。 挑發的 だと 云 

はつ はい きん し  やえ 

つ て、 發賣禁 止に なった の も 止む を 得 ま い、 な どと いぢめ てゐ た。 

とう あん  ある しん ぶん き しゃ  むか  けん そん  じん せい  けい しき てき はラ めん  し ** 

藤 庵 は、 或 新聞記者に 向つ て、 謙 遜らし く、 人 生の 形式的 方面 を どう 處 

がして ゐれ ばいい の だら うと 云 ふやうな こと を 質問して ゐた。 

にし  ラち やま  なか ざと  と&  しき 

西 は 內山ゃ 中 里と 共に 頻， 9 に イブ セ ンゃメ タリ ン クゃス トリ ンド 

きゃくほん  ひ ，ゃラ あ 

ベ ダ ヒの 脚本 を 批評し 合って ねた。 

い  べつ /\ はなし  べつ (.  たが  あ ひ まじ 

かう 云 ふ 別々 な 話が いつまでも 別々 になって ゐ ない で， 互 ひ に 相 交 

なが しょく  4.i  く  はた  ひ  ゆ  か  ゃラ 

は b  、長 い 食卓の あちらから もノ  J ちらから も、 機 の 梭が行 き 交ふ醇 にな 

とき よし を  いみと  ちが  ex/ おん  き 

つ た 時， 義 雄 は その 意味 を 取り 逢へ た り， た だ やかましい 燥 昔が 聽こ へ 

しゅんかん  いか  ざんねん  み •  くわん 

た， 9 する 瞬間 もあった。 それが 如何にも 殘念 で、 こ の 耳 だけに 關 して 

い  ら  ひと A\  じ ぃラ  はな  め  し かく 

云って も、 も う、 こ れ 等の 人々 と 自由に 話し合 ふ 資格が なくなった のか 

とまで 思った。 

た むら おつ す  こん や  す こ にぎ  1 

『田 村が 乙に 澄まして ゐゃァ がるの で、 今夜 は 少し 賑やか で な いな ァ』 


3：  5 


力ぶ や  はん とう  い  き  いろ をん な も  おと な 

と 株屋の 番頭の 云 ふの が聽 こえた。 『色女 を 持つ と. あ あ 大人しくなる 

も の か、 な ァ ？』 

『け ふ は、 何 と 云 はれて も、 し やべ る氣 になれ ない の だ。』 かう ま つ て， 義 

一 を  わら  かれ  とくべつ  ちラぃ  ひ  りら  こう 

雄 は 笑った が， 渠 のい つも 特別に 注意 を 引く から/、 笑 ひ も： そ れと好 

つい  こラじ まち  し じん  ら かん わら  あつ とう 

一 ー對 になって ゐる麴 町の 詩人の 羅漢 笑 ひに 壓 倒された。 

/  ，く^ゅん み. は A め  ないぎ ラ  けんぜん しか がん V ゃラ たい 

そして 花 衬の耳 も 鼻 も 目 も內臓 も， ど こも かも 健全 で、 而 も巖 丈な 體 

一 力ソ  なに  うらや  どう じ  どつ ほ  し  とき ち  さき  あつ 

格が 何よ， 9 も羡 まし， 、なった と 同時 に， 獨 步の 死んだ 時、 茅 ケ 崎へ 集ま 

j  せき  よし を  じぶん  くわ そん  むか  令み  ほく ら  し  ちと し まつ 

一 つた 席で、 義雄は 自分が 花 村に 向つ て、 君 は 僕 等す ベ ての 死んだ 跡始末 

|  お  あと  し  ひと  い  おも  ^ 

一 を し て、 誰れ よ， 9 も 跡で 死ぬ 人 だと 云った こと を 思 ひ 出した。 

つぎ  はラ ねんく わいたい くわい かんじ  ひ  ラ  りラど くわい かへ  だ 

次の 忘年 會大會 の 幹事 を 引き受けた 寵土 會の歸 りに は、 お も 立った 

一 ひと A)  じ だい あと  わか て れん  めい こうじまち  し にん  とも  よし を  つ 

人々 よ， 9 も 一 時代 跡の 若手 迚が 二三 名、 麴 町の 詩人と 共に 義 雄に 付い 

さ  な 力ち やう  かく  が  つ  こ 

て來 た。 が、 中の 町の 隱れ 家へ は 連れ込む こと をしたくなかった。 と 
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がふの は、 が おの 痔が 果して 酒の 爲め に 非常 に 不氣分 になった 上に、 お 

^が うん .C 呻って 寢てゐ るの を 思った から で， 而 も それが た ッた三 

S の. ¥ぃ ぎぎ だ も の —— 自 分 等の 辨嘗を 運ぶ 辨當屋 の ある 角 で、 渠 等 と 

無理に 右と 左， 9 にわかれ た。 

I  .  ピ や  ウセ  IW  ぁク  こん や  ことわ  し ** 

^の 溝 を 渡つ て、 戶 を 明る と、 今 夜は斷 つてあった ので 締り はして な 

かった が、 醉 つて ゐ るのと 早く 橫にな りたい との 爲 めの 荒 力 で、 自 分 の 

少ぁ  と  お ほ  おと 

引き 明けた BS はがら. o- と大 きな 音が した。 

『お^. 9 です か』 と. 下 のかみ さん が、 炬鐽—— こ の 頃 は、 も う、 實 際の II を 

して ある 奥の 方から 聲を かけた。 

『あ、 ロハ か  1 と 答へ て， 渠 は 自分で 戶締， 9 をして か ら、 あ が， O 段 を あがつ 

ナ 

上  ^がくむし ゆみ， おさ はふ ひ ぞく はなし い  せん げふ ^1 ラ^ さ C- 

あたまの 上に は， 無 學、 無 趣味、 無作法、 卑俗で、 話と m へば 賤業婦の 噂 は 

か， 9 の憲免 連が ゐ るの を 思 ひ 出した。 
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ラへ  した  け  もの どラ ゃラ  や はん じん しゅ  こも  ほら あな 

上に も 下に も， こ んな毛 だ 物 同樣の 野蠻 人種が 籠って ゐる 洞穴よ. 5 

ほか  よし を  じ 、\ん  ねむ  いま じ やうたい かんが  み 

外 に， 義雄は 自^の 眠る ところ もない 今の 狀態 を考へ て 見た。 

n じん  づ のラ  ざん が  よく  n じん りゃう そく  ぢ - く  ゆか  ふ  い 

『吾人の 頭腦は 銀河に 浴 し， 吾 人の 兩足は 地獄の 床 を 踏む』 と 云ふェ 

マ ソンの 警句が 欲んだ。 が， 若 しこの お ほ 袈娑な 口調で 自分の 考 へ ，：•- 

はつ ペラ  ぢ n  く ゆか  ふ  やぶ  しか  てんに ゃラ 亨 さの を  はラゐ  を 

發 表すれ ば、 地 獄の床 を も 踏み破って、 而も 天上に 須佐之 男の 暴威の 雄 

み  V- つ はラ てき 

たけび を やって 見たい ほど 絕望的 だ。 

くさ  し じう  たい  か 

『こんな 腐った からだ、 こんな 死 獸の體 を 借， 9 たやうな からだ、 こんな 

： ほ  あく ゃラき  とん や  fi_-  、  t な 

多くの 惡病氣 の 問屋 をして ゐる やう (* から だ、 ひ ょッ とする と、 耳 や 鼻 

じ  なに もの  はい どく  き  ラ たが 

ゃ痔は 何物 かの 梅： 毒 から 來てゐ はしない かと 疑 はれる からだ！ ええ 

ッ！ こんなから だは どうで も なれ』 と， 義 雄 は 二階へ あがって か ら、 自 

分で 自分 を 投げ出した。 

と. 5  おも  く  Sf>  ま くら  さク  る 

どうしたの』 と、 お 鳥 は 重い 首 を 枕から もたげた 。『お 酒が 惡 かった 

の だ ろ II だ か ら、 あ ん なに 行くな と 云 ふたの に。』 
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かれ だま  へんじ  せ 》1  く， を A な  』 

渠は默 つて 返事 もしなかった が、 ほ ッ こ b  ，と 迫って 來る 女のに ほひ 

かれ  はな またみ ぎ は _f  やく 力  - . . W ラ 

を 嗅いだ。 渠に は， 鼻 も 亦 右の 方し か 役に立って ゐな いの だが 一 方で 

僅かに 嗅ぎ分ける このに ほひ が、 今 のと こ ろ-た ッた 一つの 慰め だ。 こ 

/J ろ  そと  どぶ  あく しラ  < や，  ^* 

の 頃 は、 外 の 溝の 惡臭 も氣 になら なくなった。 この 部屋へ あがって 來 

るまでの 陰氣 臭い こと も-さ う 神 經を惱 ませ なくなった。 その 代 ，5、 お 

とり  に ほひ  か  なを  み  よしを  えた く 

鳥の この 臭 が、 ど う 嗅ぎ 直して 見て も、 義 雄に は 穢多 臭くな つた。 

それで も、 な ほ. 千 代 子の 痩せて 冷た さうな ところよ. 5 も、 夜 は， 椅 が 香 

を 包んで ゐる ： や う に、 此 ぁッ たかい 臭の すると ころがい いので ある。 

かれ  に ひ  ^ へ つ  さ？ S  さ. ひ  き も 

渠 はこの 臭が しない と、 却 つて 寂し い、 寂 しい 氣 持ちに なった。 

とり i+i べつ か ザ  いしゃ よ  よしを  かほ ほ V 

お 鳥が 又 別に 風邪の 醫者を 呼んで ゐ るの に義 雄が また 耳に 通 ふ 外 

に 他の i! 院を訪 ふの は、 自 分で 我慢して ゐた。 そし て. 隔 日に 行く 學校 

けつ きんと •* け だ  たき  あ  こうもんび やういん い 

へ は 缺勸屆 を 出した。 v 堪 へ 切れ なくなつ て， 或る 肛門 病院 へ 行った。 

ちう しゃ  もら  くすり き-め  t てう ふき ぶん ま 

そして 注射 をして 貰った の が、 藥 の 利 目で か、 一 層不氣 分を增 した。 
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； f- ラ くる  はち  じ ぶん  9、 した 

『あたいに こんな ニ^の 苦しみ をさせる か ら. そ の 罰で 自分 も 上下 二 

^ラ  ぴ やうき 

重の 病氣 になった の だ。』 

『そ. o や ァ， さ う かも 知れな い II 許 して 吳れ』 と 云つ て、 義 雄 は それ を 

お 鳥の 氣 休めに 供 し、 そ の 實. 自 分が 苦しい のに かの 女の 看護まで をし 

めん だう  す こ  さ 

て やらなければ ならない 面倒 を， 少 しで も 避ける やうに したし 
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二十 一 

一  » 

『お母さん！ お母さん！』 

き 雄 はぎよ ッと して あたま を 持ち あげた。 お 鳥が 死んだ 母親 を 呼 

んでゐ るので ある。 

^や.，'： ん  みあ ふむ  め  ひさぶ り  や.. さ，  ぴ.. せ"^  0.^ 

病夂を 見る と、 仰 向 い て、 目 をつ ぶった ま ま， 久 し 振の 優しい 微笑 を 浮 

ベて ゐる o 

一  こ た C  ひき  まよ なか  ね やみ びき さ ひ  ^  れ す 

炬鐽の 火 も 消えた 眞夜 中、 し ん とし て、 鼠 一匹 騒がない。 消し 忘れた 

お  ひ かり とけい  ヽ 、 、 ヽ  あきら  ひ 

S き ラン. フの光 に、 時 計の ちくた く はかりが 明かに 響く。 

i  fr  たし  きざみ  かれ  いた  ぜん しん  つた  けつ 

その 時計の こまかい 確かな 刻 II そ れが渠 の 痛み を 全身に 傅へ る 血 

みゃく  こく こく  • わ いらく  お 6  ゆめ  は  ォゅ 

脈に めぐつ て、 刻 1 刻. 快 樂と思 へ た 夢が 羽ばたき をして 過ぎ行く のか 

あ り /\ と 見える。 

す  くわいら く  ゆめ  ベい こく  ろラ まん ちく し •* ん  ラた 

ふ と， そ の 過ぎ行く 决樂の 夢 を 米國の 浪漫的 詩人 ァラ ン. ホ ー が 歌つ 
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-ゃミ "ら f  すが，：  7>  いよな  をと め  こ ひ 

た 『大 鴉』 の 姿に して 見た。 レノアと 云 ふ 世に C き 乙女 を戀 して 

さ  わ  お i!  さむ  し は 1  よ な 力 

『あ は れ、 冴 やかに 吾れ は覺ゅ 寒き 師走の 夜中な， 5 

す み  も  はな  はな  ゆか  力け far  ジ 

炭の 燃えさし 離れ離れ 床に その 影 落とし て き 

ゥ H  しき  ，c さま  むだ  もと  しょ 

吾 は頻. C に 朝 を 待ち つ、 無 駄に 求めて わが 書よ， 9 

、  う  i  なに  や  "ii ひな 

% らんと せし は 憂さの 晴らし』 であった ところへ 『何 を瘦せ 魂- 31 

だま ふ きつ こわ ど h- ふる どり  てラ S.8 あく ほ， わ ► か  >  ほし >  く.^ 

び 魂の 不 吉怖 鳥， 古 鳥』 の 鳥類 か 惡魔か 分らない やうな 眞ッ黑 な大鴉 

やみ そと  と  き  しょ さい そな  J"  ex7  ^た 

が 闇の 外から 飛んで 來 て， 書 齋に備 へ つけられた パ ラ ス 彫像の 肩に と 

あい ふ  x ま どう ゃラ  力 プ 

まった。 そして 愛婦の 今と 同樣ノ 〜モ ー ァ， 『またもな し』 と 語った。 

しつ H ん  い  も©  ち じゃラ ひす  み  え か こく  力 * 

それ は 失 戀と云 ふ 物 を 地上に 引き 据 ゑて 見た のた が 英國の 書家 詩 

じん  しやうて.， し せい によ 

人" セチの 『昇天 聖女』 に、 

しゃ チ てん せい によ  み  かたむ 

『昇天 聖 女の 身 を 傾けて 

よ  こ がね  あま つ よこ ぎ 

恁， 9 し は 黄金の 天津 橫木。 

まなこ  ふか  ひと  うみ 

眼 は 深みて *ー  しほ、 海の 
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その 手に 持ちし は 小百合 を 三 個、 

髮 なる きら 星數は 七つ。』 

しつ ル 乞  て 、じ 0- ラ  まつ 

と あるの も、 つまり， これ は 失戀を 天上に 祭り あげたに 遝 きな.^ 

ワ^ツ ホイト マンに も i じ HI の i り 籠 かち』 が あ， 9、 義雄 自身 

にも^い ぎ n 『三 ^wm』 の 『常 盤の 泉』 があって、 矢ッ 張-、 若々 

しい 覼の^ ^を^おう な， 9 ヵ^な， -に ずき^^お b あげて ゐ たのが 思 

ひ 出さ れた。 

然し 現在の 狀態 はどう だ？ 

n  •  くう  お ほ がらす 

ii^Q でも， K おゃ^^なら. まだし も II 架空ので も、 大鴉 ゃァラ バ マ 

、一。 ^  え. fi  おも をん な 

からが たと fK ふ なら. まだし も 1 義雄 は身づ から 穢多 だと 居 ふ^を 

抱いて ゐ るので ある。 

.  く ラさラ げんせ くわつ どラ 

llS  、^に 嫩 « な亂^ などない I あ つ て も， ただの 空想で、 現世に 活動 
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に，^ げん  力て  かつ  せい あい  と にく てき 

する 人間の 糧に はならない。 が 曾て は聖 愛な ど を II そ の 時 か ら， 肉 的 

み  ラ，：  かれ  いま さら  こんじゃく  かん な 

に 見て だ が -I 歌 つたこと が ある 渠 は、 今 更の やうに 今昔の 烕 無しに は 

ゐられ なくなった。 

え た  ね" び やうに. I  ほと  ぴゃラ き  とん や  かれ  お. a 

穢多の 熱病 人に 殆んど あらゆる 病氣の 問屋，. 渠は、 かう 思って、 ます 

ぜっ ほラ てき  はん ゆう ぎ  だ 

( 絕望 的な 蠻剪氣 を 出した。 

C  いま  ど  をん な くわん ぜん  かへ  ぜ t* しん 

『死 にたく はな い 11 今. 一 度、 この 女 を 完全な からだに 返し て、 そ の 全身 

あい  ほん とラ  じ ぶん  さ、  み  お 

の 愛 を 本統に 自分に 捧げさせて 見ない ぢゃァ 置かない ぞ。 それから 

な ら， 自 分が 死んでも い い、 ま た、 破 れ 草履 を棄 てる やうに， この 女 をす ッ 

ぱ， o ぉッ ぼり 出しても いい。』 

カスカ  力れ  力お て  じ ぶん  いた  か しょ  お  こら  ね つ  つか 

かう 考 へ て渠は 片手で 自分の 痛みの 個所 を 押し 堪 へ なが ら. 熟 に 疲 

ねな  ^よ  ふた  ^ゃラ き  なほ  ラへ たのし  さラ ぞう 

れて よく 眠って ゐ るかの 女の 二つの 病氣 の、 直 つた 上の 樂みを 想像 し 
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0 


ゐるゃ 

こ ゑ 

聲 に、 こ 

る o 


ほか  なに もの  うか •， 

しんとし て， 外 に は 何物 かが 窺って 

を か 

でも 犯して ゐる やうに またぎよ ッと 

"お母さん！』 と， 輸廓 のぼ やけた 一 

見えて 來た顏 の 微笑が まだ I んでゐ 

/  .  ゆめみ 

ま た， 夢 を 見て ゐる のらし い II こ の 

試 み に、 そ のぁッ たかい 胸 か ら、 ij- は 

を や はら かに^す と. か の 女 は 逃げる 

くさし 延 ベ た。 が、 直 それ を引ッ 込め 

『あ ァ-ァ 、ァ —— 』 賴 hN なげに 又 苦し さ 

,9 ともた げた。 が、 あ た ひ を じろ 

ュ 4.1 <■ まくら  0 

ひながら， 再び 枕に 就い た。 

ねつ なや  t  つか  ねむ 

ひどい 熱に 惱んだ 跡の 疲れ で、 眠 り はま 

み  亨  い 5b き  だ 

てゐ ると 兒ぇ た。 直ぐ 鼾 を かき 出した。 


じ ぶん 

自 分 

も の 

>/ 力 


み わお 

見 渡 


ま 

ご 

そ 


うだ。 渠 はこ ッそ. ^罪惡 


ゎづ  げっ かん や 

の 僅か 三 ヶ月 間に 瘦 せの 


み あ j  Ax/ たい 

でも 見飽きぬ 妖態！ 

ほラ  ラで 

一 方の 腕 をのせ てゐ たの 

追 ふやう に， 兩 の 手 を 空し 

思 ふ と， や が て， 

がいた あげ く、 半 身 をが ば 

ちくしゃ ラ  ころ  い 

て、 『畜生！ 殺す ぞ』 と 云 


ラら  ふな  ひと  まと 

この 恨みの 深い 人 を 纏つ 

»  i  ひ，. - 

して そのぐ う /\ 云 ふ 響 
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發 


き が、 お もて 座敷の 憲兵 共のと 何の 遠慮 もな く 篛爭を 初めた。 

みじめな 人生の 裏 家 住 ひ II か う Ik ふこと が義 雄の あたまに 船んだ。 

い ii きか  しか あ ひか は  /  どり じ、.，， き 仏に h 

こちらの 鼾 家 は、 然 し， 相 變らす うなされて ゐ ると 同時にから たの 筋肉 

が 痙攣 を 引き起す 前の やうに びく/ \ 動いて ゐる。 

『鳥ち や ん 11 鳥 ちゃん！』 

靜 かに 呼んで 見た が覺め やうと もしない。 仰向けに 吐く 白い 息と 

よこ む  はしろ  い あ ひ かラ さ  かれ  かんが  よ  お 二  • さ 

橫 向きに 吐く 白い 息と が 相 交叉した」 渠は考 へ た、 呼 び 起して 覺 めた 

じ ぶん  おな  く つう  かん  、し〜 

自分と I!? じ P うに 苦痛 を 感じさせ るよ h- もい ッ その こと 死ぬ まで 力 

うして ゐ させる 方が まだし も功德 かも 知れない。 且、 自 分に 對 しても， 

や き  めん だラ ラ つた 

躍起く 面倒 を訴 へないで い、 と" 

&  れ む. £• し  さい  けつ こん  そう 

若し 渠が 昔の やうに 十五 六歲で 結婚 を じて ゐ たら、 これ くら ゐの總 

りゃうむ すめ  •  し  む び ゃラ そく さい  だ こ 

領娘 があった かも 知れない。 無病 息災であった きの ふ は、 駄 々も揑 ね 

た し、 泣 いて 無理 も ぞ つた。 が、 そ の 可愛 さ は， も う， な くな つ た。 


敎 


す  さ  くわいら く  げん ざい  かれ  まん ぞく  た  や  44 

過ぎ去った 快樂は 現在の 渠を 満足させる に 足， 9 ない の に、 矢 ッ 張り. 

つ  やどない ね  はだめ  をぶ つ  ラぇ 

こんなと ころに こび， 9 付いて ゐ るの は、 宿 無し 犬が 掃き 溜の 汚物に 飢 

どう ゃラ  じ メん  く っラ  ひつ ぜん  え  もと 

をつな ぐ と 同樣、 こ こに 自分の 苦痛の 必然な 餌 じき を 求めて ゐる の だ。 

おも  かれ  をん な はう また  い  かんが  おこ 

かう 思 ふ と. 渠 に は 女の 方 も 亦 さう ではない かと 云ふ考 へ が 起った。 

ごろ  i» よ  ひ じゃラ  あい ぢ やく  ま し  す こ  をと こ  じ ぶん  i な 

こ の 頃、 か の 女 は 非常に 愛着 を增 た。 少しで も 男 を 自分の そばから 離 

をと こ ま  そと  み  しん S3 ラ  ユぃ 

れさ せまいと する。 が、 そ れは男 を先づ 外に 見えない 心臓 や 肺の あた 

,  かじ  ぜん しん  ぢょ 55 ゃラ ねつ  すゐ じゃく 

り からかつ くと 嚙っ て、 つ いに は その 全身 を かの 女の 病 熱と 衰弱と 

くひ もの 

の喷 物にして しまう ので はなから うか？ 

じ メ ん  お じゅ みけつ  と. 9  まお り がい  こん だく  み なが 

自分の 戀も 純潔で なけれ ば、 お 鳥の も 亦 利害 を 混濁して ゐ ると 見 乍 

、  む 力り  じう せい  め ざ  ふお  にく  もの  ふ らん  ゆ  すがた 

らラ ン プの 光に 獸 性が 目覺め て、 一 一 つ の 肉 その物の 腐爛して 行く 姿 を 

み つ  をと こ て あし をん な そん ざい  し  かれ  ； P よ あ ひ 

見詰めて ゐる。 男の 手足に 女の 存在 を 知らせる の は、 渠 がかの 女に 相 

わか  どく けつ 

分った 毒 血の ぁッ たかみで ある。 

し  くさ  ほね 

このま、 死ん で. 鬆 つ て、 骨 になった ら I r 
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發 


0 


『二つの しゃり 

おにん  かれ 

かの 他人 だと 渠 

こ f にる もの だと 

ね  ！S や 5 にん 

寢てゐ る 病人 

おも  もつ  いき 

重 hN を 以て 息の 

で 逃げようと す 

ひら 

開いて、 

『あ ァ ，• あ ァ J 

義雄は 三た びぎ 

かほ で くわ 

い た 顔に 出會し 

『何 か ョ ふた ？， 

一 「う なされて ゐ 

ゆめ み 

U さ う I 夢 を 見 


か う ベ ！』 恨 

は考へ た， そ し 

誰れ かが ぞ つ 

はまた う な さ 

ねお  と 

根 を 押し止め 


しラ； r やく  まった くわん けい 

み もな い、 執 着 もな い、 全 く關 係の-ない あ 

て、 ま た 他人の 寢 言 は 却って はッき b 聽 

たこと を 

だ  こん ど  なに  *- ん れラ  はんじゃく 

れ 出した が， 今度に 何 かの 怨靈が 盤石の 

ようとして ゐ るの を、 四 苦^ 苦の もがき 


み  .9 ゃラ わん  くう 

る やうな あ b さまが あ hN  /) と 見えた o 兩腕を 空 


ァ、 ァ， ァ』 と 叫ん 

ょッ とした。 か 

一一 と、 ほ 、笑んだ- 

た よ。」 

くる 

て， 苦し かつ た。』 


とき  をん てき  すがた  み 

だ 時 は， 怨 敵の 姿 も 見えた かの やうに， 

ぢょ  め  あ  かれ おどろ 

の 女 は 目 をき よろ ひと 明けて 渠の驚 


のぞ こ  この さむ 

：』 i はで かの がの か f 1 かに m: 、^い 

か^を さ して^た、 千よ 代ぞが « ^かズ 木の^で 暴 人形の 

ゐ たので はない か 知らん と。 


ねつ  はラ  だいぶん  よ  うし -め ぴゃラ 

『熟の 方 は 大分え え やうに なった 依つ て、 あ すからで も， ま た 牛 込の 病 

& ん ゆ 

院へ行 こか ？， .5 

V り  わる  しか  V  はラ  す こ  しん はラ で 令 

『無理 をしても 惡ぃ が， な. ァ I お れも 然し 痔の方 は 少し 辛抱 出來 るよ 

うにな つた か ら， ま た 耳の 療治に せッ せと 通 はう かと 思つ てるの だ。』 

ふお り  くる  め  あ  しゃ しん 

『こんな 二人まで も 苦しい 目に 會 ふの は を かし い —— あ たいの 寫眞が 

が ぜん はラ  お  じ ぶん  しゃ しん 

一 つ 我 善坊に 置いて あるか ら、 自 分の 寫眞 と】 つに して， あいつが それ 

すん くぎ  ラ 

を 五寸釘で も 打って やせんだ ろか？』 

『まさ か、 ね え I よ し ん ば、 そ んな こと をした ところで * お前と あい つと 

あ ひだ む せん でん しん  つう  はや 

の 間に 無線電信 でも かかって ゐ なけ， 9 や ァ、 通 じる 喾が な い， さ。』 

ひと  のろ  ころ  やつ  た なべ  ひと り 

『で も， さ うして 人 を 呪 ひ 殺した 奴が 田邊に 一 人あった CJ 

じ ぶん  のろ  い  つお  ぎ  しん けい 

『そり ゃァ， 自分 を ％ つ てると 云 ふこと を溥 へ 聽き でもした か ら、 祌 經 


に 負 て、 わ れ とわが 身 を 殺した の、 さ。』 

『で も、 自 I は あいつに 靈感が 出て 來たと 云 ふたおやない か？』 

『それ は 鳥渡 さう 思った だけ で II き ッ とそれ だと は 思つ てゐ ない。』 

『で は、 若 し 感づ いて、 ここ へ やって 來たら どうす る？』 

『今まで 來 なけり や ァ、 も う， 大丈夫 分.^ ッこ はない の、 さ。』 

,, A なし  とき よしを  とり だいく  • い <• てん ベ ノ 

かう 云 ふ 話が あった 時 は、 義 雄と お 鳥と が 大工の 家を體 よく^られ 

か  となり べん f 一  し  せう  あ ひだ で き •  ひ * と り』 

て， 叚 りに その 隣の 辯護士 のお ゃぢ とその 妾と がその 間に 出來た 一 人 

こ  と M  かい  うつ  おな  ま ど  おな  ラら  力い  でラ 

の 子と 共に ゐる 二階へ 移って ねた。 同じ 間 取 b の， 同 じ 裏 二階の 三疊 

じ^ 

敷 だ。 

さ い くん  や  は  によ ラはラ  ひと  しょ  ス  ^, 

そこの 細君が 矢ッ 張， 5 女房 の ある 人と 一 緒に なって ゐ ると 云 ふ 事 

實 は、 同 じ やうな 事情に ある お 鳥 をして 少し その 神經を 休め させた。 

と <* り -S とい  むすこい へ  げぢよ 

『隣の 人が 云 ふて た が， も と は あの おやお さんの 息子の 家で 下女 をし 

こ  はら  み  *-れ な * 

て をつ て. お やおさん の 子 を 孕んだ の ださう や —— 見 ッ ともない 女た ろ 
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が？』 

み 

『見ッ ともな 

じ ぶん  .05 

『自分が 惡ぃ 

そこのお や 

じ まん 

いいの を 自慢 

『わたし も. 同 

こま 

しいのに 困つ 

を， GN ませんで 

『な ァ に， あ り 

な 死に そくな 

つ た a 

よし を  み、 

義 雄の 耳 は 

いの だ が、 痔 の 


の 

し 


として も. か ら だは 無病 息災 だ。』 

おやない か？』 と、 お 鳥 は 義雄を 睨み付けた- 

い  、じぶん むすこ  べんご し  わかて 

と 云 ふの は、 自 分の 息子が 辯 護士の 若手と し 

た 後、 義 雄と 同國 だと 分った 嬉し さに、 

やうな 事情で、 息子と 同居して をる 婆ァ さん 

かね  ひと 

をり ますので あなたの こと も 兼て ス ごとに 

た』 と つ た。 

ちの ことです から』 と、 渠 は 笑って 輕く 受け 

どラじ や KN  す こ 

の おやお なんかの 同情 は 少しも ありがた 


て 羽に が 


力 や 力ま 

おも 

は SS" ふて 

7J  *p  、二 し 

力 こ/ 

おも 

ない と 思 


一向に はか <^ しくな いのも まどろ ッ こしくて 溜らな 

はう  き  がく かう  とう きし けん  ゆ 

方が よくな つて 來 たの で、 學 校の 冬期 試驗を や. 5 にも 行 
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だん き り よく  くわい^く 

くし、 段 々氣カ も 恢復した。 

す る と. 自 分の 身に 纒ひ 付いた すべ ての 面倒 を 早く 振， 9 切つ て， 早 く 

から ふと  じ げふ  たい  けいく わく ちょくしん 

樺 太の 事業に 對 する 計 劃に 直進した くな つた。 

じ ぶん  み *  めん だう  い と こ  ぢラ きち  たよ  めん だラ 

自分の 耳 も 面倒 だ。 從 兄弟の 重吉 がま だ 便 b のな いのも 面倒 だ。 

is や ラ：、  とり めん び ク  しか もっと めん ^う  ふラ ふ くわん  はぶ りつ き てい 

病人のお 鳥 も 面倒 だ。 然し 最も 面倒な の は、 夫 婦に關 する 法律の 規定 

ち * ゅゐ -ん  たてと  がぜん はう いへ  は  をん な 

と 父の 遺 言 と を 楣に取 我 善坊の 家に がん 張って ゐるヒ ス テリ 女で 

あ る o 

ひと のろ  あな  はや  よこ  く 

『人 を 呪へば 穴 二つ だ II 早 く あの 千代 子が くたばって 求れ b ゃァ』 

と 云 ふ 願 ひが、 義 雄の 胸 を 絕ぇゃ 往^し てゐ た。 ところ が、 意外に も、 死 

く  よこ  なよ さと  と  力へ 

ん で吳れ たの は 千代 子で な く、 か の 女が 里に やって あつたの を 取 b 返 

あか はラ 

した 赤ん坊 だ。 

りラ ど くわい は, r- ねんく わい よし を  はせ てん かラ  ひ ヘラ か  .12 ん じ-  ご，, • 

鹡土會 の 忘年 會が、 義 雄と 長 谷 天 香と いふ 批評家との 幹事で 午後 五 
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？ し  からす もり  こ げリ  い  ひ  ひる すぎ  かれ  ほん がう  じ くわ 

時から 烏 森の 湖 月で あると 云 ふ 日の 晝過 であった。 渠が本 鄕の耳 科 

い ゐん  い  かへ  なか ちゃう なか ど ほり み *  き  とほ  T 

醫院へ 行った 歸り に、 中 の 町の 中 通 を 耳ば か.^ 氣 にして 通り過ぎ てし 

うらど ほ. 9  すみ  れい  べん たラ や  はん た い  かど  で  い ま 

ま ひ， 裏 通の 隅に ある 例の 辨當屋 と反對 になった 角から 出る と、 今 そ の 

辨當屋 から 出た 千代 子の 姿が 目に 這 入った。 

目 は 落ち込ん で， 頰 はす ッと憔 け、 顔 全體に 血の 色と て は 少しも 見え 

_ や、 五 六 間 を 隔てて 見たところ では 全く 憂 ひと ％ ひのお も影 であ つた。 

たッた 僅かの 間 見ない うち に， 身 體 までが 實 際に あんなに 影の 薄い 

一 怨靈 になって しまった のかと 思 はれた。 

U おり  き も^  ふ だん ぎ  きつ  し 4i む  が 

羽緣ゃ 着物 は不斷 着の まま で、 こ ちらに は氣が 付か す、 下 向き 勝ちに 

步 い て、 そ の 角 をお 鳥の ゐる 方へ 曲った。 

『とうく 嗅ぎ 付き ゃァ がった』 と 思 ひなが ら， 直義雄 は インバネス 

の 釉で頰 を こする 風 をして， 向 ふの 橫 町へ 逃 込んだ。 

とき  よ こ  こ  きふ ぴ ゃラ  ほラ  き 

そ の 時、 千 代 子 は 子の 急病 を 報じに 來 たのであった。 


展 


義雄は 千代 子 を 避けた の を 誰に も 知られたくなかった。 その 足で 

つじぐ *0**  の  り ラ ど けん  たま つき は  い 

辻 車に 乘り、 寵土 軒の 玉 突 場へ 行った。 

が、 氣 になつ て、 玉 が當ら ない ので、 二階 へ 移つ て 洋食 を 二 皿ば かりや 

りなが ら、 In てこ こ へ お 鳥 を 連れて^た こと を 思 ひ 出した。 

や う しょく  い  とり  り や ラ飞  そで  なか 

IT 洋食な どい ゃぢ や。』 かう 云つ て， お 鳥が わざとら しく 兩手を 袖の 中 

み  よし を  く  か 4i  し  すゐ さつ K 

にし まって ゐる の を 見て、 義雄は 喰 ひ 方 を 知らな いの だと 推察した。 

そ し て、 そ ばに 來てゐ たお かみさんの 手前 も ある こと だから， こんな 田 

舍者 をい ぃ氣に 可愛がって ゐ ると 思 はれない やうに， 

た  むか  さら  にく じ ぶん 

『ま ァ、 い やで も 噴べ させて やる ぞ』 と、 4^ ふの 皿の 肉 を 自分の ナイ フ 

き  す 令ら  お ほ  こま 

で 切って やりながら， 『こいつ は 好き 嫌 ひが 多く ッて 困る のです よ』 

と 云った o 

なん  よこ  ^  ,  &f 

1^ ぼく ど ，（.》 しい 千代 子で も、 も う、 歸 つてし まった たらう と 思 ふ 頃 

義雄は そこ を 出 て、 中 の 町へ 向った" 然し まだ 闇に 野犬の し ッぼを 踏 
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展 


みはしな いかと Ik ふやうな 氣 持で， おそる く 假寓の 溝. を 跨いだ。 

すぐ し^  &んな で  き  おに  くび  と  て  はなし  1-、 

す る と、 直 下の 女が 出て 來 て、 鬼 の 首 を 取った 手 がら 話 をで もして 聽 

かせる やうな 待ち受けた 檨 子で、 

『今 し が た、 奥 さんが 見えました よ。』 

へいき  だん  ■  1 

『さう です か』 と、 わ ざと 平氣 ではし ご 段 を あがらう とし tio 

『何 だ か、 お 子さん が デフ テリ ャで 危篤： U か ら I 』 

『え ッ！』 渠 ははし ごの 第一 段に 片足 を かけた まま 踏みと まった。 

した をん な こと は  つ •、 

下 の 女 は 言葉 を續け て、 

し は  じ けい Sb や ラゐん となり とラ けラ SS や ラゐん  すぐ き  くだ  、 ， 

『芝. の慈惠 病院の 隣の 東京 病院へ 直 求て 下さいと ぉッ しゃって ぉ歸 

,9 にな， 9 ました。』 

こた  かれ  とり くすりく さ  ねどこ  い 

『さう です か， あ b がた う』 と 答 へ て、 渠 はお 鳥の 藥 臭い 寢床 へ 行った。 

き  ぢょ  はん した  まくら  よし を  ラら  み 

『來 た よ』 と， か の 女 は 半身 を 枕から もたげ て、 義 雄 を 恨めし さう に 見 
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f 

『何が？』 

『あいつ が 、さ。』 

まくら  すわ  し  ふラ  み  こ-ろ  なか 

『さう か？』 枕 もとに 坐つ て、 そ 知らぬ 屈 はして 見た が， 心 の 中 はかき 

亂 された やう だ。 ^ 一、 どうして ここ を 嗅ぎ付け ただら う？ 靈感 など 

い  あ  もり  きん じょ 

と 云っても 當て になった もの ぢゃァ ない。 さき に， 森 の ある 近所な ど 

とほ  だきし  し  あるひ 

と 惚けた の も、 誰 れ かに 聽 いて 知って ゐ たの かも 知れない。 或 は， ま た- 

せんげつ  り ラ ど くわ い かへ  かラじ まち  し.、 ん  き  を とこ  た r, 

先月の 寵土會 の歸， 9 に麴 町の 詩人が そばまで 求た か ら、 あ の 男から 大 

體の兑 當を聽 いて 來たの だら う。 ま た、 あ ん なに 影が 薄かった の は、 病 

JC  かん t》  0^.  さラ ゐ  じ \ん じ しん  で  き 

兒の 看護に 疲れたのに 相 逢ない。 それにして も、 自 分 自身で 出て 來た 

み  こ ども  f  どく  まった  か あい 

の を 見る と、 子 供 はたと へ 危篤 だとしても. こち、 らが 全く 可愛がっても 

るない の で， 向 ふ も 燒けを 起して ゐ るの だら う。 

かう 考 へる と、 千 代 子の 身の 周 圍に纏 ひ， 付いて， Q た義 雄の 不思議な 
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展 


幻 影 や、 お そろし く 想像し 

え  こ ども  ま ゥ 

柄と して 子供の こと は委 

ib つた やう だ。 が、 きッ と- 

おも 

と 思った の で I そ れでゎ 

めん だう  ほラ こく 

が I そ の 面倒く さ ぃ報吿 

『また 喧嘩した の だら う 

『喧嘩な どしゃ せん。』 

『ぢゃ ァ、 あがらな か つ た 

『さ う 、さ。』 

それ ぢゃ ァ まだし もよ 

『で も』 と • かの 女 は 言葉 

い  み 

つて 行った。 見ッ ともな 

『どんな こと を 云った の 


ク 

f 


のろ  ちから  は たう 

た ％ ひの 力 や、 罵 倒 し ながら も 

せ 切りに してあった こ， i など 

お 鳥と 千代 子と はまた 云 ひん 口 

じ かん 

ざと 三時 間 ほど もよ そ へ まわ 

を聽 かされる のがい やで あつ 

？』 

の か ？』 

かった と、 義 雄 は 多少 氣を 落ち 付 

つ *,  とな h- きん じょ  い 

は績 け、 『隣近所 へ 入らない こと 

く て、 も う、 こ こに をら れ せん ぢゃ 

だ？』 


- 1 ほん なラ  と 

子煩馏 を驭 


は 全 

つ て 


ゐ 

てゐた 


消え て 

たの だ 

の だ 


で 


し 

力 


や ベ 


發 


IT ど ん 

代 子 は 

確 め、 こ 

にまで 

る。 お 

ね どこ 

寢床か 

じ ぶん 

て 自分 

『ど い 

『で も 

こと を 

i へ 

『お前 

『あた 


な こ 

ま 

先づ 

こ を 

も  一 了 

i  ,ィ 

とり 

鳥 は- 

ら 飛 

べん 

の 辯 

0- も- 

みな 

-皆 が 

わ ざ 

も 行 

い の 


と ッ て 11 』 お 鳥が ふ 

y  -V  n  P  あお  つ 

に 當りを 付け 

とり 

らお 鳥の もと 

と り くわん 

鳥に 観す る こ 


辨當屋 

で 


出て か 

つ て、 お 

まお. 下 

び 起き 

護 をす 

こ い つ 

を かし 

/、 し 

つたの 


の 女 か ら、 そ れ 

て. 千代 子 の ま 

どラ じ  むか 

ると 同時 に、 向 

も 仕 やうの な 

ひと  わ 

な 人 た、 目 ば か 

やべ， 9 に來て 

ぢゃァ ないか 


くれ ッ面 

て 道 \  Ky 

ゐた 大工 

あら 

と を 洗 ひ 

を聽 かさ 

わった さ 

f こう 

ふの 惡ロ 

をん な 

い 女 ども 

,9 きょと 

と 云 て ゐ 

？』 


ま i の 


通 ひ， こと だ I 然 し』 と、 お 鳥 

ふ 態度で， 『子供が 病氣 なの は可哀 さう だ 


をして 語った 

こ 

込 み、 そ こで こ 

ゆ 

に 行 き、 ま た そ 

ざら 

浚 ひしゃべ り 

れ， 氣 になって 

じ ぶん 

きを 自分 も 一 

も 吹き 立てた 

だ. な ァ。』 

令 

/\ さ せ て、 聽 

た。』 


よ  じ ゃラほ 

は餘 ほど 讓步 


のに 據る と、 千 

どころ 

ちらの ゐ所を 

となり  ふ とん や 

の 隣の 蒲圑屋 

立てた ので あ 

たま 

溜らな.： 

々まわ h 

さ う だ。 


の で， 

ある 

步 L 


きたく もない 


し 


て 


ク る 


と 云 


か ら、 行 つてお や bo』 


展 


發 


『そ， o や ァ， 行 く が、 ね — 』 考 へて 見る と， 第 一 子 (女 であつ た) も デフ- ズリ 

.„•* る  まくら  こ  つ 力  し  . し 

ャの 苦しみに 枕 もとの 小 ランプ を 攫 まう としながら 死んだ。 第三 子 

を とこ  おな  び やうき  は *  だ  くる 

(SR であ つ 5 も 同じ 病氣 であった が， 母 に 抱かれな が ら， な せこん な 苦し 

い 目に 會は せる のかと 云 ふやうな 目附 きを 殘 して 死んだ。 第一 子の 

とき  はじ  ご  ねん  げっ  いき  き ねん  ざん ねん 

時 は 初 め ての 子で も あ る し、 一 一年 二 ヶ月 も 生た 記念が あるの で、 殘 念 に 

思った が， 第 三 子 は 二度目の 死で も ある し、 た ッた九 ヶ月 を さう 抱き も 

しなかった か ら、 惜 しくはなかった。 今回の 赤ん坊に 至って は， 見 た こ 

すくな  ラへ  し  おも  まった  あ いぢ やく おこ 

とさへ 少ぃ上 に. ど うせ 死ぬ の だら うと 思 ふ と、 全 く 愛着が 起ら な い。 

こし  •  し がい  しょ ぶん • 

それで も、 子 が 死んだ ら、 ま た その 死骸の 處分 はしなければ ならない 

りラど くわい  とり  な  はや  かへ  き  く  たの 

し、 龍 土會も ある こと だ し、 お 鳥が 成る ベく 早く 歸 つて 來 て吳れ ろと 賴 

か， は 

むに も 拘らゃ 

r 今夜 はどう か 分らない』 と 「K つて， 義雄は 二階 を 下， 9 た。 そして 下 


40 ひ 


展 


發 


でそ^と なく 聽 

うとした の だが- 

が氣を 利かせて 

『わたし も、 そ ん 

ます』 と. 千代 子 

に ふ ゐん 

そ れ に、 入院し 

子供が た つ た 

と 分った。 

くるま  か 

車 を驅け らし 

とうき ゃラび や ラゐ ん  ラ 

東京 病院の 受 

たと 告げられた 

つて ゐる のが 分 


，ひ 


いて 見る と、 千 代 子 

とり S6 や 5»y  ね 

お 鳥の 病 氣で寢 て 

あがらせなかった 

ァゃラ にん  あ ひ て 

な 病人なん か 相手 

あ  ま 

は 飽くまで も 負け 

あか  はう ひと り 

た の は 赤ん坊 一 人 

人 を 除いてす ベて- 

とき  じ す 

た 時 は、 も う、 四 時 過 

つ  か 

け^ e  ， ：驅 ， つ- ？ 

リ そして、. |虽 美 子 は 

つ た。 


ク 


は大 變な權 幕で， 意 張 


あが 


つて 上^' 込ま 


ゐ ると 云 ふの を か 

の で、 

つま 

にしても 詰， 9 ません 

惜しみ を 云った さう 

おも 

IO 田 q つて ゐた ら、 さ う 

ひや ラゐん  やく かい 

そ の 病院の 厄介に な 


ぎで ど こで も あか， 9 

き  あか  はう  すで 

て聽 くと， 赤ん坊 は旣 

ふ っラ ぴゃラ しつ  とも はる 

普通の 病室に、 知 春 は 


J 付 け に、 下 の 人 


か ら， で は， 歸 hs 

ご o 

で な く、 四 人 の 

つて ゐ るの だ 

をつ けて ゐた o 

いき  ひき と 

に 息 を 引取つ 

かく り しつ  は い 

隔離 室に 這 人 


よし を  おと ラ と かほる  争り  や  くわ そラ お 

義雄 は、 弟の 馨に 桐ケ 谷の 火葬場 


へ 行く つもり で、 直 支度 をして 來ぃ 


401 


と 云 ふ 使 ひ 

りつ  そ 

人附き 添つ 

けん まく  じ 

權幕 だ。 自 

しか じ 

ら せ *}p も 自 

來た やうな 

『あなたの 

せんか？』 

『そ h> や ァ- 

わる ど き や， 

惡 度胸 をき 

スら ざらん 

一 「お しゃべ 

やべ， 9 立て 

こ ゑ  ねむ 

聲で、 眠って 


, た  i  とも はる  しつ 

を 出して か ら， 先 づ知 春の 室に 


て ゐ て， 所 天 を 責め る 

おん  こん らん  ぶん けき 

分 の 馄亂し た 忿激と 

ぶん  はラ じ  た i しひ しおが 

分 は. U 兒の 魂に 從 つ 

つよ  くら  ひかり  力 ほ it- ラ 

强ぃ 暗い 光を顏 中に 

お 庇 で、 わ たし も兒の 


知れ 切つ てら ァ、 ね。』 

め 込み、 睨み付け なが 

おしや ベ， 9 をして ゐ 

,9 をし ないで ど ，フし 

となり きん じょ  かほ む 

て、 隣近處 へ 顔向けの 

ゐた兒 が 目を覺 した 


最もい 

を 


しラし やう 

愁傷と 


すで 

て旣に 

現 はし- 

し  め 

死に目 

よし を 

義雄は 

ら， 『お 

ゃァが 

ま す ？ 

で t 

出來な 

リ そ し 


行った。 する 

こう じつ  大 

い ロ實を 得た 

ぶお お く ほ 


眼 蓋の 落ち 

-く  はか  そこ 

獄か 墓の 底 


と， 千代 子が 一 

と 云 ふやうな 

め  みな 

んた 目に 漲ぎ 

けん 大 つ 

でも 檢 5g して 


に 逢へ なかった ぢゃァ あ ト， ま 


の 女に 毒々 しく 

となり きん じょ 

の 隣 近處へ まで 

たから だ。』 

I と は 

までにして やる 

ち »  はう  まくら 

父が 一 方の 枕 も 


んな 女の 


見 え た ほど 

も わざ /\ 

さい がつ さい 

-ー 切 合切し 

ん だ。』 その 

とに ゐ るの 


4<" 


み  みだ  ね  は5 

を 見 て、 び ッく， 9 したやう に 身 をの^ y 出 し， 他 の 一方に ゐる 

•0  ，ネ ォ 、 2  o 

ひ  こ 

『それ もよ から う、 さ II ま た引ッ 越させる だけの 

『どこへ 逃げた ッて』 と、 兒 に そのまま 蒲 圑をか 

の わたしの 前お や ァ隱れ をう せません よ。』 

げん 53 い  べん ぉラ や  き さま  で 

『現 在、 け ふ、 あ の 辨當屋 から 貴樣が 32 たの を おれ 

から 外して しまったの だ。』 

『さ う II 』 千代 子 は 意外 だと 云った やうに ぼか 

-  つ  しか  しみ づ  ゐ どころ あ 

な い で、 ま た 語を繼 ぎ， 『然 し、 淸 水の 居所 は當 たつ 

力？』 

はら ぐち  い  もら  あた  あお  まへ 

『原 口 かど こかで 云って 貰 や ァ、 當 るの は當， 9 前 だ。』 

『い え， そ んな こと ァ —— あす こへ は 云って なかった ぢゃ 

力？』 


1 • 


ひ 

の 漆に し 


こ と だ o』 

けて や， 9 ながら、 『こ 


み 

は 見た 


んとし 

たお や 


ひご- 


めん だ ラ 

面倒 だ 


あ 


が， 負 て ゐ 

hN ませ A 


ァ あ.. CN ません 


40：5 


钕 


^も  だ  いう じ まち  し，、 ん  が ザん はう  いへ  あ そ  き  とき  X こ 

思 ひ 出す と. かの 麴 町の 詩人が 我 善坊の 家へ 遊びに 來た 時、 千代 子 は 

よしを  1 へ  かれ  ふ ぎ ゃラじ やう し .、 ん  う つお  し 力 

義 雄の ゐる 前で 渠の不 行狀を 詩人に 訴 へた。 然し， 


『ぢ や ァ， 麴 町で 聽 いたの だら う よ。』 

『あの方 だッ て， 知 b ゃァ しませ ん。』 

『貴 檨がロ どめされ てる の 、さ。』 

『あんな こと！ あなた は 餘ッぼ ど 疑ぐ， 9 ッ ぼい の、 ね え。』 

よし を  よこ  がラじ やう お  つ 

『そんな こと ァ どうで もい い』 と， 義 雄 は 千代 子の 强愦を 押し付けた 

つも， 9 になった。 が， 今 の 應對で 以て 見る と， か の 女 は 中の 町で あんな 

おしやべ， O をして 步ぃ たやう に， ど こへ で も， 渠 の 知. 9 合 ひで かの 女 も 

あ  ひと  き 0 -ラ たい  もつ  ふいち やう  ゆ 

會 つたこと が ある 人のと ころ へ は， こ の 狂態 を^て 吹聽 しに 行く らし 

い。 原 口へ 度々 行く の は 勿論の こ と， も う、 麴 町の 詩人へ も 行った 樣子 
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『そ ゃァ、 然し、 男子の こと だから』 と. かう 答へ たので， 

さけ  if よ  し ん  われし  つ 

『あなたまで がそん な こと を』 と 叫ん で、 か の 女 は 詩人 を 我 知らす 突 

I  おな  しんけいしつ  し ん  ひ じゃラ き  ねる 

き 飛ばした。 する と， 同 じ やうに 神 經賀の 詩人 は 非常に 氣を惡 くして 

歸 つ た。 

み  だ  よこ  まじめ  あ ひて  い， ぢ 3 わ * る 

それ を 見て も、 誰 れも 千代 子を眞 面目に は 相手に しまいが 意地 惡く 

で  *- や ラ じん  もんな  げさ  こと は  «■>  メ， li^ 

でも 出て、 こんな 狂人 じみた 女のお ほ 袈裟な 言葉 を 釣， 9 出し それ を极 

きょ  よし A じ ，ん  へい- M い  ひと  せ けん くわう こく  はな は もつ  おはめ.^ わく 

據に また 義雄 自身の 平生 を 人が 世間に 廣吿 して は、 甚だお て大 迷惑た。 

じつ  こま  をん な  ある  あと  とり  L  け  ま C 

『實に 困った 女 だ II そ の步 いた 跡 をお 鳥が また 云 ひ 消して 廻つ おの 

もっと  力 わ  かんが  み 

も 尤も だ』 と、 渠は考 へて 見た。 

よ こ  そめ こと は  ひ 力 

- 『わたし は、 ど うしても』 と， 千 代 子 はな ほ 其 言葉 を さし 控 へ ようと は 

しない。 

かみ  ちから  ふみ も  ► なほ  、 

『どうしても. この 神 さまの 力 で， あ なた の 不身持ちが 直る まで は あな 

し みつ  かく  はしょ  つ ひ きラ  お  >  ，- "ん 

たと 淸 水との 隱れ 場所 を追窮 しな いぢ ゃァ潢 きません。 あなた 方に 
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隱れ をう せる 氣が ある 

II さ, つなら さ う- として 

せない ぞ。』 

『そんな こと ァ御 勝手 

たんです か ら。』 

よし を  もと や そ けラ しん じ や 

^雄 は 元 耶蘇 敎 信者 

て、 千代 子の 方が 信者に 

こ とし 

つてし まった。 今年の 

むかしい じ やう まへ  だい  し  とき 

昔 以上 前の 第 一 子の時 

だい  し  とき  し が けん 

が、 第三 子の時 は 滋賀縣 

かれ し  すで 

が.， 渠 は 死んだ もの は旣 

やみ はう む 

ら閽へ 葬って しまう つ 

『死んだ ものなん か、 掃 


な ら、 わ たしに も 追 ひ 窮める 力が あ 


お  こんく わい  そラ しき  しう け- o じ やう  V？ 

置 け —— だ が、 今回 も 葬式に 宗敎 上の 儀 


におし なさ い — ま た. さ う 云 ふだら う 


で 

ち 

よ- 

も 

き 


だつ 


あった。 そして. その 敎へ を脫す 


つた。 が、 かの 女 も 今では 變 挺な 

そ- f しき  ち •  しん かラ したが ぶつ しき 

の 葬式 は 父の 信仰に 從ひ佛 式で 

よ こ  のぞ  や そ けラ 

千代 子の 望みに まかせて 耶蘇 敎 

お ほつ  むしきす  つぎ 

大津で 無 式で 濟 ませた。 その 次 

む  どゥ ザん  つち 

無 も 同前 だか ら、 た だ そのまま 土 

b だ。 

だめ  なげ  お  くら. Q 

溜へ ほう， 9 投て 置いても いい 位の 


ま す。』 

しき  つ.？' 

式 は 使 は 


お 《0 

と B.J つて 


頃に なつ 

ゃラ がく  こ 

陽 學に凝 

つたし， 一 

であった 

こんく わい 

今回の だ 

つち やみ 

ら土、 閽か 

も の だ。』 
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7 う せ、 あ なた が 死 ぬ、 死 ぬと 云って たか ら， あ の 子 も その 通り 死んだ 

のでしょう し、 う ちに は 誰れ も 人情に 敦ぃ 人が ゐな いの だか ら —— あ な 

いろ をん な  い  55>た  かほる  かほる 

たは 色女の. ところば か， 9 へ 入. 5 浸，^ になって るし。 馨 さん は馨 さん 

で、 人 の 賴んだ こと もして 吳れ ない で， 勉强 もしゃ に、 ど こか ほっき 步ぃ 

てば か， 9 ゐ るし。 お母さん はお 母さん で、 ま だお 父さんの 一 周忌 も來 

むすめ  はう  に  い  くせ  しゃく  ゆき  ふ  さむ 

ない うち に、 娘 の 方へ 逃げて 行った 癖 に、 五 尺 も 雪が 降る ところで 寒い 

か ら. ま だ歸 りたい！ も， な いもの だ。』 

くり ごと  よこ  い  よし をき  令 

- .1 ん な 繰 言 を 千代 子が 云 ふの を、 義 雄は聽 くやう な， 聽 かない やうな 

ふ  じぶん  こ-ろ  し  なに  わか  くラ たい  とき  し  はラ 

振 b で， 自 分の 心に は、 ど うせ 死ぬな ら、 何 も 分らない 空體の 時に 死ぬ 方 

じん せい  $  わか  ひつう ひ っラ かさ  く，  ^  み. - 

がいい。 人生の 眛は ひが 分つ て. 悲痛に 悲痛 を 重ねて 來 ると 却って 未 

れん  お ほ  い  かんが  • 

練が 多くなる もの だ。 と 云 ふやうな こと を考 へて ゐ ると にこに こし 

かん ご ふ  び や ラゐん  めい れい  ラ  き  はやした いひ  もら 

た 看護婦が 病院の 命令 を 受けて や つ て來 て， 早く 死體を 引きと つ て 貰 

ひたいと ぎった。 
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O と  *f  ま  くだ  よし A  す ，ぷ ま  こ 2- 

『今に 人が 來ま すか ら， そ れ まで 待って 下さい』 と， 義 雄 は 素直に 答 へ 

、  び や ラゐん  ひと A\  L  ,  ？ なら. ひ  か ぞく  れい た、  い" 

たかさ ッ きから 病院の 人々 の 死者 並に その 家族に 冷淡な の を 怒って 

でんせん ^やう い 《ひと  で 令 

ゐた ところた から 『どうせ 傳染病 は 家へ 引き取る ことが 出來 ない の 

でしよ う』 と， か ら かって 見た。 そし て. そ の 看護婦に 賴ん で. 湖 月へ 少 

あ そ  い  り ぃラ  でん わ  もら 

し 運くなる からと 云 ふ 理由の 電話 を かけて 貰った C 

と  かく し  こ  かほ  み を さ  み 

『ま ァ、 兎 も 角、 死 んだ兒 の 顔で も 見納めに 見て おいでなさい よ。』 か う 

ちょこ  す *  いぢ  は  よしを  なに  はんか ラ  いみ  い  ゲ/ 

千代 子が 勸め たのに も 意地 を 張って， 義雄は 何 か 反抗の 意味 を 云 ひ 返 

さないで は ゐられ なかった。 

3 ち， - け』  かほ  てめ 大  み  じう ぶん  て 6t 

『血の 氣の なくなった 顏 など ァ.、 手 前の を 見て ゐ りゃァ 充分 だ I 手 前 

き ち 力  し  こ ども  め  くち  しま 

マイナス 氣狂ひ イク オル 死 だ。 子供 は 目をつぶつ て， 口 に締， 9 がな く. 

つち いろかた  な、 どみ ち 

土色 をして 固くな つ て る だら う が、 そ んな もの も、 も う、 可 度 も 飽きて 

ら ァ。』 


资 


よ こ  いも-? i  き  いへ  はう  せ わ  いそが  か は 

千代 子の 妹が きの ふまで 來てゐ た が、 家 の 方の 世話が 忙しい の で. 代 

りに 專 門の 看護婦 を 雇って 附き 切らせて あると 云 ふ 富 美 子の 病室 へ 

は、 義 雄 は 行く 必要がない と 思った。  , 

ふ み こ  その そ ふ  し いん ひと  じん y ラ わる 

富 美 子の は 其 祖父の 死因と 等しく 腎 臟が惡 いので あつ て、 デ フ テ リ 

とも はる  ち ひ  し  こ  ほと  どラ 

ャ ではなかった。 が. 知 春 はま だ 小さいだ けに 死んだ 子の が 殆んど 同 

じ, つ  よしを  も  はいどくき み  じ 

時に 移った ので ある。 義雄 は、 若し 梅毒 氣眛が あ ると すれば その 痔に 

於て 父の を遺傳 したと 思って ゐる し、 富 美 子 は 又 その 祖父の 腎臓 を受 

とも はる  また  き ゃラ だい  Sb ゃラき  てん せん  しか  とも はる 

け た し， 知 春 は 又 その 兄^の 病氣 に傳染 したの だ。 然し この 知 春の は 

て おく  ちう しゃ  き  ねつ  さ  のど 

手後れでなかった か ら， 注 射が 利い て、 ま だ 熱 は 去らない が、 咽 喉の ひゆ 

う 云 ふの は 直って ゐ た。 

『もし 生の 悲痛に 堪へ る だけの 活氣 がない とすれば、 こいつ も 今のう 

ちに 死んだ 方が まし だのに』 と考 へな が ら、 義 雄 は 其 室 で、 千 代 子が 死 

んだ お父さん からして 後妻の 姉に 手 を 出し かけた 程 だか ら、 そ の惡ぃ 
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き I 

し て 

切 b 

そ こ 

めい 

命じ 

『と 

『お 

『で 

ゐ た 


が 子 や 孫 

ゐた。 か 

もな くい 

かほる 

がて 馨が 

くわ ^ラ は 

の 火葬場 


まで も來た 


ぢょ  ぴ ゃラじ 

の 女 は病兒 

ろん な 不平 

やって 來た 

ち？'  » 

の 茶屋へ と 


2  o 

めて 吳れ 

ま へ 

れが 前に 

は』 と、 し 

のな ど を 渡した 


る 力. ^ら， ^_ 

經驗が ある 

しゃ ラち 

ぶ 承知 


にん ぶ  か は 

人夫の 代， り 


呼んだ 車 


の だと 

無理 を 

漏らし 

で、 死骸 

もら 

て 貰 ひ、 


婦^ 頼み、 千代 子 もし ほく 


云 ふやう な 繰 言 を 云 

ねむ 

なだめて 眠らせる や 

て ゐた。 

つ  そ  きり  や 

に付き 添って 桐ケ谷 

あさ こつ ひろ 

あすの 朝、 骨 拾 ひ をし 


かほる 

と， 馨は 


ら， 云 ふ 

よし 


ふ の を 聽き流 

うにしながら- 


か e 

いやさうな 顔 をした 

の. た』 と 兄に 叱られ 

を  かれ  くわ そラ  て っジ 

雄 は渠に 火葬の 手績 


♦  こん や 

行 き、 今 夜 は 

歸る やうに 


の で、 

しょ ラ  で き 

證の 出來て 


Aw  V  とも 25 ろ  LC 

も來 たと 云 ふの で， 知 春の 室 

よし を ら  とも  で  い 

として， 義雄 等と 共に 出て 行つな 


ちょ つと かん f> 

は 鳥渡 看護 


しにんお  は  べつ  かくり しつ  たて 

死人の 置き場が 別に 隔離 室の 建 


はづ 


物の 外れに 建って 


ゐ 


あか 


て， 田 村の 赤ん 


4IO 


)i4 


はラ  ほか  い a  くわん  べつ.^' ら^-  ►  , 

坊の 外に 今一つの 棺 があった。 いづれ に も、 別 々に 蝤燭 がと もして あ 

せん ラ  た  そ ぎつ  つち ざら 

る。 線香の 立って ゐる粗 雜な土 皿 も ある。 

めい かん - ふ  なに つや  こ ゑ  わら 

二 名の 看護婦が 何 か艷ッ ぼい 聲を あげてき ゃッ くと 笑って ゐた 

よしをら  はい  き  み  きふ  たいど  あらた  ひ 

が、 義雄 等の 這 入って 來 たの を 見て， 急 にし ほらし い 態度に 改 め， 火 を つ 

て  6  せ かう  くわん  まへ  カラ ざら 

けた ま、 手に 持って ゐた 線香 を棺の 前の 香 皿に さし 

なむあみだぶつ なむあみだぶつ  ふな  こ ゑ がつ ぜラ 

『南無 阿 彌陀佛 、南無 阿彌 陀佛』 と 不慣れな 聲で合 唱 した。 

し  よこ  くわん み つ 

「と うく 死んで しまって』 と、 千 代 子 は棺を 見詰めながら、 『あんな 

おや  ほね  を  かい ほう  にく 

に 親が 骨 を 折 つ て 介抱した の に I 憎 らしい！』 

『そんな こと を 云つ ぉッ て， 死 人に ゃァ聽 こえ ゃァ しない。』 か う 云 つ 

よし を  ひお い ひろ  め  するど め がね  なか  ひか  ほ，  • こ， ほ ひげ 

た義 雄の 額の 廣ぃ， 目の 銳く 眼鏡の 中に 光つ た， 頰の こけた 濃い 顎髯の 

ぶ  の  いか  げん かく まじめ  かほ  めい  かん ご ふ 

三分ば か 延びた、 如何に も嚴 格な 眞 面目な 顔 を、 二 名の 看護婦 はお そ 

かへ  み * 

ろし さう に ふ， 9 返って 見た。 

くるまや  かれ  どな  つ  こも  の 

『車 屋』 と、 渠 は 怒鳴り付ける やうな 聲 で， 『これ を乘 せる の た。』 
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『へ い。』 車夫 はお づ く 棺に手 を かけた が. 輕 い の で * 造 作 もな くその 

肩で 運んだ。 

ま  かほる ^  けこ  しろ ciG-  はこの  み 

先づ 馨が乘 b  、そ れ から 蹴込みへ 白い 布 を かけた 箱を乘 せた の を 見 

て， 通 ，りか か つた 醫 員が 立ち どまり、 

『何です か、 それ は？』 

くわん  よし を  とが  こ ゑ こた  わか き 

『棺 で す』 と， 義 雄 はきつ い、 尖 つた 聲で 答へ た， 分 り 切って る ぢゃァ な 

いかと 云 はない ばかりに。 

『御注^までに 申します が、 ね， 知 れ ると 車 は 警察で やかまし いの です。』 

『おや ァ、 これで 包んで おや. 9 なさい』 と、 千代 子 は 所 天に 自分の 卷 い 

かね か  わた  ぃゐん  み  だま  ほんく わん はラ い 

てゐた 絹の 肩掛け を 渡した。 醫員は それ を 見て 默 つて 本館の 方へ 行 

つてし まった。 . 

一 番 長 く —— と 「K つ て も， き の ふの 夕方 か ら —— 看 護した 若い 婦人が 一 

り よし を ら  とも  ラ ら iA  くろま  つ  き 

人、 義雄 等と 共に 裏門まで 車に 附 いて 來た。 


ぎん ねん  き  おも 

： 殘 念 だ、 ね え， も う， こ れッ 切， 9 かと 思 ふ と II 』 

『ぉ氣 の 毒でした わ 、ね。』 

『桐ケ 谷 だよ。』 義雄が 念 を 押す と， 『へい』 と、 車 は 駆け出した。 

とし くれ  ちか  さむ かぜ  あと  おこ 

歲の暮 に 近い 寒風が その 跡に ひゆう ひゆう 起つ た。 

千代 子 はす、 リ泣 きをして， 釉を 目に 當 てた。 義雄も 胸が 一杯に な 

一 つたが. 顔 を 反む けて. 愁 ひの ぎを隱 した。 そして、 氣を 無理に 持ち直し 

かんが  しゅ  じぶん くわん けい  は. 7 ふ  じぶん のこ 

一て 考へ た、 死 に 行く もの は 自分に 關係 がな い II t 父 で も， 自 分に 殘 して 

j  く  は い どく  じ  ゎづ  ざ い さん  よこ  し 

吳れ たの は， た だ 梅毒 もしくは 痔と 僅かな 財產 だけ だ —— 千 代 子 も 死ね 

とり  し  に ふ ゐん  めい  こ  し  もっと  つめ  ゆき 

お 鳥 も 死 ね、 入 院 して ゐるニ 名の 子 も 死 ね、 さ うした ら、 最 も 冷た い 雪 や 

氷の 中へ で も， 自 由 自在に 自分の 事業 をし に 行ける と。 

くに  令 よく ほく  い 

； 【さう だ。 どうして も. わ が國の 極北 へ 行かなければ ならな い II で な 

- い と、 あ い つ， 意 志 が 弱い の だ、 爲 るく と吹聽 ばか h- して 何も 着手し な 

い  いう じん かん  だつ  こと  で き 

い、 と 云 ふ 友人間の そしり を脫 する 事が 出.^ ない。』 


4  IS 


展 


铰 


よ こ  こと お  よ  さく じつ ^ラ ^ち  から ふと  かへ  き  よし *, ど  あ 

千代 子の 言 に據れ ば， 一 昨 日， 重 吉も樺 太から 歸 つて 來て義 雄に 會 

ひ^いと 云って る さう だ。 

かれ  じ け.！,  じ ぶん  しつ ► はい ふ ひ P ラ はん 

渠に は. この 事業に よ . り， や がて， 自分の これまでの 失敗と 不評^と を 

とかへ  じ ぶん  しゃく わいて きはつ てん  じつ げん  で ？  い  き は. 

取り返し て. 自 分の 社會 的發展 をも實 現す る ことが 出來 ると 云 ふ 希望 

が辉 いた。 

こ、 はん  " i  ，.  よこき  よ 

『今 晚は歸 つて 來 なさる でしよ う、 ね。』 かう 千代 子が 聽 いたの を 振り 

む  じぶん かんじ  » うねん くわい こ げっ お ほ  げいしゃ  i じ  乂は 

向き もせ や、 自 分が 幹事の 忘年 會が湖 月で 多くの 藝者 など を 交へ て賑 

^  さラ ぞラ 

やかに 飲んで ゐ るの を 想像しながら、 

わか  とり  つ. *y  おな  こと は  くり か へ  でん しゃ 

『どうか 分らな い』 と、 お 鳥に 告げて 來 たと 同じ 言 葉 を 繰返し て、 電 車 

の乘 b 場に 急 い だ。 

かれ  はんじ  な  だ  ぃラ じん， なか i こりつ じ ぶ k ん 

渠は それ ほ ど、 萬 事 を 投げ出し てまで も. 友  <； の 仲間に 孤立の 自分の 

^氣 込み を發 表したかった ので ある。 

發 展終 
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4、 


ノト 塞 


！ち八 阪！ 


△ 定 價金壹 圓廿錢  郵税 入 錢<1 四六判 七 百 六十 入 頁 

著者 は 無學の ー靑 年に して、 而 かも 天下 國家を 論じて 誤らす、 人間 

處 世の 道 を 論じて 誤らす、 時事問題 を 論じて 誤らす、 人物 を 評して 

誤らす、 時代の 思想 を 論じて 誤らす、 哲 學の眞 核に 觸れて 誤らす、 學 

者 先輩 を 論じて 誤らす * 先輩 大家と 對談 して 氣焖萬 丈、 一 種 獨特の 

識見と 人格 を 有し、 一 度 決すれば 利益 を 問 はす 起って 事 を爲す 一 個 

熱誠の 快男兒 也。 又た 難に 逢って 屈せざる 男 也。 內容の 如何に 凡 を 

拔け るか は 多言 を 要せす " 是の靑 年に して 是の著 あ， 9、 天下の 無學 

者 は 彼に 學び、 天下の 有 學者は 彼に 研究せ よ。 


著 快 小 四の 下 天 

著 一秀 依 野 長々 社界世 之業實 


快氣焰 

A 四 版發賣 

厶定 惯廿餞 

△ 郵税贰 餞 


式 


一世 法 

$ 版 發 賣 

厶定 價卅錢 

△ 郵税 四錢 


短刀 直入録 

版發賣 

厶定價 廿五铰 

△ 郵税 贰錢 


傍若無人 諭 

▲ 五 版發資 

△ 定價廿 餞 

厶郵 稅贰錢 


發行所 實業之 世界 社 


^ 話 芝 玉 八 四 
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(版 再) 


三 宅 博士 序 伯爵 大木 遠吉著 


定價金 七十 錢 

郵稅金 入 錢 


大木 伯 は 我が^ 冑界 唯一 の 快男兒 である。 伯が 其の 熾烈なる 正義の 觐 念を以 

て 我が 政治 界の 禍根た る 閥族 官僚に 對 して 奮 鬪し來 れるは 世人の 目 賭する 所 

伯の 如き は 啻に 現代 蒂胄界 に 於ての みなら や、 實 に我國 稀に 見る の 熟 血男兒 

である。 本書 は 即ち 伯の 國家 論、 社會觀 * 政治 論、 人生 觀、 及び 其 他の 時事 

問題に 對 する 正論 を收 めた る もの、 名 づけて 『我が 抱負』 とい ふ、 眞に 之れ 貫 

くに 仁義の 道 を 以てせる 侃 鍔の 言議、 一 讀 何人も 盡忠 至誠の 人と なる に逯ひ 

ない。 本書の 如き は實に 昏迷 腐敗せ る 今の 入 心に 對 する 大 なる 燈明臺 であ， 9 

刺戟 劑たる こと を 疑 はぬ ので ある。 
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六 


HT1 に 


る 博士 序 澤桃介 君 著 


定價金 五十 錢 

郵税 金四錢 


本書 を 一 鹿讀 めば、 就職難、 金 儲、 立身出世、 修： 

煩悶 等の 諸問題 忽ちに して 解決 せらる ベ し。 


全 國の大 新聞 筆 を 揃 へ て 曰く、 

言 奇矯なる が 如くに して 而 かも 

の哲 锂 を 含み ま 大敎訓 也と。 


セ 


隨 1 農家の 金 儲 一誠 r お 

我國の 農民が 經濟 的に 困って 居る の は事實 である。 それに は 例の 苛稅 

誅 求のお 蔭も大 にある に 違 ひない が 然し 農民 は 尙ほ爲 すべき 餘 地の あ 

る 事 を 忘れて 居る。 それ は 即ち 副業で ある。 此の 副業 を 盛んに すれば 

農民の 經濟的 地位 は遙 かに 樂に 幸福になる に 逢 ひない。 それが やがて 

國家社 會の爲 にもなる ので ある。 著者 玆に 見る 所 あり、 二十 年.^ の 研 

究實驗 に 依って 本書 を 成した。 題して 『農家の 金 儲』 とい ふ、 著者の 意 

蓋し 我國 現今の 農家に 對 して 最も 適切なる 副業の 稀 類、 方法 及び 其の 

販 I 買 法 等に 就ての 懇切なる 相談 相手た るに 外ならぬ。 故に 本書 を讀ん 

で實行 すれば、 農民 諸君 は 其の 本業の 傍ら 確實に それだけの 利益が 得 

られ るので ある。 金 を 儲けたい と 思 ひ、 國を 富ました いと 思 ふ 農民 諸 

君の 是非 一 本を備 へられん こと をす、 む。 


nlbff: 東京 市^ 區露月 町〗 一 番地 Jff  #  .Ki  9^  .ft 

乂罾 振替 貯金 口座 三 四 三參番 J  ^  fl-  J  ffi 


八 


大浦 子爵 題辭 

fe 澤 男爵 序文 


伊藤 直 矢 君： 


金隨 の瓜哇 


(ジ ャ ヮ) 


定價金 五十 錢 

郵稅 金六錢 


日本人が 容易に 渡航し 得らる S 海外 發展地 は 唯一 の 南洋 

y^-  >-tr-x あるの み. 而 かも 南洋 中 最も 有利 有望なる は 即ち 瓜哇 

^^s^  (ジャワ) を 以て 其隨 1 となす。 著者 は 彼 地に 六 年間 獨立 

/め 1J  I 奮鬪 せる ー靑年 にして、 記す る 所 悉く 實驗 より 來れる 金 

儲談 也。 


實業之 世 

界社 編著 


S 横談 


^L^L-cr 1 II の觀樹 三浦將 軍が 天下 何人も^ら ざる 種々 

j 曰^れ 天1  一 の 問題に 對 する 大膽 不敵なる 剖警の 言論 集 
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▲ 定價金 九十 錢 

▲ 郵^ 金 八 餞 一 

4 桨申ク " I ス 

A 百 九十 八 頁 一 


此の 本 を 讀んで 此の 本に 書いて める 事を實 

行 すれば 米で も麥 でも 粟で も 何んでも ゲ で 

も 農作物 はすべ て 今迄の 一 一倍 取れる 事 請 合 

なり、 、つ そで もなんでも ない 鬼に 實行 して 

實効を ft めて 居 る听 が隨 分め る。 


文 序 下 閣平新 藤 後爵男 
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實業之 世界 記者 不屈 生 編著 

定價金 七十 五錢 

郵稅 金六錢 

四 六 版 箱 入 

本書 は大隈 伯、 板 垣 伯、 秣伯、 石黑 男、 潞澤 お、 後藤 男， 加 藤 男、 三 宅 博 

士、 森 村翁 を 初め 現代 數十 名士が、 自己の 接近し， 私淑した る西鄕 

南洲、 岩 倉 右大臣、 勝 海 舟 伯、 伊藤 公， 福澤 先生、 後藤 象 ニ郎， 陸 

奥宗光 伯、 井上毅 子、 淼有禮 子、 品 川 彌ニ郞 子、 矢 野ニ郞 先生、 江 

藤 新 平、 兒玉 大將， 星亭、 中 上 川彥次 郎外數 十の 偉人 傑士より 得な 

る 感想 や 敎訓ゃ 逸話 等 を 記した る ものにして、 - 頗る 典昧 深く、 1 讀 

多大の 敎訓を 得らる  > こと 請 合 也 

人の 世に 處す るに 最も 心得 置くべき は實に 

人物の 事 也。 然るに 本書^ 一  讀 すれば、 明治 

年間の 偉人 傑士の 大半 を 知り 得て、 頗る 處世 

上に 裨 益す る听 なるべし。 


實業之 世界 記者 一 寸 法師 編著 


▲ 定價 W 錢 

虑きき 貝錢 

▲ 小形 美本 


A 是れ 名士の 奇聞 素 破 拔集也 

笑 ひ は 人生の 花で める。 

而沪も 無意味に 笑 ふ は餘り 感心 ゼぬ。 本書 を 

讀 めば 笑 ひながら にして 人物 を 知り、 磁 

智^ 學び 得らる  >  ので もる。 
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△ 定價金 五十 錢 

厶郵 税金 六 錢 

<| 四六判 美本 

项^ て 三^ t?l 洎 S とい ふ 三 怪物と は誰ぞ 曰く 相場 界古兮 未曾有の 大 策士 今 天 一 坊 

の 5^ る 松^ は 一 Jsr5 パ 東西の 雨洋を 股に かけて. 世界的 活動 をな す髓 おき^ 

弓 ：5S::S ，^ぽ の、 株式 界に 成金の 親玉と 謳 はれた る 鈴木久 五郎の 三人で ある。 即 

も 本書 "此三 怪物の 偽らざる 大膽 なる 自白で ある、 彼等 は 正に 怪物で ある 人が 悉 

く 彼等の 眞仅 をしょう と 思 つ て 出來 る もので なけれ ば 又 悉く 眞 H て 善 い 事よ いりで 

はない。 兎に^ 善 かれ 恶 かれ、 彼等が 斯の 如く 大 なる 事 を K し 遂げ 

た 牛 面に は 逸 多 の 天才と 幾多の 膽 力と、 幾多 の 智識と がき ま れ 

K ゐ るから 波瀾 曲折に 富める 彼等の 自由 は、 is も 胃險的 立身 小 

說を讀 むが 如し、 而 かも 世の 學者、 宗教家 、教育家な どに 依って 得 

られさ る眞堙 と敎勖 を 看取， -得 るので ある。 


發行所 iissss 實業之 世界 社 


昏雕 g の 者學苦 


實業之 世界 記者 不屈 生 編著 


ム定 價金貳 拾 五 錢1 郵稅 金貳錢 A 小形 一 一 百 頁 

本書 は 現に 都下の 大學、 高等 學校， 中學校 等に 苦學 しつ 

つ ある 幾多の 學生 中より 拔 ける 優秀なる もの 、 直 驗談 

に 成る ものにして、 其 言 ふ 所^く 實行 せらる、 事の み。 

故に 苦學を 以て 身 を 起し 志 を 達せん とする 靑年 は先ソ 

本書 を讀み て 後 決心す る 所な かるべからず。 又 世の 所謂 

樂學生 は 本書 を讀 みて 自重す る 所 あれ。 


®  !t  f 振替 貯金 口座 三 四 三參番 iw  I  j It 


ニー】 


かお 成て? 何 如 は 書 本 


四 


田 商業 研究 會 編纂 (第 六 版) 


定價金 五十 錢 

郵稅金 六 錢 


1 、 貴下が 麇 應在學 中， 

澤 先生より 受けられた 

る 忘れ 難き P 戒 

二、 贵下は 慶應を 出で 初 

めて 社會に 入らる 、時 

福澤 先生より 如何なる 

敎訓を 受けられ しか 

三、 貴下の 眼に 映 じたる 

福澤 先生の 最も 學： r へ點 

四、 今 若し 福澤 先生 在世 

ならば 如何なる 言行 を 

せらる べき か 


福 澤譎吉 先生 は^治の 大 偉人に して、 世界の 大 

数 育 家 也。 威武に 屈せす、 權 勢に 媚びす、 超然 

三 田の 丘上に 長 嘯して Lf 民の 薰陶 に從 事す る 事 

多年、 現代 社會に 於け る 最も 健全なる 分子 は 皆 

先生 門下の 秀才に よりて 形成 せらる、 もの 也と 

いふ も敢て 過言に 非す。 本書 は 本社が 社 會の各 

方面に 撒布され たる 先生 門下の 秀才に 對 して 上 

に揭 げたる 賀 問を發 して 得た る 答 辯 を 蒐集 編纂 

したる ものにして、 先生が 谷 個人に 就て 爲 され 

たる 敎 育の 大義 は 正に 此 1 編に 遨 くされたり。 


發行所 


柬京市 芝 區露月 町 二番 地 

振替 貯金 口座 一ー1 四 S 參赉 
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刊 近 


ベ 


栽る せ 經理行 農の 理民づ | 


ざ 志 り 、をの 初 本の 』 の 非農渗 
るすし 其 集 實め旨 顯の聲 常 法 g 
珍 も かの め驗て と は 一高な 發 % 
本の を 失 、者 其す る 小き る 明 | 
で 、極 敗 如に のる 、冊 今 好 者 I 
あ 是めを 何し 効 所 を 子 日 評 小 $ 
る 非て 排 にて 架 は 望に に を 柳 | 


。'と 明 除し 二 を^む 依 於以津 I 
も 細して 倍掣理 の りて て勝彦 
つに て實 或げ 空 はて は迎五 $ 
お 詳遂績 は 得 論餘最 さへ 郞 I 

述にを そべ にり 初 も ら翁 % 
g す 偉 擧れき 非に よ あれ 著 % 

S る 大げ以 もす' 蟲り るた コ % 
^事な た 上の しの 一べ のお % 
•i にる るので てい 回き はお I 
S し 天 か 收ぁ實 、の箬 、i  I 
2 た理 、稷る 行 話 失で 物 1 1 
と 。農 或 を 。でで 敗 、ぁ價 g  % 
共 世 法 は 得 故 あ あ もる 昂 f  $ 
にの の最る にる るな 。騰^ I 
併 天 奥 初に こ °  。く 所ぷ = | 
せ 理理何 至れよ 由 、で S 二  I 
饋農を 故る ま く 來 直此1  還 度 ね— ― 
ま法實 にまで 之 、ちの!！ 世 
ざ 燻 現 失で 、を 天に^ 早に 
る 炭す 敗の 天 實理其 天 農 出 


▲ 小 柳津、 池 田 兩翁及 十文字 氏 序 實業之 世界 社 編： 


伯爵 大木 遠吉 閣下 序= 伊藤銀月 先生 践 

樋 口 麗陽君 著 

灰 定價金 五十 錢 

▲ 郵稅金 六 錢 

所謂 先輩の 青年 訓は 山の 如く あれ ども 靑 年の 先輩 訓 なる もの 未 

だ 之な きを 慨 して 今大隈 伯、 後藤 男、 新渡戶 博士、 其 他 先輩 數氏. の 

靑年訓 を駁し 即ち 靑 年の 爲め萬 丈の 氣炤を 吐く 世の 靑年 諸君 は 

須 らく 一  讀 せざる 可らず 先輩 も 亦 他山の石と する を 要す 

き 1IJ ザ  東京 市 芝 區露月 町 二番 地  f 胄 .^J  &  9^-  4=i 

^  ^1 振替 貯金 口座 三 四 11ー參 番  ！ S  ^ 1\  fl-  %N 1耽 
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0 言 直 筆 は 本誌の 特色 也 ： ： ： ► 

A 天下に 卒先して 東京 電燈會 社に 對し 電燈料 

の 三 割 減 を 提唱した る は 本誌 也 

A 日 糖 事件 の 導火線と なりたる は 本誌 也 

▲ 天下に 卒先して 『1 一倍 收穫 天理 農法』 を 熱心 

に 唱道した る は 本誌 也 

▲ 實 業界 の 善恶 の 眞相を 語 る は 本誌 也 

A 靑年處 世の 神髓を 語る は 本誌 也 

A 金 儲の 眞相を 得る は 本誌 也 

▲ 趣味 實益 の 記事 を 以て 全 ぺ ー ジ を充 たす は 

本誌 也  ， 

兀氣撗 溢 は 本誌の 特色 也 ……： ► 


r 


4, . 


